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団体営土地改良総合整備事業下室賀地区の施工に伴 う発掘調査は、平成 2年度に日影遺跡及び

田中遺跡において実施 し、室賀扇状地における初の遺跡の発掘調査として、縄文時代中期の敷石

住居址と、平安時代の溝状遺構が検出されていました。

続 く平成 3～ 4年 は、このたび、ここにご報告する岳の鼻遺跡を調査 し、その結果、弥生時代

後期から古墳時代後期にかけての大集落遺跡が検出されました。お、りかえれば昭和61年 、62年 、

この遺跡からわずか1.5hほ ど南東に位置する琵琶塚遺跡が調査され、該期の集落遺跡としては、

当地域における指標ともなるべき遺跡と評価されていましたが、この岳の鼻遺跡 も、まったく同

時期に、琵琶塚遺跡に優るとも劣らない集落を構えていたことが判明しました。このことは、上

田市にとどまらず、長野県における該期の考古学、歴史学研究に大きな影響を与えられるものと

なりました。また、古代の官道筋に多 く出土するといわれる瓦塔も出土 し、東山道研究において

も貴重な資料を提供することができました。

生涯学習が提起され、上田市でもその基本構想を平成 4年度に掲げました。その中で、地域の

歴史学習は、この構想の核をなすものであり、あたらしい上田市のまちづくりに向けて、その根

幹をなすものと思われます。その歴史学習の、さらに基礎的な部分を形成する、こうした地道な

調査は、上田市教育委員会といたしましても、最も重要な事業であると認識 しております。基礎

的な資料の蓄積がなくては、歴史学習もまちづ くりも、砂上の楼閣のごとく、歴史の風雪の中で、

あっという間に吹き飛ばされてしまうことでありましょう。

このたびの調査に際 し、こうした事情をご理解いただき、ご協力いただいた川西地区土地改良

区、ほ場整備実行委員会、下室賀自治会の皆さまには、心より御礼申し上げます。また、炎天下、

あるいは厳寒の中、調査にご指導、ご従事いただいた諸先生方と作業員の皆さまにも、衷心より

感謝申し上げ、序といたします。

平成 6年 3月

上田市教育委員会教育長 内藤 尚



例 口

1 本書は、長野県上田市大字下室賀における、団体営土地改良総合整備事業下室賀地区の施工

に伴 う、岳の鼻遺跡発掘調査報告書である。

2 調査は、平成 3年度および4年度に現地調査と遺物整理の一部を実施 し、 5年度に遺物整理

と報告書の作成および刊行を行った。

3 調査は、 3年度に一部を上田市教育委員会が組織 した上田市遺跡発掘調査団団長塩入秀敏に

委託 して実施 したほかは、すべて上田市が直営で実施 した。なお、事務局は上田市教育委員会

事務局社会教育課が担当した。

4 現地調査は、平成 3年 8月 1日 ～ 12月 14日 、及び平成 4年 7月 10日 ～ 12月 18日 の

間実施 し、この間の調査は久保田敦子が担当した。また、整理作業は、平成 3年 8月 1日 以降、

雨天時 。冬期間等断続的に実施 し、平成 5年度に集中的に実施 した。

5 遺構の実測は、久保田 。大井敬子 。小山倍子が行ったほか、一部を0写真測図研究所に、ま

た、全体空中写真測量をい新日本航業甲信越支店に委託 して実施 した。 トレースは、市村みつ

子が行った。

6 遺物の実測と トレースは、久保田 。大井・市村 。田中弥重子 。小野沢恵美子 。唐沢裕子 。荒

井かぎ子が行った。

7 遺物実測は、一部を小川忠博に写真撮影を委託 し、その写真を下敷にして行った。

8 遺物の洗浄は現場作業員が行い、注記と接合は、久保田 。大井 。市村 。田中 。小野沢 。唐沢

荒井 。樋口員知子が行った。なお、石膏による復元はすべて樋口が行った。

9 本文の執筆は久保田が行った。

10 遺構写真は久保田 。中沢徳士が撮影 し、全体写真は帥新日本航業甲信越支店に委託 して実施

した。

H 遣物写真は中沢が撮影 したもののほか、小り|1忠 博に撮影委託 したものを使用 した。

12 判組は大井 。市村 。荒井が、遺構造物の一覧表は、実測者の観察をもとに、小野沢 0唐沢が

行った。

13 現地調査に係る基準点測量は、上田測量設計いに委託 した。

14 本調査に係る資料は、上田市信濃国分寺資料館に保管 してある。

15 本書の編集刊行は、事務局が行った。

16 本調査にあたり、次の皆さんにご指導、ご協力をいただいた。記 して感謝する次第である。

下室賀ほ場整備実行委員会、下室賀自治会、黒坂周平、森島稔、赤塩一巳、小池雅夫、α)長

野県埋蔵文化財センター、自沢勝彦、出河裕典  (敬称略)

17 本調査に係る調査の体制は、次のとおりである。

(1)平成 3年度上田市遺跡発掘調査団の体制 [()内 は当時の主たる職等 ]

団   長 塩 入 秀 敏 (上田女子短期大学助教授、日本考古学協会員)



調 査 員 猪 熊 啓 司 (長野県長野高等学校教諭、上田小県誌考古編編集委員)

″   川 上 元 (上田市立博物館長、日本考古学協会員)

″   倉 沢 正 幸 (信濃国分寺資料館主査、日本考古学協会員)

顧   問 五十嵐幹雄 (上田市文化財保護審議会委員、上田小県誌考古編編纂主任)

″   岩佐今朝人 (上田小県誌考古編編纂副主任、日本考古学協会員)

(2)平成 4～ 5年度の体制 (平成 4年度から上田市の直営)・

調査指導者 五十嵐幹雄、岩佐今朝人、塩 入 秀 敏、猪 熊 啓 司 (い ずれも前出のとおり)

(3)平成 3～ 5年度事務局社会教育課の体制

課  長 須藤清彬

文化係長 寺島隆史 (平成 4年 3月 31日 退任)

″  中村博美 (平成 4年 4月 1日 着任、平成 5年 9月 30日 退任)

″  岡田洋一 (平成 5年 10月 1日 着任)

係  員 久保田敦子 (調査担当者)、 中沢徳士、塩崎幸夫、尾見智志、清水彰 (平成 4年 4

月 1日 着任)、 上原せい (平成 4年 4月 1日 着任)

18 調査作業に参加、協力 していただいた方々 (順不同、敬称略)

間島亥二郎、西沢勝、竹内三郎、関茂樹、竹内勇、清水閲二、尾見英雄、野田三男、小山康直、

小山倍子、土屋幸保、土屋友春、宮崎四郎、小山幹雄、五十地市太郎、久保田芳美、山崎由江、

関酉男、大井敬子、宮崎登、坂日興昌、小林茂夫、山崎芳衛、石井ます、宮崎のぶい、里見も

とめ、岩下員、山崎那智、大井英夫、田中弥重子、小野沢恵美子、唐沢裕子、荒井かぎ子、樋

口員知子、市村みつ子、南波文平、宮沢浅人、水科由紀子、南波正人、久保田定治、井沢光子、

竹内和好



例

遺 構

1 遺構は、次の ()内 に示す略号で表わし、続 く番号は任意である。

竪穴住居址 (SB一 )、 土墳 (SK一 )、 掘立柱建物址 (ST― )、 ピット (P― )、 溝址

(SD― )、 竪穴住居址のピット (P)

2 遺構の図版は、原則として国家座標による真北を頁の上としたが、紙面の都合により例外 も

ある。その際には、その方位を国家座標により示 した。

3 遺構実測図は、原則として原図 1:20、 縮尺 1:4と した。また、 SB一 の竃、遺物出土

状況等、必要に応 じて原図 1:10、 縮尺 1:4と した。

4 遺構が、時代の新 しい遺構あるいは攪乱等によつて破壊を受け、プランが明確でない場合は、

その遺構の推定プランを破線で示 した。

5 SB― の主軸方位は、国家座標の真北と、竃等を通るSB一 の中軸線とのなす角度で示 した。

6 SK一 、 P一 、 Pの 規模は、 (長軸×短軸 ×検出面からの深さ)で示 した。

7 標高の単位は、すべて「 m」 である。

8 遺構図中の網点は、焼土を示す。

9 遺構写真図版の縮小は、任意である。

遺 物

1 遺物実測図は、原則として原図 1:1、 縮尺 1:4と したが、必要に応 じて原図 4:1、 縮

尺 1:4と した。

2 土器の実測方法は、右 1/2に 断面及び内面を、左 1/2に 外面を記録する4分割法を原則

とし、必要に応 じてその率を変えた。

3 実測に際して、波状文等、細かい文様については、小川忠博に撮影委託 した写真をベースに

図化 した。

4 黒色処理のある部分は網点 (太)で、赤色塗彩は網点 (細 )で示 した。

5 出土遺物一覧表の器質は、胎土を「胎」、焼成を「焼」、色調を「色」と記載 した。なお、

色調は、遺物の内面及び外面の基本的な色調を、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財

団法人 日本色彩研究所色票監修の『新版標準土色帖』1988年及び1990年を用いて判別 した。

6 石器、ガラス製品、土製品は、小川に撮影委託 した写真のみで示 し、縮小率は別に示 した。

7 遺物番号は、実測図版番号及び写真図版番号と一致 している。

8 遺物写真図版の縮小は任意である。
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第 一 章

第 1節 調査の原因と経過

平成 2年度から始まった団体営土地改良総合整備事業下室賀地区は、 3年度から4年度、字池

下、岳の組、岳の鼻に施工区域を移動 した。中でも、岳の鼻地区には、周知の埋蔵文化財包蔵地

である「岳の鼻遺跡」が存在 し、その保護措置について、長野県教育委員会事務局文化課の指導

のもと、事業主体者である川西地区土地改良区 (以 下「改良区」という。)、 上田市農政部 (以

下「農政部」という。)、 上田市教育委員会事務局 (以下「市教委」という。)が、平成 2年 9

月 7日 に協議を行った。その際、施工設計図も着手されていないうえ、遺跡の範囲が明確でない

ため、改めて試掘調査を実施 して、その結果を待って再度協議することとした。

市教委では、平成 2年 12月 下旬、施工範囲を対象に試掘調査を実施 した結果、遺跡が従来の

遺跡分布図より、段丘に沿って西に大きく広がっており、施工範囲だけでも2万 nfに 達 している

ことを確認 した。この結果をさっそく関係者に連絡するとともに、改良区及び農政部には、でき

る限り遺跡の現状保存が図れるよう、施工計画・設計をするよう依頼 した。

平成 3年 4月 17日 、再度県教委を交えて協議を行ったものの、ほ場整備の設計が未完成であ

ったため、発掘調査必要面積を2,5 00nf前 後、調査費13,500千 円に納まる設計にするよう、改良

区事務局に依頼 した。これはつまり、当時の上田市の発掘調査体制の限界でもあった。平成 3年

7月 24日 、設計図の完成により協議をした結果、発掘調査必要面積が4,500nfと なったため、

当初、調査費13,500千 円で報告書まで刊行する予定であったが、これを現地調査と遺物整理の一

部にあて、報告書は4年度現地調査分と合わせて 5年度に刊行することとした。こうして、 3年

度は 8月 1日 に調査に着手 し、 12月 20日 に現地調査を終了、引き続き出土遺物の洗浄等を川

西公民館の一室を借 りて行い、平成 4年 3月 25日 、 3年度調査を終了 した。

4年度は、 3年度現地調査により出土 した遺物の整理作業を、埋蔵文化財整理室で行 う一方、

年度当初にあがった施工設計により、調査面積5,500rで、 4月 から調査に着手できる状態であ

ったが、減反に伴 う麦の作付が調査予定地にされており、その補償をめぐって協議がされ、結局、

麦の刈り入れ後の 7月 10日 からの着手となった。現地調査は 12月 21日 まで行われ、つづい

て現地プレハプ小屋で出土遺物の洗浄等を行い、平成 5年 3月 25日 、 4年度調査を終了 した。

5年度は、この 2ケ 年にわたる現地調査によつて出土 した遺物整理と報告書の作成を、埋蔵文

化財整理室で行い、平成 6年 3月 25日 報告書を刊行 してすべての事業を終了 した。

なお、平成 3年度は事業の一部を、市教委が組織 した、上田市遺跡発掘調査団の塩入秀敏団長

(上田女子短期大学助教授)に事業委託 して実施 した他は、上田市の直営事業として実施 した。

また、 4年度以降は、すべて上田市の直営事業で実施 した。

-1-



区分

―

年度 平 成 3年 度 平 成 4年 度 平 成 5年 度 備 考

総 事 業 費 (千円) 13, 500 22, 500 20, 000

改良区負担分 (79%) 10, 665 17, 775 15, 800

上田市負担分 (21%) 2, 835 4, 725 4, 200 上田市負担分は、農家負担分=国庫補助事業

調 査 面 積 (r) 4, 500 5, 500

事 業 内 容 現地調査と遺物整理の一部 現地調査と遺物整理の一部 遺物整理と報告書の刊行

この 3ケ 年にわたる岳の鼻遺跡発掘調査事業の概要は次表に示すとおりである。

第 2節 調査の方法

遺跡名は長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている名称「岳の鼻遺跡」とした。また、

記録の便宜を図るため、遺跡号としてTAKE一 NO一 HANAの TNHを 組み合わせて与えた。

各種の記録や遺物の注記等はこの記号を用いている。

調査範囲の設定については、試掘調査により把握 した遺構の検出レベルと、施工に伴 う土の切

り盛 りをオーバーラップし、施工により破壊される範囲を中心に設定 した。調査地区は 2カ 所設

定 し、西側からアルファベ ット順にA, Bの 2地区名を与え、A地区の地区記号はTNH一 A、

B地区の地区記号はTNH一 Bし た。なお、 3年度調査区はすべてA地区であり、 4年度の A、

Bの 2調査区のうち、西調査区はA地区とわずかにオーバラップしたため、 3年度調査と同じA

地区とし、東調査区はB地区とした。この際、遺構 。遺物の検出 。出土年次を明確にするた'め 、

遺構番号の頭に「 4」 を付 して記録 した。

遺構調査に際 しては、表土、耕作土の排除はすべてバ ックホーを用い、その後の作業はすべて

人手によった。また、国家座標に従い 3× 3mの メッシュを張り、遺物の取 り上げ、測量に用い

た。このメッシュには便宜上記号を与えグリッドを設定 した。基準点を 0と し、方向を現すため

に東西南北のEWSNを 、距離を現すために数字を組み合わせて記号を与えた。たとえば、 0の

点より北に 3つ (9m)、 東に 5つ (15m)目 のグリッド釘の記号名はN3E5と なる。包含層出土の

遺物は、可能な限りこのグリッドによって取 り上げを行った。

なお、基準となる点 0の座標値はX=43,050.000、 Y=-28,875。 000で あり、上田地区は国家

座標第Ⅷ量系に属 している。

現地調査に係る実測は、このメッシュに拠るやり方測量のほか、一部を写真測量の専門業者に

委託 して行い、最終的な遺構全体測量も業者に委託 して、写真実測を行った。遺跡の記録保存と

いう性質上、特に遺構は工事によって永久にその姿を失 うため、調査担当者が見落とした視点で

も、後世の研究者が再度検討できるよう、できる限りのファクターで残 しておく必要があるため

の処置である。
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第 3節 調査日誌 (抄)

平成 3年度

8月 1日 0)晴れ テント設営。A地区バ ックホーによる表土剥ぎ作業開始。

8月 2日 Q)晴れ 機材を現場に搬入。現場の安全管理のため、調査区周囲にロープを張る。

8月 5日 G)曇 り 遺構検出作業開始。

8月 8日 0)雨   6～ 7日 の雨の排水作業。上田市文化財保護審議会五十嵐幹雄委員来訪。

810日 Q)～ 18日 (金 )お盆休み

9月 4日 鯨)曇 り 川西公民館で、現場調査のビデオ収録。

9月 6日 G)晴れ バ ックホーによる表土剥ぎ作業終了。 SB-01調 査着手。

9月 10日 (火)晴れ グリッド釘打ち

9月 24日 a)晴れ SB-010SB-02実 測。

10月 2日 鯨)晴れ 上田市文化財保護審議会の黒坂周平会長、小池雅夫委員来訪。

10月 28日 (月 )曇 り SD-01調 査開始。

■月12日 a)晴れ 埋蔵文化財整理室作業員の現場における研修。

11月 14日 α)晴れ ほ場整備実行委員会工程会議。調査の進捗状況について報告。

11月 16日 G)晴れ SB-26を 専門業者による写真測量のための撮影。

H月 29日 Q)晴れ 前日の大雨のため調査困難。雨水汲み上げ作業。

12月 7日 Q)晴れ 現地説明会で50人 以上の人々参加。

12月 12日 鯨)雪   雪のため測量用航空写真撮影中止。

12月 13日 Q)晴れ 測量用航空写真撮影を行う。

12月 14日 Q)晴れ 現場での調査終了。機材撤収作業。

以後、川西公民館、埋蔵文化財整理室において遺物整理を行 う。

平成 4年

7月 10日 G)晴れ 現場作業棟完成。機材を搬入。 トレンチ調査により、遺跡の範囲を再確認。

7月 13日 0)晴れ B地区バ ックホーによる表土剥ぎ作業着手。

8月 3日 G)曇 り SB-422調 査着手。

8月 5日 鯨)晴れ グリッド釘打ち。

8月 6日 α)晴れ 信濃国分寺資料館夏休み考古学教室。 A地区表土剥ぎ作業、遺構検出開始。

8月 7日 Q)晴れ 上田市秘書課主催の施設見学会来訪。

8月 26日 0)曇 り 県埋文センター長野事務所自沢氏、出河氏に教示いただく。

8月 28日 Q)晴れ 県埋文センター上田事務所川崎氏来訪。

8月 31日 0)晴れ バ ックホーによる表土剥ぎ作業終了。

9月 16日 a)晴れ 県埋文センター白沢氏より化学的保存処理方法の教示をいただく。

10月 17日 G)晴れ 川西公民館主催の史跡見学会来訪。

10月 27日 嗽)晴れ ほ場整備実行委員会工程会議。調査の進捗状況について報告。
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H月 9日 G)雨  戸倉町より森嶋稔先生来訪。 A地区 SB-58調 査着手。

11月 12日 a)晴れ B地区専門業者による測量用航空写真撮影。

12月 10日 α)晴れ 上田市文化財保護審議会五十嵐幹雄委員来訪。

12月 13日 (日 )曇 り 現地説明会約50名 参加。

12月 15日 a)晴れ A地区専門業者による測量用航空写真撮影。

12月 18日 Q)晴れ 機材を撤収 し調査を終了する。

以後、埋蔵文化財整理室において遺物整理を行 う。

平成 5年度

埋蔵文化財整理室において、遺物整理、報告書作成を行い、平成 6年 3月 25日 、報告書を刊

行 してすべての事業を終了する。
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立早一
一

遺跡の環境

第 1節  自然的環境

岳の鼻遺跡の位置する地域は、地形的に見ると大きくは千曲川左岸に展開する上田盆地の西側

にあたる。この地域には浦野川 0産川が流れ、それぞれの流域に平野を形成 し、市内で最 も広い

面積を有する盆地性平野をつ くる。浦野川平野は浦野川本流のつ くった扇状地面で、まったくの

谷平野であり、楔状に、奥に行 くに従い幅を狭めている。この平野内の集落は、南北の山麓線の

谷という谷に、必ずといってよいほどよく発達 し、中央部はみごとな水田地帯となっている。遺

跡は浦野川平野の北西部、浦野川に注 ぐ室賀川の形成 した扇状地上にある。

浦野川は相染川、宮淵川、滝川、田沢川などを集めながら東北流 し、中流域で、阿鳥川、室賀

川が合流 して流れる。相染川、宮淵川、滝川、田沢川、は小県郡青木村の大明神岳 (1,223m)、

ニツ石岳 (1,535m)、 御鷹山 (1,623m)、 大沢山 (1,440m)、 子檀嶺岳 (1,223m)な ど

を源とする。また、阿鳥川、室賀川の水源は川西山地 と呼ばれ、小県郡坂城町の千曲川に沿った

坂城広谷から西方の山地をいう。この山地は西北方のコクザキ山 (1,440m)が最高で、そこか

ら北に大林山 (1,233m)に 続き、その前面に十観山 (1,284m)・ 子檀嶺岳や飯縄山 (932m)

0三頭山 (923m)や城山 (933m)が聟え、室賀谷・ 阿鳥谷・ 田沢谷により等間隔に切 られて

いる。いずれも当地方に向かっては急斜面を呈 しているが、向こう側の東筑摩群方面は緩斜面で

ある。十観山 0子檀嶺の急斜面は室賀峠に延びた断層線であり、田沢川はこの断層崖を浸食 して

その背面まで及んだものであろう。

室賀谷と当郷谷とは、浦野川平野の北西部の山間に二つの相似形をなし、千曲川に並行 し北西

から南東に、 しかも等間隔にある。室賀谷は、室賀川の堆積扇状地の堆積谷で、水田もあり、集

落も谷頭まで発達 している。当郷谷の阿鳥川は、その扇状地を浦野川平野にまで展開させて、浦

野川を南方に圧迫 しているのに対 して、室賀谷は、逆にその扇状地末端を浦野川に切 られて段丘

をなし、浦野川が北方山麓を流れている。室賀谷の末端部は 3～ 4mの 段丘崖をもって浦野川平

野と接 している。この谷の下流において室賀川が南西山麓を流れているのは、神宮寺川の浸食が

はげしく、その崖錐面が押 し出しているからであり、ここに押切という集落がある。谷の中央で

わずかにくびれて下室賀と上室賀とに区別されている。前者は浸食 し若返った狭谷をつ くってい

るが、後者はまだ浸食がおよばず、やや緩傾斜で堆積面が広い。下室賀と上室賀のくびれがひん

岩の逆入 した堅岩でこれが浸食を阻んでいるためである。

室賀谷をめぐる山々の地質は、東の三頭山、城山山塊は主に別所層の頁岩からなり、城山中腹

の白い崖崩れの所は流紋岩質の凝灰岩で、その下の別所層頁岩の中から、およそ 4mも ある鯨の

背骨と 1.5mの イルカの化石が発見された。その他の山々は主として青木層の砂岩・礫岩、北方

では小川層の同岩より成るが、高い山頂は多 くはひん岩の逆入 したためのものが多い。子檀嶺は

ひん岩が岩床として逆入したため片屋根型となり、大林山はひん岩の影響によって、熱変成を受

けた小川層の硬化 したものである。

-5-



第 1図 周辺遺跡分布図
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番  号 遺  跡  名 時  代 備 考 番  号 遺  跡  名 時  代 備 考

326 琵 琶 塚 遺 跡 弥生～平安 S61.62発 掘 343 樋 之 詰 遺 跡 平 安

327 琵 琶 塚 古 墳 古 墳 344 神 宮 寺 遺 跡 平 安

328 日向小泉 1号古墳 古 墳 345 神 宮 寺 古 墳 古 墳 S48清 掃発掘

329 日向小泉 2号古墳 古 墳 346 長 谷 塚 古 墳 古墳

330 日向小泉 3号古墳 古 墳 347 長 谷 塚 遺 跡 平 安

331 日向小泉 4号古墳 古 墳 348 日 向 遺 跡 平 安

332 日向小泉 5号古墳 古 墳 362 日 影 遺 跡 縄 文

333 西 寺 畑 遺 跡 縄文～平安 363 寺 前 遺 跡 縄文～平安

334 旗 鉾 遺 跡 縄文～平安 364 押 切 遺 跡 平安

335 鍛 治 山 古 墳 古 墳 365 原 遺 跡 縄文～平安

336 鍛 治 山 遺 跡 弥生 366 滝 遺 跡 縄文～平安

337 大 道 下 遺 跡 弥 生 Hl発掘 367 古 城 遺 跡 平安

338 和 合 遺 跡 縄文～平安 368 久 保 遺 跡 平安

339 将 軍 塚 古 墳 古 墳 369 岡 城 跡 近 世 一部上田市指定史跡

340 岳 之 里 遺 跡 平 安 370 城 遺 跡 平 安

341 岳 之 鼻 遺 跡 縄文～平安 今回調査 413 山 崎 城 跡 近 世 S51発 掘

342 岳 之 本 遺 跡 平 安 436 山 崎 遺 跡 平 安

第 1表  岳の鼻遺跡周辺遺跡一覧表
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今回、ほ場整備事業に先立って発掘調査した岳の鼻遺跡は、浦野川と室賀川の合流点より室賀

川を約 800mほ ど遡った室賀谷の中央にある。室賀川が形成した扇状地の広がる下室賀に所在し、

室賀川と城山の間に形成された段丘上にあり、海抜は約 470mを はかる。一帯は西から東へ、ま

た北から南へ緩やかな傾斜を成している。このような自然的環境の中に岳の鼻遺跡はある。

第 2節 歴史的環境

岳の鼻遺跡の周辺の歴史的環境を、特に浦野川平野北西部の浦野広谷から室賀谷一帯の地域に

みてみると、縄文時代から、近世までの各時代に属する多 くの遺跡 。遺物が確認されている。人

類が足跡を残 した最 も古い地点として認められるのは、縄文時代早期後葉茅山式期の土器を出土

した室賀谷の谷鬼遺跡である。地形などから、より古い時期の遺跡が発見される可能性はあるが、

現在の時点ではこれを遡る時期の遺跡は確認されていない。縄文時代はその後の全期を通 じて遺

跡が存在するが、中期後半に遺跡数が最も増加する傾向がみられる。後晩期には数的には減少す

るものの、平成元年に行われた発掘調査により中期後半から後期前半にかけての 4軒の敷石住居

址や 2基の石棺墓などが検出された大道下遺跡がある。平成 2年 には、同じ室賀で、 4軒の敷石

住居址などを検出した日影遺跡など、規模こそ小さいものの、良好な資料が出土 している。また

昭和 55年の発掘調査の結果、後期後葉加曽利 B式期から晩期中葉大洞 C2式期の遺物を出土 し、

上田市内でも数少ない該期の遺跡の中でも最 も良好な資料を出土 した事で知 られている下前沖遺

跡がある。

弥生時代としては、後期後葉箱清水期の遺跡が多い。その中にあって琵琶塚遺跡は昭和 61・

62年にわたり発掘調査され、 23軒の住居址が検出された大遺跡で、この谷平野のみならず上

田小県地方を代表する遺跡となった。また、平成元年に発掘調査された大道下遺跡からも多 くの

該期住居址が検出され、浦野川の右岸河岸段丘沿いに大きな遺跡が展開する様相が明らかにされ

た。琵琶塚遺跡からは東海地方の西部に中心をもつ S字 口縁台付甕形土器が出土 しており、弥生

時代から古墳時代にかけての端境期の遺跡としても重要である。 S字口縁台付甕形土器は青木村

の岡石遺跡からの出土 も知 られている。また、琵琶塚遺跡からは近畿地方や北陸地方の影響を受

けた土器もかなりの量で出土 した。

古墳時代の遺跡は古墳の数に比べて以外に分かっていない。湮滅 したものも含め 10基を数え

る古墳のうち、室賀谷の神宮寺古墳、青木村の塚穴古墳が調査された。ともに両袖式の横穴式赤

室をもつが、前者は直線的な羽子板式石室を、後者は胴張りの石室を有する。特に後者の副葬品

は勾玉 。切小玉 。ガラス小玉 0耳環等の装身具が見事である。また、和合将軍塚古墳は礫椰をも

つ竪穴式石室と推測され、かつて鉄剣 2日 が出土 したと伝える。日向小泉には日向小泉 1～ 5号

墳など6基の円墳が存在 し、当地区唯一の群集墳として注目される。さらに、すでに畑化 してい

て湮滅 してはいたが人物埴輪 。円筒埴輪を出土 した八幡古墳がある。これらの古墳は、やや古い

と考えられる和合将軍塚古墳は例外として、そのほとんどは後期後葉～終末期に比定され、 6世

紀末～ 7世紀代に築造されたものである。和合将軍塚古墳が竪穴式石室墳としてそのまま認めら

れるならば、 6世紀前葉以前にはすでに相当の権力の集中があり、その後は少々分散するものの
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継続 して権力の存在をみることができると考えられる。浦野川谷平野の最 も広い地帯を経済基盤

に築かれた古墳なので、対応する集落遺跡の解明が待たれる。
・

奈良・ 平安時代に至ると、集落数が急増する。技術の進歩により灌漑用水路の開墾や水田の開

墾が急速に進んだ結果であり、水田化可能な谷平野はおろか、戦後開拓の手が入った室賀谷奥の

谷鬼の地にも千年前にすでに開拓者が入り込んでいる。 8世紀、上田には信濃国府、ついで信濃

国分僧寺・ 同尼寺が置かれ、東山道 も保福寺峠を越えてこの谷平野を通っており、その通過地点

については諸説があるが、最近では谷平野の真ん中を一直線に通ったとする説が有力である。平

成 2年度に調査 した小泉の高田遺跡からは、 8世紀前半から11世紀にかけての、東山道最盛期

の遺物が出土 しており、その位置や時代から、その想定される東山道に直面 した集落であったと

も考えられる。さらに、平成 2年の室賀田中遺跡においては、平安時代の溝址も検出されている。

また、信濃 16の勅旨牧の一つ塩原牧も近 くにあり、牧に関する数多 くの地名等はその事実を如

実に物語ると言える。『 日本霊異記』に登場する「跡目郷」の「他田舎人蝦夷」は、信濃国造氏

につながるものと思われるが、塚穴古墳や塩原牧とも何等かの関係にあったとも考えられる。川

西地区は、「和名類衆抄」の小県八郷の内の「福田郷」であり、一部分「跡部郷」にも含まれる

と思われるが、今ならば超一級国道 ともいうべき東山道沿いで、中央の文物 も入りやす く、当時

としては開けた土地であったろう。古代末に比定される小泉条里遺構は、この室賀谷まで展開 し、

今回のほ場整備まで残された遺構だったと思われる。

その後、戦国期になると、この付近は、上田小県から坂城を経て善光寺平へ至る交通の要衝と

してきわめて重要な地位を占める。千曲川沿いは塩尻 と小泉の通称「岩鼻」に挟まれ、険 しい断

崖と千曲川の流れにより、厳 しい通行条件であったのに対 し、室賀峠越えのルー トは、確実なも

のであった。武田氏が善光寺平へ進出する際、浦野氏の居館を押さえ、甲州流の岡城に改修 し、

この峠越えの拠点としたことからも、その重要性がうかがえる。遺跡周辺に残る「岳の鼻」「岳

の組」「御屋敷」の地名は、当時の館 (た て)の存在を示すものであろう。 この館の遺構につい

ては、今回の試掘・発掘調査でも検出されておらず、その主が誰であったかを示す具体的な資料

はないが、真田氏が上田を押さえたころ、この地には、地名の由来となっている室賀氏がおり、

この室賀氏のものであったことも想像される。

江戸時代を通 じて、この地は上田藩の領地として農村を形成 し、近年まで旧態の農村の様相を

呈 していたが、現在は農業経営の近代化と宅地化により、新たな展開を見せている。
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第 3節  遺跡の基本層序

岳の鼻遺跡の基本層序は、第 2図 に示 したとおりである。総 じて砂質で、水捌けがよい。遺跡

の北側には、室賀川の段丘が比高差 2～ 3mで接 しているが、この段丘寄りは湿地帯の様相を呈

し、泥炭層を形成 している。現在、室賀川は遺跡から比高差 4～ 5mの 下を流れているが、これ

は近年の浚渫と河川改修のため水位が下がったもので、以前はもっと高い位置を流れており、水

源は近接 し、住居は高燥な南下がりの、きわめて良好な住環境であったことが知 られる。 しかし、

長い年月の間には、室賀川の氾濫と遺跡北方の城山の谷からの押 し出しで、土砂の被覆 も受けて

いるようである。このため、遺構検出面は、 GL-5 0 all前 後と、隆起する上田盆地の中にあつ

ては比較的深 く、遺構の保存状態も良好で、このため、遺跡の広がりが判明できずにいた、とも

言える。

A地区 B地区

GL Ocm

1 耕作土

2 容脱層

3 灰黄色土

4 茶褐色土

5 暗褐色土

6 褐色土 (遺構検出面)

7 黒褐色土

8 茶褐色土

2

3

4

5

6

2

3

7

8

6
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第 2図  団体営土地改良総合整備事業下室賀地区計画平面図
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第 3図  岳の鼻遺跡周辺地形図
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二 早 調査の結果

第 1節 調査の概要 (遺構)

検出した遺構は、住居址が107件、掘立柱建物址が 8件、土坑が22件 、ピットが787件 で、溝

址が 3件である。そのうち弥生時代の住居址が72件、古墳時代の住居址が28件 、奈良時代の住居

址が 1件、平安時代の住居址が 6件検出された。

(1)弥生時代 04世紀初頭の住居址

弥生時代の住居址からは,後期後半の箱清水式土器を出土 した。

平面形態でみると、その全容が確認できる住居址のうち、方形の住居址は 2件でA-2号 。26号

住居址である。その他の住居址はすべて長方形である。また、遺構観察表には長方形と記 したが、

A-13号 、B-424号 。434号 住居址も方形に近い平面形態を呈 している。これらの方形、または方

形に近い平面形態を呈する住居址のうちB-434号住居址は 4世紀初頭の遺物を出土する。

炉について、その形態、位置、数について以下に述べる。

①形態 地床炉、土器敷き炉、埋甕炉があり、地床炉が最 も多かった。炉縁石を持つ炉は確認

されなかった。地床炉には、床を浅 く掘 り窪めた炉と、掘 り窪みのない焼けただけの炉の 2種類

がある。土器敷き炉はA-2号 。44号 。60号・ 64号、B-429号 。435号 住居址の 6件 に確認され、

埋甕炉はA-43号 、B-401号・ 403号住居址の 3件に確認された。

② 数  全容がほぼ確認できる住居址51件 のうち、31件が複数の炉を有する。

③位置 床の中央、奥の主柱穴間、それ以外の場所の 3か所がある。これらが組み合わさって

複数存在 している場合もある。

その中でも最 も多い例は、奥の主柱穴間と床中央の 2か所、またはこれに加えて、その他の場

所 1か所以上の組み合わせで炉がある住居址で、全容がほぼ確認できる住居址48件 うちの23件 が、

この例である。また、地床炉には窪みのある炉 とない炉があると前述 したが、単数、複数炉の場

合にかかわらず、奥の主柱穴間の炉のほとんどは窪みがあり、床中央の炉のほとんどは、窪みが

ない炉である。

次に、特徴のある住居址について述べる。

床に一部の高まりを持つ住居址は、A-69号 住居址、B-434号・ 435号 住居址の 3件である。ま

た、ベッド状遺構 とは言い難いが、A-9号住居址は北東の壁際の床に帯状に高まりを持ち、A-43

号住居址はピット1を 囲むように床が盛り上がっている。B-410号住居址は、床面とは異なる粘

土の塊を床に乗せて部分的に盛り上げている。また、壁の一部が階段状を呈 している住居址は、

B-408号・ 409号・ 421号・ 428号 住居址である。

周溝を持つ住居址は、B-413号住居址とB-428号住居址である。B-428号住居址は住居址の増

改築でも行ったのか、この住居址の周溝は北西、南西、南東の 3方 は壁の直下に掘 り込まれてい

るが、北西部は壁よりlm余 り内側の床面に掘 り込まれている。また、周溝とは言い難いがA-9

号住居址は、北東の壁際に長さ1.6mほ どの溝が掘 られている。

貼床を施 している住居址はA-56号 057号・ 61号・ 64号 。65号・ 67号 、B-435号住居址である。

そのうち、A-57号・ 61号・ 65号 067号 住居址は部分的に貼床が確認でき、もとは全体に貼られて
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いたのか、最初から部分的であったのかは不明である。

その他、A-13号 。34号 、B-402号 0408号・ 430号 住居址は、炭化材をおびただしく出土 して

おり、これらは焼失住居の可能性 もあるが、焼失住居 としては、遺物の出土量が少なかった。

(2)古墳時代の住居址

該期の住居址のうち、A-45号 、B-406号住居址が前期、B-417号 。433号 住居址が中期、その

ほかは後期の遺物を出土 している。特徴のある遺構について述べる。

A-10号 。14号、B-407号 。417号 0419号 0433号 住居址からは覆土や床から多量の炭化材を

出土 しており、焼失住居の可能性が高 く、B-417号 0419号 住居址からは、ほぼ完形の遺物を多

く出土 している。

貼床を施 している住居址は、A-14号・ 16号 。17号・ 18号 。37号 。51号 住居址で、暗褐色粘土や

色の異なる土を混合 した粘土を使用 している。

壁の一部が階段状を呈 している住居址は、A-51号 、B-412号 。414・ 417号 。19号住居址であ

る。

特殊な施設を持つ住居址としては、A-17号 、A-37号 住居址で、竃の傍に方形のピットを持つも

のである。遺構観察表には貯蔵穴と記 L_た が、玉造 り工房址にみ られる特徴をもつ。住居址から

は玉や未成品は確認されなかったが、ピットの覆土からは多量の灰色の粘土が出土 している。A―

17号 住居址の場合は4枚の板状の木材が並んで検出された。

A-16号住居址は4本の主柱穴の回りの床面が盛り上がった状態で検出され、柱を残 したまま廃

絶されたということも想像できる。

(3)奈良、平安時代の住居址

まとまった遺物を出土 し、遺構もしっかりとした状態で検出されたのはA-23号 住居址で、10世

紀の特徴を持つ遺物が出土 した。A-38号・ 47号・ 63号 。70号 。71号 。72号住居址は桑畑の耕作時

に破壊され、遺構の保存状態は悪 く、遺物も充分に出土 しなかった。

(4)そ の他の遺構

掘立柱建物址は時代は判別 し難いが、A-1～ 4号掘立柱建物址は弥生時代後期の住居址を切って

いる。A-2号掘立柱建物址の覆土からは土師器の甕が出土 した。

土坑は、遺構に伴 う遺物を出土 したものはB-403号・ 405号 土坑で弥生時代の土坑である。

A-1号、A-2号溝址はA地区の中央を流れる。プランに一定の規格性がないため、自然流路 と

考えた。 A-1号溝址にはA-29号 030号 032号・ 33号・ 34号 住居址と重複する。そのうち、A-30号

。32号 。33号住居址はA-1号溝址の堆積土を掘 りこんで構築され、更に同住居址の覆土を切る水

流の跡が認められることから、この溝は何度かの断絶期をもつと考えられる。A-1号溝址の堆積

土からは、縄文時代中期中葉から平安時代の土器が出土 した。

また、特殊な遺構としては、A-1号配石遺構 とA-1号周溝遺構である。A-1号配石遺構はA-46

号住居址を切っている。A-1号配石遺構は、偏平でほぼ同大の河原石を組んだ、 トンネル状の遺

構である。五十嵐幹夫氏は『考古雑録』 (128)で 本遺跡のこの遺構について、水田の下層につ

くった導水のための施設であろうと述べている。

また、A-1号周溝遺構は、溝状の竪穴が円形に掘 り込まれている遺構で、弥生時代後期のA-30

号住居址を切る。その平面形プランは、まるでコンパスで線を引いたようである。溝の覆土及び

サークルの内側からはほとんど遺物は出土 しなく、この遺構の性格も解 らなかった。
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第 2節 遺 構

1 竪穴住居址

平成 3年度 (1991年 度)発掘
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第 9図  A-1号 住居址埋甕実測図
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第 14図  A-5号 住居址実測図

第 15図  A-6号 住居址実測図

―-23-―

0               2m

0               2m



ゝ

メ

L___Jm

第 16図  A-7号 住居址実測図

第 17図  A-8号 住居址実測図
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第 21図 A-12号 住居址実測図
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第 22図 A-13号 住居址実測図
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第 23図  A-14号 住居址実測図
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―-29-



7のも

ノ
′

０

魚
４

型

A-16号 住居寵址実測図

―-30-―

A-16号 住居址実測図



第 28図  A-17号 住居址実測図
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第 29図  A-17号 住居竃址実測図

第 30図  A-17号 住居貯蔵穴址実測図
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第 31図  A-18号 住居址実測図
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第 32図  A-18号 住居竃址実測図
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第 43図  A-26号 住居址実測図

第 44図  A-26号 住居土器出土状況図
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第 45図  A-27号 住居址実測図

第 46図  A-27号 住居竃址実測図
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第 47図  A-28号 住居址実測図
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第 50図  A-32号 住居址実測図
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0              2m

‰

第 60図  A-40号 住居寵址実測図

0＼

ズ

グ

／

／

総
ざ

へ

9 , ` . , 1 1 , ` ,am

第61図

/
ヽ

A-41号 住居址実測図

-47-―



―
「 E

／

ダ

ヽ
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第 63図  A-43号 住居址実測図
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第 64図  A-43号 住居炉址実測図
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7 遺構観察表
平成 3年度 (1991年 度)発掘

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-1号 住居址

第 8,9図
第 194図

位 置
(グ リフト)

N16131,N16732, N16
133,N17731,N17732
N17733

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-47.50-7
5.66× 3。 96

高
高
積面

壁
床
床

0.06(N)～ 0。 08(7)
473。 97～ 474.00
20。 10 of

柱

穴
GttXttX深さ)不明 覆

土
1黒褐色土層

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

南西隅寄り
地床炉
(0.52XO.50)

備 考

床に焼け面が残る。

備

　

考

床は拳の大きさの石を多量に含んだ地山に掘り込まれ、床面は凹凸が激しい。削平が激しい場所であったた

め、壁の残存は浅い。炉の北側に甕が埋設されていた。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-2号 住居址

第 10,11図

第 195図

位 置
(ダ リフト)

N17130,N18129, N18
730,N18131,N19730
N19731

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸方形
N-55.00-1
4.54× 4。 30

高
高
積面

壁
床
床

0.06(S)～ 0。 15(N)

473.98～ 474.04
16.88ご

柱

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)  Pl(0.60XO.58X0
P4(0.42XO.37X0
P7(0。 40XO。 35X0

41) P2(0.34XO.30XO.23) P3(0.40XO.37XO。 14)

41) P5(0。 37XO。 35XO。 28) P6(0。 37XO。 34XO.18)
42) P8(0.60XO.56XO.06)

覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

中央北西寄 り
土器敷き炉
0.47× 0.44

覆土
備考

1褐色弱粘土層 2焼± 3褐色弱粘土層 (小石を含む)

西側 2本の主柱穴間に浅 く掘 り込まれて設けられている。

備

　

考

床は部分的に砂利を多く含んだ地山に掘り込まれている。床面は平らで堅くしまっている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-3号 住居址
第12図

第 196図

位 置
(グ リフト)

N18726,N18727, N19
726,N19127,N19128
N20726N20127

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-26.50-E
5。 92× 4.89

高
高
積面

壁
床
床

0。 20(1)～ 0。 34(E)
473.92-474.08
25。 60 nf

柱

穴
(長怪X短怪X深 さ)  Pl(0。 22XO.21XO。 28) P2(0.26XO。 21XO.18)

P3(0。 13XO.12XO。 17) P4(0.19XO。 18XO。 10)

覆

土
■暗褐色弱粘土層 (茶色土を含む)

2明褐色砂質土層 (茶色土を含む)

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

中央北寄 り
地床炉
0。 67× 0.48

備 考

床に焼け面が残る。

備

　

考

掘立柱建物址と重複 し、切 られる。 A-4号 住居址と重複するが、新旧関係はわか らなかった。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-4号 住居址
第13図

第 197図

位 置
(グ リフト)

N16125,N16126, N17
724,N17725,N17126
N18124,N18725, N18
726,N19127

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-27.5。 ―E
7.50× 5.02

古同
音同
摯惧面

壁
床
床

0。 26(E)～ 0。 34(S)
473.74-473.85
30.56♂

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ) Pl(0.47XO.40XO。 30) P2(0.25XO.24XO.18) P3(0.20XO.19XO.05)  P4(0。 24

XO。 23XO。 13) P5(0。 47XO。 39XO。 30) P6(0.64XO.40XO.20) P7(0.34XO。 30XO.25)
P8(0.50XO.47XO。 30)  P9(0.25XO。 24XO.12) P10(0。 46XO.32XO.35)  Pll(0.25X
O.24XO.20)P12(0.22XO。 21XO。 14)P13(0.48XO.32XO。 33)P14(0.40XO。 30XO.44)

覆

　

　

土

1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl中央北寄り F2中 央
地床炉     地床炉
0.88XO.47       1.00XO.70

備 考

住居址の床面のほぼ中央 と、北側 2本の主柱穴の間の
2か所に焼け面が残る。

備

　

考

掘立柱建物址 と重複 し、切 られる。 A-3号 住居址と重複するが、新旧関係はわか らなかった。床面は堅 く
しまり、凹凸が少ない。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-5号 住居址
第14図

第 198図

位置
(グ リフ

ト)

N15728,N15129, N15
730,N16728,N16729
N16730N17129

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-43.50-7
6.42× 4。 34

古同
古同
継狽面

壁
床
床

0.08(SE)～ 0。 13(S7)
473.94～ 473.96
24.28♂

柱

　

穴

(長怪X腫怪X深さ)  スト円月 覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
員模(全長X最大幅)

中央南西寄り
地床炉
0.72 XO.46

備 考

床面に焼跡が残る。

備

　

考

削平が著しい場所であったため、壁の残存は浅い。床面は堅くしまっている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-6号 住居址
第 199図

位 置
(グ リフト)

N13130,N13131, N14
730,N14131, N15731

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-57.5・ -7

4.33× 2.75

高
高
積面

壁
床
床

0.06(7)～ 0。 10(N)

474.00～ 474.07
10。 92ご

柱

　

穴

(長怪X螢怪X深 さ)  Pl(0.21XO。 20XO.05) P2(0。 25XO.20XO.06) P3(0.37XO.30XO。 13)

P4(0.22XO。 16XO.27) P5(0.24XO.20XO。 15) P6(0。 14XO。 13XO.09)

覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

な し

備考

備

　

考

A-7号 住居址に南壁を切 られる。削平が著 しい場所であったため、壁の残存は浅い。堅 くしまりのある床
面が部分的に残るが、凹凸が激 しい。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-7号 住居址
第 16図

第 200図

位 置
(グ リフト)

N13730,N13731, N13
132,N14131,N14132

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-30.50-7
5。 17× 3。 20

高
高
積面

壁
床
床

0.04(N)～ 0。 10(7)

474.08～ 474.11
13.98 nf

柱

　

穴

GttXttX澤さ)不 明 覆

　

土

1黒褐色土層

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北東壁中央
不明
0.61× 0.40

備 考

火床面のみが確認される。 これが竃であったかは不明。

備

　

考

A-7号 住居址を重複 して切る。A-6号 住居址同様桑畑になっていたため、桑根による攪乱を受け、床面
は凹凸が激 しい。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-8号 住居址
第17図

第 201図

位置
(グ リフ

ト)

N14123,N14124, N14
125,N15723, N15724
N15725N16124

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-46.00-7
5.40× 4.36

高
高
積面

壁
床
床

0.06(S7)～ 0.14(N7)
473.70-473.80
21.00 nf

柱

　

穴

(長怪X短怪X澤 さ) Pl(0.42XO。 41XO.16) P2(0.27XO.26XO.14) 覆

　

土

層
層
層

土
土
土

粘
粘
粘

弱
弱
弱

色
色
色

褐
褐
褐

黒
暗
暗

(砂 を含む)

(砂 を含む)

(焼土を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

中央北西寄り
地床炉
0。 58× 0.40

覆土
備考

暗褐色弱粘土層 (砂 を含む)

床面より浅 く掘 り込まれ、底は焼跡が残る。

備

　

考

A-25号 住居址に北壁を、A-09号 住居址に東壁を切 られる。床面は堅 くしまる。

第 3表 竪穴住居址観察表 (2)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-9号 住居址
第18図

第 202図

位 置
(グ リフト)

N13121,N13122, N14
721,N14122,N14723
N15121,N15122, N15
723

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-30.5。 -7

7.16× 4。 66

音同
盲同
毬惧面

壁
床
床

0.07(E)～ 0。 15(N)

473.66～ 473.72
29.60 nf

柱

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)  Pl(0.60XO。 60XO。 36) P2(0.45XO.44XO。 17) P3(0。 35XO.33XO。 18) P4(0.42
XO。 41XO.39) P5(0.52XO.50XO.20) P6(0.28XO。 27XO。 22) P7(0.45XO.42XO。 24) P8(0.40
XO.40XO.32) P9(0.55XO。 41XO.36) P10(0。 36XO。 33XO。 19) Pll(0.48XO。 41XO。 22)

覆

　

土

1黒褐色土層

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl中央北西寄 り F2中 央
地床炉      地床炉
0.40XO.40    0.60XO。 38

備考

床面の中央北西寄りと、中央との 2か所に炉があり、
前者は浅く掘込まれ、後者は床面に焼跡が残る。

備

　

考

A-08号 住居址及び、A-25号 住居址と重複して切る。北東の壁の下の床面に 160ollほ どの長さの周溝
状の溝があり、その北側と西側の縁が床面から僅かに盛り上がっている。床は堅くしまりがある。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-10号住居址

第19図

第 203図

位 置
(グ リフト)

N17119,N17120, N18
119,N18120

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N- 5。 00-7
4.48× 3.74

高
高
積面

壁
床
床

0。 05(S)～ 0.19(1)
473.74-473.80
15.04J

柱

穴
GttXttX深さ)不明 覆

土
1黒褐色土層 (炭 化物を含む)

2黒褐色土層 (焼土を含む)

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

西壁近 くの床面
不明

0。 31× 0。 21

備考

床面に赤色に焼けた跡が残るが、その他は不明である。

備

　

考

１
除

一
を

Ａ
部

号住居址を重複 して切る。住居の平面形は歪んだ隅丸方形を呈する。床には周溝がある (南壁の一

)。 床面は堅 くしまる。覆土か らは炭化 した材が出土 した。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-11号住居址
第20図
第 204図

位 置
(グ リット)

N15719,N16118, N16
719,N16720,N17719
N17120

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-31.50-7
5:20× 3.72

高
高
積面

壁
床
床

0.05(E)～ 0.20(1)
473.66～ 473.74
16.78 nf

柱

　

穴

(長怪X五怪X深 さ)  Pl(0.42XO。 40XO.10)  P2(0。 40XO。 34XO.06)
P3(0。 32XO。 30XO.29)

覆

　

土

1明褐色砂質土層 (小 石を含む)

2明褐色砂質土層
3灰色砂質土層

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

中央北壁寄り
地床炉
0。 48XO.40

備 考

床面に赤色に焼けた跡が僅かに残る。

備

　

考

A-10号 住居址と重複 し北壁を切 られる。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-12号住居址
第21図

第 205図

位 置
(グ リフト)

N14118,N14119, N14
120,N15118,N15119
N15120

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸方形
N-41.00-1
5.02× 4.65

高
高
積面

壁
床
床

0.10(E)～ 0。 12(N)
473.59～ 473.68
20.20 nf

柱

　

穴

(長怪X慢怪X深 さ) Pl(0.45XO.37XO.26) P2(0.50XO.36XO。 37) P3(0.60XO.57XO.15)
P4(0。 37XO.30XO。 44) P5(0.22XO.20XO.08) P6(0.50XO。 38XO。 13)  P7(0.22
XO。 22XO。 16) P8(0.40XO.34XO.11) P9(0.36XO.26XO。 40)  P10(0。 57XO.39
XO。 28)  Pll(0。 66XO.54XO.32)   P12(0.61XO.56XO.22)  P13(0.63XO.50
XO.35)  P14(0。 60XO.50XO。 17)

覆

　

土

1黒褐色土層 (砂 を含む )

2褐色粘土層
3焼土

竃

置
位
Ｄ

方
職

軸
Ｑ

位
主
顧

北東壁中央
不明
0.53× 0。 36

備 考

床面に赤色に焼けた跡が僅かに残るが、これが寵であるか不明である。

備

　

考

覆土に人の頭の大きさの石が多量に含まれていたし

第 4表 竪穴住居址観察表 (3)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-13号住居址

第22図

第 206図

位 置
(グ リフト)

Nl1716,Nlll17, N12
716,N12117,N13716
N13117

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-51.50-E
4。 31× 3.62

古同
音同
趙傾面

壁
床
床

0。 10(S)～ 0.19(N)
473.29～ 473.35
14。 36“

柱

　

穴

(長怪X短径X深さ)  Pl(0.20XO.19XO.08)  P2(0.30XO.29XO.20)   P3(0.22
XO。 22XO.11)  P4(0.28XO.27XO.23)   P5(0.30XO。 22XO.18)
P6(0。 18XO.17XO.10)   P7(0.30XO.25XO。 22)   P8(0.34XO。 30
XO。 22)

覆

　

　

土

1黒褐色土層 (炭 化物を多量に含
む)

炉

置
態
鵬

位
形
鵬

Fl中央北東寄 り F2中 央
地床炉      地床炉
0.36XO。 32   0.40XO.40

備考

2か所ある。中央北東寄 りの床面に浅 く掘込んだ地
床炉があり、住居の床のほぼ中央には赤色に焼けた
跡が残る。

備

　

考

削平が著しい場所なので、住居址の東隅の壁が消失している。覆土から炭化した材が出土した。床面は堅く
しまりがある。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-14号住居址
第 23,24図

第 207図

位 置
(グ リフト)

N13114,N14113, N14
714,N15113,N15114

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸方形
N-39.50-7
3.90× 3.55

古同
古同
積恨面

壁
床
床

0.19(S)～ 0.28(N)
473。 17～ 473.26
12.16 nf

柱

　

穴

GttXttX深さ)不 明 覆

　

土

1黒褐色弱粘土層
2褐色弱粘土層 (炭化物含む)

3褐色弱粘土層 (橙色砂及び炭化物含む)

竃

置位

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北西壁中央
N-36.5。 ―W
l.40XO。 74

覆土

備考

1黒褐色粘質土層 2褐色粘質土層 3褐色粘質土層 (炭化物含む)

4赤褐色粘質土層
煙道 (0.86× 0。 27)

備

　

考

ほぼ全周に周溝がある。床面は粘性の強い暗褐色土と明黄褐色の土を混合 した上で貼床が施される。竃は僅
かな構築土 と袖の芯石と天丼石が残 り、崩壊 している。煙道の内部は焼けていなかった。竃の中には、火床
面の上に炭の層がある。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-15号住居址
第25図
第 208図

位 置
(グ リフト)

N14111,N14712, N15
710,N15711,N15112
N1611lN16112

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-47.0。 -7

5.12× ?

壁 高
床 高
床面積

0.18(S)～ 0。 28(N7)
473.18-473.22

柱

　

穴

(長怪XttX深さ)不 明 覆

　

土

1黒褐色土層 (炭 化物を多量に含む)

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

Fl
O.40XO.30

備 考

調査区域外にあるもよう。

備

　

考

北側は調査区域外。 A-26号 住居址と重複 して切る。住居址の平面形は変形 した隅丸長方形を呈する。床
面は堅 くしまりがある。壁は直立ぎみに立ち上がる。覆土か らは多量の炭化 した材が出土 し、床面に炭化物
の層が部分的に付着 していた。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-16号住居址
第26,27図
第 209図

位 置
(グ リフト)

Nlll10,Nlllll, Nll
712,N12110,N12111
N12112,N13110, N13
711,N13112

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸方形
N-16.50-E
6.20× 6.17

高
高
積面

壁
床
床

0.22(N)～ 0.42(7)
472.79～ 472.87

34.60 nf

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)Pl(0。 70XO。 68XO.30)P2(0。 65XO。 58XO.38)P3(0.94XO.92XO.28)
P4(0.74XO.66XO.20)P5(0.34XO.30XO.08)

覆

　

土

層
　
層

土
層
土

質
土
質

粘
質
粘

色
粘
色

褐
色
褐

暗
褐
黒

竃

置位

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北壁東寄り
N-15.0。 ―E
l.48XO。 85

覆土
備考

1明褐色砂質土層 2明褐色土層 (焼土含む) 3暗 褐色弱粘土層 (炭
含む) 煙道 (0。 80× 0。 25) 袖の芯石と僅かな構築土が残り、崩壊 し
ている。火床面は床面より低い。内部が焼けた煙道がのびている。

備

　

　

考

A-26号 住居址を重複 して切 る。住居址の平面形は隅が鋭 く曲がる。壁は垂直に立ち上る。明茶褐色土で
貼床が施される。周溝が全周する。主柱穴の断面形は底が小さく、上へいくにしたがって大 きく広がる。柱
穴の回りの床面は僅かに盛 り上がっている。隅丸長方形の貯蔵穴が、床の北壁中央西寄りにある(0.70XO。 52
XO.19)。

第 5表 竪穴住居址観察表 (4)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-17号住居址
第28,29,30図

第 210図

位 置
(グ リフト)

N816, N817, N976
N977, N918, N1016
N1017,N1018,Nl176
Nll17,Nl178

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸方形
N-25。 50-E
6.54× 6.50

高
高
積面

壁
床
床

0.12(E)～ 0.31(1)
472.44～ 472.60
38.68 nf

柱

　

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)Pl(0.60XO.45XO。 18)P2(0.56X0
P4(0。 50XO。 44XO.23)P5(0。 66X0
P7(0.34XO.34XO.17)P8(0。 43X0
P10(0.23XO。 22XO.10)

55XO.26)P3(0。 63XO.60XO.16)
52XO.16)P6(0。 64XO.53XO。 16)

38XO。 13) P9(0。 26XO。 24XO.18)

覆

　

　

土

1暗褐色弱粘土層
2暗褐色弱粘土層
3明褐色弱粘土層 (灰色
土を含む)

竃

置位

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北壁中央 (僅 かに東寄り)

(N-28.50-E)
2.57XO。 92

覆土

備考

1茶褐色弱粘土層 2灰褐色弱粘土層 3弱粘土層 (炭 を
含む) 4暗 褐色弱粘土層 5明褐色弱粘土層
煙道(1.44XO。 27)  左袖部の石と僅かな構築土が残る。
火床面は床より少し低い

備

　

考

粘質の暗褐色土の貼床が施される。周溝がほぼ全周する。床の北壁、東壁寄りの隅に隅丸長方形の貯蔵穴が

あり(0.98XO。 87XO。 38)、 内部に4枚の板が並んで敷かれている。覆土 (1暗褐色砂質土層 2茶褐色砂質土

層 3明褐色砂質土層 4黒褐色弱粘土層 5黒灰色砂混り粘質土層)

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-18号住居址
第 31,32図
第 211図

位 置
(グ リフト)

N718, N719, N7710
N818, N879, N8110
N919, N9110

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-47.5° -1

5。 42× 3.90

高
高
積面

壁
床
床

0。 14(E)～ 0.24(1)
472.50-472.65
19.04 nf

柱

　

穴

(長怪X燿怪X深 さ)  Pl(0.30XO.30XO。 20)  P2(0.42XO。 41XO。 23)  P3(0。 37XO。 36
XO.22) P4(0。 20XO.20XO。 07)

覆

　

土

土色褐
＞

黄
む

＜
含

層
層

に

土
土
状

粘
質
ク

弱
砂

ツ

色
色

ロ

褐
褐
プ

茶
茶
を

竃

置位
主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

Fl 北東壁中央
N-41.0° ―E
l.31XO。 97

覆土

備考

焼
質
い

と
粘
て

土
色

つ

色
褐
ざ

黄
黄
混

＜
７
が

土
　
土

色
土
色

褐
質
褐

ｏ

暗
粘
暗
ぶ

３
色
に
並

褐
土
に

層
灰
色

い

±
６
褐
違

質
　
黄
い

砂
土
は
互

色
焼
土
が

褐
５
築
石

橙
　
構
原

２
土
　
河

質
　
な

層
砂
＞
平

土
色
む
偏

質
褐
含
は

粘
茶
土
石

弱
４
色
芯

色
＞
褐
の

褐
む
暗
袖

暗
含
＜

ｏ

ｌ
土
土
る

備

　

考

粘質の明茶褐色土に黒褐色土が混合された土を貼床と
竃の他に、北西の壁に煙道の様な掘込み(1.28XO。 25,

竃であったかもしれない。

している。 A-19号 住居址を重複 して切る。上記の
N-45.00-1)があり、床に焼け跡が残ることからこれも

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-19号住居址
第33図
第 212図

位 置
(グ リフト)

N618, N619, N6110
N778, N719, N7110
N7711,N8110

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-42.00-7
5.60× 4.28

高
高
積面

壁
床
床

0.08(Sl)～ 0。 18(1)

472.65～472.73
?

柱

　

穴

GttXttX深 さ)不明 覆

　

土

1暗褐色弱土層
2茶褐色砂質土層

寵

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北西壁際

0.52× 0.44
備考

床面よりやや高いところに焼けた面があり、黒褐色土で構築された竃
があった可能性がある。                   (

備

　

考

A-18号 住居址に北壁を切 られる。壁は床より外反ぎみに立ち上る。床面はしまりがない

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-20号住居址
第 34,35図
第 213図

位 置
(グ リフト)

Nll16,Nll17.N2716
N2117

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸方形
N-27.50-E
3.82× 3.78

高
高
積面

壁
床
床

0.05(E)～ 0。 18(7)
472.71～ 472.77
12.80 nf

柱

穴
GttXttX深さ)不 明 覆

土
1黒褐色土層

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北壁中央
N-24.5。 ―E
O。 44× 0。 34

備 考

左の袖の芯石が少し残る。

備

　

考

小石が多 く含まれる地山に掘込まれていて、床面はあまり堅 くない

第 6表  竪穴住居址観察表 (5)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-21号住居址
第36図
第 214図

位 置
(グ リフト)

N0120,N0721,Nl120
N1721,N2720,N2721

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-50.5° ―W
5.45× 4.08

高
高
積面

壁
床
床

0.30(S)～ 0.35(N)
472.63～ 472.71
18.96 nf

柱

　

穴

(長怪X短径X澤 さ) Pl(0.30XO.30XO.19)   P2(0.30XO.26XO。 20) 覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl中央西寄り F2中 央
地床炉    地床炉
0.29XO。 27  0.44XO。 42

備考

2か所ある。中央より西寄りにある炉は床面より浅く掘
込まれ、底は焼けている。もう一つは床面の中央部に焼
けた跡が残る。

備

　

考

A-40, A-39号 住居址に西壁を切 られる。壁は床より緩やかに立ち上 り、直立する。床面は堅 くしま
る。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-22号住居址
第37図
第 215図

位 置
(グ リフト)

N5114,N5715,N6714
N6115,N6716,N7713
N7114,N7115

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-41.50-E
6.48× 3.60

古同
音同
毬債面

壁
床
床

0.13(S)～ 0。 28(N)
472.43～ 472.58

nf

柱

　

穴

(長怪X重怪X深 さ)Pl(0.32XO.22XO.17) 覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

不 明 土
考

覆
備

備

　

考

A-43号 住居址に住居のほとんどを切 られる。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-23号住居址
第 38,39図
第 216図

位 置
(グ リフト)

N5124,N5725,N6124
N6125,N7724,N7725

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-73.0。 ―W
5。 10× 4.36

高
高
積面

壁
床
床

0。 12(S)～ 0。 15(7)
473.41-473.48
20.12ピ

柱

　

穴

(長怪X短怪X深さ) Pl(0.39XO.27XO.35) P2(0.30XO.29XO.41) P3(0。 28XO.28XO。 37) 覆

　

土

1黒褐色土層

竃

置位

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

東壁南隅近 く
S-74.00-E
FP(0.64XO.45)

覆土

備考

1焼土層 2黄褐色土層 3黒褐色弱粘土層 4黒褐色土層 (焼土を
含む) 5黄 色砂土層 (焼土を含む)

袖の芯石のみが残る。

備

　

考

A-24号 住居址と重複して切る。人の頭より大きい石が、覆土に多く含まれていた。床には周溝が一回り
巡っている。床は比較的しまりのない柔らかい面で、多少凹凸がある。楕円に近い隅丸長方形の貯蔵穴が住
居址の南東隅に張出してつくられている(1.02XO。 72XO。 14)。 覆土中や底から不が多量に出土した。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-24号住居址
第 40,41図
第 217図

位 置
(グ リット)

N5123,N5124,N6723
N6124

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸方形
N- 5.00-E
3.26× 3.20

高
高
積面

壁
床
床

0.05(S)～ 0。 10(E)
473.29-473.45

柱

　

穴

GttXttX澤さ)不 明 覆

　

土

1茶褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (小 石を含む)

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北壁中央
N-2.50-E
O。 36× 0。 30

備 考

右袖の構築土が一部残存 し、崩壊 している。

備

　

考

A-23号 住居址に切 られ、A-27号 住居址を切る。北壁に土坑状の張出しがあるが、これがこの住居址
と同一のものか、独立 したものかははっきり判断できなかった。

第 7表  竪穴住居址観察表 (6)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-25号住居址

第42図

第 218図

位 置
(グ リフト)

N14T23,N14124, N15
723,N15724, N16W24

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-46.5。 -7

4.06× ?

古同
音同
撻慎面

壁
床
床

0.06(7)～ 0。 15(N)
473.83～ 473。 90

柱

　

穴

(長径X腫怪X深 さ) 覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

東寄り
地床炉
0。 80XO。 30

備考

床の一部が焼けている。

備

　

考

A-09号 住居址に切 られ、A-08号 住居址の北壁を切る。削平の著 しい場所なので壁の残存は小さく
住居址の南半分は削れて消失 していた。そのため、不明な点が多い。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-26号住居址
第 43,44図

第 219図

位 置
(グ リフト)

N13110,N13111, N13
112,N14110, N14712
N14,712N15111, N15
112

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸方形
N-36.5。 -7

6.30× 6。 28

高
高
積面

壁
床
床

0.14(1)～ 0。 23(E)
473.06-473.18

不明

柱

　

穴

GttXttX深さ)不 明 覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

中央
地床炉
0。 70XO.64

備 考

床を浅 く掘込んであり、底は赤色に焼けている。

備

　

考

A-15、 A-16号 住居址に床と壁を切られる。床面は比較的しまりがなく柔らかい。住居址の中央の覆
土から彩しい量の上器片が出土した。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-27号住居址
第 45,46図
第 220図

位 置
(グ リフト)

N3123,N4122,N4123
N4124,N5123,N5124

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸方形
N-57.50-E
4.76× 4.42

壁 高
床 高
床面積

0.09(S)～ 0.19(1)
473.12～ 473.28
19.04ポ

柱

　

穴

(長経X煙怪X深さ)  Йド1月 覆

　

土

1黒褐色土層

竃

位 置

主 軸 方 位
攪模(全長X最大幅)

西壁北寄り
N-52.5°  ―W
l.26X?

覆土
備考

1褐色粘質土層 2赤褐色粘質土層
崩壊 して、袖の芯石が床に散 らばっている。 煙道 (0.61XO.32)が あ
る。

備

　

考

A-28号 住居址を切る。覆土からは人の頭の大きさの石が多 く含まれていた。住居址の平面形は隅が鈍 く
曲がっている。床は凹凸が激 しい。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-28号住居址
第47図
第 221図

位 置
(グ リフト)

N2123,N2124,N3122
N3123,N3124,N4123
N4724

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-55.0。 -1

5。 76× 4.64

高
高
積面

壁
床
床

0.20(N)～ 0.39(S)
472.97-473.03

柱

　

穴

(長径X短怪X深 さ)Pl(0.45XO。 18XO。 31)P2(0.40XO.34XO。 27)P3(0.25XO。 24XO.16)
P4(0.18XO.17XO.15)P5(0.24XO.23XO.28)P6(0.20XO.20XO.12)
P7(0.48XO.41XO.37)

覆

　

土

1黒褐色砂質土層
2明褐色砂質土層
3暗褐色砂質土層
4明褐色砂質土層
5暗褐色弱粘土層

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

中央
地床炉
0.52XO.38

備 考

床に赤色に焼けた跡がある。

備

　

考

A-27号 住居址に北西壁を切られる。床は堅くしまりがある。

第 8表  竪穴住居址観察表 (7)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-30号住居址

第48図

第 222図

位 置
(グ リフト)

Nlll18,Nlll19,Nll
120,N12118,N12719
N12120,N13119

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-11.5。 ―W

4.86× 4.04

高
高
積面

壁
床
床

0。 14(S)～ 0.17(N)
473.34～ 473.41
16.14ピ

柱

　

　

穴

(長怪X慢径X深 さ) Pl(0.42XO.30XO.36)
P4(0.30XO.30XO.17)
P7(0.62XO.60XO.40)
P10(0.12XO.12XO.06)

P2(0.16XO.16XO.15) P3(0.37XO.28XO.44)
P5(0.38XO.28XO。 30) P6(0.31XO。 28XO.09)
P8(0.22XO。 22XO.12) P9(0。 24XO。 18XO.54)
Pll(0.14XO.12XO.09)

覆

　

　

土

1茶褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層
3明褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

中央北寄り
地床炉
0.30× 0.26

備 考

床を浅 く掘込んでいる。底は赤 く焼けている。

備

　

考

円型周溝遺構に北束壁を切られる。床を川底に破壊される。床
~rliは

llll凸 があり、壁は緩やかに立ち上る。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-31号住居址

第49図

第 223図

位 置
(グ リフト)

Nll128,Nll129,N12
128,N12W29,N13128
N13129

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N- 2.00-7
6.58× 4.36

高
高
積面

壁
床
床

0.23(S)～ 0.06(E)
473.91～ 473。 95
20.6ぱ

柱

　

穴

(長怪X漫怪X深さ)  Pl(0.34XO.33XO.33)
覆

　

土

1明褐色砂質土燥
2茶褐色砂質土梶
3暗褐色砂質土月
4暗褐色砂質土漏
5橙色砂質土層

(小石を含む)

(炭化物を含む)

小石を含む)

炉

置
態
Ｄ

位
形
蝉

不 明

備 考

備

　

考

北東壁と床面をA-1号 溝址に削 られる。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-32号住居址

第50図
第 224図

位 置
(グ リフト)

N10T23, N10124
N10125, Nll123
Nll124, Nll125
N12124, N12725

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-45.00-7
4.90× 4.12

高
高
積面

壁
床
床

0.08(SE)～ 0.26(N7)
473.32～ 473.44

?

柱

　

穴

(長径X短怪X深 さ) Pl(0.36XO.35XO.41)   P2(0.40XO.40XO.48) 覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

中央南寄り
地床炉
0。 80XO.80

備 考

床面の一部が赤く焼けている。

備

　

考

A-33号 住居址と重複 して切る。A-1号 溝址と重複 して切 られる。 A-33号 住居址と床の高さが同 じ

である。床はしまりがあり堅い。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-33号住居址

第51図
第 225図

位 置
(グ リフト)

N10124,N10725,Nll
123,Nll124,Nll125
N12123N12124

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-38.00-E
5.50× 3.62

高
高
積面

壁
床
床

0.15(S)～ 0。 26(N)
473.31～ 473。 44

柱

穴
(長怪X短怪X深 さ) Pl(0.34XO.30XO.20) P2(0.38XO。 38XO.24) P3(0.22XO.20XO.10) 覆

土
1黒褐色土層

炉

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

不 明 覆土
備考

備

　

考

A-32号 住居址に東西壁を切られる。

第 9表  竪穴住居址観察表 (8)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-34号住居址
第52図
第 226図

位 置
(グ リフト)

N13126,N13127,N13
128,N14126,N14127
N14128,N15127,N15
728

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-53.5。 -7

7.14× 4.95

音同
音同
毬慎面

壁
床
床

0。 10(S)～ 0。 20(N)
473。 77～ 473.84

柱

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ) Pl(0.60XO.50XO.21) P2(0。 36XO。 28XO.28)  P3(0.22X
O.20XO.21)P4(0.19XO.18XO.07)P5(0.40XO。 40XO.19)
P6(0。 20XO。 20XO.09)P7(0.50XO.48XO.24)

覆

　

土

1茶褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (炭化物混入)

3暗褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl P4周 辺 F2P6周 辺
地床炉   地床炉
0.37× 0。 36 0.32× 0。 28

備考

中央より南寄 りに 1か所 と、北西の 2本の主柱穴の間
に 1か所あり、どちらも床が赤色に焼けている。 P4
とP6に それぞれが壊されている。

備

　

考

南コーナーをA-1号 溝址に切 られる。北西 と南西の壁際の床面に周溝が掘 られる。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-36号住居址
第 53,54図
第 227図

N8125,N8126,N8727
N9725,N9126,N9127,
N9128,N10725,N10
726,N10127

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-51.5。 ―W
8.07× 6。 12

0.06(S)～ 0。 17(1)
473.64～ 473.76

1黒褐色土層(長怪X短径X深 さ)Pl(0。 15XO.14XO.10)P2(0。 34XO.30XO.13)P3(0。 16XO.14XO.65)
P4(0.46XO。 33XO。 33)P5(0。 31XO.29XO.21)P6(0.63 XO。 47XO.39)P7(0。 51X

O.42XO.25)  P8(0.34XO.34XO.08)  P9(0.46XO.38XO.06)  P10(0。 30XO.28XO.26)

規模(全長X最大幅)

土
考

覆
備

A-5号 、A-6号土墳址に西壁、東壁をそれぞれ切られる。西壁中央近くに埋甕がある (覆土-1明褐色
砂質土層 2暗褐色砂質土層)。 桑畑があった場所なので床は桑の根で壊されているため、凹凸が激しい。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-37号住居址
第 55,56図
第 228図

位 置
(グ リフト)

N6114,N6715,N6116
N7713,N7714,N7■ 15

N7716,N8713,N8114
N8715

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-19.50-E
7.30× 7.18

高
高
積面

壁
床
床

0.14(7)～ 0。 24(E)
472.28-472.37
49。 64 nf

柱

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)  Pl(0。 42XO.32XO.14)    P2(0.27XO.25XO.29)
P3(0。 70XO.59XO.23)    P4(0.68XO.50XO.22)
P5(0.40XO.38XO.09)

覆

　

土

1暗褐色弱粘土層
2暗褐色弱粘土層 (黄色土を含む)

竃

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

北壁中央西寄り
N-14.0。 ―E
l.50Xl.30

土
考

覆
備

1暗褐色粘質土層 2暗褐色粘質土層 3黄色粘質土層 (焼土含む)

4橙色焼土  僅かな構築土と袖の芯石が残るほかは崩壊 している。
煙道(0.68XO.25)

備

　

考

周溝が巡る。黄褐色土に黒褐色土を混合した土を床に貼っている。北壁東寄りに隅丸長方形の貯蔵穴がある
(1.04XO。 64XO。 47 覆土-1明褐色粘質土層 2暗褐色粘質土層 3黒暗褐色灰色混り粘質土層)。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-38号住居址
第57図
第 229図

位 置
(グ リフト)

N0115,N0116,N1715
N2116

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸方形
N-23.0。 ―E
3.30× 3.10

高
高
積面

壁
床
床

0.02(S)～ 0.07(N)
472.66～ 472.73
9.90 nf

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ) Pl(0.30XO。 30X0
P4(0.20XO。 19X0
P7(0.44XO。 42X0

P2(0.19XO。 19XO.12) P3(0.30XO.28XO.24)
P5(0.20XO。 19XO.05) P6(0.20XO.20XO.20)

覆

　

土

1黒褐色土層

鼈

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北壁張 り出し部
N-23.00-E
O.58× 0。 41

覆土
備考

1黒褐色土層 2黒褐色土層 (焼土を含む)

備

　

考

削平が著 しく、壁の残存は小さい。床は柔 らか く、 しまりがない。北壁に張 り出し部 (1.03XO.69)が あり、
焼土が残る。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-39号住居址
第 230図

位 置
(グ リフト)

Nl121,N1722,N2121
N2122,N2123,N3121
N3122

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-64.50-E
4.52× 4.05

音同
音同
績惧面

壁
床
床

0.08(N)～ 0.05(E)
473.02～ 473.25

柱

　

穴

(長怪X短怪X深さ)  Pl(0.24XO.23XO。 11)  P2(0.31XO.29XO。 12) 覆

　

土

1黒褐色土層 (人 の頭の大きさの
石を多く含む)

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

不 明

備考

備

　

考

拳の大きさの石を多 く含む地山に掘込まれている。A-21号 住居址の西壁を切 り、A-40号 住居址に床
を切 られる。床は凹凸がある。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-40号住居址
第 59,60図
第 231図

位 置
(グ リフト)

Nl121,Nl122,N2721
N2121,N2122,N2123

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸方形
N-34.5。 ―E
4.18× 3。 92

高
高
積面

壁
床
床

0.04(N)～ 0.17(7)
472.94～ 473.H

柱

　

穴

(長径X短怪X深さ)Pl(0.28XO.25XO.17) 覆

　

土

層土
層

色
土

褐
色

暗
黄

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北壁中央
N-32.5。 ―E
O.85X?

覆土
備考

崩壊 し、構築土は失なわれ、袖の芯石が散 らばっている。

備

　

考

A-21、 A-39号 住居址を重複 して切 っている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-41号住居址
第61図
第 232図

位 置
(グ リフト)

N1719,Nl120
N2719,N2120

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-41.2.― E

3.80× ?

古同
音同
塾惧面

壁
床
床

0。 28(S7)～ ?
472.80～  ?

?

柱

　

穴

(長怪X重怪X深 さ)  コト町月 覆

　

土

1明黄褐色土層
2明褐色土層

炉

位   置
形   態
農模(全長X最大幅)

不 明 土
考

覆
備

備

　

考

A-48、 49号住居址と重複 し,床か ら切 られる。小石が多 く含まれる地 山を掘 り込んでつ くられてい

る。床は堅 くしまりがある。

遺構態号
遺構図版
遺物図版

A-42号住居址
第62図
第 233図

位 置
(グ リフト)

Nll17,Nll18,Nll19
N2117,N2118,N2119
N3717,N3718,N3719

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-55,50-7
8。 48× 6.24

高
高
積面

壁
床
床

0.43(N7)～ ?
472.55～ 472.60
45。 3 nf

柱

　

穴

(長怪X短径X深 さ) 覆

　

　

土

1暗褐色砂質±  2暗 褐色砂質土 (灰色土を含む)

3灰褐色砂質±  4明 褐色砂質土
5茶褐色±    6褐 色土 (黄色土を含む)

7暗褐色土 (黄色土を含む)

炉

置
態
砂

位
形
朧

不 明

備考

備

　

考

A-20、 48、 49号住居址と重複 し、南東の隅の壁を残 して、壁の上部を破壊される。小石が多 く含ま

れる地山を掘 り込んでつ くられている。床は堅 くしまりがある。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-43号住居址
第 63,64図
第 234図

位 置
(グ リフト)

N5713,N5714,N5715
N6713,N6114,N6■ 16

N7114,N7115,N7116
N8715

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-53.00-1
8.64× 5。 40

高
高
積面

壁
床
床

0。 18(E)～ 0。 42(1)
472.40～ 472.50
42.66 nf

柱

　

　

穴

(長径X短怪X深 さ) Pl(0.66XO。 65XO。 24) P2(0。 21XO。

P4(0。 36XO.28XO。 29)  P5(0.4 2XO.26X0
P7(0。 24XO.20XO。 18)  P8(0.2 6XO.24X0
P10(0.53XO.40XO.31)Pll(0。 30XO.22X0

18XO.08)P3(0.27XO.24XO。 36)
,18)P6(0。 30 XO。 29 XO。 28)
,26)P9(0.37 XO。 28XO.30)
■9)P12(0。 32XO.23XO.08)

覆

　

　

土

1暗褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層 (小石
を含む)

3茶褐色砂質土層

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

西壁中央
埋甕炉
(0.46XO。 39)

土
考

覆
備

1橙褐色砂質土 (焼土を含む) 2黒 褐色粘質土層
北側の 2本の主柱穴の間にある。

備

　

考

A-22号 住居址を重複して切る。A-1号溝址に北西の壁が切られる。北西と南西の壁は直立ぎみに立ち
上る。床面は堅くしまりがある。Plの縁の周囲の床面は盛り上がっている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-44号住居址
第 65,66図
第 235図

位 置
(グ リフト)

N3120, N3121, N3
122, N4120,N4121
N4122, N5121, N5
122

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-46.50-W
6.00× 4.62

古同
音同
議傾面

壁
床
床

0.12(SE)～ 0.35(Nl)
472.97-473.03
24.04 nf

柱

　

穴

(長怪X籠怪X深さ) Pl(0.24XO.22XO。 19) P2(0.25XO。 24XO。 20) P3(0.39XO.32XO.18)
P4(0.28XO.28XO.32)P5(0.22XO.20XO。 20)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

中央北西壁寄り
上器敷 き炉
(0.60XO.48)

土
考

覆
備

1焼± 2黒褐色砂質土層
北西の 2つ の主柱穴の間に土器敷き炉があり、住居址の中央の床面に

赤 く焼けた跡が残る。

備

　

考

A-27号 住居址に西の隅を切 られる。北東の壁の南よりの部分が少 し緩やかに張出している。南西の壁は
直立ぎみに立ち上るが、北東の壁は緩やかに広がって立ち上る。床面は堅 くしまりがある。

号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

A-45号住居址
第67図
第 236図

位 置
(グ リフト)

N1712,N2711,N2112
N2713,N3711,N3712
N3713

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-49.50-7
5。 14× 4.20

高
高
積面

壁
床
床

0.12(N)～ 0.20(S)
472.40-472.90
19.88ピ

柱

　

穴

(長怪X瓶怪X深 さ) Pl(0.42XO.32XO。 21)   P2(0.36XO。 32XO.19)   P3(0。 29XO.24XO.30)
P4(0。 30XO。 29XO。 25)  P5(0.39XO。 39XO。 28) P6(0.24XO.22XO。 15) P7(0.24XO.20
XO.08)  P8(0。 26XO.21XO。 18) P9(0.38XO.34XO.16) P10(0.28XO。 26XO。 17)

覆

　

土

1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl北西  F2中 央
地床炉    地床炉
0.44XO.40     0。 54XO.48

備 考

2か所ある。 1つ は北西の 2つ の主柱穴の間に床を浅 く掘
った地床炉があり、もう1つ は住居址の中央の床が赤 く焼
けた跡が残 っている。

備

　

考

A-2号 溝址と重複 し、北西と南東の壁と覆土を浅 く切 られる。壁は直立ぎみに立ち上る。周溝が南西の壁
ぎわを除いた壁際の床に掘 られている。石包丁が 2つ 出土 しているが 1つ は床から、 もう1つ は覆土中から
検出された。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-46号住居址
第68図
第 237図

位 置
(グ リット)

N4120, N5119, N5
120, N5121,N6119
N6120 ,N6721, N7
120, N7121

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-50.50-1
6.62× 4。 34

音同
音同
績惧面

壁
床
床

0.07(NE)～ 0。 12(N7)
463.10-463.28
25。 92J

柱

穴
(長怪X短怪X深 さ) Pl(0。 38XO.32XO.14) P2(0.42XO.40XO.24) P3(0。 46XO。 42XO。 17) 覆

土
1黒褐色土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

不明 ,

備考

備

　

考

砂利を多く含む地山に掘り込まれている。配石遺構に覆土を切られる。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-47号住居址
第69図
第 238図

位 置
(グ リット)

S2W19,S2120,S2721
Sll19,S1720,S1721
N0120,NOW21

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-63.5。 -7

5.34× 4。 28

古同
音同
績慎面

壁
床
床

0.02(E)～ 0。 19(7)
472.73～ 472.81
20,79 nf

柱

　

穴

(長径X短径X深さ) Pl(0.26XO.25XO.10) 覆

　

土

1黒褐色土層

竃

置
位
Ｄ

方
漱

軸
α

位
主
鵬

西壁中央 (張 り出 し)

N-57.5。 -7

1.12XO.76
備考

西壁に張出して竃が築かれている。崩壊している。
煙道(0.49XO.25)

備

　

考

削平が著 しく、残存の壁高は浅い。また、桑畑があった場所なので桑の根に攪乱 されている。東壁に張 り出
した部分 (0.60XO.50)があるが、これが同一の遺構か別の遺構かは判 らなかった。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-48号住居址
第70図

第 239図

位 置
(グ リフト)

Nll17,N1718,N1719
N2717,N2718,N2119
N2120,N3117,N3118
N4118

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸方形
N-43.50-E
8.40× 8.02

高
高
積面

壁
床
床

0.24(NE)～ 0。 37(7)
472.64～ 472.75
60.9 nf

柱

　

　

穴

(長怪X短怪X深さ) Pl(0.58XO.55XO.12)  P2(0.24XO.22XO。 14) 覆

　

　

土

1暗褐色砂質土層
2黒褐色砂質土層
3明褐色砂質土層
4黄色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

不 明

備考

備

　

考

A-41、 42、 20、 49号住居址と重複 し、A-41、 42号住居址を切 り、A-20号 住居址に南東
の壁を、 49号住居址に床を切 られる。床は堅 くしまりがある。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-49号住居址
第71図
第 240図

位 置
(グ リフト)

N1718,N2117,N2118
N2119,N3117,N3718
N3119

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-43.00-E
6.18× 4.47

音同
古同
毬憬面

壁
床
床

0.28(7)～ 0。 18(N7)
472.58～ 472.70
22.5 nf

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ) Pl(0。 33XO.32 0.18)   P2(0.34 0.28XO.08) 覆

　

土

層
層

土
土
層

質
質
土

砂
砂
質

色
色
砂

黄
褐
色

明
暗
灰

竃

置
位
Ｄ

方
漱

軸
帳

位
主
鵬

北西

0.50× 0。 42
備考

北西の壁の南寄りの床に、赤色に焼けた部分がある。

備

　

考

A-41、 48、 20号住居址 と重複 し、A-41、 48号住居址を切 り、A-20号 住居址に南東の壁を
切 られる。床は堅 くしまりがあり、凹凸が著 しい。

・ 平成 4年 (1992)年 度発掘

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-50号住居址
第72図

第 241図

位 置
(グ リット)

N1011,N1012, N10
73,Nll10,Nl171,
Nll12

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形 ?
N-52.00-E

?

高
高
積面

壁
床
床

0。 22(S)～ 0.18(E)
472。 96～ 473.04

?

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)  Pl(0.60XO.32XO.12)  P2(0.34XO。 30XO.17)  P3(0.41
XO.35XO。 12)  P4(0.39XO.31XO.22)  P5(0.34XO.24XO。 14)   P6

(0。 28XO.26XO.24)  P7(0.60XO.56XO.39)  P8(0.40XO。 23XO.30)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層 (黒色土含む)

2茶褐色砂質土層
3暗褐色砂質土層

炉

位 置

形 態

風模(全長X最大幅)
不 明

備

考
北側半分と西側は調査区域外であったので平面形態は不明である。床上の土は砂質土で砂利を含む。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-51号住居址
第 73,74図

第242図

位 置
(グ リフト)

N711,N772,N871,
N8W2

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-47.0。 -7

4.12× 3.40

音同
吉同
毬慎面

壁
床
床

0。 26(NE)～ 0。 32(NE)
472.78-472.82

,

柱

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)  Pl(0.28XO.20XO。 21)   P2(0.20XO。 20XO.21)
P3(0.24XO.23XO.25)   P4(0。 24XO.14XO.08)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層 (黄石を含む)

2暗褐色砂質土層 (多量の黄石を含む)

3暗褐色砂質土層 (炭化物を含む)

竃

置位

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北西壁北寄 り
N-440。 -7

0。 99× 0。 68

土
考

覆
備

1暗褐色砂質土層 2焼土 (橙色) 3焼 土 (炭化物を含む) 4粘 土
(白 灰)  平石と河原石を袖の芯石 としている。構築土は焼土混り

の黒褐色の粘土を使用 している。煙道 (0.50XO。 10) この寵の東側にも
う一つの煙道 (0.63× 0.20)が あり、竃を作 り替えているようである。

備

　

考

西側の隅が、調査区域外となっている。床は黒褐色の粘土を全面に貼ってある。壁は直立ぎみに立ち上がる
が、南西の壁は段を有して緩やかに立ち上がる。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-52号住居址
第 75,76図
第 243図

位 置
(グ リフト)

N8E5,  N9E4,  N9
E5, N10E4, N10E5

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-36.00-E
4.40× 3.98

壁 高
床 高
床面積

0.21(SE)～ 0。 33(N)
472.38～ 472.45
14.28 nf

柱

　

穴

GttX瓶 怪X深 さ)主 柱穴 4本  Pl(0.33XO。 32XO.33)
P2(0.36XO。 34XO.37)P3(0.28XO。 26XO.12)
P4(0.40XO.38XO。 37)P5(0.26XO.24XO.34)

覆

　

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (黄石を含む)

3暗褐色砂質土層 (黒色土を含む)

4茶褐色砂質土層 (灰色土を含む)

竃

置
位
Ｄ

方
漱

軸
は

位
主
顕

北壁中央
N-44.0。 ―E
l.82XO。 80

土
考

覆
備

1茶褐色土 (焼土を含む)2焼± 3焼土と炭化物 4炭  5暗褐色土
煙道 (1.02XO.28)を 有 し、袖はほとんど崩壊 しているが、部分的に構築土
が残 っている。また、竃の床面の高 さは住居の床面よりわずかに下がって
いる。

備

考
周溝がほぼ一周する。壁はほとんど外反ぎみに立ち上がる。床面は、砂質の しまりのある床で、準大の石を

含む。

号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

A-53号住居址
第77図

第 244図

位 置
(グ リフト)

N3E5, N3E6, N3E7
N4E5, N4E6, N4E7

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-29.50-E
5.50× 4.62

古同
吉同
油惧面

壁
床
床

0.07(SE)～ 0。 25(N7)
472.05～ 472.18
26.00 nf

柱

穴

GttXttX深さ)主 柱穴 4本 Pl(0。 43XO.41XO。 43)P2(0.25XO.34XO.08)
P3(0.36XO。 34XO.17)P4(0。 33XO.32XO.17)P5(0.16XO.14XO.07)
P6(0。 18XO.16XO。 10)P7(0。 32XO.30XO.12)P8(0.32XO.30XO.10)
P9(0.50XO。 43XO.20) P10(0.20XO.20XO。 12) Pll(0.14XO。 13XO.14)
P12(0.18XO。 18XO.13)

覆

土

1茶色砂質土層 (黄石含む)

2暗褐色砂質土層 (黄石含む)

3暗褐色砂質土層
4茶褐色砂質土層
5暗褐色砂質土層 (茶色土含む)

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

北側中央
地床炉
0。 40× 0.39

備 考

北側よりの 2本 の柱穴の間に浅 く掘 り込まれた地床炉があり、底は赤 く焼
けているが、焼土は薄かった。

備

考
A-69号 住居址 と重複 している。平面形態は隅丸長方形であるが、東側の壁の中央が、僅かにくびれてい
床面はあまりしまりがなく、凹凸がある。

号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

A-54号住居址
第78図

第 245図

位 置
(グ リット)

N4E2, N4E3, N4E4
N5E2, N5E3, N5E4

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形?
?
?

高
高
積面

壁
床
床

0.10(S)～
471.54～ 471.58
?

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)Pl(0.30XO.28XO.13)P2(0.18XO.16XO.14) 覆

　

土

1暗褐色砂質土層 (小砂を含む)

2茶褐色砂質土層
3茶褐色砂質土層 (橙色土を含む)

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl  Jヒ東  F2  Jヒ 東
地床炉   地床炉
0.78× 0.40 0.30× 0。 30

備 考

赤 く焼けた部分が床面に 2か所ある。

備

考
A-7号 掘立柱建物址と重複 して切 られる。灰褐色の砂利を多 く含む土層に構築された住居址で、削平され
て、北側半分は床から失われている。

第 14表 竪穴住居址観察表 (13)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-55号住居址
第79図

第 246図

位 置
(グ リフト)

NlE4, NlE5, NOE3
NOE4, NOE5, SlE5
SlE4

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
?

6.70× ?

高
高
積面

壁
床
床

0.19(7)～
471.98～ 472.10

?

柱

穴
(長怪頬径暉さ)  主柱穴は 4本 Pl(0.47XO.42XO.28)  P2(0.60XO.50X

O。 35)  P3(0.35XO.30XO。 28)   P4(0.52(0.49XO.38)
P5(0。 62XO.48XO。 30)   P6(0.20XO。 18XO.09)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層 (小石を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 北側中央 F2 中央
地床炉     地床炉
0.30XO.22       0.52XO.50

備考

2か所ある。 1つ は、北側の 2本の柱穴間に浅 く掘 り
込まれた地床炉である。 もう1つ は、床面に赤 く焼け
跡を残 している。

備

考
東側の壁は削平により失われている。床面は部分的にしまりがある。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-56号住居址
第80図
第 247図

位置
(グ リフ

ト)

Sl12,S271,S212,S2
13,S310,S371,S312
S373,S411,S412

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-49.00-7
8.08× 5.80

音同
古同
趙慎面

壁
床
床

0.23(7E)～ 0.47(N7)
472.10～ 472.19
39。 60 nf

柱

　

　

穴

(長怪X短怪X濠さ)  Pl(0.38XO.36XO.17)  P2(0.54XO.34XO.35)  P3(0.34XO.29
XO.33) P4(0.48XO.30XO。 26) P5(0.34XO.28XO。 54) P6(0.32XO.31
XO。 22)  P7(0.32XO。 30XO。 40)  P8(0.38XO。 33XO。 25)  P9(0.40XO。 30
XO。 16) P10(0.28XO.24XO。 07)  Pll(0。 32XO.32XO.22)
P12(0。 36XO。 30XO。 21)P13(0.40XO。 30XO。 18)P14(0.32XO.30XO。 23)
P15(0.40XO.27XO.29)P16(0.30XO。 28XO.09)P17(0.34XO.32XO.38)

覆

　

　

土

1茶褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

(黄色土を含む)

3暗褐色砂質土層
(黒色土を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl    F2
北西中央  北東
地床炉   地床炉
0.46XO.46 0。 30XO.26

備

　

考

3か所ある。 1つ は北西の 2本の柱穴間にあり、浅 く掘 り込
まれ、炉縁石が 1つ ある。底に小石が数個 ころがっている。
焼土は薄い。 もう1つ は床の北東部に掘 り込まれている。焼
土は上記の炉より厚い。 もう 1つ は床の中央に熱で赤 く焼け
た跡がある。

備

考
明黄褐色の粘質土を床に貼っている。床面はあまりしまりがない。壁は直立ぎみに立ち上がるが、北西の壁
は緩やかに立ち上がる。主柱穴のほかにピットが南東部にたくさんある。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-57号住居址
第81図
第 248図

位 置
(グ リフト)

S174, sl■ 5, s2■ 3

S214, S215, S313
S314, S315

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-41.00-W
7.40× 5.08

高
高
積面

壁
床
床

0.15(NE)～ 0。 25(S7)
472.42～ 472.60

?

柱

　

　

穴

(長怪X短怪X澤 さ)  Pl(0。 12XO.12XO.07) P2(0.27XO。 25XO.12) P3(0.32XO.27XO。 10) P4(0.50
XO.42XO.35)  P5(0.54XO.52XO.31)   P6(0。 70 XO.42XO。 22)  P7(0。 48XO.43XO。 30)
P8(0.46XO.36XO。 26) P9(0.32XO.28XO.16) P10(0.90XO。 45XO。 26)  Pll(0.31XO。 30

XO.08) P12(0。 34XO.34XO.17) P13(0.30XO。 28XO。 23) P14(0.34XO。 25XO.21)

覆

土

1茶褐色砂質
土層

炉

置

態

位

形

農模(全長X最大幅)

Fl 北東
地床炉
0。 30× 0。 27

備 考

ス
γ
つ

あ

も

所
は

か

つ

1か所は北東部に浅く掘り込まれて焼土を有する。もう
つは、北西部の床面が赤く焼けた跡がある。

備

考
北西部は調査区域外となる。また、攪乱のため、北東部の壁は破壊されている。床面は明黄褐色の粘質土が
部分的に貼られている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-58号住居址
第82図
第 249図

位 置
(グ リフト)

S571, S512, S573
S611, S612, S673
S712, S773

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-35.5。 一E
6.44× 5。 15

盲同
古同
鏡似面

壁
床
床

0。 12(N)～ 0。 34(S)
472.30～ 472.39
27.12♂

柱

　

穴

(長径X肛径X深 さ)  Pl(0.50文 0.47XO.20) P2(0.48XO。 39XO。 18) P3(0。 61XO.46
XO.30)  P4(0.48XO。 42XO。 23) P5(0.33XO.32XO.31) P6(0.62XO。 50
XO。 22) P7(0.60XO.60XO.22)P8(0.50XO。 46XO.19)P9(0.38XO。 24
XO。 10) P10(0.50XO.37XO.21)

覆

　

　

土

1暗褐色砂質土層 (石 を含む)

2暗褐色砂質土層
(茶色土を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl  lヒ東   F2  Jヒ 東
地床炉    地床炉
0.28XO.26     0.32XO.30

備 考

北東の 2本の柱穴間に浅 く掘 り窪められた炉が 2つ
並んでいる。焼土は厚い。また床の中央に赤 く焼け
た跡が残る。

備

考
四方の壁は外側に張り、隅は鈍いカープを描 くので、平面形は丸みをもった隅丸長方形を呈する。拳大の石
を多 く含んだ砂質の地山にこの住居址は構築されている。

第 15表 竪穴住居址観察表 (14)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-59号住居址

第83図
第 250図

位 置
(グ リフト)

S7EO,S7El
S8EO,S8El
S9El

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-43.50-1
9.60X6 12

古同
盲同
事傾面

壁
床
床

0.14(NE)～ 0。 34(Sl)
472.00～ 472.05

?

柱

　

　

穴

(長径X恒径X深 さ)  Pl(0。 41XO。 37XO.22) P2(0.62XO.39XO.22) P3(0.63XO.60XO.34)
P4(0.48XO。 38XO。 22)P5(0.40XO.32XO。 30)P6(0。 31XO。 27XO.26)

P7(0.40XO.28XO.30) P8(0。 36XO.34XO。 35) P9(0.24XO.22XO.27)
P10(0。 35XO.34XO.10)

覆

　

　

土

1茶褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

(黄色土を含む)

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl 北西 F2 中央
地床炉   地床炉

0.32XO。 31     0.60XO.30
備 考

2か所ある。 1つ は、北西の 2本の柱穴の間にあり、

浅 く掘 り窪められていて覆土にわずかな焼土を含む。

もう1つ は赤 く焼けた跡が残る。

備

　

考

A-61、 62、 68号住居址 と重複 して、 62号住居址に切 られ、 61、 68号住居址 を切 ると思われ

る。拳大の小石を多 く含んだ砂質の地山にこの住居址は構築されている。床の中央部 に赤 く焼 けた跡が残

る。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-60号住居址

第 84,85図
第 251図

位 置
(グ リフト)

S4EO, S4El, S4E2
S5EO, S5El, S5E2
S6EO, S6El, S6E2

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-42.50-1

?× 5.30

高
高
積面

壁
床
床

0。 16(Nl)～ 0.24(S7)
472.08-472.20

?

柱

　

穴

(長径X恒怪X深 さ)Pl(0.48XO。 38XO.37)
P4(0.34XO。 32XO.31)

P2(0.38XO。 28XO。 25)P3(0。 46XO。 32XO。 25) 覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

北西中央
土器敷 き炉
0.70× 0.68

土
考

覆
備

1焼土 (橙色)  2焼 土 (炭 を含む)

北西の 2本の柱穴の間にある。浅 く掘 り窪め られ、

土はわずかに確認された。

土器を敷いてある。焼

備

　

考

A-60号 住居址を重複して切る。住居址の東半分は、水田造成時に削平されている。また、床が一部授乱

で破壊されている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-61号住居址

第86図

第 252図

位 置
(グ リフト)

S5EO, S5El, S6E0
S6El, S6E2, S7E0
S7El

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-16.5。 -1

,

高
高
積面

壁
床
床

0。 16(N)～ 0。 26(1)
472.10～ 472。 18

?

柱

　

穴

(長怪X[怪 X深 さ)  Pl(0.48XO.45XO.43)   P2(0.50XO。 48XO。 47)   P3(0。 63X

O.62XO.30) P4(0.53XO.46XO。 62) P5(0.33XO.32XO.06)
P7(0.38XO.32XO.28)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶色砂質土層 (石 を含む)

3茶褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 北
地床炉
0.52× 0.38

備 考

3か所ある。 1つ は、北の 2本の柱穴の間に浅 く掘 り窪められてい

る。他の 2つ は床面に赤 く焼けた跡が残されている。

備

　

考

A-59、 60号住居址 と重複 して切 られ、 59号住居址は南西部の床と壁を破壊 し、 60号住居址は、北

と東の壁を破壊する。また、北半分は削平されている。床面は、暗茶褐色土をプロック状に混入 した明黄褐

色の粘土を部分的に貼っている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-62号住居址
第87図
第 253図

位 置
(グ リフト)

S710, S771, S712
S870, S811, S872
S911

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-56.00-E
5,70× 4.86

音同
音同
鏡債面

壁
床
床

0。 14(E)～ 0.31(N)
472.24～ 472.30

?

柱

　

穴

(長径X短怪X深 さ)  Pl(0.63XO.53XO.39)  P2(0。 55X?XO。 37)   P3(0。 18X

O.17XO。 14) P4(0.28XO.24XO.17)P5(0.27XO.25
XO.28)

覆

　

土

1茶褐色砂質土層 (小石を含む)

2暗褐色砂質土層 (小石を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

不 明

備 考

備

　

考

A-58、 59号住居址 と重複 して切 られる。 58号住居址は、北の壁を一部、 59号住居址は南東の床と

壁を破壊する。小石を多 く含む砂質の地山にこの住居址は構築されている。床面は凹凸が少なくしまりがな

い 。

第 16表 竪穴住居址観察表 (15)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-63号住居址
第88図

第 254図

位 置
(グ リフト)

S914,S975,S1015
S1076

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-56.00-E

?× 4。 18

高
高
積面

壁
床
床

0.04(E)～ 0,07(7)
472.40～472.45

?

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ) なし 覆

　

土

1茶褐色砂質土層 (小石を含む)

2暗褐色砂質土層 (小石を含む)

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北壁

0.60× 0.38
備考

北壁にわずかに焼土がのこるが、竃であったかは不明である。

備

　

考

A-72号 住居址と重複 して切 られる。かつて桑畑だったため、根により床面が著 しく破壊されている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-64号住居址
第 89,90図
第 255図

位 置
(グ リフト)

N511, N5EO, N5El
N670, N6EO,

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-27.50-7
6.41× 4.89

音同
音同
継領面

壁
床
床

0。 36(E)～ 0.52(1)
472.30～ 472.33
25.96 nf

柱

　

穴

P2(0.45XO.40XO.30)P3(0。 46X
P5(0.75XO.67XO。 30)P6(0.50X
P8(0.38XO。 30XO。 18)

GttXttX深さ)主 柱穴 4本  Pl(0。 78XO。 78XO.18)
0.30XO。 31)P4(0。 42XO。 28XO.37)
0.48XO。 33)P7(0.48XO。 44XO.39)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl  Jヒ     F2  中央
土器敷き炉  地床炉
0。 46× 0.40  0.66× 0。 55

備 考

2か所ある。 1つ は、北側の 2本の柱穴の間に掘 り
窪められて土器を敷いてある。 もう1つ はそれより
南側の床面に赤 く焼けた跡が残る。

備

　

考

床面は明黄褐色の粘土を貼っている。壁は床より直立ぎみに立ち上がるが、西壁は、外反ぎみにゆるやかに
立ち上がる。覆土中からは多量の土器が出土 したが、床面近 くか らはあまり出土 しなっかった。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-65号住居址
第91図
第 256図

位 置
(グ リット)

S12El,S1210,S1211
S1212,S13El,S1370,
S1311,S1411

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-43.0。 ―E
6.71× 4.62

高
高
積面

壁
床
床

0.04(E)～ 0。 20(1)
471.88-472.00
27.64 nr

柱

　

穴

GttXttX深さ)主 柱穴 6本  Pl(0。 49XO.39XO。 22)P2(0。 27XO。 24XO。 17)

P3(0。 30XO.28XO。 11)  P4(0。 38XO.37XO.18) P5(0.30XO。 27XO.18)
P6(0.35XO.34XO.22)  P7(0。 40XO。 39XO.32) P8(0.32XO。 30XO.06)
P9(0.32XO.30XO.19) P10(0.32XO.27XO。 12) Pll(0.35XO。 32XO。 19)

P12(0.40XO.30XO。 08)P13(0。 36XO.27XO。 05)

覆

　

土

1茶褐色砂質土層
(砂粒を含む)

2茶褐色砂質土層
(黄色土を含む)

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl 北東
地床炉
0.45× 0.26

備考

2か所ある。 1つ は、中央より北東よりの床面に浅 く掘 り窪められ
ている。 もう1つ は床の中央が赤 く焼けているものである。

備

　

考

南束の壁は削平されて失われている。中央よりやや西よりの床上に、偏平の河原石が 2つ並んでいる。床面
は、部分的に明黄褐色の土を貼 っている。

号
版
版

番
図
図

・構
構
物

遺
遺
遺

A-66号住居址
第92図
第 257図

位 置
(グ リフト)

S1471,  S1412
S1511,  S1572
S1671

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-28.5。 ―E
7.78× ?

高
高
積面

壁
床
床

0。 10(SE)～ 0.33(S7)
471.62～ 471.70

?

柱

　

穴

(長径X短怪X深 さ)Pl(0。 38XO.37XO.18)P2(0。 56XO.52XO。 16)P3(0.58XO。 50XO.18)
P4(0.54XO.52XO.21)

覆

　

土

1茶褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層

竃

位 置

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

不 明

備 考

備

　

考

かつて桑畑であったため、床面が著 しく破壊されている。南西は崖となっている。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-67号住居址

第93図
第 258図

位 置
(グ リフト)

N312,N373,N412
N413

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形 ?
?
?

高
高
積面

壁
床
床

0。 18(NE)～ 0.24(SE)
472.56～472.60

?

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)Pl(0.40XO.40XO.21) P2(0.30XO.29XO。 32)

P3(0.44XO.32XO。 19)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層 (茶褐色土を含む)

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

不 明

備 考

備

　

考

住居址のほとんどが調査区域外のため、不明な点が多い。床面は、黒褐色の粘土を貼っていたのかもしれな

い 。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-68号住居址
第94図
第 259図

位 置
(グ リフト)

S8El, S9El, S9E2
S10El,S10E2
SllE2

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-34.00-1

?× ?

古同
吉同
摯狽面

壁
床
床

0.08(S)～ 0.12(1)
471.86～ 471.94

?

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)  Pl(0.58XO.50XO.61)  P2(0.47XO。 42X0
P3(0.32XO。 28XO。 22)  P4(0。 60XO。 40X0
P5(0.24XO.22XO。 16)  P6(0.42XO.41X0

覆

　

土

1暗褐色砂質土層 (黄砂を含む)

2茶褐色砂質土層 (暗褐色土を含む)

3暗褐色砂質土層

炉

規模(全長X最大幅)

置

態

位

形

Fl 北
地床炉
0。 84× 0.52

備考

3か所ある。 1つ は、北西の 2本 の柱穴の間掘り窪められたもので
ある。他の 2つ は、床が赤く焼けているが、焼上のある範囲は小さ
い 。

備
　

考

つ
　
ｏ

に
い

時
な

成
が

造
凸

田
凹

水

ヽ

ｏ
法ｒｉ
ソ

る

あ
あ
が

で
り

外
ま

域
し

区
く

査
た

調
か

は
は

側
面

東
床

られ た と思 わ れ る溝 状 の 概 乱 に 北 西 の 壁 が 一 部 削 られ て い る。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-69号住居址
第95図
第 260図

位 置
(グ リット)

N4E7, N3E6
N3E8

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-46.50-7

?

高
高
積面

壁
床
床

0.10(NW)～ 0.14(NE)
472。 10～ 472.18

?

柱

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)Pl(0。 18XO.16XO.06) 覆

　

土

1黒褐色砂質土層 (黄砂石を含む)

2暗褐色砂質土層 (黄 砂石を含む)

3茶褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

不 明

備考

備

　

考

A-53号 住居址に西側の床と壁を破壊され、
いる。床は、北西の端に一段高まりを有する。

南東部は調査区域外 となる。
床面はしまりがない。

北側の隅は、大きく張 り出 して

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-70号住居址

第96図
第 261図

位 置
(グ リフト)

S773, S774, S873
S814

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-65.00-1

?

高
高
積面

壁
床
床

～ 0。 12(N)
462.58～ 462.64

?

柱

　

穴

(長怪X短径X深 さ)  Pl(0.43XO。 36XO.10)  P2(0.30XO.28XO。 32)  P3(0.28XO.22XO。 25)
P4(0.32XO.28XO。 12)  P5(0.33XO.33XO。 30)

覆

　

土

層土
層

質
土

砂
質

色
砂

褐
色

茶
褐

明
暗

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

中央

0.20× 0.20
備 考

床の中央が赤 く焼けているが、A-623号 ピットに半分に切 られてい
る。

備

　

考

A-71号 住居址と重複するが、新旧関係はよくわからなかった。かつて桑畑であったため、床面は根で著
しく破壊されている。また、南と東側の壁は削平されて失われている。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-71号住居址
第97図
第 262図

位 置
(グ リフト)

S7W3,S872,S873 態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形 ?
N-26.00-E

高
高
積面

壁
床
床

0.14(N)～ 0。 14(S7)
472.57～472.60

,

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ) 覆

　

土

1暗褐色砂質土層 (石 を含む)

2砂質土層 (黄石を含む)

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

不 明

備 考

備

　

考

かつて桑畑だったため、根に床面が破壊されていて凹凸がはげ しい。 A-70号 住居址と重複 して切る。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-72号住居址
第98図
第 263図

位 置
(グ リフト)

S1012, S1073
S1014, Sl172
Sl173, Sll14

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-56.50-7
5.30× 3.70

高
高
積面

壁
床
床

0.19(N7)～ 0。 40(SE)
472.09～ 472.20

?

柱

　

穴

(長怪X短径X深さ)  Pl(0。 45XO.44XO.23) P2(0.65XO.52XO。 08) P3(0.30X
O。 27XO.06)  P4(0。 80XO.60XO,38)  P5(0。 26XO.25XO。 18)
P6(0.33XO。 30XO.20)  P7(0.60XO。 58XO.18)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (黄砂石を含む)

竃
置
位
Ｄ

方
職

軸
α

位
主
鰈

Fl 東壁  F2 北壁
?             ?

0.50× 0.45  0.25× 0。 14

備 考

東と北壁の近 くの床が赤 く焼けている。東の方がよく焼
けてかたくしまっている。竃であったかもしれない。

備

　

考

かつて桑畑であったため、
複 して切る。

床面は根で破壊されて、部分的に床面が残るのみである。 A 63号住居址と重

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-73号住居址
第99図
第 264図

位 置
(グ リフト)

S613, S674, S773
S774

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-43.00-7
5.26× 3.70

高
高
積面

壁
床
床

0.06(NE)～ 0.24(S7)
472.62-472.68

?

柱

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)Pl(0.43XO。 15XO.06)
P4(0.17XO。 16XO.09)

P2(0。 32XO.28XO.12)P3(0.28XO.26XO。 12)
P5(0.18XO.16XO.08)   P6(0.32XO.30XO。 13)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

不 明

備 考

備

　

考

かつて桑畑であったため、床面は根で破壊されているため不明。

平成 4年度 (1992年 度)発掘

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-401号住居址
第 100,101図
第 265図

位 置
(グ リフト)

S7E31,  S7E32
S8E31,  S8E32
S9E31,  S9E32

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N- 4.50-E
4.68× 3.68

高
高
積面

壁
床
床

0.09(E)～ o。 27(7)
469.64～ 469。 73

14.12 nf

柱

　

穴

GttXttX深さ)不 明 覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

炉

位 置

形 態

規模(全長X最大幅)

中央北寄り
埋甕炉
0.40× 0.38

覆土

備考

1暗茶褐色土層 2黒褐色土層 3橙色茶褐色土層 4灰色土層 (明茶
褐色土を含む)

備

　

考

暗渠によって床と壁を破壊される。床面は凹凸が少なく、しまりがない。壁は床より直立ぎみに立ち上が
る。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-402号住居址
第 102図

第 266図

位 置
(グ リフト)

S9E28,S9E29,S9E30,
S10E28,S10E29
S10E30,SllE28
SllE29,SllE30

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-28.50-E
6.36× 4.69

古
同壁

高
積面

床
床

0.17(SE)～
0.38(NW)

469.68～ 469.72
27.84 nf

柱

　

穴

GttXttX深さ)主 柱穴 4本  Pl(0.52XO.49XO.26)P2(0.36XO.32XO.38)
P3(0.36XO。 36XO.36)P4(0.33XO。 32XO.24)P5(0。 17XO.16XO.48)

P7(0。 27XO.25XO.05)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層 (黒土含む)

3茶褐色砂質土層
4茶褐色砂質土層 (焼土含む)

5明茶褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl Jヒ
地床炉
0.32× 0.30

備 考

2か所ある。 1つ は、北側の 2本の柱穴の間に、床を浅 く掘 り窪め

られてある。 もう1つ は、床の中央にあり、窪みがなく、床面に赤

く焼けた跡が残るものである。

備

考
床面は比較的凹凸が少なくしまりがあるが、部分的にやわらかい。壁は直立ぎみに立ち上がる。覆土と床上

から炭化した木材が多量に出土した。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-403号住居址

第 103,104図
第 267図

位 置
(グ リット)

S22E23,S22E24,S22
E25,S23E23,S23E24
S23E25,S23E26,S24
E24,S24E25,

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-35.5。 ―W
8.90× 5.30

壁 高

床 高
床面積

0.18(SE)～
0.52(NW)

469.32～ 469.51
41.2°

柱

穴

(長怪X短怪X深 さ)
0.27)P5(0
P9(0.45XO。

P13(0.39X0
P17(0.26X0
P21(0。 38X0
P25(0.35X0

Pl(0。 44XO.43XO.54)P2(0.34XO.22XO.36)P3(0.34XO.32XO.29)
.43XO.37XO.13)P6(0.40XO.38XO.29)P7(0.27XO.26XO.21)P8(0.
39XO.35)P10(0.24XO。 21XO.28)Pll(0.34XO.31XO.27)P12(0.
。37XO.26) P14(0.37XO.36XO.31)  P15(0.20XO.20XO.14)  P16(0.
.23XO.25) P18(0.52XO.50XO.28)  P19(0。 46XO.42XO.38)  P20(0.

.35XO.16) P22(0.44XO.42XO.34)  P23(0.42XO.40XO.18)  P24(0.

.34XO.28) P26(0.45XO.35XO.30)

P4(0.30XO.26X
38XO.32XO.28)
38XO.25XO.05)
36XO.35XO.26)
40XO.31XO.17)
48XO.46XO.20)

覆

土

1暗褐色
砂質土
層

2茶褐色
砂質土
層

炉 置
態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl   F2
北西   北西
埋甕炉  地床炉
0。 74XO。 42 0.34XO.32

備

　

　

考

3か所ある。 1つ は、北西の 2つ の柱穴の間にある埋甕炉で

ある。 もう1つ はそのす ぐ東隣にあり、床を浅 く掘 り窪めら
れている地床炉である。 もう1つ は、窪みがなく、床の中央

部に赤 く焼けた部分が残るものである。

備
考

床面は砂質土で しまりがあり、凹凸は少ない。覆土から拳の大きさから人の頭の大 きさの石が多数 出土 し

た。 B-436号 住居址を重複 して切る。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-404号住居址

第 105図
第 268図

位 置
(グ リット)

SllE27,   SllE28
SllE29,   S12E28
S12E29

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-31.5。 ―E
4.25× 3.90

高
高
積面

壁
床
床

0.06(NE)～ 0.20(Sl)
469.79～ 469.88

?

柱

穴
(長怪X短径X深 さ)  Pl(0.40XO.38XO.14) P2(0.45XO.36XO.17) 覆

土
1暗褐色砂質土層

炉

位   置

形   態
規模(全長X最大幅)

北東
地床炉
0.58× 0.50

備考

北東の 2本の柱穴の間に床を浅 く掘り窪められている。

備

考
B-405号 住居址と重複 して切 られ、床が破壊される。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-405号住居址
第 106図
第 269図

位置
(グ リフ

ト)

S12E27,S12E28,S12
E29,S13E27,S13E28
S14E27,S14E28

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-30.0。 ―E
9。 21× 5.82

音同
音同
継惧面

壁
床
床

0.14(SE)～ 0.40(N7)
469.56～ 469.63

?

柱

穴

府 響 出 あ 馳壮 器 &銘

=毬

陽壮 認 }淵 &認 開壮 錦
XO。 26XO.09)P7(0.29XO.28XO.12)P8(0.34XO.31XO.12)P9(0.66
XO.46XO.25) P10(0.39XO.37XO.29) Pll(0.35XO。 34XO.12)

P12(0.40XO.38XO.35)  P13(0.24XO.23XO.06)

覆

土

む
む

含
含

を
を

土
土

色
色

茶
黄

1暗褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層
3茶褐色砂質土層
4黒褐色砂質土層

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl 北東
地床炉
0.40× 0.26

備 考 猪オ窪倉雪舞見宅柔嘉象L:Fせ背否3急奮条痣奮異肥抵否「睦ふ
がなく、床に赤 く焼けた跡を残す ものである。

備

考
B-404、 406号住居址と重複し404号住居址を切り、406号住居址に切られ、床を破壊される。

平面形態は南側の壁が長く台形ぎみの隅丸長方形を呈する。床面は凹凸が少なく、しまりがある。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-406号住居址
第 107図

第 270図

位 置
(グ リフト)

S13E28,S13E29, S13
E30, S14E28 S14E29
S14E30,S15E28, S15
E29, S15E30

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸方形
N-28.0° ―E
7.00× 6.88

古
同壁

高
積面

床
床

0.10(SE)～
0.30(S7)

469.38～ 469。 51

43.56 nf

柱

　

　

穴

GttX饉経X深さ)  Pl(0.60XO.31XO.43)  P2(1.00XO。 84XO。 52)  P3(0。 70XO.56XO.25)
P4(0.52XO。 43XO。 47)   P5(1.02XO.83XO.48)  P6(0。 35XO.34XO。 35)  P7(0.39XO。 38X
O.35)   P8(0。 62XO.52XO。 11)   P9(0.33XO.32XO.12)   P10(0。 42XO。 36XO。 38)
Pll(0。 34XO.24XO.18) P12(0.38XO。 38XO.05)  P13(0.58XO。 46XO.41)  P14(0.33X
O.28XO.34)  P15(0.46XO。 46XO.50)  P16(0.54XO.47XO.45)  P17(0。 56XO.44XO。 21)
P18(0.40XO.38XO.59) P19(0.34XO。 27XO。 30) P20(0.82XO。 79XO.42)

覆

　

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

(暗褐色土を含
む)

3明茶褐色砂質土
層

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl 北西
地床炉
0.76× 0。 60

備考

焼土の分布は2か所ある。どちらも掘り窪められていなく、床面が
部分的に赤く焼けたものである。

備

考
B-405号 住居址と重複して切る。周溝がほぼ一周する。また、Pl、 Pll、 P12は溝により周溝と
連結する。床面は中央にいくにしたがって低くなる。覆土は人の頭の大きさの石を多量に含む。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-407号住居址
第 108,109図
第 271図

位 置
(グ リフト)

S15E30,  S16E29
S16E30,  S16E31
S17E30,  S17E31

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-31.50-E
4.32× 3.88

吉同
盲同
緯領面

壁
床
床

0.06(SE)～ 0。 19(N7)
469.50～ 469。 60
15.52ポ

柱

　

　

穴

(長怪X短径X深さ)  Pl(0.22XO.18XO.05)   P2(0。 31XO.24XO。 30)
P3(0.47XO.45XO。 28)   P4(0.30XO.30XO.28)

覆

　

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層
3褐色砂質土層 (焼土含む)

4褐色砂質土層 (黄色土含む)

竃

置位

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北東壁中央
N-29.0°  ―E
O。 90× 0。 80

土
考

覆
備

1茶褐色土層 (炭化物含む)2茶色土層 (焼土含む)3茶褐色土層 (焼土
含む)  崩壊している。袖の構築土と芯石として使用されていた石が一
部残っている。火床面は床面よりわずかに低いようである。

備

考
床は凹凸は少ないが、やわらかくしまりがない。暗渠により北東の壁を一部破壊されている。削平されてい
て壁高はかなり浅い。覆土から炭化した木材片が多量に出土した。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-408号住居址
第 110図

第 272図

位 置
(グ リフト)

S15E28,   S15E29
S16E28,   S16E29
S17E28,   S17E29

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N- 8.00-E
5.91× 4.53

高
高
積面

壁
床
床

0.08(S)～ 0。 20(1)
469.50～ 469.56

?

柱

　

穴

(長怪X短径X深 さ)  Pl(0.23XO.22XO.10)  P2(0.39XO.33XO。 14)
P3(0.44XO.26XO.19) P4(0.34XO.34XO.12) P5(0.28XO。 24XO.05)
P6(0。 34XO。 32XO.25) P7(0.50XO.44XO.16) P8(0.34XO。 33XO.34)
P9(0。 40XO.33XO.33)  P10(0.20XO.18XO.04)   Pll(0。 47XO.30X
O.30)P12(0.28XO。 28XO.06)P13(0。 38XO.38XO。 10)

覆

　

土

1茶褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層 (炭化物を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 北
地床炉
0。 40× 0.22

備 考

焼土の分布は 3か所ある。北側の 2本の主柱穴の間に床を浅 く掘 り
窪められた地床炉がある。その他の 2つ は、床面に窪みがなく、床
に焼け跡を残す ものである。

備
　

考

B-406、 409号 住居址 と重複 し、床を破壊される。平面形態は、南壁の長い台形ぎみの長方形を呈す
ると思われる。北壁は張 り出して床よリー段高まりを持つ。床は砂質土で、 しまりがあり、比較的凹凸が少
ない。床の中央の焼土の直上の覆土か ら炭化 した木片が出上 した。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-409号住居址

第 111図
第 273図

位 置
(グ リフト)

S16E27,  S16E28
S17E27,  S17E28
S18E27,  S18E28

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-40.5。 ―W
4.70× 3.40

高
高
積面

壁
床
床

0.48(NE)～ 0.58(S7)
469。 20～ 469。 26
9。 4 nf

柱

　

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)な し 覆

　

　

土

1茶褐色砂質土層      5茶 褐色砂質土層 (暗褐色を含む)

2暗褐色砂質土層      6茶 褐色砂質土層 (黄 色土を含む)

3茶褐色砂質土層      7茶 褐色砂質土層 (灰色土を含む)

4茶褐色砂質土層 (炭化物を含む)

炉

位   置 なし
形   態
規模(全長X最大幅)

備 考

備

　

考

住居址ではないかもしれない。 B-408号 住居址と重複して切ると思われるが、新旧関係はよくわからな
かった。断面形は床が丸底ぎみを呈し、壁は丸みをもって緩やかに立ち上がる。北西と南東の隅の壁は、一
段の階段状を呈して立ち上がる。床は砂質でやわらかい。覆土からは緑色凝灰岩の剥片が多数出上した。

第21表 竪穴住居址観察表 (20)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-410号住居址
第 112図

第 274図

位 置
(グ リフト)

S17E25,S17E26
S18E26,S18E27
S19E25,S19E26
S19E27

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-37.5。 ―E

7.58× 5.41

高
高
積面

壁
床
床

0.19(Sl)～ 0。 30(NW)
469.51～ 469。 65

37.32 nf

柱

　

穴

GttXttX深さ)主柱穴 Pl(0。 38XO.38XO.24)P2(0.34XO.30XO。 ■)

P3(0。 72XO.65XO。 37) P4(0.67XO.65XO。 39) P5(0,72XO.68XO.43)
P6(0,72XO.23XO。 23)  P7(0.52XO.37XO.19)  P8(0.45XO。 37XO。 22)

P9(0。 79XO.76XO.35)P10(0.37XO.36XO.16)Pll(0.73XO。 66XO。 31)

P12(0.48XO.35XO。 33)

覆

　

土

1暗褐色弱粘土層
2暗褐色弱粘土層 (炭化物含む)

3茶褐色弱粘土層
4褐色弱粘土層 (黄色土含む)

5粘土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 北東
地床炉
0.70X O.50

備考

3か所ある。 1つ は、北束の 2本 の柱穴の間にあり。床を浅 く掘 り
窪められている。別の 2つ は床が熱で赤 く焼けた跡の残るものであ

り、床中央 と西部に 1か所ずつある。

備

　

考

平面形態は 4隅のカープが鈍い隅丸長方形を呈する。壁は直立ぎみに立ち上がるが、北と南の隅は段を有 し

て立ち上がる。床面は砂質で堅 く、 しまりがある。南東の壁の近 くの床に褐色の粘土の塊があり、盛 り上が

っている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-411号住居址

第 113図

第 275図

位 置
(グ リフト)

S18E30,  S18E31
S19E30,  S20E30

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
?
?

音同
音同
織惧面

壁
床
床

0。 23(Sl)～ 0。 32(NW)
469。 20-469。 25

?

柱

　

　

穴

(長怪X短径X深 さ)  Pl(0.31XO.29XO.20)   P2(0.28XO.26XO.17)
P3(0.28XO.27XO。 25)  P4(0.56XO.45XO.26)
P5(0.28XO.27XO。 29)

覆

　

　

土

1黒褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層
3暗褐色砂質土層 (小石を含む)

4茶色砂質土層

炉

置位

形 態 方 位
規模(全長X最大幅)

北西
地床炉
0.42X O。 38

備
　

考

北西の 2本の柱穴の間に床を浅 く掘 り窪められている。比較的広い範囲で焼
土が広がる。

備
考

住居址の南東部は調査 しなかったが、隅丸長方形を呈すると思われる。床は堅 く、 しまりがあり、凹凸は少

ない。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-412号住居址
第 114図
第 276図

位 置
(グ リット)

S19E27,S19E28
S19E29,S20E27
S20E28,S20E29
S21E28,S21E29

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-54.0.― W

6.00× 5。 36

古同
古同
撻惧面

壁
床
床

0.03(SE)～ 0.19(N7)
469.28～ 469。 40

29.92 nf

柱

　

穴

(長怪X漫怪X深 さ)Pl(0.70XO。 61XO.20)P2(0.60XO.38XO.10)
P3(0.46XO.42XO.10)P4(0.28XO.27XO。 95)

覆

　

土

1暗茶褐色砂質土層 (小石を含む)

2黄褐色砂質土層
3暗茶褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

中央北西寄り
地床炉
0.38× 0.32

備 考

床に赤く焼けた部分がある。掘り窪められていない。

備

考
B-413号 住居址を重複して切る。南東の壁は削平されて失われている。床は堅くしまり、凹凸は少しあ
る。北の隅の床上から編み物石を多数出土した。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-413号住居址
第 115図
第 277図

位 置 S19E27, S19E28
(グ リフト) S20E26,  S20E27

S21E27,  S21E28

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-33.0。 ―W
7.14× 5.28

高
高
積面

壁
床
床

0。 14(Sl)～ 0。 20(N7)
469。 44～ 469.52

?

柱

　

穴

(長怪X短径X深 さ)  Pl(0.23XO.22XO。 11) 覆

　

土

1茶褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (小石を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

不 明

備 考

A-412号 住居址に半分破壊されているが、北部の床面に赤くやけた跡
がある。 (0.30× ?)

備

　

考

B-412号 住居址 と重複 し、北東部の床と壁を破壊されている。周溝が北東の壁にみとめられた。

第 22表  竪穴住居址観察表 (21)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-414号住居址
第 116図

第 278図

位 置
(グ リフト)

S18E22,S18E23,S19E22
S19E23,S19E24,S20E21
S20E22,S20E23,S20E24
S21E22,S21E23,S21E24

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-38.5。 ―E
7.95× 7.88

吉同
古同
懲
似面

壁
床
床

0.05(NE)～
0。 30(Sl)

469.78～ 469.84
59。 32 nf

柱

穴
(長樫X短径X深 さ)Pl(0.38XO.36XO.09)P2(0.38XO.36XO.09) 覆

土
1茶褐色砂質土層
4茶褐色砂質土層 (黒色土を含む)

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

北東
地床炉
0。 79× 0。 64

備考

北東壁寄りの床面に赤色に焼けた部分があり、その南側に熱を受けたと思
われる石がある。

備

考
B-432号 住居址を重複して切る。また、 トレンチに床を破壊されている。床面は砂質で凹凸は少ない。
周溝は、西側の壁をのぞいてめぐっている。西側の壁は段をもつ。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-415号住居址
第 117図
第 279図

位置
(グ リフ

ト)

S17E21,S17E22,S18
E20,S18E21,S18E22
S19E21,S19E22

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-35.0°  ―E
4.80× 4。 31

高
高
積面

壁
床
床

0.06(SE)～ 0。 12(N7)
470。 15-470。 20
22.84 nf

柱

　

穴

(長怪X短径X深 さ)  Pl(0.42XO.40XO.22)    P2(0,20XO.20XO.18)
P3(0。 38XO.34XO.10)    P4(0。 52XO。 42XO.19)
P5(0。 22XO.20XO.05)

覆

　

土

1茶褐色砂質土層
2明茶褐色砂質土層 (小石を含む)

3茶褐色砂質土層 (小 石を含む)

4茶褐色砂質土層 (黒色土を含む)

5黄色砂質土層

炉

置位

形 態 方 位
規模(全長X最大幅)

Fl  東   F2  Jヒ 西
地床炉   地床炉
0。 94× 0.40 0.50× 0。 38

備

　

考

焼上の分布は 2か所ある。床が部分的に熱を受けて赤色
に焼けている。

備

考
B地区の最も標高の高い所にある。このため水田造成時に著しい削平を受けている。住居址は小石を多く含
む砂質の地山に構築されている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-416号住居址
第 280図

位置
(グ リフ

ト)

S14E22,S14E23,S14
E24,S15E23,S15E24
S16E23,S16E24,

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-28.0。 ―E
4.74～ 3.60

高
高
積面

壁
床
床

0。 12(E)～ 0.20(S)
469。 70～ 469.78

?

柱

　

穴

(長怪X短径X深 さ)  Pl(0.50XO.42XO.09)  P2(0.34XO.30XO。 20) 覆

　

土

1茶褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (黄色土を含む)

3暗茶褐色砂質土層

炉

位 置 不 明

形 態

規模(全長X最大幅)
備 考

備

考

B-417、 418号 住居址 と重複 しB-417号 に切 られる。また、暗渠により、北の壁を破壊される。
床面は比較的 しまりがない。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-417号住居址

第 119,120図
第 281図

位 置
(グ リフト)

S14E22,S15E21
S15E22,S15E23
S16E21,S16E22
S16E23,S17E22

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-38.0。 -7

5.81× 5。 70

高
高
積面

壁
床
床

0。 28(NE)～ 0。 33(SE)
469。 70～ 469.80
31.04 ピ

柱

　

穴

(長怪X短怪X深さ)  Pl(0.41XO.40XO.16) P2(0.36XO.35XO。 19) P3(0。 25XO.25XO.20)
P4(0.22XO.21XO.17)  P5(0.48XO.47XO.30)  P6(0.66XO。 62XO.48)  P7(0.26X
O.20XO.07)  P8(0.50XO.47XO.20)   P9(0.22XO。 21XO.16)   P10(0。 49XO.39X
O.16) Pll(0。 40XO.37XO.20) P12(0.64XO。 50XO。 34) P13(0.38XO。 35XO.10)
P14(0.25XO.23XO.16)   P15(0.32XO.30XO.38)   P16(0.32XO.30XO.38)

覆

　

土

1暗褐色弱粘土層
2明 褐色砂質土層

(茶色土を含む)

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl 北西寄 り
地床炉
0.48× 0。 48

備考

3か所ある。 1つ は北西の 2本の柱穴の間に掘 り窪められた地床炉
である。他の 2つ は窪みがなく、壁は床の中央に熱を受けて赤色に
焼けた部分が残るものである。

備

　

　

考

B-416、 418、 428号 住居址 と重複 して切る。床は堅 くしまりがあり、凹凸がある。床の中央より
北側に不定形の掘 り込みがある。また、周溝は西隅と南束の壁を除いて巡 っている。また、細い溝が P2か
ら北東に向かって伸び、 P13か ら北西に向かって伸び、 P3と P4を連結 している。南西の壁と北西、北
東の壁の一部は段をもつ。炭化 した木材が多量に出土 した。

第 23表  竪穴住居址観察表 (22)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-418号住居址
第 121図
第 282図

位 置
(グ リット)

S15E22, S15E23
S15E24, S16E22
S16E23, S16E24

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-32.50-E
5.20× ?

高
高
積面

壁
床
床

0。 10(N)～ 0.22(1)
469.72～ 469.83

?

柱

穴
(長怪X短怪X深 さ)  Pl(0.31XO.20XO.29)

P4(0.22XO。 20XO。 26)

P2(0。 20XO。 18XO.15)  P3(0.23XO.22XO.25)
P5(0。 42XO。 32XO.30)  P6(0.40XO.30XO.09)

覆

土
1茶褐色砂質土層

(小石を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

中央
地床炉
0。 90× 0.68

備 考

床を浅く掘り窪めた地床炉があるが、焼土は薄い。

備

考
B-416、 417号 住居址 と重複 して、床が破壊される。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-419号住居址
第 122,123図

第 283図

位 置
(グ リフト)

S13E24, S13E25
S13E26, S14E24
S14E25, S14E26

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N- 8.5°  -1

4.48× 3.66

高
高
積面

壁
床
床

0.07(S)～ 0。 12(E)
469.90～ 469。 95
14.96 nf

柱

　

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)  Pl(0。 22XO.18XO.18)      P2(0.46XO.43XO.10)
P3(0。 43XO。 30XO.16)      P4(0。 47XO.44XO.10)
P5(0。 27XO.24XO.24)

覆

　

　

土

1茶褐色弱粘土層
2堅い茶褐色弱粘土層
3暗褐色砂質土層 (炭 を含む)

4炭化物層

竃

置位

主 軸 方 位
規模(全長X最大幅)

北壁西寄り
N-7.5°  -1

1.58× 0.68

土層

備考

1暗褐色砂質土層 (焼土を含む) 2褐 色砂質土層 (焼土を含む) 3粘
± 4粘土 (焼土を含む) 5茶 褐色土 (粘土を含む) 6茶 褐色土 (炭
を含む) 袖の構築土がわずかに残る。袖の芯石と支脚が床につきささっ
て残 っている。火床面か ら煙道までよく焼けている。煙道 (0.80× 0.26)

備

考
一
た

Ｂ

し
20号住居址と重複 して切る。床面は堅 くしまる。覆土中および床上から炭化 した木材を多量に出土
東の壁は部分的に段を有する。また、東の壁に周溝が掘 られている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-420号住居址
第 124図
第 284図

位置
(グ リフ

ト)

S10E25,S10E26,SllE24
SllE25,SllE26,S12E24
S12E25,S12E26,S13E24
S13E25,S13E26

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-30.0。 ―E
8.88× 6.13

高
高
積面

壁
床
床

0.20(S)～ 0,43(1)
469.64～ 469.80
47.20 nf

柱

穴

(長怪X短怪X深 さ)Pl(0.41XO.40XO.39)P2(0.48XO。 38XO.12)P3(0.38XO.37X
O.35)P4(0。 32XO。 26XO。 10)P5(0。 48XO。 44XO。 30)P6(0.26XO.25XO。 10)

P7(0。 46XO。 35XO.34)  P8(0.48XO.46XO.36)  P9(0.46XO。 35XO.36) P10
(0.52XO.42XO.39)Pll(0.52XO.37XO.27) P12(0.36XO.30XO.16)
P13(0。 70XO.28XO.12) P14(0。 56XO.52XO.30) P15(0。 50XO.47XO.10)
P16(0。 16XO.12XO.09) P17(0.23XO。 20XO.15) P18(0。 40XO。 36XO.15)
P19(0.23XO.22XO.17) P20(0.42XO。 40XO.40) P21(0。 72XO。 61XO.23)
P22(0.40XO。 40XO.37) P23(0。 24XO。 21XO.18) P24(0。 32XO。 29XO.08)
P25(0.50XO.44XO.21) P26(0。 38XO。 18XO.10) P27(0。 44XO。 42XO.31)

覆

土

,1茶 褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (小 石含む)

3茶褐色砂質土層 (黄 石含む)

4黒色砂質土層
(灰色土含む)

5黒色砂質土層
6暗褐色砂質土層
7暗褐色砂質土層

(炭化物を含む)

炉

置位

形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 北東
地床炉
0.94× 0。 55

備考

焼土は 8か所分布 している。その うち 1つ は、北束の 2本の主柱穴
の間にあり、床を浅 く掘 り窪められた地床炉である。その他は床が
熱により赤色に焼けた跡を残す ものであり、窪みがない。

備

　

考

B-419に 南隅の壁を、暗渠に北西と南西の壁の一部を、
しまり、凹凸が少ない。壁は内湾ぎみに開いて立ち上がる。
ている。

トレンチに南隅の床を破壊される:床面は堅く
砂質で部分的に小石を多く含む地山に構築され

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-421号住居址
第 125図

第 285図

位 置
(グ リフト)

S8E27, S8E28
S9E26, S9E27
S9E28

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形 ?
N-53.0。 -7

?× 4。 27

高
高
積面

壁
床
床

0.04(S7)～ 0.09(NE)
469.95～ 470.00

?

柱

　

　

穴

(長怪X肛怪X深 さ)  Pl(0.45XO.42XO.33)    P2(0.22XO。 20XO.07)
P3(0。 26XO.25XO.35)P4(0。 32XO。 24XO。 15)P5(0。 28XO.20
XO.09) P6(0.26XO.24XO。 31) P7(0.35XO。 34XO.39)
P8(0。 23XO。 22XO.35)    P9(0。 31XO.30XO.30)

覆

　

　

土

1茶褐色砂質土層 (炭 を含む)

2茶褐色砂質土層
3明茶褐色砂質土層
4明茶褐色砂質土層 (黄色土を含む)

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Jヒ

地床炉
0.76× 0。 72

備 考

P9の北側に床が赤色に焼けた部分がある。掘 り窪められていない

備

考
B-422号 住居址と重複する。新旧関係はよくわか らなかったが、おそらく422号 住居址に切 られてい
ると思われる。床面は堅 くしまる。北の壁は段を有 して立ち上がる。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-422号住居址
第 126図

第 286図

位置
(グ リッ

ト)

S6E26,S6E27,S7E25
S7E26,S7E27,S8E24
S8E25,S8E26

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-46.0。 ―E

8.06× 5,70

古同
音同
魯恨面

壁
床
床

0.08(SE)～ 0.17(S7)
470.03～ 470.10
40.00 nf

柱

　

　

穴

GttXttX深さ)主 柱穴 4本
P3(0,70XO.66XO.40)
P6(0.26XO.20XO.06)
P9(0.40XO.37XO.40)
P12(0.70XO.66XO.57)
P15(0.60XO.53XO.53)

Pl(0.27XO.23XO.29)P2(0.26XO.25XO.46)
P4(0.26XO.22XO.28)  P5(0.40XO.39XO.10)
P7(0.70XO.58XO.52)  P8(0.22XO.20XO.12)
P10(0.46XO.43XO.17)PH(?XO.22XO.09)

P13(0.40XO.37XO.13)P14(0.42XO.37XO.13)

覆

　

　

土

1暗褐色砂質土層
(小石を含む)

2暗褐色砂質土層
3茶褐色砂質土層
4茶褐色砂質土層

(黄色土を含む)

炉

置位

形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 中央
地床炉
0.42× 0.40

備 考

焼土の分布は4か所ある。床を浅く掘り窪めたものが 3か所、窪み
がなく、床が赤く焼けたものが 1か所ある。

備

考
暗渠によって床と壁を一部破壊される。 B-421、 423号 住居址 と重複 している。新旧関係はよくわか

らなかったが、おそらくこの 2軒 を切 っている。小石を多 く含む地山に構築されている。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-423号住居址
第 127図

位 置
(グ リット)

S6E25,S6E26
S7E24,S7E25
S7E26

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-34.0°  一E

6.58× 5.16

高
高
積面

壁
床
床

0。 12(SE)～ 0.22(N7)
469.94～ 470。 01

?

柱

　

穴

(長径X短径X深 さ)  Pl(0.24XO.23XO.37)  P2(0.95XO.38XO.03) 覆

　

土

1茶褐色弱粘土層 (ロ ームプロック含む)

2暗茶褐色砂質土層 (小石を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

不 明

備 考

備

　

考

暗渠に切 られる。 B-422号 住居址と重複 して切 られると思われる。床は比較的 しまりがない。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-424号住居址
第 128図

位 置
(グ リット)

S5E21,S6E20,S6
E21,S6E22,S7E20
S7E21,S7E22

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-42.5。 ―W
4.69× 4.37

音同
音同
慕惧面

壁
床
床

0.05(NE)～ 0.14(SW)
470.16～ 470.22
18.88 nf

柱

　

　

穴

(長径XttX深さ)主 柱穴 4本  Pl(0.30XO.29XO.29)P2(0.37XO.37XO。 22)P3(0.38X
O.37XO.20)P4(0.23XO.22XO.10)P5(0.24XO.24XO.08)P6(0.28XO.27XO.09)
P7(0.28XO.28XO.06)P8(0.16XO.16XO.06)P9(0.31XO.31XO.16)P10(0.32XO.28
XO.25)Pll(0.20XO.18XO.08)P12(0.20XO.14XO.07) P13(0.33XO.27XO.17)
P14(0.33XO.28XO.10)   P15(0.27XO.26XO.10)   P16(0.31XO.28XO.15)
P17(0.36XO.27XO.15)  P18(0.34XO.20XO.40)   P19(0.20XO.19XO.28)

覆

　

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

炉

置

態

位

形
規模(全長X最 大幅)

Fl 北西 F3 北東寄り
地床炉   地床炉
0.32× 0.32 0.20× 0.20

備 考

焼土の分布は 3か所ある。そのうち床を浅 く掘 り窪め

たものが 2か所で、窪みがなく、床が部分的に焼けた
ものが 1か所ある。

備

考
床面は堅くしまり、凹凸がある。削平された壁高あ残高は浅い。柱穴が多くある。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-425号住居址

第 129図

第 287図

位 置
(グ リット)

S7E19, S7E20,S7E21
S8E19, S8E20,S8E21
S9E19, S9E20,S9E21

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-28.0。 ―E

5.98× 4.60

高
高
積面

壁
床
床

0.12(S)～ 0.23.(7)

470。 24～ 470.29

23,72 nf

柱

　

穴

(長径X短径X深 さ)Pl(0.35XO.34XO.12)P2(0.58XO.52XO.20) 覆

　

土

1暗褐色砂質土層 (小石を含む)

2茶褐色砂質土層 (茶色石を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 北東
地床炉
0.52× 0.40

備 考

2か所ある。 1つ は、床を浅 く掘 り窪めたもので、 もう1つ は、掘

り込みがなく、床が部分的に焼けた跡が残るものである。

備

考
小石が多く含まれる地山に構築されている。床は堅く、しまりがある。
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-426号住居址
第 130図

第 288図

位 置
(グ リフト)

S9E22,S9E23
S10E22,S10E23

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-44.0。 ―E

3.78× 2.78

育同
音同
魯領面

壁
床
床

0.08(SE)～ 0.16(SW)
470.22～ 470.26

8,76“

柱

穴

29XO.24)P3(0.37XO.36XO.22)
P6(0.22XO.20XO.18)

(長怪X短径X慄 さ)  Pl(0.22XO.22XO。 22)  P2(0.30XO.
P4(0.22XO.21XO.14)P5(0.22XO.20XO.06)

覆

　

土

1黒褐色砂質土層

炉

置位

形   態
規模(全長X最大幅)

Jヒ

地床炉
0.24× 0.23

備 考

床を浅 く掘 り窪めた地床炉がある。

備

考
小石を多 く含む地山に構築されている。床面は凹凸があり、比較的 しまりがない。最 も小 さい住居址 であ

る。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-427号住居址
第 131図
第 289図

位 置
(グ リット)

SllE19,SllE20
SllE21,S12E19
S12E20,S12E21
S13E20,S13E21

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-42.5°  ―E

5.39× 4.57

盲回
富同
魯恨面

壁
床
床

0.05(SE)～ 0.12(N7)
470.22～ 470.35

,

柱

　

穴

(長径X短怪X深 さ) Pl(0.45XO.38XO.16) 覆

　

土

1黒褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 中央北寄り
地床炉
0.62× 0.60

備 考

焼土の分布は2か所ある。床が赤色に焼けている。 2つ とも掘り窪
められていない。

備
考

B-402号 土坑 と重複 して切 られる。削平が著 しく、壁高の残存が少ない。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-428号住居址
第 132図
第 290図

位 置
(グ リフト)

S14E20,S14E21
S15E19,S15E20
S15E21,S16E20
S16E21

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-32.50-E
7.02× 5。 20

古同
音同
毬憬面

壁
床
床

0,47(SE)～ 0.54(Nl)
469.85 -469.95

?

柱

　

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)  Pl(0.34X
P3(0.62X
P5(0.30X
P7(0.17X
P9(0.50X

31XO.40)    P2(0.49XO.44XO.30)
58XO.32)    P4(0.34XO.32XO.18)
30XO.03) P6(0.40XO.38XO.30)
17XO.06) P8(0.20XO.20XO.03)
50XO。 30)

覆

土

1暗褐色砂質土層 (小石を含む)

2茶褐色砂質土層
3堅い茶褐色砂質土層
4茶褐色砂質土層 (炭化物を含む)

炉

置

態

位

形

規模(全長X最大幅)

Fl  Jヒ東
地床炉
0.80× 0.47

備 考

焼土の分布は 2か所ある。 1つ は北東の 2本の柱穴の間にあり、

床を浅 く掘 り窪められた穴が 2つ並んでいる。 もう1つ は床の中

央にあり、掘 り込みはなく、床が部分的に赤色に焼けている。

備

　

考

B-417号 住居址と重複 し、東の隅の壁を破壊されている。また、 417号 住居址の周溝によつて床の一

部を破壊されている。周溝は北西、南西、南東の 3方が壁ぎわに掘 り込まれているが、北東側は壁よりlm
ほど内側に掘 り込まれている。壁は南の一部が段を有 して床より立ち上がる。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-429号住居址
第 133図
第 291図

位 置
(グ リフト)

S12E18,S13E18
S13E19,S14E18
S14E19,S15E18

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-48.00-E

?× 5.51

古同
音同
熟傾面

壁
床
床

0.08(S)-0.27(SE)
470。 12～ 470.24

?

柱

　

　

穴

(長径X短怪X潔 さ)Pl(0.42XO.41XO.14)P2(0.40XO.40XO.43)P3(0。 42XO.40
XO.15)  P4(0.34XO.24XO.30)  P5(0.36XO.23XO.31)  P6(0.36XO.35X
O.25)   P7(0.48XO.44XO.10)  P8(0.54XO。 44XO.30)  P9(0.56XO.52X
O.27)   P10(0.24XO。 23XO.20)  Pll(0.37XO。 35XO.36)

覆

　

　

土

1堅 い茶褐色弱粘土層
2茶掲色弱粘土層

(小石を含む)

3茶褐色弱粘土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

F3 南東
地床炉
0.48X O.43

備 考

焼土の分布は3か所ある。 Flと F2は床面が赤く焼けたもので、
掘り込みがない。F3は床を浅く掘り窪め、土器の底部を敷いたも
のである。

備

考
B-431号 住居址と重複する。平面からは新旧関係が確認できなかったが、おそらく431号 住居址を切

ると思われる。

第 26表 竪穴住居址観察表 (25)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-430号住居址

第 134図

第 292図

位 置
(グ リフト)

S16E17,S16E18,S17
E17,S17E18,S17E19
S18E17,S18E18,S18
E19,S19E17,S19E18
S19E19

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-41.00-7

?× 5.84

音里
局
積面

壁
床
床

0.18(SW)
～ 0。 45(SE)

469.94～ 470.00
?

柱

　

穴

(長怪X短径X深 さ)Pl(0.42XO.40XO.15) 覆

　

土

1茶褐色砂質土層 (小石を含む)

2茶褐色砂質土層 (黒色土を含む)

3茶褐色砂質土層 (炭 を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 北  F2 中央
地床炉   地床炉
1.04× 0.74 0.42× 0.36

備 考

焼土の分布は 3か所ある。 Flと F2は 床が掘 り窪め

られており、 F3は、床面が赤 く焼けていて、窪みは
ない。

備

　

考

B-585、 586、 589号 ピットに床面を破壊される。 トレンチにより、床と壁を一部破壊される。拳
の大きさの石を多く含む砂質の地山に構築される。床面は凹凸が著しい。覆土及び床上から炭化した木材が

多量に出土した。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-431号住居址
第 135図
第 293図

位 置
(グ リフト)

S12E18,S13E18
S13E19,S14E18
S14E19,S15E18
S15E19

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-46.0°  ―W

?

高
高
積面

壁
床
床

0.10(NE)～ 0.27(S7)
470.17～ 470.24

?

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)  Pl(0。 25XO.24XO.15) 覆

　

土

1茶褐色弱粘土層
2茶褐色弱粘土層 (小石を含む)

3茶褐色弱粘土層 (黄色土を含む)

炉

位 置 不 明

形 態

規模(全長X最大幅)
備 考

備

考
B-429号 住居址 と重複 して床を破壊される。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-432号住居址
第 136図

第 294図

位 置
(グ リット)

S20E21,S20E22
S20E23,S21E20
S21E22,S22E21
S22E22

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-33.00-E
5.84× ?

音同
音同
毬惧面

壁
床
床

0.27(E)～ 0.42(7)
469.70～ 469.78

?

柱

　

穴

(長怪X短径X深 さ)  Pl(0.54XO.52XO.22) P2(0.51XO.49XO。 25) P3(0.35X

O。 34XO.24) P4(0.34XO.30XO.31) P5(0.16XO.14XO.05) P6(0.28
XO.26XO.19) P7(0.28XO.26XO.05)P8(0.50XO.49XO.25)
P9(0.32XO.31XO.05)  P10(0.52XO.46XO.14)    Pll(0.53XO.36
XO.18)  P12(0.15XO。 13XO.07) P13(0.22XO.18XO.09)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層 (小 石を含む)

2暗褐色砂質土層 (黄色土を含む)

3茶褐色砂質土層
4暗褐色砂質土層 (炭化物を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

北西
地床炉
0.43× 0.38

備 考

1か所ある。北西の 2本の柱の間にあり、床を浅 く掘 り窪められている。

備

考
B-414号 住居址と重複し、北東の壁を破壊される。 トレンチにより、北の隅を破壊される。床面は砂質
で比較的しまりがない。凹凸が少ない。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-433号住居址
第 137図

第 295図

位 置
(グ リフト)

S22E29,S23E28
S23E29,S24E28
S24E29

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
?
?

高
高
積面

壁
床
床

0.17(7)～ 0.22(S)
460.48～ 469.52

?

柱

　

穴

GttXttX深さ)不 明 覆

　

土

1黒褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層
3炭化物 (焼土を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

不 明

備 考

備

考
東側は調査区域外である。また、 トレンチによって北の隅が破壊される。床面は堅くしまりがあり、凹凸が

少ない。周溝が巡っている。覆土及び床上から多量の炭化した木材が出上した。

第 27表  竪穴住居址観察表 (26)
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遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-434号住居址
第 138図
第 296図

位 置
(グ リット)

S22E21,S22E22
S23E21,S23E22
S23E23,S24E21
S24E22,S24E23

平面形態
主軸方位
規  模

隅丸長方形
N-50.00-7
6.02× 5.65

高
高
積面

壁
床
床

0。 27(E)～ 0.60(7)
469。 41～ 469.51

?

柱

　

穴

(長怪X短怪X深 さ)  Pl(0.38XO.33XO.23)  P2(0.27XO。 26XO。 26)  P3(0.32X
O.18XO.34) P4(0.23XO.18XO。 18) P5(0。 47XO.40XO.23)  P6(0.25X
O.21XO.11) P7(0.20XO。 18XO.07) P8(0。 38XO。 36XO.14)  P9(0.33X
O.22XO.14)P10(0.34XO.32XO.33)Pll(0.35XO。 33XO.12)
P12(0.35XO.34XO。 14)

覆

　

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (小石を含む)

3焼土
4茶褐色砂質土層 (炭 を含む)

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl 中央  F2 南
地床炉    地床炉
0.36× 0。 34  0.24 X O.20

備 考

焼土の分布は 2か所ある。いずれも床を浅 く掘 り窪
めたものであるが、 Flの方が焼土の層が厚い。

備

　

考

南側は水田造成時に攪乱を受けている。北側と東側の隅は鈍 くカープし、平面形態は全体的に丸みを帯びた

隅丸長方形を呈する。小石を多 く含んだ砂質の地山に構築され、床面はしまりがなく、凹凸が著 しい。北東
と南西の壁ぎわの床は高まりを有する。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-435号住居址
第 139図

第 297図

位 置
(グ リフト)

S20E18,S20E19
S21E17,S21E18
S21E19,S21E20
S22E19,S23E18

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-41.0°  ―E
7.92× 5.52

高
高
積面

壁
床
床

0。 32(SE)～ 0.50(N7)
469。 74～ 469.80
35。 16 nf

柱

穴

(長怪XttX深さ)Pl(0。 42XO.41XO.50)P2(0。 48XO。 46XO。 58)P3(0。 42X

O.39XO.26) P4(0.57XO。 39XO。 25) P5(0。 42XO.39XO.18)  P6(0.37X
O。 36XO.13) P7(0.50XO.42XO.27) P8(0。 65XO.60XO。 24)  P9(0.23X
O.23XO.20)  P10(0.34XO.30XO.04)   Pll(0.56XO.40XO。 18)
P12(0。 37XO.32XO.12)   P13(0.21XO.20XO.04)   P14(0.25XO.20X
O。 16)  P15(0.54XO.50XO.33)  P16(0.40XO。 37XO.20)  P17(0.45X
O.43XO。 23)    P18(0。 21XO.19XO.11)  P19(0.26XO。 20XO。 21)
P20(1.04XO.43XO.58)

覆

土

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層 (石 を含む)

3茶褐色砂質土層 (小 石を含む)

4暗褐色 (炭化物を含む )
5茶褐色砂質土層
6茶色土層 (石 を含む)

炉 位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

Fl    F2
北東    中央北寄 り
土器敷 き炉 地床炉
0.58× 0.36 0.30× 0.29

備 考

焼土の分布は 4か所ある。 Fl、 F2、 F4は床を浅 く掘
り窪めている。そのうちFlは土器敷き炉である。 Fl、
F2は北束の 2本の柱穴の間にある。 F3は掘 り窪めてい
ないが、床面が赤色に焼けている。

備

　

考

北 と西の隅は鋭 くカープするが、南と西の隅は鈍 くカープする。また、南束の壁は張 り出し、段を有 して床
より立ち上がる。床面は黄褐色の砂質土を貼ってあり、おおむね平坦である。南西側にピットが集中 してい

る。

遺構番号
遺構図版
遺物図版

B-436号住居址
第 140図

第 298図

位 置
(グ リフト)

S21E23,S21E24
S21E25,S22E23
S22E24,S22E25
S23E23,S22E24

態
位
模

形
方

面
軸

平
主
規

隅丸長方形
N-22.00-E
5。 89× 4。 23

高
高
積面

壁
床
床

0.22(SE)～ 0。 39(S)
469.53～ 469。 60

?

柱

　

穴

(長怪X恒怪X深 さ)Pl(0.40XO。 35XO。 15)P2(0。 38XO。 33XO.19) 覆

　

土

1暗褐色砂質土層

炉

位   置
形   態
規模(全長X最大幅)

北東
地床炉
0.24× 0。 22

備考

1か所ある。床を浅 く掘 り窪められている。

備

　

考

B-403、 414号 住居址と重複 し、北西の隅の壁と床を破壊される。床面はしまりがあり、凹凸が少 し
ある。北束の壁は床より直立 ぎみに立ち上がるが、北西の壁はゆるやかに開いて立ち上がる。

規模等の単位はm

第 28表 竪穴住居址観察表 (27)
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遺構番号

遺構図版

A-1号
掘立柱建物址
第 141図

位 置
(グ リフト)

N20126,N20127,N21127 主軸方位
規  模

N-48.50-7
3.32× 2.17

高
数

標
ピ

474。 28～ 474。 32
7個

構 成 ピ ッ ト
及びその規模

(長怪X短怪X深さ)

P-80(0.38XO.38X0
P-84(0.53XO.50X0
P-88(0.52XO.48X0

P-81(0.57XO.54XO.39)
P-85(0.50XO.50XO.30)

P-83(0.44XO.40XO.36)
P-87(0.42XO.40XO.30)

備

考
P-81の 覆土から土師器片が、P-83と P-85の 覆土から弥生土器片が出土した。

遺構番号

遺構図版
遺物図版

A-2号
掘立柱建物址
第 142図
第 299図

位 置
(グ リフト)

N18728,N19127,N19128
N19129

主軸方位
規  模

N-43.5。 -7

3.27× 2.01
高
数

標
ピ

474.18～ 474.29
6個

構 成 ピ ッ ト
及びその規模

(長怪X短 怪X深さ)

P-21(0.52XO.50XO.27)
P-24(0.60XO。 58XO。 33)

P-22(0。 48XO.44XO.28)
P-25(0.60XO。 57XO.26)

P-23(0.51XO。 48XO。 26)
P-90(0。 54XO.53XO.23)

備

考
P-24の 覆土か ら土師器の甕が、 P-23、 P-24、 P-25、 P-90の 覆土か ら土師器片が出土t
た。

遺構番号

遺構図版

A-3号
掘立柱建物址
第 143図

位 置
(グ リフト)

N13W25,N13126,N14725
N14726,N14127,N15125
N15726,N15727

主軸方位
規  模

N-54.00-7
5。 95× 4.54

高
数

標
ピ

473.80-474.02
8個

卜
模
＞

ツ
規
腱ば̈

帥

構
及
＜

109(0。 44XO.43XO。 29)

112(0.38XO。 35XO.40)
115(0.42XO.40XO.20)

110(0.50XO.46X0
113(0.47XO。 43X0
116(0.45XO。 43X0

P-111(0.40XO.39XO.27)
P-114(0.48XO。 47XO。 38)

備

考
P-111と P-114の 覆土から土師器片が、 P-112の 覆土か ら炭化 した材が出土 した。

遺構番号

遺構図版

A-4号
掘立柱建物址

第 144図

位 置
(グ リフト)

N18126,N19125,N19126 主軸方位
規  模

N-32.00-E
3.88× 2.04

高
数

標
ピ

474.15～ 474.28
5個

構 成 ピ ッ ト

及びその規模
(長怪X短 怪X深さ)

P-95(0.54XO.49XO.32)       P-97(0.56XO.44XO.26)       P-101(0.56XO.50XO。 30)

P-201(0.52XO.47XO.24)      P-98(0.46XO.45XO。 30)

備

考

７

た

９

し
一
土

Ｐ
出

５
鏃

９
石

一
の

Ｐ
石

P-101、 P-201の 覆土か ら土師器片が、 P-98の 覆土から土師器片と黒耀

平成 4年度 (1992年 度)発掘

遺構番号

遺構図版

A-5号
掘立柱建物址

第 145図

位 置
(グ リフト)

N271,N212,N371,N372 主軸方位
規  模

N-29,0。 ―▼
3.66× 2.76

吉同
鶏娯

標
ピ

472.70～ 472.76
6個

構 成 ピ ッ ト
及びその規模

(長径X短怪X澤さ)

P-492(0。 37XO.31XO.26)
P-495(0。 48XO.42XO。 35)

P-493(0.40XO.39XO.38)
P-496(0。 40XO.38XO,34)

P-494(0.65XO.22XO.41)
P-497(0。 42XO.41XO。 40)

備

考
P-494の 覆土から弥生土器片と土師器片が出土した。

第 29表 掘立柱建物址観察表 (1)
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遺構番号

遺構図版

A-6号
掘立柱建物址
第 146図

位 置
(グ リフト)

N210,N2El,N2E2,N310
N3El,N3E2

主軸方位
規  模

N-45.0。 ―W
3.58× 3.50

高
数

標
ピ

472.72～ 472.76
8個

卜
模
＞

ツ
規
淋産̈

帥

構
及
＜

P-484(0.52XO.52X0
P-487(0.47XO.47X0
P-490(0。 60XO.52X0

P-485(0.52XO.43XO.36)
P-488(0.52XO。 47XO。 43)
P-491(0。 50XO。 49XO.40)

P-486(0。 48XO。 46XO。 38)
P-489(0.48XO。 48XO.30)

備

考
P-484、 P-485、 P-488、 P-490、 P-491の 覆土から土師器片が出土 した。

遺構番号

遺構図版

A-7号
掘立柱建物址
第 147図

位 置
(グ リフト)

N5E2,N5E3,N5E4,N4E2
N4E3,N4E4

主軸方位
規  模

N-58.00-7
4.21× 3。 90

標

ピ
高

卜数
472.61～ 472.72
8個

構成 ピ ッ ト
及びその規模

(長怪X恒怪X深さ)

P-454(0。 48XO.48XO.22)
P-457(0.40XO。 39XO。 41)
P-460(0.48XO.44XO.18)

P-455(0.44XO.40X0
P-458(0。 41XO.39X0
P-461(0。 46XO。 42X0

P-456(0.39XO.38XO.26)
P-459(0.42XO.40XO.31)

備

考
P-457、 P-460の 覆土から土師器片が出土 した。

遺構番号

遺構図版
址物

号
建
図

８
柱
４８

一
立
１

Ａ
掘
第

位 置
(グ リフト)

N7E4,N7E5,N7E6,N8E4
N8E5,N8E6

主軸方位
規  模

N-65.0。 -1

5.80× 3.30
高
数

標
ピ

472.46～ 472.64
10個

卜
模
＞

ツ
規
腱だ̈

帥

構
及
＜

P-409(0.40XO。 39XO。 22)
P-427(0.50XO.48XO.25)
P-442(0.43XO.40XO.29)
P-432(0.49XO.42XO.32)

P-420(0。 41XO。 39X0
P-451(0.26XO。 25X0
P-438(0.42XO.40X0

P-429(0.38XO.37XO.21)
P-440(0.38XO。 38XO.13)
P-435(0.46XO.39XO.30)

備

考
P-427、 P-442の 覆土か ら土師器片が出土 した。

規模等の単位はm

第 30表 掘立柱建物址観察表 (2)

―- 177-―



号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

位 置 長 径 短 径 深 さ 平 面 形 態 断面形態 備   考
(覆土層)

１

第
号土坑
152図

N15732,N15133,N16733 2.18 1.37 0.48 不整形 たらい状 1暗褐色砂質土層

A-2号土坑
第 152図

N10721,N10722 1.58 1.44 0.34 不整形 たらい状 1暗褐色砂質土層

A-3号土坑
第 152図
第 306図

N1715, N2116, N2715 2.17 2.16 1.57 隅 丸 方 形 すり鉢状 井戸址
1茶黄掲色砂質土層
2茶褐色砂質土層
3暗褐色砂質土層
4暗褐色砂質土層

(炭 化物を含む)

5明褐色砂質土層
(橙色石を含む)

6暗褐色粘土層

A-4号土坑
第 152図

N6W23, N7123 1.32 1.16 0.14 不整形 たらい状 1暗褐色砂質土層

A-5号土坑
第 152図
第 307図

N10T26,N10127,Nl1726
Nl 1727,NllW28,

4.43 3.34 0.17 隅丸長方形 たらい状 1暗褐色砂質土層

A-6号土坑
第 153図
第 308図

N7W24, N7725, N7726
N8W24, N8725, N8126
N9W24, N9W25

5.40 2.80 0.21 不整形 たらい状 1暗褐色砂質土層

平成 4年度 (1993年 度)発掘

号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

位 置 長 径 短 径 深 さ 平 面 形 態 断面形態 備   考
(覆土層)

A-7号土坑
第 153図

N1010 1.46 1.06 0.16 不整形 たらい状 1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

A-8号土坑
第 153図

A-9号土坑
第 153図

N10El

N10E2, N10E2

0.98

1.30

?

0.93

0.30

0.30

隅丸長方形

不整形

たらい状

たらい状

1暗褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

1暗褐色砂質土層

A-10号 土坑
第 153図

N8E2 1.06 0.95 0.13 楕円形 た らい状 1暗褐色砂質土層
(黄 砂を含む)

2明茶褐色砂質土層

A-11号 土坑
第 153図
第 309図

N012 1.06 0.96 0.10 不整形 たらい状 1暗褐色砂質土層

A-12号土坑
第 153図

S9W4, S915 1.25 1.14 0.31 不整形 たらい状 1暗褐色砂質土層

A-13号土坑
第 154図

S4Wl, S472 1.04 0,78 0.09 楕円形 たらい状 1暗褐色砂質土層
2茶色砂質土層 (灰色混り)

A-14号土坑
第 154図
第 310図

S472 0,78 0.60 0.42 楕円形 たらい状 1茶色砂質土層
2暗褐色砂質土層

第 31表 土坑観察表 (1)
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号
版
版

番
図
図

構
構
物

遺
遺
遺

位 置 長 径 短 径 深 さ 平 面 形 態 断面形態 備   考
(覆土層)

聘
第
第

土 坑
154図
311図

S573 1.24 0.98 0.27 精円形 たらい状 1茶褐色砂質土層
2茶色砂質土層 (石 を含む)

A-16号 土 坑
第 154図
第 312図

S15El, S16El,S1670 2.58 0。 30 不整形 たらい状 層土
層

質
土

砂
質

色
砂

褐
色

暗
茶

A-17号 土 坑
第 154図

2.61 1.18 0.40 不整形 たらい状 1茶褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層

B-401号 土坑
第 155図

第 313図

SllE22,SllE23 2.04 2.09 0.20 円形 たらい状 1茶褐色砂質土層
(橙色小石を含む)

2茶褐色砂質土層
(橙色小石を含む)

3暗褐色砂質土層

B-402号 土坑
第 155図
第 314図

S12E21,S12E22 3.00 2.76 0.20 隅丸方形 たらい状 1暗褐色砂質土層
2暗褐色砂質土層

(茶色土を含む)

B-403号 土坑
第 155図

第 315図

S15E22,S16E22 1.65 1.48 0.52 楕円形 たらい状 1茶褐色砂質土層
2茶褐色砂質土層

(炭 を含む)

3茶色砂質土層

B-404号 土坑
第 155図
第 316図

S15E25,S16E25 2.78 1.41 0.14 楕円形 たらい状 1明褐色砂質土層
2褐色砂質土層

(茶色土を含む)

B-405号 土坑
第 155図

第 317図

S21E28, S21E29
S22E28, S22E29

3.18 2.60 0.39 隅丸長方形 た らい状 1黄茶色砂質土層
2暗褐色砂質土層
3茶褐色砂質土層

(黄色土を含む)

(長 径等の単位はm)

第 32表  土坑観察表 (2)
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平成 3年度 (1991年 度)発掘

遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

A-1号 ピット 第 156図

2号 ピット 第 156図

3号 ピット 第 158図

4号 ピッ ト 第 158図 弥生土器破片出土

5号 ピッ ト 第 156図

6号 ピット 第 156図

7号 ピット 第 158図

8号 ピッ ト 第 158図

9号 ピット 第 158図

10号 ピット 第 156図

11号 ピット 第 156図

12号 ピッ ト 第 156図

13号 ピット 第 156図

14号 ピット 第 156図

15号 ピッ ト 第 158図

16号 ピッ ト 第 158図

17号 ピット 第 158図

18号 ピッ ト 第 159図

19号 ピッ ト 第 158図

20号 ピッ ト 第 159図

26号 ピット 第 159図

27号 ピッ ト 第 159図

28号 ピッ ト 第 159図

29号 ピット 第 156図

30号 ピッ ト 第 156図

31号 ピッ ト 第 156図

32号 ピッ ト 第 156図

33号 ピッ ト 第 156図

34号 ピッ ト 第 156図

35号 ピッ ト 第 156図 弥生土器破片出土

36号 ピット 第 156図

37号 ピット 第 156図

38号 ピッ ト 第 157図

39号 ピット 第 157図

40号 ピット 第 157図

41号 ビット 第 157図

42号 ビット 第 157図

43号 ピット 第 157図

44号 ビッ ト 第 157図

45号 ピット 第 157図

46号 ピット 第 158図

第 33表  ビット観察表 (1)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (m) 短径 (all) 深さ (m) 備 考

A-47号 ピット 第 161図

48号 ピット 第 161図

49号 ピット 第 161図 7

50号 ピット 第 161図 9

51号 ピット 第 161図

52号 ピット 第 161図

53号 ピット 第 161図

54号 ピット 第 161図

55号 ピット 第 161図

56号 ピット 第 161図 須恵器、土師器破片出土

57号 ピット 第 161図 弥生土器、土師器破片出土

58号 ピッ ト 第 161図 土師器破片出土

59号 ピット 第 161図

60号 ピッ ト 第 161図

61号 ピット 第 161図

62号 ピット 第 161図

63号 ピット 第 161図

64号 ピッ ト 第 161図

65号 ピット 第 161図

66号 ピット 第 161図 弥生土器破片出土

67号 ピット 第 161図

68号 ビット 第 161図 弥生土器破片出土

69号 ピット 第 161図 7 土師器破片出土

70号 ピット 第 158図

71号 ビット 第 158図

72号 ピット 第 158図

73号 ピット 第 158図

74号 ピット 第 158図 弥生土器破片出土

75号 ピッ ト 第 161図 弥生甕 (図版番号第 318図 )土 師器破片出土

76号 ピット 第 161図

77号 ピット 第 161図

78号 ピッ ト 第 161図

79号 ピット 第 161図

86号 ピット 第 163図

89号 ピッ ト 第 158図

91号 ピッ ト 第 158図 弥生土器破片出土

92号 ピット 第 158図

93号 ピット 第 163図

94号 ピット 第 159図 56  1

96号 ピッ ト 第 161図

99号 ピッ ト 第 161図 縄文土器、弥生土器破片出土

第 34表  ピッ ト観察表 (2)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

A-100号 ピット 第 162図

102号 ピッ ト 第 162図

103号 ピッ ト 第 162図

104号 ビット 第 162図

105号 ピッ ト 第 159図

106号 ピッ ト 第 159図 弥生土器破片出土

107号 ピッ ト 第 159図

108号 ピッ ト 第 159図 土師器破片出土

117号 ピッ ト 第 159図

118号 ピッ ト 第 159図 弥生土器破片出土

119号 ピッ ト 第 159図

120号 ピット 第 159図 土師器破片出土

121号 ピッ ト 第 159図

122号 ピッ ト 第 159図

123号 ピッ ト 第 159図

124号 ピット 第 157図

125号 ピッ ト 第 157図

126号 ピッ ト 第 160図 弥生甕 (師番号第 318号 )弥生土器破片出土

127号 ピット 第 160図 弥生壺 (図版番号第 318号 )

128号 ピッ ト 第 160図

129号 ピッ ト 第 160図

130号 ピット 第 160図 土師甕 (師番号第 318号 )縄文土器破片出土

131号 ピッ 第 160図

132号 ピッ 第 160図 弥生土器破片出土

133号 ピッ 第 163図 土師器、須恵器破片出土

134号 ピット 第 163図

135号 ピット 第 163図

136号 ピッ 第 160図

137号 ピッ ト 第 160図

138号 ピッ ト 第 160図

139号 ピット 第 160図

140号 ピッ ト 第 157図

141号 ピッ ト 第 163図

142号 ピッ ト 第 163図

143号 ピット 第 163図

144号 ピット 第 163図 弥生破片出土

145号 ピット 第 162図

146号 ピット 第 162図

147号 ピット 第 162図 弥生破片出土

148号 ピット 第 162図

149号 ピット 第 162図

第 35表  ピッ ト観察表 (3)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (m) 短径 (m) 深さ (al) 備 考

A-150号 ピット 第 162図

151号 ピット 第 162図

152号 ピッ ト 第 162図

153号 ピッ ト 第 162図

154号 ピット 第 162図

155号 ピッ ト 第 162図

156号 ピット 第 162図

157号 ピット 第 163図

158号 ピット 第 166図

159号 ピット 第 166図

160号 ピッ 第 166図

161号 ピット 第 166図

162号 ピッ ト 第 166図

163号 ピッ ト 第 166図

164号 ピッ 第 166図

165号 ピッ 第 166図 弥生土器破片多数出土

166号 ピッ 第 166図

167号 ピッ 第 165図

168号 ピット 第 165図

169号 ピッ ト 第 165図

170号 ピッ 第 165図 土師器破片、弥生土器破片出土

171号 ピット 第 165図

172号 ピッ 第 165図

173号 ピッ 第 165図

174号 ピット 第 165図

175号 ピッ ト 第 165図 土師器破片出土

176号 ピット 第 165図 土師器破片、弥生土器破片出土

177号 ピット 第 165図 土師器破片出土

178号 ピット 第 165図

179号 ピット 第 165図

180号 ピット 第 165図 土師器破片出土

181号 ピット 第 165図

182号 ピット 第 165図

183号 ピッ ト 第 165図

184号 ピット 第 165図 弥生土器破片出土

185号 ピッ ト 第 165図

186号 ピット 第 165図

187号 ピット 第 165図

188号 ピット 第 162図

189号 ピット 第 161図

190号 ピット 第 161図

第 36表  ピッ ト観察表 (4)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

A-191号 ピット 第 161図

192号 ピット 第 161図

193号 ピッ ト 第 161図

194号 ピット 第 161図

195号 ピッ ト 第 161図 土師器破片出土

196号 ピッ ト 第 168図 弥生土器破片出土

197号 ピッ ト 第 168図

198号 ピッ ト 第 168図 弥生土器、土師器破片出土

199号 ピット 第 168図 弥生土器破片出土

200号 ピット 第 168図

202号 ピッ ト 第 168図

203号 ピッ ト 第 171図

204号 ピッ ト 第 171図

205号 ピッ ト 第 171図

206号 ピッ ト 第 171図

207号 ピッ ト 第 171図

208号 ピット 第 171図

209号 ピット 第 171図

210号 ピッ ト 第 168図

211号 ピット 第 168図

212号 ピット 第 168図

213号 ピッ ト 第 168図 弥生土器破片出土

214号 ピッ 第 168図

215号 ピット 第 168図 弥生土器破片出土

216号 ピット 第 168図 土師器破片出土

217号 ピッ ト 第 168図

218号 ピッ ト 第 168図

219号 ビッ ト 第 168図 土師器、須恵器破片出土

220号 ピット 第 168図

221号 ピッ ト 第 168図

222号 ピット 第 168図 弥生土器破片出土

223号 ビッ ト 第 168図

224号 ピット 第 168図

225号 ピット 第 169図

226号 ピット 第 169図

227号 ピット 第 169図

228号 ピット 第 169図

229号 ピッ ト 第 169図 土師器破片出土

230号 ピッ ト 第 169図

231号 ピット 第 169図

232号 ピット 第 169図

第 37表  ピット観察表 (5)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

A-233号 ピット 第 169図

234号 ピット 第 169図

235号 ピッ ト 第 169図

236号 ピッ ト 第 169図

237号 ピッ ト 第 169図

238号 ピッ ト 第 171図 弥生土器破片出土

239号 ピッ ト 第 171図 弥生土器破片出土

240号 ピッ ト 第 171図

241号 ピッ ト 第 171図

242号 ビッ ト 第 169図

243号 ピッ ト 第 169図

244号 ピット 第 169図

245号 ピット 第 169図

246号 ピット 第 169図

247号 ピッ ト 第 169図

248号 ピッ ト 第 169図 弥生土器破片出土

249号 ピッ ト 第 169図

250号 ピッ ト 第 169図

251号 ピット 第 166図

252号 ピッ ト 第 166図

253号 ピット 第 166図

254号 ピット 第 166図

255号 ピッ ト 第 166図

256号 ピッ ト 第 166図

257号 ピッ ト 第 166図

258号 ピッ ト 第 166図

259号 ピッ ト 第 166図

260号 ビッ ト 第 166図

261号 ピット 第 163図

262号 ピット 第 163図

263号 ピット 第 163図 弥生土器破片出土

264号 ピット 第 163図

265号 ピット 第 163図 土師器蓋出土 (図版番号第 318図 )

266号 ピット 第 163図

267号 ピット 第 163図 弥生土器、土師器破片出土

268号 ピッ ト 第 163図

269号 ピッ ト 第 163図

270号 ピッ ト 第 163図

271号 ピッ ト 第 163図 弥生土器破片出土

272号 ピッ ト 第 163図 6

273号 ピット 第 169図

第 38表  ピッ ト観察表 (6)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

A-274号 ピッ ト 第 171図 土師器破片出土

275号 ピッ ト 第 164図

276号 ピッ ト 第 164図

277号 ピッ ト 第 164図

278号 ピッ ト 第 164図

279号 ピッ ト 第 164図

280号 ピッ ト 第 164図

281号 ピット 第 164図 土師器破片出土

282号 ピット 第 167図

283号 ピッ ト 第 167図

284号 ピット 第 167図

285号 ピット 第 164図

286号 ピッ ト 第 167図

287号 ピッ ト 第 167図 土師器、須恵器破片出土

288号 ピッ ト 第 167図

289号 ピッ ト 第 167図

290号 ピット 第 167図

291号 ピッ ト 第 167図

292号 ピッ ト 第 167図

293号 ビッ ト 第 167図

294号 ビッ ト 第 167図

295号 ピッ ト 第 167図

296号 ピット 第 167図 土師器、須恵器破片出土

297号 ピッ ト 第 167図

298号 ピッ ト 第 167図

299号 ピッ ト 第 167図

300号 ピッ ト 第 167図

301号 ピッ ト 第 167図

302号 ピッ ト 第 167図

303号 ピッ ト 第 167図 須恵器破片出土

304号 ピット 第 166図 弥生土器破片出土

305号 ピッ ト 第 166図

306号 ピット 第 166図 不器
土

師
出

土
片破

＞
器

図
恵

‐８
須

第
＞

鶴
図

師
‐８

蓋
第

器
研

恵
師

須
＜

307号 ピット 第 166図

308号 ピット 第 166図

309号 ピット 第 166図

310号 ピット 第 169図 須恵器破片出土

311号 ピット 第 169図

312号 ピッ ト 第 172図

313号 ピッ ト 第 172図

ト314号 ピッ 第 172図

第 39表  ピット観察表 (7)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (oll) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

A-315号 ビット 第 172図

316号 ピッ ト 第 172図

317号 ピッ ト 第 172図 弥生土器破片出土

318号 ピット 第 172図

319号 ピット 第 172図

320号 ピット 第 172図

321号 ピッ ト 第 172図

322号 ピッ ト 第 172図

323号 ピット 第 172図

324号 ピット 第 171図

325号 ピット 第 170図

326号 ピット 第 170図

327号 ピッ ト 第 170図

328号 ピッ ト 第 170図 弥生土器破片出土

329号 ピット 第 170図

330号 ピッ ト 第 170図 弥生土器破片出土

331号 ピット 第 170図

332号 ピッ ト 第 170図

333号 ピット 第 170図

334号 ピッ ト 第 170図 8

335号 ピット 第 170図

336号 ピッ ト 第 170図 7

337号 ピット 第 170図

338号 ピッ ト 第 167図 弥生土器、土師器破片出土

339号 ピット 第 171図

340号 ピット 第 157図

341号 ピット 第 171図

342号 ピット 第 164図

343号 ピット 第 170図

344号 ピッ ト 第 168図

345号 ピット 第 162図 7

346号 ピッ ト 第 159図

347号 ピット 第 157図

348号 ピッ ト 第 159図

349号 ピッ ト 第 166図

平成 4年度 (1992年 度)発掘

遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深 さ (all) 備 考

A-350号 ピット 第 176図

351号 ピット 第 176図

352号 ピット 第 176図

353号 ピット 第 176図

第 40表  ビット観察表 (8)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (oll) 深さ (clll) 備 考

A-354号 ピット 第 176図

355号 ピット 第 176図

356号 ピット 第 176図

357号 ピット 第 176図

358号 ピット 第 176図

359号 ピット 第 176図

360号 ピッ 第 176図

361号 ピット 第 176図

362号 ピット 第 176図 土師器破片出土

363号 ピッ ト 第 176図

364号 ピッ ト 第 176図

365号 ピット 第 176図

366号 ピット 第 180図

367号 ピット 第 180図

368号 ピッ ト 第 176図 弥生土器破片出土

369号 ピッ ト 第 176図

370号 ピッ ト 第 176図

371号 ピット 第 176図

372号 ピット 第 176図

373号 ピット 第 180図

374号 ピット 第 180図

375号 ピット 第 180図

376号 ピット 第 176図

377号 ピット 第 176図

378号 ピット 第 176図

379号 ピッ 第 176図

380号 ピッ 第 176図

381号 ピット 第 176図

382号 ピッ 第 180図

383号 ピッ ト 第 176図

384号 ピッ ト 第 176図

385号 ピッ ト 第 180図

386号 ピット 第 180図

387号 ピッ ト 第 180図

388号 ピット 第 180図

389号 ピット 第 180図

390号 ピット 第 180図

391号 ピット 第 180図

392号 ピット 第 180図

393号 ピット 第 180図

394号 ピット 第 180図

第 41表  ピット観察表 (9)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (m) 短径 (oll) 深さ (all) 備 考

A-395号 ピット 第 180図

396号 ピッ ト 第 180図

397号 ピッ ト 第 180図

398号 ピッ ト 第 180図 土師器破片出土

399号 ピット 第 180図

400号 ピッ ト 第 180図

401号 ピット 第 180図

402号 ピット 第 180図

403号 ピット 第 180図

404号 ピッ ト 第 180図

405号 ピッ ト 第 180図 弥生土器破片出土

406号 ピット 第 180図 石包丁破片出土

407号 ピット 第 182図

408号 ピット 第 182図

410号 ピット 第 182図

411号 ピット 第 182図

412号 ピット 第 182図

413号 ピッ 第 182図

414号 ピット 第 182図

415号 ピット 第 182図

416号 ピット 第 182図

417号 ピッ ト 第 180図

418号 ピッ ト 第 175図

419号 ピット 第 182図

420号 ピット 第 182図

421号 ピット 第 182図

422号 ピット 第 182図

423号 ピッ ト 第 182図

424号 ピット 第 182図

425号 ピット 第 182図 弥生土器破片出土

426号 ピッ ト 第 182図

428号 ピット 第 182図

431号 ピット 第 180図

433号 ピッ ト 第 180図

434号 ピット 第 180図

436号 ピッ ト 第 180図

437号 ピット 第 182図 9

439号 ピッ 第 182図

441号 ピット 第 182図

443号 ピット 第 182図

444号 ピット 第 181図

第 42表  ピッ ト観察表 (10)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (oll) 短径 (all) 深さ (oll) 備 考

A-445号 ピット 第 181図 土師器破片出土

446号 ビッ ト 第 181図 土師器破片出土

447号 ピット 第 180図

448号 ピット 第 180図

449号 ピット 第 181図

450号 ピット 第 180図

452号 ピッ 第 180図

453号 ピッ ト 第 180図 弥生土器破片出土

462号 ピッ ト 第 176図

463号 ピット 第 176図

464号 ピッ 第 176図

465号 ピッ ト 第 173図

466号 ピッ ト 第 176図

467号 ピット 第 176図

468号 ピッ ト 第 176図

469号 ピッ ト 第 176図

470号 ピット 第 176図

471号 ピット 第 176図

472号 ピット 第 176図

473号 ピット 第 176図

474号 ピット 第 176図

475号 ピッ ト 第 176図

476号 ピッ ト 第 176図

477号 ピット 第 176図

478号 ピッ ト 第 176図

479号 ピッ ト 第 173図

480号 ピッ ト 第 173図

481号 ピット 第 178図

482号 ピッ ト 第 178図 弥生土器破片出土

483号 ピッ ト 第 178図 弥生土器破片出土

498号 ピット 第 173図

499号 ピット 第 173図

500号 ピット 第 173図

501号 ピット 第 173図

502号 ピッ ト 第 173図 弥生土器破片出土

503号 ビッ 第 173図 弥生土器破片出土

504号 ピット 第 173図

505号 ピット 第 173図

506号 ピッ ト 第 173図

507号 ピット 第 173図

508号 ピット 第 173図

第43表  ピット観察表 (11)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (cD) 深さ (all) 備 考

A-509号 ピット 第 173図

510号 ピット 第 173図

511号 ピット 第 173図

512号 ピッ 第 173図

513号 ピッ ト 第 173図

514号 ピッ ト 第 173図 弥生土器破片出土

515号 ピッ 第 173図

516号 ピット 第 173図

517号 ピット 第 173図

518号 ピット 第 173図

519号 ピット 第 173図 縄文土器破片出土

520号 ピッ 第 173図

521号 ピッ 第 173図 土師器破片出土

522号 ピッ 第 178図

523号 ピッ 第 178図

524号 ピッ 第 178図

525号 ピッ ト 第 178図

526号 ピット 第 178図

527号 ピット 第 178図

528号 ピッ ト 第 178図

529号 ピット 第 178図

530号 ピッ ト 第 178図

531号 ピット 第 178図

532号 ピット 第 181図

533号 ピット 第 181図

534号 ピッ ト 第 181図

535号 ピッ ト 第 178図

536号 ピット 第 178図

537号 ピット 第 179図

538号 ピッ ト 第 179図

539号 ピット 第 179図

540号 ピット 第 178図

541号 ピット 第 178図

542号 ピット 第 178図

543号 ピッ ト 第 178図

544号 ピッ ト 第 179図

545号 ピッ ト 第 178図

546号 ピット 第 178図

547号 ピッ ト 第 179図

548号 ピット 第 179図

ト549号 ピッ 第 179図

第 44表  ピッ ト観察表 (12)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

A―・550号 ピット 第 179図

551号 ピット 第 179図

552号 ピッ ト 第 179図

553号 ピット 第 179図

554号 ピット 第 178図

555号 ピッ 第 179図

556号 ピット 第 179図 縄文土器破片出土

557号 ピット 第 174図

558号 ピッ 第 174図 土師器破片出土

559号 ピッ 第 174図

560号 ピット 第 173図

562号 ピット 第 173図

563号 ピット 第 173図

564号 ピッ ト 第 173図 弥生土器破片出土

565号 ピッ ト 第 174図

566号 ピッ ト 第 179図

567号 ピッ ト 第 174図 弥生土器破片出土

568号 ピッ ト 第 179図

569号 ピッ ト 第 179図

570号 ピット 第 179図

571号 ピット 第 179図

572号 ピッ ト 第 178図

573号 ピッ ト 第 178図

574号 ピット 第 175図

575号 ピット 第 175図 弥生土器破片出土

576号 ピッ ト 第 174図

577号 ピッ ト 第 174図

578号 ピッ ト 第 175図 須恵器不 Q鵬騨 318図)弥 生土器破片出土

579号 ピット 第 174図

580号 ピッ ト 第 174図

581号 ピット 第 174図

582号 ピッ ト 第 174図

583号 ピット 第 174図

584号 ピット 第 174図

585号 ピット 第 175図

586号 ピット 第 174図

587号 ピット 第 177図

588号 ピット 第 177図

589号 ピット 第 177図

590号 ピット 第 177図

591号 ピット 第 177図

第 45表  ピット観察表 (13)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深 さ (m) 備 考

A-592号 ピット 第 177図

593号 ピット 第 177図

594号 ピット 第 175図

595号 ピッ 第 175図

596号 ピット 第 174図

597号 ピット 第 174図 土師器破片出土

598号 ピッ 第 174図

599号 ピット 第 174図

600号 ピット 第 174図 弥生土器破片出土

601号 ピット 第 175図

602号 ピット 第 175図

603号 ピット 第 174図

604号 ピット 第 174図

605号 ピット 第 174図

606号 ピッ 第 174図

607号 ピッ 第 174図

608号 ピット 第 176図 縄文土器破片出土

609号 ピッ ト 第 175図

610号 ピッ 第 174図

611号 ピッ ト 第 175図

612号 ピット 第 175図

613号 ピッ ト 第 175図

614号 ピット 第 177図 弥生土器破片出土

615号 ピット 第 176図

616号 ピット 第 177図

617号 ピット 第 177図

618号 ピット 第 177図

619号 ピット 第 177図

620号 ビット 第 177図

621号 ピット 第 176図

622号 ピット 第 177図

623号 ピット 第 176図 土師不 (図版番号第 318図 )出土

624号 ピット 第 176図

遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

B-401号 ビット 第 184図

402号 ピット 第 184図 土師器破片出土

403号 ピット 第 184図

404号 ピット 第 184図

405号 ピッ ト 第 184図

ト406号 ピッ 第 185図

第 46表  ピット観察表 (14)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (m) 深さ (all) 備 考

B-407号 ピット 第 185図

408号 ピッ ト 第 185図

409号 ピッ ト 第 185図 土師器破片出土

410号 ピット 第 185図

411号 ピッ ト 第 185図 弥生土器破片出土

412号 ピッ 第 185図

413号 ピッ 第 185図 土師器破片出土

414号 ピッ ト 第 185図

415号 ピット 第 185図

416号 ピット 第 185図 4

417号 ピット 第 185図 土師器破片出土

418号 ピット 第 184図

419号 ピッ 第 185図

420号 ピット 第 185図 弥生土器破片出土

421号 ピット 第 184図

422号 ピッ 第 185図

423号 ピット 第 185図

424号 ピット 第 185図

425号 ピット 第 185図

426号 ピット 第 185図

427号 ピット 第 185図

428号 ピット 第 185図

429号 ピット 第 185図

430号 ピット 第 185図

431号 ピット 第 185図

432号 ピッ 第 185図 土師器破片出土

433号 ピッ 第 185図 土師器破片出土

434号 ピッ 第 185図

435号 ピット 第 188図

436号 ピッ ト 第 188図

437号 ピッ 第 188図

438号 ピッ ト 第 188図

439号 ピッ 第 188図 弥生土器破片出土

440号 ピット 第 188図

441号 ピット 第 188図

442号 ピッ 第 188図 土師器破片出土

443号 ピッ 第 188図

444号 ピッ 第 188図

445号 ピット 第 188図

446号 ピット 第 188図

447号 ピット 第 188図

第 47表  ピット観察表 (15)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (m) 深さ (all) 備 考

B-448号 ピット 第 188図 弥生土器、土師器破片出土

449号 ピッ ト 第 188図 土師器破片出土

450号 ピッ ト 第 190図 弥生土器破片出土

451号 ピッ ト 第 190図

452号 ピッ ト 第 187図

453号 ピッ 第 187図

454号 ピッ 第 190図

455号 ピッ ト 第 190図

456号 ピッ ト 第 190図

457号 ピッ 第 190図 土師器破片出土

458号 ピッ 第 190図

459号 ピット 第 190図

460号 ピッ ト 第 191図 土師器破片出土

461号 ピッ ト 第 191図 弥生土器破片出土

462号 ピット 第 191図

463号 ピット 第 191図

464号 ピット 第 191図

465号 ピッ ト 第 191図

466号 ピット 第 191図

467号 ピッ ト 第 191図

468号 ピット 第 191図

469号 ピッ ト 第 191図

470号 ピッ ト 第 191図

471号 ピット 第 191図 弥生土器破片出土

472号 ピット 第 191図

473号 ピッ ト 第 191図 弥生土器破片出土

474号 ピッ ト 第 191図

475号 ピッ ト 第 190図 弥生土器、土師器破片出土

476号 ピッ ト 第 189図

477号 ピッ ト 第 189図 弥生土器破片出土

478号 ピット 第 189図 弥生土器破片出土

479号 ピッ ト 第 189図

480号 ピッ ト 第 189図

481号 ビッ ト 第 190図 弥生土器破片出土

482号 ピッ ト 第 190図

483号 ピッ ト 第 190図 土師器破片出土

484号 ピット 第 190図

485号 ピット 第 190図

486号 ピッ ト 第 190図

487号 ピッ ト 第 190図 土師器破片出土

ト488号 ピッ 第 187図 土師器破片出土

第 48表  ピット観察表 (16)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

B-489号 ピット 第 187図 弥生土器破片出土

490号 ピット 第 187図

491号 ピット 第 187図

492号 ピッ 第 187図

493号 ピット 第 187図

494号 ピット 第 187図

495号 ピッ ト 第 187図

496号 ピット 第 187図

497号 ピッ 第 187図 土師器破片出土

498号 ピッ 第 187図

499号 ピット 第 187図

500号 ピッ 第 187図

501号 ピット 第 187図 土師器破片出土

502号 ピッ ト 第 186図

503号 ピッ ト 第 187図

504号 ピッ ト 第 187図

505号 ピッ ト 第 187図 弥生土器破片出土

506号 ピッ ト 第 187図

507号 ピッ ト 第 187図

508号 ピッ ト 第 186図 土師器破片出土

509号 ピット 第 187図 弥生土器破片出土

510号 ピット 第 187図

511号 ピット 第 187図 土師器破片出土

512号 ピット 第 187図

514号 ピット 第 183図

515号 ピット 第 183図 土師器破片出土

516号 ピット 第 183図

517号 ピット 第 184図

518号 ピッ ト 第 184図 土師器破片出土

519号 ピッ ト 第 184図 弥生土器破片出土

520号 ピッ ト 第 184図

521号 ピット 第 184図

522号 ピット 第 184図

523号 ピット 第 184図

524号 ピット 第 184図

525号 ピット 第 184図

526号 ピッ ト 第 184図 弥生土器破片出土

527号 ピット 第 184図

528号 ピッ ト 第 184図 弥生土器破片出土

529号 ピッ ト 第 184図

ト530号 ピッ 第 190図 土師器破片出土

第 49表  ピット観察表 (17)

―- 196-―



遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (all) 深さ (all) 備 考

B-531号 ピット 第 184図

532号 ピット 第 184図

533号 ピット 第 184図 土師器破片出土

534号 ピット 第 183図 弥生土器破片出土

535号 ピット 第 183図

536号 ピット 第 183図

537号 ピット 第 183図

538号 ピッ ト 第 183図

539号 ピッ ト 第 183図

540号 ピット 第 183図 弥生土器破片出土

541号 ピット 第 183図

542号 ピット 第 183図

543号 ピッ ト 第 183図 弥生土器破片出土

544号 ピット 第 186図 土師器破片出土

545号 ピット 第 186図 土師器破片出土

546号 ピッ 第 183図

547号 ピット 第 183図

548号 ピッ ト 第 183図 弥生土器破片 出土

549号 ピット 第 183図 弥生土器破片出土

550号 ピット 第 183図 土師器破片出土

551号 ピット 第 183図

552号 ピット 第 183図

553号 ピッ ト 第 183図

554号 ピット 第 186図

555号 ピッ ト 第 186図 土師器破片出土

556号 ピット 第 186図 弥生土器破片出土

557号 ピット 第 186図

558号 ピット 第 186図

559号 ピッ ト 第 186図 弥生土器破片出土

560号 ビッ ト 第 186図 弥生土器破片出土

561号 ピット 第 186図

562号 ピット 第 186図

563号 ピット 第 186図

564号 ピット 第 186図

565号 ピット 第 190図

566号 ピット 第 190図 土師器破片出土

567号 ピット 第 190図

568号 ピッ ト 第 191図 弥生土器破片出土

569号 ピッ ト 第 191図 土師器破片出土

570号 ピット 第 191図

571号 ピット 第 191図 弥生土師器破片出土

第 50表  ピッ ト観察表 (18)
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遺 構 番 号 図版番号 長径 (all) 短径 (clll) 深さ (all) 備 考

B-572号 ピット 第 191図

573号 ピッ ト 第 189図

574号 ピット 第 189図

575号 ピット 第 189図

576号 ピット 第 189図

577号 ピット 第 189図 弥生土器破片出土

578号 ピッ ト 第 189図

579号 ピット 第 189図 弥生土器破片出土

580号 ピッ ト 第 189図 弥生土器破片出土

581号 ピッ ト 第 189図 弥生土器破片出土

582号 ピット 第 189図 弥生土器破片出土

583号 ピッ ト 第 189図 弥生土器破片出土

584号 ピッ ト 第 190図

585号 ピット 第 190図 弥生土器破片出土

586号 ピット 第 190図 弥生土器破片出土

587号 ピット 第 190図 弥生土器破片出土

588号 ピット 第 184図

589号 ピッ ト 第 184図

第 51表  ピット観察表 (19)

第 52表  その他

遺構番号
遺構図版
遺物図版

A-1号 円型周溝遺構
第 193図

位 置
(グ リフト)

N12119,N12120
N13119,N13720
N14119,N14720

規  模 5.02× 4.48
(4.16X3。 70)

473.65～ 473.75
0.21～ 0.31

音同
抑休

溝
標
周

備

考
G韻)1明褐色砂質土層 2灰褐色砂質土層 3茶褐色砂質土層 4暗褐色砂質土層
Q枷)黒 曜石の石接、弥生土器破片、土師器破片

遺構番号
遺構図版
遺物図版

配石遺構
194図
304図

号
第
第

一
Ａ 位 置

(グ リット)

N4118,N5718,N5719,N5720,N6W19,N6720
N6121

規 模

標 高

11.2～ 0。 40

473.00-473。 32

備

考
G捐)1明褐色砂質土層
(遺物)土 師器不、土師器、

2明褐色弱粘質土層 (灰色土を含む)

須恵器破片
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-1号
住  居  址

第 194図 -1

不
　
　

師

高

　
　
土

口径
残高 3.4
裾径
接合部のみ

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)2.5YR4/6赤 褐

0)

0)椰部箆磨き
外内面赤色塗彩

A-1号
住  居  址

第 194図 -2

鉢
　
　
獅

口径 14.0
残高  5.3
底径
口縁部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5R4/4赤

0)7.5R4/3に ぶい赤褐

口縁部は内弯する 0)横位の箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-1号
住  居 址

第 194図 -3

甕
　
　
姓

回径
残高 8.1
底径
胴部7/8

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR4/5に ぶい赤褐

胴部より外反する日縁部に至
る

埋甕

0)2連止めの簾状文、波
状文を施す
上から下へ施文する

0)横位の箆磨き

A-1号
住 居 址

第 194図 -4

甕
　
　
姓

口径
残高 8.7
底径 7.0
底部のみ

胎
焼
色

雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR5/6明 赤褐
0)5YR5/3に ぶい赤褐

平底より大きく開いて立ち上
がる

0)箆磨き

0)撫で
外内面赤色塗彩

A-1号
住 居 址

第 194図 -5

一亜　
　
姓

口径 29.0
残高 7.2
底径
口縁部1/12

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R5/6赤

口縁部は外反する 0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-1号
住  居  址

第 194図 -6

士里　
　
姓

口径
残高  7.6
底径  8.6
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;:I:;:!:J,1:iF:

色 ;G)2.5YR6/4に ぶい橙
(内)2.5YR5/6明 赤褐

平底より大きく開いて立ち上
がる

＞

　

＞

で

０

　

０

縦位の箆磨き

横位の刷毛調整の後撫

A-1号
住  居  址

第 194図 -7

一霊
　

　

　

獅

口径
残高  2.5
底径 12.0
底部1/3

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR5/3にぶい赤褐

平底 ０

　

０

A-2号
住 居  址

第 195図 -1

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径 20.4
器高 5.1
裾径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

0)5YR6/3に ぶい橙

口縁部は外反する 0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

A-2号
住 居 址

第 195図 -2

不
　
　
生

高
　
　

弥

回径 11.3
残高 9.0
裾径
脚部のみ

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/4に ぶい橙

脚部はラッパ状に開く 0)麟 き

0)撫で
外面赤色塗彩

A-2号
住 居  址

第 195図 -3

鉢
　
　
姓

径
高
径
２

回
器
底
ν

11.3

5.3

4.6

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

平底より内弯ぎみの日縁に至
る

0)箆磨き

0)期 き
外内面赤色塗彩

A-2号
住 居 址

第 195図 -4

離
　
　
姓

口径 17.6
残高 11.5
底径
口
=か

ら胴部都

胎
焼
色

雲母多く、粗砂粒含む
朗
0)10YR4/3赤褐
0)5YR5/4に ぶい赤褐

胴部は球形を呈し、日縁部は
「コの字」状に外反する

0)横位の箆磨き
0)箆削りの後横位の箆磨

き
外内面赤色塗彩

A-2号
住  居  址

第 195図 -5

甕
　
　
姓

口径 11.2
残高  9.9
底径
胴部のみ

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)5YR5/4に ぶい赤褐
(内)5YR5/4に ぶい赤褐

胴部はやや球形に張る 0)波状文を施す
上から下へ施文する

0)横位の箆磨き

A-2号
住 居 址

第 195図 -6

甕
　
　
姓

口径 15.6
器高 18.7
底径 8.8
胴螂から底部

胎

焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR5/3に ぶい赤褐
(外)5YR5/6に ぶい赤褐

平底より胴部はやや球形を呈
して張る

０

　

０

簾状文、波状文を施す

横位の箆削り

第 195図 -7

号
址

一
居

Ａ
住

甕
　
　
姓

口径
残高  4.0
底径  6.6
胴部から底部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR6/4に ぶい橙
(内)7.5YR6/4に ぶい橙

平底より内弯ぎみに立ち上が
る

(外 )

0)撫で

第 53表  住居址出土遺物観察表 (1)

す-331 -―



遺構NO

図版NO

器種

種類

量法 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

A-2号
住 居 址

第 195図 -8

甑
　
　
姓

口径
残高 6.4
底径 5.4
胴部から底部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR5/4に ぶい赤褐
0)7.5YR6/3に ぶい褐

底部より緩やかに立ち上がる
底部に孔部有り

0)横位の箆削りの後、縦
位の箆磨き

0)箆削り

A-3号
住 居 址

第 196図 -1

訪
　
　
姓

口径
残高 2.2
裾径
接合部1/2

胎
焼
色

0.2の礫、粗砂粒含む
朗
0)10R4/6暗赤
0)10R3/4嚇

0)箆磨き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

A-3号
住 居 址

第 196図 -2

甕
　
　
姓

口径 9.0
残高 8.7
底径

暉肺朔部1/2

胎 ;石英、雲母、細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

胴部で最大径を有し、日縁部
で外反する

G)波状文を施す
上から下へ施文する

0)横撫で

A-3号
住  居  址

第 196図 -3

甕
　
　
姓

口径
残高 5.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR6/6橙～3/1黒褐

(内)7.5YR5/6明 褐～3/3暗褐

口縁部で緩やかに外反する ０

　

０

波状文を施す

A-3号
住  居  址

第 196図 -4

甕
　
　
姓

口径
残高 3.7
底径 5.0
底部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR2/2黒褐

0)5YR5/6明赤褐

平底より直線的に開く ０

　

０

縦位の磨き

横位の箆削り

A-3号
住 居  址

第 196図 -5

甕
　
　
姓

径
高
径
部

口
残
底
底

2.5

12.0

1/2

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR4/8赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

平底 ０

　

０

A-3号
住  居 址

第 196図 -6

甕

弥生

径
高
径
部

口
残
底
底

粗砂粒含む
朗
0)5YR5/4に ぶい赤褐
0)5YR3/3暗赤褐

胎
焼
色

平底 ０

　

０

箆肖Jり

箆肖Jり

A-4号
住  居  址

第 197図 -1

高椰

弥生

口径 32.0

残高 7.3
裾径
口量部から体部1/4

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4明赤褐

0)5YR6/6橙

体部は直立気味に開き、日縁
部は大きく外反する

0)磨き

0)撫で
外内面赤色塗彩

A-4号
住 居 址

第 197図 -2

鉢

弥生

口径
残高 6.0
底径 5.4
体部1/3か ら邸

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR7/6橙

粘土帯積み上げ
平底より直線的に開く

０

　

０

第 197図 -3

号
址

・
居

Ａ
住

鉢

姓

略
稿
雌
耕

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底より開き、僅かに内弯す
る日縁に至る

0)箆削りの後横位の撫で

0)箆削りの後横位の撫で
外内面赤色塗彩

A-4号
住 居 址

第 197図 -4

鉢

弥生

口径 7.8
器高 5.1
底径 3.2
口82/3か 州底部

胎 ;雲母、白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より口縁部にかけ直線的
に開く

0)箆磨き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

第 197図 -5

号
址

一
居

Ａ
住

甕
　
　
姓

口径 10.0

器高 13.3

底径 5,0
胴部1/3から底部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/4に ぶい赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底より直立気味に立ち上が

り、僅かに内弯する日縁部に

至る

0)簾状文と波状文を施す
胴部下位縦位の箆磨き

0)横位の箆削り

A-4号
住 居 址

第 197図 -6

甕

弥生

口径 17.4

残高 9.8
底径
口縁部1/6

胎 ;礫、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR6/8橙

粘土帯積み上げ
頸部で僅かに外反し、日唇部
で僅かに内弯する

0)波状文と頸部に簾状文
を施す

0)横位の箆磨き

A-4号
住 居 址

第 197図 -7

甕
　
　
姓

口径 13.0

残高 9.7
底径
口縁部のみ

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR5/6明赤褐

緩やかに外反する頸部より直
立気味に小さく開き、やや内
弯する日縁部に至る

0)波状文を施す
上から下へ施文する

0)撫で

第 54表 住居址出土遺物観察表 (2)
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遺構NO

図版NO
榊
　
顧

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-4号
住 居 址

第 197図 -8

甕
　
　
姓

口径
残高
底径
口縁部

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

粘土帯積み上げ

緩く外反し口唇部で僅かに内

弯する

０

　

０

頸部に簾状文を施す

撫で

A-4号
住 居 址

第 197図 -9

甕

弥生

口径
残高 2.2
底径 7.4
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)7.5YR7/8黄 橙

平底 ０

　

０

箆肖1り

撫で

A-4号
住 居 址

第 197図 -10

甕
　
　
姓

口径
残高 2.0
底径 3.6
底部 2/3

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR5/6明赤褐

平底 0)箆削り

0)箆肖1り

第 197図 ―H

号
址

・
居

Ａ
住

甕
　
　
姓

口径
残高 1.8
底径 5.4
底部のみ

胎 ;0.4の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

平底 0)箆肖1り

0)撫で

A-5号
住 居 址

第 198図 -1

甕
　
　
姓

口径
残高 12.6
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/3に ぶい褐

0)7.5YR6/3に ぶい褐

波状文を施す

横位の箆削り

０

　

０

A-5号
住  居  址

第 198図 -2

甕
　
　
獅

口径
残高  2.5
底径  8.0
底部 1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;朗
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

0)5YR6/6橙

粘土帯積み上げ
平底

箆削り

箆肖1り

０

　

０

A-5号
住  居  址

第 198図 -3

甕
　
　
獅

5.4

5.6

1/2

径
高

径
部

口
残

底
底

胎 ;租砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR5/8明 褐

粘土帯積み上げ
平底

縦位の箆削り

箆削りの後撫で

０

　

０

A-6号
住 居 址

第 199図 -1

謗
　
　
姓

口径
残高  7.0
裾径
接部体部-3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/6暗 赤褐

0)2.5YR3/6暗 赤褐

接合部より直線的に広がる 0)撫での後縦位の磨き

0)撫での後磨き
外内面赤色塗彩

A-6号
住  居 址

第 199図 -2

壺
　
　
姓

口径 28.6
残高 6.3
底径
口縁部1/6

0.2の 礫、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR4/8赤 褐
0)2.5YR4/8赤 褐

胎
焼
色

口縁部は大きく外反する 0)口縁部横撫で

0)横撫で
外内面赤色塗彩

A-6号
住  居 址

第 199図 -3

士亜　
　
姓

口径 32.2
残高  5.6
底径
口縁部2/5

胎;0.2の礫、租砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/8明赤褐

口縁部は大きく外反する o)饉磨き

0)横撫で、横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-7号
住  居  址

第 200図 -1

不
　
　
独

口径  9.6
器高  3.0
底径  6.5
新

粗砂粒含む
朗
0)10YR5/1灰
0)10YR6/1灰

胎
焼
色

平底ぎみの丸底より、強い稜
を経て内傾する日縁に至る

輌檀による撫で

輔韓による撫で

０

　

０

A-7号
住  居 址

第 200図 -2

椰
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  7.9
裾径  9.7
脚部のみ

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR8/3浅黄橙

0)10YR4/1褐灰

脚部外反し裾部で大きく開く 0)撫で

0)撫で

A-7号
住  居 址

第 200図 -3

甕

土師

口径 17.4
残高  6.1
底径
口縁部2/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

「くの字」状に外反す回縁部
る

0)日縁部横撫で、胴部横
位の箆削り

0)

A-8号
住 居 址

第 201図 -1

杯
　
　
姓

口径 13.8
残高 5.0
底径
口縁部1/6

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR6/躍

内弯して開き口縁部でさらに
内弯する

o)饉磨き

0)横位の刷毛調整
外内面赤色塗彩

第 55表 住居址出土遺物観察表 (3)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-8号
住  居  址

第 201図 -2

訪
　
　
姓

口径 28.8
残高  6.1
裾径
口縁部1/6

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR3/6暗 赤褐
0)2.5YR3/6暗 赤褐

口縁部は僅かに外反する 0)縦位の磨き

0)横撫で
外内面赤色塗彩

A-8号
住 居 址

第 201図 -3

高不

弥生

口径 23.7
残高  5。 7

裾径
口縁一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/8赤 褐

0)2.5YR4/8赤 褐

胴部上位で強い稜を持ち、日

縁で「くの字」状に外反する
0)横撫で

0)横撫で
外内面赤色塗彩

A-8号
住  居  址

第 201図 -4

甕
　
　
姓

口径 12.2
器高 14.0
底径 4.5
日量部1/2か ら底部

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;G)5YR3/4暗赤褐～ 3/1黒褐

0)5YR5/6明 赤褐

底部より直線的に広がり、胴
部上位で内弯する
日縁部は外反し、日唇部で直
立する

0)胴部下位縦の削り1連
止めの簾状文の後波状文
を施す 下かは芍文する

0)横位の箆削り

A-8号
住 居 址

第 201図 -5

喪
　
　
姓

口径 32.3
残高 10.1
底径
口縁部1/4

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐～ 2/1黒褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は外反する 簾状文の後波状文を施
下から上へ施文する

横撫での後横位の箆削

＞

す

＞

り

０

　

０

A-8号
住  居 址

第 201図 -6

甕
　
　
姓

回径
残高  3.1
底径  7.8
底部1/3

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐～ 3/6暗赤褐

0)5YR4/6赤褐

平底 箆肖1り の後箆磨き

箆削りの後箆磨き

０

　

０

A-8号
住  居  址

第 201図 -7

甕
　
　
姓

口径
残高  2.9
底径 5.6
底部のみ

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

0)7.5YR6/4に ぶい橙

平底 G)箆肖1り 、撫で

0)箆削り、撫で

A-8号
住  居  址

第 201図 -8

甕
　
　
姓

口径
残高  3.6
底径  4.4
底部のみ

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR6/8明黄褐

0)10YR2/2黒褐

平底 0)箆肖1り 、撫で

0)箆肖1り 、撫で

A-8号
住 居 址

第 201図 -9

甕
　
　
姓

口径
残高  2.7
底径  3.2
底部1/2

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底 箆肖1り

箆肖1り

０

　

０

住  居  址

第 201図 -10

号A 士里　
　
姓

口径 27.4
残高 2.9
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR6/6橙

口縁部は緩やかに外反する 0)横撫で

0)横撫で
外面赤色塗彩

A-9号
住  居  址

第 202図 -1

椰
　
　
姓

口径

残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

回縁部に孔を有す ０

　

０

A-9号
住  居  址

第 202図 -2

謗
　
　
姓

口径
残高 15.5
裾径 20.2
接合部から口部1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/8赤

0)5YR6/4に ぶい橙

脚部ラッパ状を呈し、裾部で
大きく開く

0)縦位の箆磨き

0)刷毛調整の後撫で

外面赤色塗彩

A-9号
住  居 址

第 202図 -3

甕
　
　
姓

口径 19.6
残高 20.5
底径
ロヨ1/3か ら口部

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/8橙

張りのある胴部より、緩やか
に反りながら窄まり外反する
回縁に至る
日唇部は受口状を呈する

G)簾状文の後波状文を施
す
下から上へ施文する

0)

A-9号
住 居  址

第 202図 -4

士里　
　
姓

口径
残高 3.0
底径 4.4
底部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR5/4に ぶい赤褐
(内)7.5YR5/4に ぶい褐

平底 箆肖1り

箆肖1り

０

　

０

A-9号
住 居 址

第 202図 -5

士亜　
　
姓

口径
残高 10.6
底径
頸部から胴部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/8橙

頸部弓状に外反する 頸部にT字文を施す

箆肖1り

０

　

０

第 56表 住居址出土遺物観察表 (4)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-9号
住 居 址

第 202図 -6

士軍　
　
姓

口径
残高 16.4
底径
頸部から胴部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/唯

胴部はイチジク形を呈する 0)刷毛調整の後、頸部に
T字文を施す

0)斜位の刷毛調整を施す
外面赤色塗彩

A-9号
住 居 址

第 202図 -7

一霊　
　
姓

口径
残高 24.5
底径

胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)10R5/8赤

0)5YR6/2灰褐

胴部はイチジク形を呈する
ボタン状の突起がある
粘土帯積み上げ

0)頸部にT字文を施す

0)撫で
外面赤色塗彩

A-10号
住 居 址

第 203図 -1

不
　
　
猫

略
稲
雌
翅

粗砂粒含む
朗
0)N5/灰
0)N5/灰

胎
焼
色

平底気味の丸底より、強い稜
をへて内傾する日縁に至る

大きくゆがむ

0)襲檀による撫で、底部
箆削り

0)襲轄による撫で

A-10号
住  居 址

第 203図 -2

不
　
　
獅

口径  8.0
残高  5.6
底径
口,1/3か ら体郎

胎;0.3の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR6ん橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

丸底より立ち上がり緩く稜を

持ち、日縁は外反する
箆削り

箆削り

０

　

０

A-10号
住 居 址

第 203図 -3

甑
　
　
獅

口径
残高 2.4
底径 4.8
孔部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい橙

0)7.5YR6/6橙

底に1孔を穿つ ０

　

０

A-10号
住  居  址

第 203図 -4

甑
　
　
鰤

口径
残高 15.2
底径 10.6
口1-部からH8-椰

0.4の 礫、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

粘土帯積み上げ 0)回縁部横撫で

0)口縁部横撫で

A-11号
住  居  址

第 204図 -1

高
　
　
姓

口径 29.0
残高  9。 8

裾径
不部1/2

胎 ;雲母、礫、粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR4/6赤

0)10YR5/6赤

不部は丸みを持ち鋭い稜を経

て、大きく外反する日縁に至

る

G)横位の饉磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-11号
住 居 址

第 204図 -2

甕
　
　
姓

口径 17.2
残高 21.8

口縁錫体部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5R6/6橙

0)5YR5/4に ぶい赤褐

粘土帯積み上げ
胴部は中央に最大径をもち回

縁部は「くの字」状に外反す
る

G)刷毛調整の後2連止め
の簾状文の後波状文を施
す

0)横位の刷毛調整

A-11号
住 居 址

第 204図 -3

士霊　
　
姓

口径 24.6

残高 28.6

底径
De31/4から預部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部大きく朝顔状に開く T字文を施す０

　

０

A-11号
住  居 址

第 204図 -4

甑
　
　
罰

口径
残高  7.1
底径

胴部■から邸

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.6YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR5/6明 褐

底部に1孔を穿つ 箆削り

箆削り

０

　

０

A-12号
住 居  址

第 205図 -1

椰
　
　
獅

口径 12.6
残高 4.5
底径
口
=3か

弾部1/3

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/2にぶい黄橙

0)10YR7/2に ぶい黄橙

丸底より立ち上がり稜を経て

僅かに外反する日縁に至る
0)口縁部横撫で

0)日縁部横撫で、箆肖1り

の後箆磨き

A-12号
住  居 址

第 205図 -2

不
　
　
鰤

回径 10.8
器高 3.7
底径
口,部か張部1/4

胎 ;0.3の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)黒

丸底より内弯して立ち上がり
回縁部は内弯する

0)撫で

0)箆磨き 黒色処理

A-12号
住 居  址

第 205図 -3

甕
　
　
獅

口径 16.6
残高 6.5
底径
口縁部1/5

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/2灰白色

0)7.5YR3/2灰 白色

口縁部は緩く外反する 0)口縁部横撫で、横位の

箆肖1り

0)日録部横撫で

A-12号
住  居  址

第 205図 -4

甕
　
　
鰤

口径 23.2
残高  5.0
底径
口縁部1/6

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

口縁部は緩く外反する 回縁部横撫で

回縁部横撫で

０

　

０

第 57表  住居址出土遺物観察表 (5)
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遺構NO

図版NO
糠
　
融

量法 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

A-12号
住 居 址

第 205図 -5

甕
　
　
鰤

口径
残高 2.8
底径 5.6
底部1/3

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR4/3褐

僅かに上げ底の底部 0)底部に木の葉模様の痕
有り

0)

A-12号
住 居 址

第 205図 -6

甕
　
　
獅

回径
残高 2.8
底径 12.7
底部3/4

胎 ;0.5の礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)7.5YR4/3褐

平底 ０

　

０

箆肖1り

箆削り

A-12号
住 居  址

第 205図 -7

碗
　
　
獅

略
稿
雌
耕

胎 ;0.3の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

平底より回縁部に向かって開
く

0)撫で

0)箆削りの後箆磨き

A-13号
住 居  址

第 206図 -1

鉢
　
　
姓

口径 24.0
残高 9.1
底径
口縁部1/6

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/4淡赤橙

0)10R3/6暗赤

口縁部は内弯する 0)

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-13号
住 居 址

第 206図 -2

台
甕

　
生

高

付

　
弥

口径
残高 8.2
底径
高台一部

胎 :礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/4淡赤橙

0)2.5YR7/4淡 赤橙

ラッパ状に広がる 0)

0)
杯部内面脚部外面赤色塗彩

A-13号
住 居  址

第 206図 -3

甕
　
　
姓

口径 19.8
残高  6.1
底径
口縁一部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

0)5YR7/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)簾状文の後波状文を施
す

0)

A-13号
住 居  址

第 206図 -4

甕

姓

口径 15.0
残高 5.0
底径
口縁一部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/8赤

0)2.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 簾状文の後波状文を施＞
す
＞

０
　
０

A-13号
住  居  址

第 206図 -5

離

弥生

口径 13.9
残高  7.0
底径
回縁胴部刊

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/8赤

0)2.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)箆磨き

0)箆磨き
外面赤色塗彩

A-13号
住 居 址

第 206図 -6

士里
　
　
　
姓

口径 21.7
器高 46.3
底径 10.0
ほぼテ」移

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

平底より立ち上がり、胴部は
下位に外稜を有し上位は張る
日縁部は外反して開く

頸部に櫛描長線文を施＞
す

＞

０
　

０

A-14号
住  居 址

第 207図 -1

不

　
　
師

高
　
　
土

口径 15.4
器高 10.3
裾径  8.7
ほぼデぴ形

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/1灰

0)5YR6/1灰

不部は接合部より内面ににぶ
い稜を経て、外反する日縁部
に至る 脚部は接合部より大
きく開く

０

　

０

第 207図 -2

号
址

１
居

一Ａ
住

甕
　
　
獅

口径
残高  7.0
底径  6.8
胴都から底部

胎 :礫、雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)・ 5YR5/8明 赤褐

0)7.5YR4/2灰 褐

粘土帯積み上げ
平底

箆肖1り

箆肖1り

０

　

０

A-14号
住 居 址

第 207図 -3

甕
　
　
獅

口径 22.3
器高 29.3
底径  8.0
ほ:ぎ 5記Л多

礫、雲母、粗砂粒多量に含む
朗
0)5YR4/3に ぶい赤褐
0)5YR5/4に ぶい赤褐

胎
焼
色

座りの悪い底部から球形を呈
する胴部に至る、日縁部は外
反する

０

　

０

A-14号
住 居 址

第 207図 -4

奎菫　
　
徳

口径
残高 6.3
底径
胴から底部1/2

胎 ;礫、細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10BG6/1青灰

0)10BG6/1青灰

動
丸底 胴部はやや肩の張った
球形を呈する

0)韓韓による撫で、
手持ち箆削り

0)輔軸による撫で、
箆肖1り

底部

底部

A-15号
住  居  址

第 208図 -1

不

土師

口径 15.2
器高 4.8
底径
口縁3/4

胎 ;0.2礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/5浅黄橙

0)7.5YR8/4浅 黄橙

丸底より内弯して立ち上がり
口縁部に至る

０

　

０

箆肖1り

第 58表 住居址出土遺物観察表 (6)
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遺構NO

図版NO

器種

種類

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-15号
住 居 址

第 208図 -2

饗
　
　
鰤

口径
残高  4.8
底径  3.9
底部のみ

胎
焼
色

0.2の礫、石英多量に含む

良好
0)10YR4/3に ぶい黄褐
0)10YR4/3に ぶい黄褐

平底 ０

　

０

A-15号
住 居 址

第 208図 -3

喪
　
　
獅

回径

残高  2.6
底径  5.1
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/31こ おヾい1登

平底 ０

　

０

箆削りの後撫で

箆肖1り

A-15号
住 居  址

第 208図 -4

士菫　
　
鰤

口径 13.6

残高 5.0
底径
口縁部1/6

粗砂粒含む
良好
0)7.5YR7/4に ぶい橙
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

口縁部は外反する 口縁部横撫で

回縁部横撫で

０

　

０

A-16号
住 居  址

第 209図 -1

蓋
　
　
猫

孤み径

残高  3.1
裾径 12.6
日縁一部

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)N6/灰

0)N6/灰

嘘軸成形 0)襲韓による撫で

0)輸軸による撫で

A-16号
住  居  址

第 209図 -2

不
　
　
獅

口径 11.2
器高 3.1
底径 5.5
口

'部

から体部1/2

胎 ;石英、0.4の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR6/6橙

平底ぎみの丸底より直立する
日縁に至る

０

　

０

口縁部横撫で

日縁部横撫で

A-16号
住 居  址

第 209図 -3

不
　
　
鰤

口径
残高  2.6
底径  7.6
1S-3か ら底部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)N3/1暗灰

(内)7.5YR6/6橙

稜を有して外傾する日縁に至
る

＞

き

＞

０

　

０

箆削りの後横位の箆磨

箆磨き

A-16号
住 居  址

第 209図 -4

坪
　
　
鰤

口径 15.1
残高  3.0
底径
口縁部一部

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/4浅黄橙

0)黒

0)斜位の削り

0)横位の箆磨き、黒色処
理

A-16号
住 居  址

第 209図 -5

坪
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  6.3
裾径
爛■から脚部

胎 ;0.5の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)黒

(外 )

0)脚部箆磨き、黒色処理

A-16号
住  居  址

第 209図 -6

不
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  6.7
裾径

脚部一部

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)黒

G)脚部縦位の箆削り

0)不部箆磨き、脚部箆削
り、黒色処理

A-16号
住 居  址

第 209図 -7

椰

　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  5.5
裾径
接部から脚部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4にぶい橙

(内 )7.5YR7/6橙

A-16号
住 居  址

第 209図 -8

鉢
　
　
獅

径
高
径

２

日
器
底
ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/8橙

0)黒

平底より内弯しながら立ち上
がり、外反する日縁部に至る

0)横位の撫で

0)横位の撫での後箆磨き
黒色処理

A-16号
住  居 址

第 209図 -9

喪
　
　
櫛

口径 17.2
残高 21.6
底径
口繊部3/8から1部

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4に‖寸栂ん2.5YR5/6明褐色

(内 )5YR5/6明赤褐

張りのない胴部より、外反し
て日縁部に至る

G)口縁部横撫で、胴部縦
位の箆削り

0)胴部横位の箆削り

A-16号
住 居  址

第 209図 -10

喪
　
　
獅

口径
残高  3.5
底径  8.8
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

平底 0)縦位の箆削り、底部箆
切り

0)撫で

A-16号
住  居 址

第 209図 ―H

甕
　
　
鰤

口径
残高  5.0
底径  4.9
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/6暗赤褐

(内 )2.5YR3/6暗 赤褐

底部歪みがある (外 )

(内 )2菫肖1り

第 59表 住居址出土遺物観察表 (7)
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遺構NO

図版NO
獅
　
顧

量法 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

A-16号
住 居 址

第 209図 -12

甕

　

　

？

口径
残高 5.0
底径 5.4
底部1/2

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/4に ぶい赤褐

0)2.5YR4/6赤 褐

平底 底部に木葉痕があるの
　
①

A-16号
住 居  址

第 209図 -13

士里　
　
猫

口径 16.0
残高 9.8
底径
口縁から】部11/5

胎 ;0.4の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)N5/灰

0)N5/灰

輯頓成形
口縁部は直立して僅かに外傾
する

横位の撫で

横位の撫で

０

　

０

A-16号
住  居 址

第 209図 -14

甑
　
　
獅

口径
残高  4.1
底径  6。 4

底部1/3

胎 ;0.4の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/4浅黄橙～5YRl.7/蝸

0)7.5YR8/飯 卜5YRl.7/』

底部に1孔を穿つ G)箆削り

0)箆肖1り

A-17号
住 居 址

第 210図 -1

杯
　
　
獅

口径 12.6
器高  2.9
底径
口縁錫体部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)黒

浅い丸底から鈍い作りの稜を

経て、内弯気味に開く口縁部
に至る

0)口縁部横撫で、体部箆
肖1り

0)箆磨き、黒色処理

A-17号
住 居 址

第 210図 -2

甕?

土師

口径
残高  1.8
底径 7.4
底部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 褐

0)7.5YR7/6橙

平底 ０

　

０

A-17号
住 居 址

第 210図 -3

甕
　
　
獅

口径
残高 4.0
底径
底部のみ

胎;0.2の礫多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/8橙

0)7.5YR6/6橙

丸底ぎみの平底 Ｇ

　

０

箆肖1り

箆肖Jり

A-18号
住  居 址

第 211図 -1

杯
　
　
獅

口径 13.0
器高  5.0
底径
口編導1/4郎

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)10YR8/4浅黄橙

半球形の体部から回縁部は屈
曲外反する

0)日縁部横撫で、体部箆
削りの後箆磨き

0)日縁部横撫で、体部箆
削りの後箆磨き

A-18号
住 居 址

第 211図 -2

杯
　
　
獅

口径 14.6
器高  3.9
底径
口縁部1/4

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR7/6橙

浅い丸底から屈曲して稜をな

し、長く外傾する日縁部に至
る

０

　

０

A-18号
住 居  址

第 211図 -3

聾
　
　
鰤

口径 14.0
器高
底径 6.0
回縁都底部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

平底
口縁部は外反する

底部箆削りの後箆磨き

０

　

０

A-18号
住  居  址

第 211図 -4

甕
　
　
鰤

口径
残高  7.0
底径  6.0
胴部部底部

胎 ;礫多量に含む、雲母
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/4明 赤褐.0)2.5YR4/4に

ぶい赤褐

粘土帯積み上げ
平底

底部に木葉痕を付ける０

　

０

A-18号
住  居 址

第 211図 -5

喪
　
　
鰤

口径 16.2
器高 22.0
底径
口縁胴螂邸

胎 ;礫多量に含む、雲母
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

粘土帯積み上げ
丸底気味の底部より立ち_Lが

り、張りの無い胴部より外反
する日縁部に至る

箆削り０

　

０

A-18号
住  居  址

第 211図 -6

甑
　
　
獅

口径
残高  2.0
底径  5.0
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

平底に 1孔を穿つ 0)箆削り

0)

A-19号
住 居 址

第 212図 -1

甕
　
　
鰤

口径 16.1
残高 26.7
底径

暉一部1部 1/2

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/6褐～6/6橙

0)7.5YR5/8明 褐

胴部は張りがなく口縁部は緩
やかな「 くの字」状に外反す
る

縦位の箆削り

横位の撫で

０

　

０

A-19号
住 居 址

第 212図 -2

甕

土師

口径

残高 10.3
底径  4.2
胴融12邸

胎;0.5の礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;●7・

色 ;G)7.5YR5/8明 褐
0)7.5YR5/6明 褐

底部より立ち上がり胴部は丸
みを持つ

箆肖1り

箆肖1り

０

　

０
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器

　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-20号
住 居  址

第 213図 -1

甕
　
　
鰤

口径 23.2
残高  8.2
底径
口縁部1/2強

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

緩やかな胴部より外反する日

縁部に至る
0)回縁部横撫で、胴部横
位の箆削り

0)
竃

A-20号
住 居  址

第 213図 -2

甕
　
　
獅

口径
残高  2.0
底径  5.1
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤褐

(内 )7.5YR6/4:こ ぶヾい褐

僅かに上げ底の底部 0)底部に箆切りによる紋
有り

(内 )]醸割確急肖1り

A-21号
住 居  址

第 214図 -1

不
　
　
生

青同
　
　
弥

口径 25.4
残高  9.9
裾径
不部3/4

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)10YR4/8赤

0)10YR4/8赤

不部は僅かに内弯しつつ直線
的に開き、外反する日縁部に

至る 日唇部に山形突起を有
する

0内)日縁部横位の箆磨き

体部縦位の箆磨き

外内面赤色塗彩

A-21号
住 居  址

第 214図 -2

椰

　
　
生

高

　
　
弥

口径
残高  4,0
裾径
不部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/8明赤褐

不部は接合部から丸みを持っ
て立ち上がる

不部縦位の箆磨き

A-21号
住  居  址

第 214図 -3

不
　
　

生

音同
　
　
弥

日径

残高  5.1
裾径

接部から胴部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)10R5/6赤
0)10R3/1明赤灰

脚部緩やかに外反しながら開
く

0)脚部縦位の箆磨き

0)横位の撫で、箆削り

A-21号
住 居  址

第 214図 -4

不
　
　
生

昔同
　　　　　
絆
砂

口径
残高  4.7
裾径

接部から胴部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良駿子
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

脚部は直線的に開く G)横位の撫で

0)刷毛調整の後箆削り

A-21号
住  居  址

第 214図 -5

謗
　
　
姓

口径

残高  2.3
裾径
接合部から胴部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR6/6橙

G)撫で

0)不部箆磨き、脚部撫で

A-21号
住 居 址

第 214図 -6

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  5.4
裾径  8.0
接部から胴部

胎 ;雲母、金雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)5YR6/6橙

脚部は直線的に開き貫通孔を
有する

G)縦位の箆磨き

0)横位の撫で

外内面赤色塗彩

A-21号
住 居 址

第 214図 -7

高坪

弥生

口径

残高  3.8
裾径
杯部から船部

胎 ;雲母、金雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10R5/6赤

0)10R5/6赤

不部は接合部から丸みを持っ

て立ち上がる
0)縦位の箆磨き

不部外内面赤色塗彩
脚部外面赤色塗彩

A-21号
住 居 址

第 214図 -8

喪
　
　
姓

口径 16.0
残高  9.0
底径
口‖1/4か ら1-部

胎 ;金雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部僅かに「くの字」状に
外反する

0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す
下から上へ施文する

0)横位の箆削り

A-21号
住 居  址

第 214図 -9

甕
　
　
姓

口径 15.0
残高  6.5
底径
口縁部1/2

胎 ;金雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/4:こ おヾい赤褐

粘土帯積み上げ
口縁部は外反する

0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す
上から下へ施文する

0)横位の箆削り

A-21号
住 居 址

第 214図 -10

甕
　
　
姓

口径
残高  4.4
底径 13.8
底部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
lL;(外 ) 5YR6/8お巳

(内)2.5YR5/8明 赤褐

平底より立ち_ヒがる 横位の箆削り

撫での後箆削り

A-21号
住 居  址

第 214図 -11

甕
　
　
獅

口径
残高  3.5
底径 9.4
底部2/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

平底より立ち上がる ０

　

０

箆肖1り

撫で

A-21号
住 居 址

第 214図 -12

喪
　
　
鰤

口径
残高  4.2
底径  7.6
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR5/8明 赤褐

平底より立ち上がる 縦位の箆削り

箆肖1り
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―-339-―



遺構NO

図版NO

器種

顧
量法 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

A-21号
住 居 址

第 214図 -13

裂
　
　
鰤

口径
残高 1.5
底径 6.0
底部のみ

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/8赤褐

0)7.5YR5/6明 褐

平底 縦位の箆削り

箆肖1り

０

　

０

A-21号
住 居 址

第 214図 -14

甕
　
　
鰤

口径

残高  2.1
底径  5.2
底部のみ

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 褐

0)7.5YR5/8明 褐

平底 縦位の箆削り

箆削り

０

　

０

A-21号
住 居 址

第 214図 -15

甕
　
　
鰤

口径
残高  1.2
底径  6.0
底部のみ

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR6/6橙

平底 箆削り

箆肖1り

０

　

０

A-21号
住 居  址

第 214図 -16

甕
　
　
姓

口径
残高 3.4
底径 5.4
底部2/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR5/6赤

0)10YR4/6赤

粘土帯積み上げ
平底

0)箆削りの後縦位の箆磨
き

0)翻 き
外内面赤色塗彩

A-21号
住 居 址

第 214図 -17

甕
　
　
姓

口径
残高 2.3
底径 5.2
底部のみ

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

平底 0)

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-21号
住  居 址

第 214図 -18

士里　
　
姓

口径 34.6
残高 12.0
底径
回縁1/師部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR5/8明 赤褐

口縁部は大きく朝顔状に開く 0)刷毛調整の後丁字文を
施す

0)横位の刷毛調整
外内面赤色塗彩

A-21号
住  居  址

第 214図 -19

甑
　
　
獅

口径
残高  5.9
底径  6.0
胴底部一部

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

底に1孔を穿つ 縦位の箆削り

横位の箆削り

０

　

０

A-22号
住  居  址

第 215図 -1

甕
　
　
姓

径

高
径

３

日
器
底
ν

胎 ;0.3の礫,石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)10YR4/1褐灰

平底より内弯しながら立ち上
がり口縁部僅かに「くの字」
状に外反する

0)簾状文の後波状文を施
す 下から上へ施文する

0)横位の箆削り

A-22号
住 居 址

第 215図 -2

甑
　
　
姓

回径 16.4
器高 13.7
底径 5.4
胴部都底部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

底部より内弯しながら開く
底部に1孔有り

0)刷毛調整

0)横位の刷毛調整の後箆
磨き

A-23号
住 居  址

第 216図 -1

郎
　
　
鰤

口径 12.7
器高  4.0
底径  4.2
回編導2/1螂

胎 ;0.3の礫、雲母,粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

平底より内弯して開き口縁で

僅かに外反する
G)範輯による撫で

底部回転糸切り
0)範鱚による撫で

A-23号
住 居 址

第 216図 -2

琢
　
　
鰤

口径 12.6
器高 3.7
底径 4.9
ほ:ぎ鋳J移

胎 ;0.3の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR8/4浅 黄橙

平底より内弯して開き口縁で
僅かに外反する

０

　

０

軸剋による撫で

轄剋による撫で

A-23号
住 居  址

第 216図 -3

不
　
　
獅

口径 12.6
器高  3.7
底径  4.8
日縞導1/4圏

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/4浅黄橙

0)7.5YR8/4浅 黄橙

平底より内弯して開く G)韓軸による撫で

底部回転糸切り
0)輔軸による撫で

A-23号
住  居 址

第 216図 -4

琢
　
　
獅

口径 12.8
器高  3.5
底径  5.8
日編導1/"郎

胎 ;0.3の礫、雲母,粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

平底より内弯して開き口縁で
僅かに外反する

0)競頓による撫で
底部回転糸切り

0)輔轄による撫で

A-23号
住  居 址

第 216図 -5

椰
　
　
鰤

口径 12.2
器高  5.1
底径  4.4
口績導1/2邸

胎 ;石英、0.3の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6卜 7.5YR5/1灰掲

0)10YR8/4浅黄橙

平底より内弯して開き口縁で
僅かに外反する

０

　

０

韓轄による撫で

崚軸による撫で
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遺構NO

図版NO
榊
　
顧

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か か整 形

A-23号
住 居 址

第 216図 -6

坪

土師

口径 12.4
器高 3.9
底径 5.2
ロヨ体椰1/5【部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3に ぶい橙

0)7.5YR7/3に ぶい橙

平底より内弯して開く 0)輔韓による撫で
底部回転糸きり

0)嘘檀による撫で

A-23号
住 居 址

第 216図 -7

椰

土師

回径 12.8
器高 4.0
底径 5.2
口I131/4E部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/4に ぶい黄橙
0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底より内弯して開く 0)競韓による撫で

底部回転糸切り
0)蜘櫨による撫で

A-23号
住 居 址

第 216図 -8

椰

土師

略
稲
雌
翅

胎 ;0.3の礫,石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/4浅黄橙

0)7.5YR7/6橙

平底より内弯して開く 0)聴韓による撫で
底部回転糸切り

0)醐口による撫で

A-23号
住 居 址

第 216図 -9

椰
　
　
獅

口径 12.4
器高 4.0
底径 4.8
ほぼ気り形

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色:G)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底より内弯して開く 0)崚輯による撫で

底部回転糸切り
0)嘘檀による撫で

A-23号
住 居  址

第 216図 -10

郎
　
　
鰤

口径

器高
底径
耕

石英、租砂粒含む

朗
0)7.5YR7/6橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

平底より内弯して立ち上がり
口縁部で外反する

0)競朝による撫で

底部回転糸切り
0)競轄による撫で

A-23号
住 居 址

第 216図 -11

椰
　
　
獅

口径 12.3
器高  3.9
底径  5.2
ほぼテゴ移

胎 ;0.3の礫,雲母、粗砂粒含む
焼 :J::1[j::::

色 ;G)7.5YR7/6橙
0)10YR6/3に ぶい黄檀

平底より内弯して立ち上がり
口縁部でやや外反する

0)競檀による撫で
底部回転糸切り

0)榎檀による撫で

A-23号
住  居  址

第 216図 -12

坪
　
　
獅

口径 13.3
器高 4.2
底径 5.5
ほぼテゴ移

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR6/6橙

平底より外傾しながら開く 0)競輯による撫で
底部回転糸切り

0)範轄による撫で

A-23号
住 居 址

第 216図 -13

杯
　
　
獅

略
釉
雌
翅

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底より内弯気味に開き口縁
部で緩やかに外反する

0)輔襲による撫で
底部回転糸切り

0)崚轄による撫で

A-23号
住  居  址

第 216図 -14

坪
　
　
鰤

口径
残高  1.5
底径  5.2
底部のみ

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/4浅黄橙

0)7.5YR8/4浅 黄橙

平底 底部回転糸切り０

　

０

A-23号
住 居  址

第 216図 -15

椰
　
　
鰤

口径
残高  1.3
底径  5.6
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底 0)底部回転糸切り

0)

A-23号
住 居  址

第 216図 -16

不
　
　
獅

口径 12.2
器高 3.9
底径 5.2
ほぼ鋳り形

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)黒

平底より内弯して開く 0)範轄による撫で

底部回転糸切り

0)檀襲による撫で、放射状の

5条の箆磨き 黒色処理

A-23号
住  居  址

第 216図 -17

椰
　
　
鰤

径
高
径

３

日
器
底
ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.6YR7/6橙

0)黒

平底より内弯して開きごく僅
かに外反する日縁に至る

0)襲檀による撫で
底部回転糸切り

0)襲韓による撫t放射状の
5条の箆磨き 黒色処理

A-23号
住 居 址

第 216図 -18

椰
　
　
鰤

口径 13.4
器高 3.5
底径 6.0
1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)黒

平底より内弯して開きごく僅
かに外反する日縁に至る

0)轄襲による撫で
底部回転糸切り

0)輔韓による撫で、放射
状の箆磨き  黒色処理

A-23号
住  居 址

第 216図 -19

不
　
　
鰤

口径 12.8
器高  3.7
底径  4.6
ne椰1/4邸

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/3浅黄橙

0)黒

平底より内弯して開きごく僅
かに外反する日縁に至る

0)韓檀による撫で
底部回転糸切り

0)穣檀による撫ξ放射状の
4条の箆磨き 黒色処理

第 63表 住居址出土遺物観察表 (11)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-23号
住 居  址

第 216図 -20

椰
　
　
獅

口径
残高  3.7
底径  6.3
底部のみ

胎

焼
色

粗砂粒含む
良好
(外 )7.5YR5/4に バヾヽヽ褐
0)黒

平底 0)底部回転糸切り

0)黒色処理

A-23号
住 居  址

第 216図 -21

郎
　
　
鰤

口径 14.2
残高 3.9
底径
暉から体1/3

胎 ;0.3の 礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)黒

内弯した体部から僅かに外反
した日縁部に至る

0)軽軸による撫で

0)饉輔による撫で、黒色
処理

A-23号
住  居  址

第 216図 -22

椰
　
　
鰤

口径 14.4
残高  4.3
底径
曜から体1/4

粗砂粒含む
良好
(1)7.5YR7/6橙
0)黒

胎
焼
色

内弯して開き口縁で僅かに外

反する
0)崚軸による撫で

0)軽軸による撫で、放射
状の箆磨きと黒色処理

A-23号
住  居  址

第 216図 -23

椰
　
　
鰤

口径 18.0
残高  4.6
底径
口縁部1/3

金雲母、粗砂粒含む
餅
(外 )7.5YR7/6橙

0)黒

胎
焼
色

緩やかに開いた体部より、僅
かに外反する「コ縁に至る

0)範軸による撫で

0)襲軸による撫で、黒色
処理

A-23号
住  居  址

第 216図 -24

椰
　
励
略

口径 6.8
器高 2.9
底径 6.6
ほぼ1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y8/3淡黄

(内 )2.5Y8/3淡黄

付高台の底部から大きく広が

り、僅かに内弯し屈曲外反す
る

0)競輯による撫で

0)輌剋による撫で

A-23号
住 居  址

第 216図 -25

坪
　
　
獅

口径 15.8
器高  5.5
底径  7.6
曜体2/3底

雲母、粗砂粒含む

良好

(外 )7.5YR7/4に ぶミいオ登

(内 )7.5YR7/4:こ ぶヾい橙

胎
焼
色

高台の底部より内弯して開き
ごく僅かに外反する日縁部に

至る

0)饉檀による撫で、底部
回転糸切り

0)軸軸による撫で

A-23号
住 居  址

第 216図 -26

椰
　
　
獅

口径
残高  2.3
底径  6.8
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)黒

高台付の底部 0)競剋による撫で、
回転糸切り

0)輔軸による撫で、
処理

底部

黒色

A-23号
住 居  址

第 216図 -27

坪
　
　
獅

口径 14.2
残高  4.6
底径
曜から体3/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

0)黒

高台付の底部より内弯して開
き、僅かに外反する日縁部に

至る

G)幅軸による撫で、
回転糸切り

0)輌輔による撫で、
処理

底部

黒色

A-23号
住 居  址

第 216図 -28

不
　
　
獅

口径 17.0
器高  6.2
底径  8.2
1/2弱

白色砂粒、粗砂粒含む
良好
(外)5YR7/6橙
0)黒

胎
焼
色

高台付の底部より内弯して開
き、ごく僅かに外反する日縁
に至る

0)懐軸による撫で、底部
回糸切

0)競剋による撫で、黒色
処理

A-23号
住 居  址

第 216図 -29

椰
　
　
鰤

口径 15.8
器高  5.7
底径  7.0
日縁からクト2/3

石英、0.2の 礫、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR6/4:こ おミいオ登
0)黒

胎
焼
色

高台付の底部から内弯して開
き、やや外反する口縁に至る

0)輔輸による撫で、

回転糸切きり
0)範輔による撫で、
処理

底部

黒 色

A-23号
住 居  址

第 216図 -30

罫
　
　
獅

口径
残高  2.4
底径  8.2
底部2/3

白色砂粒含む
良好
0)黒
0)黒

胎
焼
色

高台付の底部 0)黒色処理

0)黒色処理

A-23号
住 居  址

第 216図 -31

不
　
　
獅

口径
残高  1.5
底径  6.0
底部のみ

雲母、粗砂粒含む
良好
(外 )7.5YR7/41こ ぶヾい橙
0)黒

胎
焼
色

高台付の底部 0)韓個による撫で

0)軽組による撫で、黒色
処理

A-23号
住  居 址

第 216図 -32

喪
　
　
獅

日径 14.0
残高  5.7
底径
曜から体上1/6

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

回縁は「くの字」状に外反す
る

0)輛輯による撫で

0)競檀による撫で

A-23号
住 居  址

第 216図 -33

饗
　
　
箱

口径
残高 H.9
底径
胴部一部

胎
焼
色

白色砂粒、粗砂粒含む

良好
0)5Y4/1灰
0)5Y4/1灰

0)平行文の叩き

0)円文の叩き

第 64表 住居址出土遺物観察表 (12)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-23号
住  居 址

第 216図 -34

士
亜
　

　

　

鰤

口径 10.4
器高 13.8
底径  7.0
日量体部2/31郎

胎
焼
色

粗砂粒含む

良好

(外)7.5YR5/4に ぶい褐

(内 )7.5YR8/4浅 黄橙

平底より内弯して立ち上がり

脚部中央に最大径を持ち、「く
の字」状に外反する日縁に至
る

0)崚軸による撫で
底部回転糸切り

0)韓軽による撫で

A-23号
住 居 址

第 216図 -35

壺望　
廟
略

口径 6.2
残高 4.3
底径
口縁部1/7

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外)2.5Y7/3浅黄
0)5Y6/2灰 オリープ

0)韓轄による撫で

0)鞭韓による撫で

A-24号
住  居 址

第 217図 -1

不
　
　
獅

口径 13.4
器高  4.2
底径
日縁1/3底部1/2

胎 ;0.2の礫多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

浅い丸底ぎみの底部から稜を

経て口縁部で僅かに外反する
G)口縁部横撫で、体部箆
削りの後箆磨き

0)体部箆磨き

A-24号
住  居 址

第 217図 -2

甕
　
　
鋼

径

高
径

形

口
器
底
完

胎 ;礫、石英、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/8赤褐～6/6橙

(内)7.5YR5/3に ‖喘～1.7/1晟

底部より内弯して立ち上がり

頸部で僅かに窄まり、僅かに

開く口縁に至る

0)撫での後箆削り

0)撫での後箆磨き

A-24号
住  居 址

第 217図 -3

甕
　
　
鰤

口径 11.8
器高 24.3
底径  6.5
日一部1から13/4

胎 ;0.2～0.5の 礫多量に含む
焼 ;良好
色 :0)7.5YR4/2灰 褐～5/6明褐

(内 )7.5YR5/6明 褐～2/1黒

平底より丸みを持って立ち上
がり、球形を呈する胴部より
外反する日縁部に至る

G)口縁部横撫で、胴部箆
削り

(内)1翅肖1り

A-24号
住 居  址

第 217図 -4

甕
　
　
獅

口径 18.6
器高18.8下 4.5

底径  6.6
暉部1/4郎

胎 ;0.2～0.8の礫多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙～2/1黒

0)7.5YR6/6橙

底部より開く 口縁部で「 く
の字」状に外反する

G)脚部縦位の箆削り

(内)

A-24号
住 居  址

第 217図 -5

甕
　
　
獅

口径 13.6
残高  9.2
底径
口縁部1/8

胎 ;0.2～ 0.5の 礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

(内 )5YR6/6橙

口縁部で大きく「 くの字」状
に外反する

0)口縁部横撫で、胴部縦
位の箆削り

(内 )

A-24号
住 居  址

第 217図 -6

甑
　
　
獅

口径 13.8
器高 13.7
孔径  3.5
1部口

'1/2E部

胎 ;0,2～ 0.4の 礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐～1.7/1黒

(内 )5YR6/4に ぶい橙～2/1黒褐

孔部より緩やかに立ち上がり
頸部で僅かに窄まり僅かに開
く口縁部に至る

0)胴部縦位の箆削り

0)胴部箆削り

A-24号
住 居  址

第 217図 -7

？
・
　

師

椀
　
　
土

日径
残高  6.9
底径  4.5
体部邦底部

胎 ;0.2～ 0.5の 礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/8橙 、6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR6/6橙

丸底より丸みを持って立ち上
がる

(外 ),奎肖1り

A-25号
住 居 址

第 218図 -1

甕
　
　
姓

口径 11.7
残高 3.4
底径
口縁部一部

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR4/4に ぶい赤褐

口縁部に「くの字」状に外反
する

0)波状文

(内 )

A-25号
住 居  址

第 218図 -2

喪
　
　
姓

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

(内 )5YR6/8橙

平底 0)胴部縦位の箆削り

0)横位の撫で

A-26号
住 居  址

第 219図-1

蓋
　
　
姓

孤み径 4.6

器高 6.6
裾径 16.0
1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)5YR6/8橙

孤み部から裾部にかけて外反
して大きく開く

0)箆磨き

0)箆磨き
内面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径4.4

残高  4.6
裾径
孤み裾部螂

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/3にぶい橙

(内)5YR5/2灰褐

天丼部に9孔を有する (上か
ら下へ貫いている)

(外 )

(内 )

A-26号
住 居  址

第 219図 -3

蓋
　
　
姓

孤み径 4.4

残高 2.0
裾径
孤み部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )2.5YR5/8明 赤褐

平坦な天丼部、6孔貫く (外 )

0)

住居址出土遺物観察表 (13)
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遺構N0

図版N0

種
　

類

器
　
種

量法 質器 成 形 ・ 形 態 ほ か 形整

A-26号
住  居 址

第 219図 -4

蓋
　
　
姓

孤み径
器高  5.9
裾径 12.5
孤凋裾

「

部

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;G)5YR6/6橙

0)5YR5/6明赤褐

5ケの穴のあいた孤み部より
外反気味に開く

０

　

０

撫で

箆削りの後撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -5

蓋
　
　
姓

孤み径 4.2

残高 6.75
裾径
孤榔裾部都

胎 ;粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明赤褐

0)2.5YR4/2灰 赤

孤み部から裾部にかけて外反
して大きく開く 天丼部に1

孔を有する

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -6

蓋
　
　
姓

孤み径 6.0

残高 5.6
裾径
孤み部のみ

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

孤み部より外反して大きく開
く

０

　

０

指頭による撫で

撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -7

蓋
　
　
姓

孤み径
残高 4.5
裾径
孤み部のみ

胎 ;石英t雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7ん橙

0)10YR6/4に ぶい黄橙

上部の平らな孤み部 ０

　

０

箆削り、撫で

横撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -8

蓋
　
　
姓

孤み径
残高
裾径  5.4
孤郷裾部都

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/罐

孤み部 ０

　

０

指頭による撫で

撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -9

蓋

弥生

孤み径
残高 3.4
裾径
孤み部のみ

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/2にぶい黄橙

0)10YR7/2に ぶい黄橙

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -10

椰
　
　
生

高
　
　
弥

口径 31.4
残高  3.0
裾径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁端部で水平に外反する
回唇部に山形突起を有する

0)撫で

0)撫で
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図 ―H

不

　
　
生

高

　
　
弥

口径 28.8
残高  6.6
裾径
椰部1/4

胎 雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)10R3/4暗赤

0)10R4/3赤褐

不部直線的に開き端部で水平
に外反する 日唇部に山形突
起を有する

0)麟 き

0)饉磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -12

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径 27.6
残高 6.3
裾径
椰部1/4

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5R3/6嚇
0)7.5R3/6嚇

不部直線的に開き端部で水平
に外反する 日唇部に山形突
起を有する

0)刷毛調整の後箆磨き

0)箆肖1り の後箆磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -13

高
　
　
性

口径

残高
裾径
椰部1/6

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.駅 3/4暗赤

0)7.5R3/4嚇

口縁部に山形突器を有し大き
く外反する 日唇部に面取り
が施される

0)横位の箆磨き

0)横位の箇磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -14

椰
　
　
生

高
　
　
弥

口径 27.2
残高 2.9
据径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

口縁部は外反し回唇部に山形
突起を有する

0)撫で

0)撫で
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図 -15

謗
　
　
姓

口径

残高 H.0
裾径 16.7
脚部3/4

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

脚部僅かに外反して開く 0)縦位の資磨き

0)横位の刷毛調整
外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -16

高不

姓

口径
残高  8.9
裾径 15.6
脚部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)2.5YR6ん橙

0)2.5YR3/1暗 赤灰

脚部ラッパ状を呈し裾部で大
きく開く

0)簡磨き

0)箆削りの後撫で
外面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -17

高不

弥生

口径
残高 7.0
裾径 14.2
脚部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/3淡赤橙

0)2.5YR3/1暗 赤灰

脚部ラッパ状を呈し裾部で大
きく開く

o)饉磨き

0)横位の刷毛調整
外面赤色塗彩

第 66表 住居址出土遺物観察表 (14)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器

　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-26号
住 居  址

第 219図 -18

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径 30.4
残高  5。 6

裾径
口縁部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/8赤褐

0)2.5YR4/8赤 褐

大きく開いて口縁部に至る 0)不部縦位の箆磨き、回
縁部横位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -19

高不

弥生

回径 24.6
残高
裾径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)2.51T4/6赤 褐

口縁部端部で水平に外反する 0)撫で

0)撫で
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -20

坪

　
　
生

高
　
　

弥

口径 21.0
残高 8.9
裾径
不部1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/8赤

0)10R4/8赤

不部は接合部より僅かに内弯
して開き口縁部で緩く外反す
る

0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図 -21

坪

　
　
生

高
　
　

弥

口径 30.2
残高 2.9
裾径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

口縁部は外反する 0)撫で

0)撫で
外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -22

高不

弥生

口径 22.4
残高  5.1
裾径
口縁部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

丸みのある不部より大きく開
いて回縁部に至る

０

　

０

A-26号
住 居  址

第 219図 -23

坪
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 10.2
裾径

接合部から口3-部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 :」自り子
色 ;0)2.5YR4/6赤褐

0)7.5YR6/3に ぶい褐

脚部は接合部より直線的に開
く

0)箆削りの後箆磨き
0)
脚部外面、不部外内面赤色
塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -24

坪
　
　
生

高
　
　
弥

口径

残高  6。 9

裾径 8.2

接合部から1部一部

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤褐

0)2.5YR4/1赤 灰～7.5YR6/4に船噸

脚部外反気味に開く G)醸 き

0)撫で
外面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図 -25

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  5.3
裾径

接合部から1部一部

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR5/8明赤褐

脚部外反気味に開く 0)縦位の箆磨き

0)箆削りの後撫で
外面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図 -26

椰
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  5.2
裾径
脚部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5R3/3暗赤褐

0)7.5R3/6嚇

ラッパ状に広がる o)饉磨き

0)饉磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -27

高不

弥生

口径
残高  4.1
裾径
脚部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/8赤

0)10R5/6赤

ラッパ状に広がる 0)

0)
外面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -28

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  4.0
裾径
接合諷から口3■3

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)2.5YR7/6橙

ラッパ状に開く 0)

0)
外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -29

不

　
　
生

高

　
　
弥

口径
残高 4.2
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

G) 撫で

0)撫で
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -30

高椰

弥生

口径
残高  2.7
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR4/6赤褐

0)箆削りの後縦位の饉磨

き
0)饉磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -31

高不

弥生

口径
残高  3.3
裾径 16.8
裾部1/3

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

裾部は外反する 0)撫で 箆磨き

0)撫で
外面赤色塗彩

第 67表 住居址出土遺物観察表 (15)
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遺構NO

図版NO
櫛
　
顧

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-26号
住 居  址

第 219図 -32

謗
　
　
姓

回径
残高  3.6
裾径 15.6
裾部1/2

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

裾部は外反する 0)撫で

0)撫で

外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -33

杯
　
　
生

高
　
　
弥

口径
器残高
据径 15.4
脚部のみ

胎 ;石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR4/1褐灰

接合部から裾部まで直線的に

開く
0)縦位の箆磨き

0)横位の刷毛調整
外面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -34

高不

姓

口径
残高 7.8
裾径 10.6
接部から裾部

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)2.5YR5/6に ぶい明赤褐

脚部は外反して開く 裾部は
面取りが施される

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆削り

A-26号
住 居 址

第 219図 -35

椰
　
　

生

高

　
　
弥

回径
残高  7.4
裾径 9.4
接部から榔螂

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

脚部は緩やかに外反する 0)箆削りの後箆磨き

0)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -36

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 7.6
裾径  9。 5

接欄から裾部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

粘土帯積み上げ
脚部は直線的に開く

＞

き

＞

０

　

０

縦位の箆削りの後箆磨

箆肖1り 、撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -37

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 9.9
裾径 9.8
接部から裾部

胎 ;礫、雲母、租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR4/3に ぶい赤褐

粘土帯積み上げ
脚部は緩やかに外反する

0)箆削りの後箆磨き

0)箆削り

A-26号
住 居  址

第 219図 -38

椰
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  9.0
裾径 H。 6

接部から裾部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

脚部は直線的に開く 0)磨き

0)横位の刷毛調整

A-26号
住 居 址

第 219図 -39

不
　
　

生

高
　
　
弥

口径
残高 6.3
裾径 7.8
接部から裾部

胎 ;雲母、租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR5/6明 赤褐

脚部僅かに外反する 0)箆肖1り

0)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -40

不

　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  7.8
裾径 8.6
不脚部1/3

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7β橙

0)7.5YR7/6橙

脚部ラッパ状を呈し不部内弯
気味に開く

0)

0)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -41

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  5.0
裾径  6.6
脚部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

脚部短く外反する で

　

で

撫

　

撫

０

　

０

A-26号
住 居  址

第 219図 -42

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  4.4
裾径

接合部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR6/睦

ラッパ状:こ 開く ０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -43

不

　
　
生

高

　
　
弥

口径

残高  3.7
裾径
接合部1/2

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

０

　

０ 贅理督き

A-26号
住  居  址

第 219図 -44

甕
　
　
姓

口径 25.2
器高 42.0
底径 10.4
胴部3/5

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)10YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり胴部は肩
の張った器形を呈し口縁部は

緩く外反する

0)簾状文と波状文を施す

0)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -45

甕
　
　
姓

回径 22.4
残高 19.3
底径
EIから胴部部

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい褐

0)7.5YR6/3に ぶい褐

口縁部は緩く外反する 0)口縁部から胴部は波状
文を施し頸部に3連止め
の簾状文を施す

o)饉磨き

第 68表 住居址出土遺物観察表 (16)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-26号
住 居 址

第 219図 -46

甕
　
　
姓

口径 28.5
残高 19.5
底径
口,から1部上位―椰

胎 ;礫、雲母、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部は緩やかに外反する ０

　

０

波状文と簾状文を施す

横撫で

A-26号
住 居  址

第 219図 -47

甕
　
　
姓

口径
残高 25.0
底径
胴部一部

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色;G)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

胴部は球状を呈する G)刷毛調整の後簾状文と
波状文を施す

0)刷毛調整

A-26号
住 居 址

第 219図 -48

甕

姓

径

高
径

３

日
器
底

ν

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)10YR3/1黒褐

平底より立ち上がり、胴部は
やや張り、日縁部は緩く外反
する

0)簾状文の後波状文を施
す 下から上へ施文する

0)横位の撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -49

甕
　
　
姓

径

高
径

３

日
器
底
ν

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/3にぶ噸～2.5YR6/硼

0)7.5YR6/60

上げ底気味の底部より立ち上
がり、緩やかな丸みの胴部よ
り外傾する日縁に至る

G)簾状文の後波状文を施
す 上から下へ施文する

0)撫で

A-26号
住  居  址

第 219図 -50

甕
　
　
姓

口径 19.7
残高 18.9
底径
ロヨ部から1部 1/3

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR5/1褐 灰

口縁部は外反する 0)簾状文の後頸部に波状
文を施す

0)撫で

A-26号
住  居  址

第 219図 -51

甕
　
　
姓

径
高
径

５

回
器
底

″

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;J自賊子
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR4/3に ぶい赤褐

平底の底部より立ち上がり、
丸みのある胴部より僅かに外

傾する日縁に至る

0)簾状文と波状文を施す

0)横位の撫で

A-26号
住  居 址

第 219図 -52

甕
　
　
姓

口径 22.1
残高  6.2
底径
口縁部1/3

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/3にぶい赤褐

0)5YR5/6明赤褐

口縁部は緩やかに外反する G)刷毛調整の後波状文を

施す 下から上へ施文す
る

0)撫で

A-26号
住  居  址

第 219図 -53

甕
　
　
姓

口径 23.4
残高 6.1
底径
口縁部1/4

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5Ⅶ6/6橙

口縁部は緩やかに外反する 波状文を施す

横位の撫で

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -54

甕
　
　
姓

口径 26.8
残高  9.6
底径
口縁部1/6

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/2灰褐

0)5YR6/6橙

口縁部は緩やかに外反する 0)日縁部は波状文、頸部
には3連止めの簾状文を
施す

0)横位の撫で

A-26号
住 居  址

第 219図 -55

甕
　
　
姓

口径 21.6
残高 9.5
底径
0031/2頸部

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は緩やかに外反する 簾状文と波状文を施す０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -56

甕
　
　
姓

径
高

径
部

口
残

底
胴

胎 ;0.2の礫、石英多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR4/2灰褐

胴部は内弯している 波状文を施す

横位の箆削り

刷毛調整

０

　

０

A-26号
住 居  址

第 219図 -57

甕
　
　
姓

口径

残高 18.0
底径  7.2
胴部調底部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい褐

0)7.5YR6 4に ぶい橙

粘土帯積み上げ
平底の底部より内弯気味に立
ち■1がる

0)箆削りの後撫で、波状
文を施す

0)箆削り

A-26号
住 居 址

第 219図 -58

甕
　
　
姓

口径 18.0
残高 15.5
底径
口縁胴部郎

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/6橙

0)2.5YR7/6橙

口縁部は外反する 0)頸部に簾状文を施した
後波状文を施す
上から下へ施文する

0)胴部横位の箆磨き

A-26号
住 居 址

第 219図 -59

甕
　
　
姓

口径 20.0
残高 15.2
底径
nIから胴部地

胎 ;0.2～ 0.40礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3に ぶい橙

0)10YR6/3に ぶい黄橙

口縁部は緩やかに外反する 簾状文と波状文を施す０

　

０

第 69表  住居址出土遺物観察表 (17)
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遺構NO

図版NO

種
　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-26号
住  居 址

第 219図 -60

甕
　
　
姓

口径 16.6
残高16.0

底径
口縁から胴部

胎 ;0.3の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

丸みのある胴部より外反する

日縁に至る
0)2連止めの簾状文が頸
部を6分割し波状文を施
す

(内)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -61

甕
　
　
姓

口径 15.2
残高16.3

底径
暉から胴部刊

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

球形の胴部より外反する日縁
部に至る

0)簾状文を施した後波状
文を施す

(内)へ ら磨き

A-26号
住 居 址

第 219図 -62

甕
　
　
姓

口径 16.7
残高 21.2
底径
暉から胴部都

胎 ;0.3の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙～4/2灰褐

0)5YR6/4に ぶい橙 4/2灰褐

ゆるく肩の張った胴部より緩
やかに外反する日縁部に至る

G)頸部に2連止めの簾状文を
施した後波状文を施す下か杜
強文され6    0)胴部
横位の箆削り、日縁部撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -63

甕
　
　
姓

口径 17.4
残高 14.0
底径
暉から胴部螂

礫、雲母、粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/4に ぶい橙

胎
焼

色

粘土帯積み上げ
口縁部は緩く外反し口唇部は

面取りを施す

０

　

０

簾状文と波状文

箆磨き

A-26号
住 居  址

第 219図 -64

甕
　
　
姓

口径 16.8
残高 11.3
底径
口縁部1/2

胎 ;0.3の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

0)5YR7/4に ぶい橙

口縁は緩やかに外反する 0)2連止めの簾状文を施
すが表面が磨滅している

0)

A-26号
住  居 址

第 219図 -65

甕
　
　
姓

口径 18.0
残高 13.0
底径
口縁部のみ

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R6/8赤橙

0)7.5YR8/2灰 白

口縁部は緩やかに外反する 0)日縁部に波状文、頸部
に簾状文を施す

0)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -66

甕
　
　
姓 部

径
高

径
縁

日
残

底

口

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR4/2灰褐

0)5YR5/3に ぶい赤褐

口縁部は外反する 0)頸部に2連止めの簾状
文を施した後波状文を施
す

0)箆磨き

A-26号
住  居 址

第 219図 -67

喪
　
　
姓

口径 19.6
残高  8.5
底径
口縁部1/3

、粗砂粒含む

7.5YR6/3に ぶい褐
7.5YR5/3に ぶい褐

割
朗
の
①

胎

焼
色

口縁部は緩く外反する 0)口縁部に波状文、頸部
には簾状文を施す

0)横位の撫で

A-26号
住 居  址

第 219図 -68

甕
　
　
姓

口径

残高 13.6
底径
胴部1/5

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内 )5YR5/6明赤褐

胴部は丸みを持つ 0)簾状文と波状文

0)横位の箆削り、箆磨き

A-26号
住  居  址

第 219図 -69

甕
　
　
姓

口径
残高  8.4
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :0)2.5YR4/6赤褐

0)2.5YR6/6橙

胴部は丸みを持つ ０

　

０

A-26号
住  居  址

第 219図 -70

喪
　
　
姓

口径 14.8
残高 18.9
底径 6.4
ほ|まり記Л多

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR5/6明赤褐

平底より立ち上がり胴部は肩
が張り口縁部で緩く外反する

0)頸部簾状文、日縁部と
胴部上位波状文

0)横位斜位の箆磨き

A-26号
住  居  址

第 219図 -71

甕
　
　
姓

口径 18.6
残高 10.2
底径
口縁部1/4

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

口縁部は緩く外反する 日唇

部は面取りが施される
0)頸部に簾状文を施した

後波状文を施す
上から下へ施文する

(内)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -72

甕
　
　
姓

口径 13.6
残高  6.0
底径
口縁部1/6

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR6/6橙

口縁部は緩く外反する 頸部に簾状文を施す

箆磨き

A-26号
住 居 址

第 219図 -73

甕
　
　
姓

口径 13.4
残高  7.3
底径
口縁部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は先で緩く内弯する 0)簾状文の後波状文を施
す 上から下へ施文する

0)横位の箆磨き

第 70表 住居址出土遺物観察表 (18)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-26号
住  居  址

第 219図 -74

甕
　
　
姓

口径 14.0
残高 9.5
底径
暉1/8胴部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/6明赤褐

口縁部は緩く外反する 簾状文と波状文を施す

磨き

A-26号
住  居 址

第 219図 -75

甕
　
　
姓

口径 15.0
残高 12.5
底径
口縁部のみ

胎

焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR7/罐
(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐

丸みを帯びた胴部より緩やか
に外反する日縁に至る

0)簾状文の後波状文を施
す

0)削りの後撫で

A-26号
住 居  址

第 219図 -76

喪
　
　
姓

口径 14.6
残高 10.5
底径
畷部胴部1/4

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む

餅     

｀

0)2.5YR5/8明 赤褐
0)2.5YR5/8明 赤褐

丸みを帯びた胴部より緩やか
に外反する日縁に至る

0)頸部に簾状文を施した
後波状文を施す 下から
上へ施文する

0)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -77

甕
　
　
姓

口径 8.5
残高 11.6
底径
口繊部1/21部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/6餓橙～10YR4/1躙

(内 )7.5YR8/餞黄橙

口縁部は外反する 簾状文の後波状文を施

口縁部箆磨き

＞

す

＞

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -78

喪
　
　
姓

口径 15.5
残高 8.6
底径
口縁部1/3

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外 )2.5YR5/8明 赤褐
(内 )5YR6/4にぶい橙

口縁部は外反する 0)口縁部から胴部は波状
文を施し、頸部に簾状文
を施す

0)箆磨き

A-26号
住  居 址

第 219図 -79

甍
　
　
姓

口径 14.8
残高  9.0
底径
日1/2胴上位1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/4暗赤褐,5/8明赤褐

(内 )2.5YR5/6暗赤褐

口縁部は外反する 0)横撫での後調整 頸部
に簾状文を施した後波状

文を施す 掛奸猫文する

0)横撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -80

饗
　
　
姓

口径 18.7
残高  6.8
底径
口縁部1/5

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 ) 10R6/6,卜 廂置

口縁部は強く外反する
回唇部は面取りが施される

0)口縁部から胴部には波

状文を施し、頸部には簾
状文を施す

0)横撫で

A-26号
住  居 址

第 219図 -81

甕
　
　
姓

口径 16.5
残高  6.7
底径
口縁部1/4

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)5YR5/6明赤褐
(内)5YR6/4にぶい橙

口縁部は緩く外反する 簾状文と波状文を施す０

　

０

A-26号
住  居  址

第 219図 -82

饗
　
　
姓

口径 14.0
残高 12.3
底径
曜から胴部邦

胎 ;石英、金雲母、雲母、粗砂粒含
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内)5YR5/6明赤褐

胴部はやや内弯し、僅かに内
弯気味の日縁に至る

簾状文と波状文を施す

刷毛調整の後箆磨き

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -83

饗
　
　
姓

口径 12.6
残高 8.0
底径
laから胴部邦

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R2/1赤黒

丸みのある胴部より外反して
口縁部に至る

波状文と簾状文を施す０

　

０

A-26号
住  居 址

第 219図 -84

甕
　
　
姓

口径 14.0
残高 10.4
底径
日縁1/3 ‖部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)5YR7/4:こ おミい橙
(内)2.5YR6/6橙

胴部は緩やかに立ち上がり、
日縁部は外反する

0)頸部に2連止めの簾状
文を施した後波状文を施
す

(内 )

A-26号
住 居  垣L

第 219図 -85

甕
　
　
姓

口径 13.4
残高 14.1
底径
ほぼ完形

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外)5YR5/4に ぶい赤褐
(内 )5YR5/4に ぶい赤褐

胴部は中央で張り口縁部は外
反する

0)刷毛調整の後簾状文と
波状文を施す0)斜位の
刷毛調整、胴部から底部
箆磨き 外内面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図 -86

甕
　
　
姓

口径 14.8
残高 H.3
底径
暉から胴部部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR5/4に ぶい赤褐
(内)5YR5/4に ぶい赤褐

張りのない胴部より緩く外反
する日縁部に至る

0)頸部に波状文を施した
後2連止めの簾状文を施
す

0)横位の撫で

A-26号
住 居  址

第 219図 -87

甕
　
　
姓

□径
残高  5。 7

底径

頸部から鵬部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)10R4/6赤
0)10R3/1暗赤灰

胴部は丸みを持つ 0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)箆磨き

第 71表 住居址出土遺物観察表 (19)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-26号
住 居 址

第 219図 -88

甕
　
　
姓

口径 11.8
器高 12.5
底径  5.0
暉勒強部1/2

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR4/4に ぶい赤褐

平底より内弯して立ち上がり
肩部でやや張り口縁部で緩く
「くの字」状に外反する

0)簾状文と波状文を施す
縦位の箆削り

0)横位の箆磨き

A-26号
住 居 址

第 219図 -89

甕
　
　
姓

口径 11.2
残高 8.8
底径
口縁部のみ

胎

焼

色

礫、粗砂粒含む

朗
0)5YR7/4に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

胴部より外反する日縁部に至
る

0)胴部に簾状文を施した

後波状文を施す
0)

A-26号
住 居  址

第 219図 -90

甕
　
　
姓

口径 10.4
残高 5.6
底径
口縁部1/21部―都

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR4/2灰 赤

張りのある胴部より緩やかに

外反して日縁に至る
簾状文と波状文

箆磨き

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -91

甕
　
　
姓

口径 11.6
残高 10.0
底径
口縁部1/41部一部

胎
焼

色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
0)7.5YR6/6橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は緩やかに外反する 波状文を施す

箆磨き

０

　

０

A-26号
住  居  址

第 219図 -92

甕
　
　
姓

口径 11.2
残高 10.0
底径
口縁から胴部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR4/2灰褐

張りのない胴部より外反する
日縁部に至る

0)口縁部から胴部に緩い

波状文を、頸部に簾状文
を施す

0)横位の箆削り

A-26号
住  居 址

第 219図 -93

甕
　
　
姓

口径 11.0
残高 10.1
底径
暉から胴部都

胎

焼
色

粗砂粒含む
餅
G)2.5YR6/6橙
0)2.5YR6/4に ぶい橙

緩やかに丸みを帯びた胴部よ

り外反する日縁に至る
0)口縁部と胴部には波状
文を、頸部には2連止め
の簾状文を施す

0)撫で

A-26号
住  居  址

第 219図 -94

甕
　
　
姓

口径
残高  3.1
底径  8.2
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/3に ぶい褐

平底 箆肖1り

撫で

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -95

甕
　
　
確

口径
残高 3.2
底径 7.0
底部のみ

胎 ;石英、雲母、自色砂粒、粗砂粒
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/3にぶい赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底 ０

　

０

縦位の箆削り

撫で

A-26号
住  居 址

第 219図 -96

甕
　
　
姓

口径
残高  1.9
底径  8.8
底部のみ

胎 ;礫、石英、金雲母、粗砂粒含む

焼 ;m7‐
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

平底 0)箆削り

0)箆削りの後磨き

A-26号
住 居 址

第 219図 -97

甕
　
　
姓

口径
残高  2.4
底径  5.1
底部のみ

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

朗
(外)2.5YR2/1赤 黒
(内)2.5YR7/6橙

平底 ０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -98

甕
　
　
姓

口径
残高 2.1
底径 6.0
底部2/3

胎 ;石英、雲母、白色砂粒、粗砂粒
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/3暗褐

0)7.5YR6/8橙

平底 横位の箆削り０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -99

甕
　
　
姓

口径

残高  2.9
底径  5.6
底部のみ

胎 ;礫、石英、自色砂粒、粗砂粒含
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

平底 底部に木葉痕を有す０

　

０

号
址

２
居

一Ａ
住

第 219図-100

淋
　
　
姓

口径 19.0
残高  7.7
底径
口縁部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/6暗赤

0)7.5YR3/6暗 赤

口縁部は大きく外反する 0)口縁部横位の撫で、頸
部縦位の箆磨き

0)口縁部磨き、胴部斜位の刷
毛調整 外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -101

離
　
　
姓

口径
残高 6.7
底径
口縁部1/5

胎 ;石英、雲母、自色砂粒、粗砂粒
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部は外反する (外)

(内 )

外面赤色塗彩

第 72表 住居址出土遺物観察表 (20)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-26号
住  居  址

第 219図 -102

鉢
　
　
生

深
　
　
弥

口径 11.4
残高 3.4
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/4赤褐

0)10R3/6暗赤

口縁部は外反する
頸部に孔を穿つ

(外 )

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図-103

群
　
　
姓

口径 19.8
残高  5.2
底径
口縁部1/2

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR4/6赤褐

口縁部長く弓状に外反する
頸部に2対の孔を有する

0)日縁部箆磨き 頸部に

簾状文を施す
0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -104

饗
　
　
姓

口径
残高 2.4
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、白色砂粒
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

口縁部に孔を穿つ (外 )

(内 )

外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -105

舗
甕
　
姓

口径
残高  4.7
底径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10YR5/3にぶい黄褐

0)10YR5/2灰黄褐

台付の底部より外傾して開く 0)箆磨き

0)刷毛調整
内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -106

舗
甕
　
姓

口径
残高  5.3
底径  6.4
胴部下位

胎 ;0.4の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/3にぶい赤褐

(内)5YR5/4にぶヾい赤褐

胴部下位は外傾する ＞

き

＞

箆削りの後縦位の箆磨

横位の箆磨き

A-26号
住 居 址

第 219図-107

士霊　
　
姓

口径 26.8
器高 59.6
底径 12.0
□縁2/3‖ 下1/3

胎
焼
色

礫、粗砂粒多量に含む
良好

0)2.5YR7/6橙
(内)2.5YR7/6橙

胴部下位に外稜を経て頸部は
緩やかに外反して大きく開く
回縁に至る

0)2コ 1組の板状貼付文
とT字文G位の機醸文に縦の跡
1線の醜文を出し爾部を4分ヨする)

(内)   外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図-108

一里　
　
姓

口径 22.7
残高 28.0
底径
日12/3月上3/4

胎 ;0.2の礫、金雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)2.5YR6/6橙

頸部で弓状に外反し口縁部で
朝顔状に開く

G)頸部に櫛描直線文を施
す

0)斜位の刷毛調整
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図-109

〓望　
　
姓

口径 25.0
残高 25.5
底径
頸れ口2/3趾

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は大きく朝顔状に開く 0)T字文 (撤の鵬醜文に日頭
で縦位の2条の直線文を1じ願部を4分割する)

0)刷毛調整の後横撫で
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図-110 弥生

口径 32.0
残高 21.5
底径
頸部から口縁部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR6/6橙

口縁部は大きく朝顔状に開く (外)願部にT字文を施す (横位の‖僣直線文を
同I具による縦の2条の直線文で切る願部を5分

割する)‖実文のれボタン伏貼付文を施す
0)鵬き   舶耐饉彫

A-26号
住 居  址

第 219図-111

士里　
　
姓

口径
残高 30.0
底径
胴部上位1/2

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

球状の胴部より強く外反する
日縁に至る
胴部下位に稜を有する

G)T字文G肺ら‖趾位に横位の櫛
描直1文を悔し縦の2条の直1文が出され頸部を
紛討6)   0)撫 で

外内面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図-112

奮里　
　
姓

口径

残高 43.5
底径 12.0
胴部2/3E部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外 )5YR5/6瞬赤ll‐ 7.5YR4/1褐灰

0)5YR5/6嚇 ll‐7.5YR4/1版

平底より外反して立ち上がり
胴部下位に外稜を持つ

0)頸部にT字文 胴部縦
位の箆磨き

0)横位の撫で

A-26号
住 居  址

第 219図 -113

士亜　
　
姓

口径 25.6
残高 13.0
底径
口縁部1/4

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)7.5YR4/8赤

0)5YR5/6明 赤褐

口縁部は大きく朝顔状に開く G)口縁部箆磨き 頸部に
T字文を施す

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図-114

士亜　
　
姓

口径 18.6
残高 10.5
底径
口縁頸部・・3

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
1色 ;(外) 7.5YR7/6お 芭

(内 )7.5YR7/6橙

口縁部は朝顔状に開く 0)T字文 (縦の櫛描直線
文が頸部を7分割する)

A-26号
住 居 址

第 219図-115

士霊　
　
姓

口径 20,7
残高  8.2
底径
口縁から頸部上1/7

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/4に ぶヾい1豊

(内)7.5YR6/6橙

口縁部は朝顔状に開く

第 73表 住居址出土遺物観察表 (21)
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遇構N0

図版NO

器種

顧
量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-26号
住 居 址

第 219図 -116

一菫　
　
姓

口径
残高 10.9
底径

頸部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)2.5YR7/4淡 赤橙
0)2.5YR7/3淡 赤橙

頸部は外反する 0)頸部にT字文を施す

0)
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図 -117

一里　
　
姓

口径
残高 15.4
底径
頸部1/2

胎 ;石英、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

粘土帯積み上げ 0)T字文08r敵 0鵬の醐文を
離の2条の同I具による直線文が切6)

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図-118

一里　
　
姓

口径
残高 13.2
底径
頸胴31位 1/2

胎 ;0。 3の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

粘土帯積み上げ 頸部にT字文が施され

横位の撫で

＞

る

＞

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図-119

士菫　
　
姓

口径
残高 8.8
底径
頸部一部

胎 ;0.3の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/6橙

0)2.5YR7/6橙

頸部は外反する 0)頸部にT字文を施す
胴部に斜位の刷毛調整を
施す

0)撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -120

一亜　
　
姓

口径
残高 11.7
底径
頸部3/4

胎 ;0.2の礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/8赤 欄～5YR7/3に川颯

0)2.5YR7/劉 販

0)T字文G位の帥醐文に融00

損直線文を出し願部を8分割する)
0)
外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図-121

士里　
　
姓

口径
残高 9.0
底径
頸胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/8赤

0)2.5YR6/6橙

頸部で緩やかに窄まる 0)頸部縦位、胴部横位の

優野督き
0)横位の箆磨き
外面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図-122

士璽　
　
姓

口径
残高 8.0
底径
頸胴部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

胴部はイチジク型を呈する 0)刷毛調整の後頸部にT
字文を施す

0)斜位の刷毛調整の後箆
削りを施す 外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図-123 姓

口径
残高 18.0
底径
胴上位のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

粘土帯積み上げ
胴部はイチジク型を呈する

0)刷毛調整

0)刷毛調整
外面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -124

士菫
　
　
　
姓

口径
残高 21.3
底径
胴部一部

胎 ;0.2の礫、石英、金雲母含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR7/6橙

体部下位に最大径の稜を持つ 0)

0)
外面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -125

★里
　
　
　
姓

口径
残高 18.1
底径 14.0
胴部職9/10

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

粘土帯積み上げ
胴部下位に外稜を持つ

0)縦位の箆削り

0)横位の撫で

A-26号
住 居  址

第 219図 -126 弥生

口径
残高 19.4
底径 12.0
胴砲1/盤部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
G)5YR5/6嚇褐
0)5YR5/6嚇卜3/翡相

胎

焼
色

粘土帯積み上げ
平底より立ち上がり胴部下位
に外稜を持つ

0)箆削り 横位の刷毛調
整 撫で

0)撫で横位の刷毛調整の

後縦位の箆磨き 緬絶野

A-26号
住  居 址

第 219図 -127

士里　
　
姓

口径
残高 15.4
底径 14.4
胴下締降部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

粘土帯積み上げ
平底より立ち上がり胴部下位
に外稜を持つ

0)箆削りの後箆磨き

0)撫で
外面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図-128

士里　
　
姓

口径
残高 18。 7

底径 12.0
Ⅲ同下位2/3こ部

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/1褐灰

0)10YR7/4に ぶい黄橙

粘土帯積み上げ
平底より立ち上がり、外反し
て開く胴部に移行する

0)箆肖1り

0)箆削り
内面剥落あり

A-26号
住  居  址

第 219図 -129

士霊　
　
姓

口径

残高 19。 3

底径 11.8
胴職3/4E部

胎 ;0.3の礫、石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

粘土帯積み上げ
平底より立ち上がり、胴部下
位に緩い外稜を持つ

0)箆削り
刷毛調整の後箆磨き

0)箆削り 剥落
外面赤色塗彩

第 74表 .住居址出土遺物観察表 (22)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-26号
住  居  址

第 219図-130

士菫　
　
姓

口径
残高 10.8
底径
脚刊瑯

胎 ;礫、白色砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

粘土帯積み上げ
平底より直線的に開く

０

　

０

箆削りの後撫で

箆削りの後撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -131 弥生

口径
残高 9.6
底径 11.2
体部1/31部

胎 ;礫、白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6に ぶい橙

平底より外傾して開く 0)箆削りの後縦位の箆磨
き

0)刷毛調整の後横位の箆
磨き

A-26号
住 居 址

第 219図 -132

士菫　
　
姓

口径
残高  6.8
底径  8.2
1部
一部E部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR5/4に ぶい褐

平底より直線的に開く 縦位の箆磨き

横位の箆磨き

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -133

士菫　
　
姓

口径
残高 7.0
底径 10。 2

18-8B1/3

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR5/4に ぶい赤褐
0)5YR5/4に ぶい赤褐

胎
焼
色

平底より直線的に開く 0)箆削りの後撫で、縦位
の箆磨き

0)鵬 き

A-26号
住 居  址

第 219図 -134

士〓　
　
姓

口径

残高  5。 5

底径  8.8
椰融1/3E部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

平底 0)縦位の箆磨き

0)箆肖1り

A-26号
住 居  址

第 219図 -135

士菫　
　
姓

回径
残高  4.8
底径 H.9
底部のみ

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;朗
色 ;0)5YR5/3に‖嗜卜3/媚掲

(内 )5YR5/3に 川哺栂

平底より外反して立ち上がる 0)箆削りの後縦位の箆磨
き

0)工具 (刷毛、箆)によ
る磨き?

A-26号
住 居 址

第 219図 -136

壺
　
　
姓

口径
残高  5.0
底径  7.2
H3■邸

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼「良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

平底 ０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -137

士里　
　
姓

口径
残高 3.7
底径 13.2
底部のみ

胎 ;礫、白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 0)2.5YR5/6嚇 卜4/飯赤

0)2.5TR4/猫

平底 箆削り

箆削り

０

　

０

A-26号
住 居  址

第 219図 -138

士霊　
　
姓

口径
残高 2.1
底径 21.4
底部のみ

胎 ;礫、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/m～ 4/1版

0)5YR7/4口い橙

平底 ０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -139

一里　
　
姓

口径
残高 3.3
底径 12.0
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3に ぶい褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底 (外)箆肖1り の後箆磨き

0)箆削り
外面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図 -140

士里
　
　

　

姓

口径
残高  4.7
底径  5.4
1部から二郎一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤 褐

0)2.5YR4/3に ぶい赤褐

平底より立ち上がる 0)縦位の箆磨き

0)横位の箆削りの後磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居  址

第 219図 -141

士菫　
　
姓

口径
残高  3.6
底径  6.6
底部のみ

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
0)2.5YR5/4に ぶい赤褐
0)7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

平底 0)箆削りの後撫で

0)撫で
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図-142

十里　
　
姓

口径

残高  3.6
底径  5.8
底部のみ

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;●7・

色 ;0)5YR3/4暗赤褐
0)5YR5/6明赤褐

平底より外反して立ち上がる 縦位の箆磨き

撫で

０

　

０

A-26号
住  居 址

第 219図 -143

壼菫　
　
姓

口径

残高  2.2
底径  4.2
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/6暗 赤

0)10R5/4赤褐

平底 0)

0)
外面赤色塗彩

第 75表 住居址出土遺物観察表 (23)
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遺構NO

図版NO

種
　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-26号
住  居 址

第 219図 -144

一里　
　
姓

口径
残高 14.8
底径 6.9
体部1/3E部

胎 ;石英、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり、外反気
味に開いて胴部で緩い稜を有
してつばまる

0)横位の箆磨き

0)
外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -145 弥生

口径

残高 10.6
底径  6.9
螂融1/4E部

胎 ;石英、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

平底より内弯して立ち上がる 0)醜 き

0)麟 き
外面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図 -146

一里　
　
鰤

口径
残高  7.6
底径 4.9
体部1/2E部

胎 ;礫、石英、雲母多量、粗砂粒含
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR4/6赤褐

平底より立ち上がり丸みのあ
る胴部へ至る

0)箆肖1り

0)翻 き
外面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -147

士亜　
　
姓

口径 22.6
残高  6.5
底径
口縁部1/6

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

口縁部外側へ折り返す ０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -148

鉢
　
　
姓

口径 17.3
器高  7.0
底径 5.6
ほぼデリ形

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

0)7.5YR5/2灰 褐

平底より内弯して開き口縁部
で屈曲して直立する

0)箆削りの後縦位の箆磨
き、日縁部に波状文を施
す
0)横位の箆磨き

A-26号
住 居 址

第 219図 -149

鉢
　
　
姓

口径 21.0
残高  6.4
底径
口縁部1/6

胎 ;租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR8/4淡橙

内弯気味に開き口縁部で緩い

稜を経てさらに内弯する
口縁部に波状文を施す０

　

０

A-26号
住  居 址

第 219図 -150

鉢
　
　
姓

口径 18.8
残高  7.5
底径
口縁部1/5

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR7/6橙

内弯して開き口縁部で短く内
傾する

G)口唇部に波状文を施す

0)横位の撫で

A-26号
住  居 址

第 219図 -151

鉢
　
　
姓

口径 19.8
残高  6.8
底径
口縁部1/4

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR5/6明赤褐

口縁部は直線的に開き短く内
傾する日唇部に至る

０

　

０ 横位の刷毛調整

A-26号
住  居  址

第 219図 -152

鉢
　
　
姓

口径 21.4
残高 9.3
底径
口縁部1/8

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

内弯して開き口唇部でさらに
内弯する

０

　

０

箆磨き

督翌督き

A-26号
住  居 址

第 219図 -153

鉢
　
　
姓

口径 23.0
残高  5.0
底径
口縁部1/6

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/8赤褐

0)2.馴聞/8明赤褐

内弯気味に開き口縁部で屈曲
してさらに内弯する

０

　

０

A-26号
住 居  址

第 219図 -154

鉢
　
　
姓

口径 11.0
残高  6.7
底径
回縁部1/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;の 2.5YR6/6橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

内弯して開き口縁部でさらに
内弯する

０

　

０

箆磨き

横位の簡磨き

A-26号
住 居  址

第 219図 -155

鉢
　
　
姓

口径 11.4
残高  6.5
底径
口縁体部1/6

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/8赤

0)7.5YR4/8赤

内弯して開き口縁部でさらに

内弯する
(外 )経影督き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図-156

鉢
　
　
姓

径
高
径

３

日
器
底
ν

胎 ;白色砂粒、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y聞/8明赤褐

0)5YR5/8明赤褐

平底より内弯して開く 0)縦位の箆磨き

0)縦位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図 -157

鉢
　
　
姓

口径 16.0
器高 8.9
底径 4.4
曜郎1/2郎

胎 ;礫、雲母、租砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/6橙

平底より立ち上がり内弯する
回縁部に至る 日縁部に一対
の小孔を有する

0)撫で

0)横位の撫で
内面赤色塗彩

第 76表 住居址出土遺物観察表 (24)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-26号
住 居 址

第 219図-158

鉢
　
　
姓

径
高

部

４

口
器
底
ν

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙 ～5YR5/褐 灰

(内 )5YR6/6橙～5YR7/3にぶい橙

平底より口縁部にかけて直線
的に開く

0)箆削りの後撫で

(内 )

外面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図-159

？
。
　

生

鉢

　
　
弥

口径 18.6
残高 10.0
底径
口縁部1/6

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR7/4淡 赤橙
(内)2.5YR6/3に ぶい橙

口縁部にかけて直線的に開く ０

　

０

箆肖1り

箆削り

A-26号
住 居 址

第 219図-160

鉢
　
　
姓

口径
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR5/6明赤褐色

0)5YR5/6明 赤褐色

口縁部に片口を有する (外 )

(内 )

外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図-161

鉢
　
　
姓

口径
残高  2.0
底径  4.0
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5R3/6暗赤

(内)7.5R3/6暗赤

平底 0)

(内 )

外内面赤色塗彩

A-26号
住  居 址

第 219図-162

鉢

弥生

口径
残高  2.3
底径  4.9
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R5/4赤 褐

平底 0)

(内 )

外内面赤色塗彩

A-26号
住 居  址

第 219図 -163

甑

弥生

口径
残高  7.7
底径  7.0
胴一部底部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR5/6明赤褐

0)黒

平底より緩やかに立ち上がる
底部に 1孔を穿つ

箆削りの後箆磨き

横位の撫で

A-26号
住 居 址

第 219図 -164

甑

弥生

口径
残高  4.9
底径  6/0
1部一部E部 1/2

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい褐

(内 )7.5YR6/4に おヾい橙

平底より立ち上がる 底部に

1孔を有する
箆削りの後横位の箆磨

箆削りの後撫で

＞

き

＞

０

　

０

A-26号
住 居 址

第 219図 -165

匙
　
　
姓

縦  8.2
横  7.2
厚さ 1.5
ほぼ完形

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐

(外 )

(内 )

外内面赤色塗彩

A-26号
住 居 址

第 219図 -166

捏
　
　
生

手

ね
　

弥

口径
器高  5.3
底径  3.3
榔1/2底部

胎 ;石英、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR6/6橙 ～4/3褐

平底より肩の張った胴部に移
行し頸部でくびれる

で
　
で

撫
　
撫

A-26号
住 居  址

第 219図 -167

製
玉

土
勾

3.1× 1.2

重さ 5g
胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;7.5YR7/4にぶい橙

A-27号
住 居  址

第 220図 -1

蓋
　
　
櫛

孤み径
残高  4.5
裾径 14.0
天丼部裾部

胎 ;0.3の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Y8/1灰 白

0)5Y8/1灰 白

孤み部から裾部にかけて内弯
して開く

横撫で

横撫で

A-27号
住 居  址

第 220図 -2

蓋
　
　
鰤

孤み径
残高  3.5
裾径 13.0
天丼部裾部

胎 ;雲母多量、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

裾部は内弯する 横撫で

横撫で

A-27号
住 居  址

第 220図 -3

不
　
　
獅

口径  8.0
器高  5.0
底径
ほぼ完形

雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
良好
(外 )7.5YR7/4に ぶい橙
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

胎

焼
色

丸底気味の底部より内弯する
日縁に至る

0)口縁部横撫で、体部箆
肖1り

(内 )市黄僣餞彗肖1り

A-27号
住 居  址

第 220図 -4

不
　
　
獅

口径 11.8
器高  5.8
底径
口縁から体部

雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR7/4に ぶヾヽヽ橙
0)10YR7/3に ぶい黄橙

胎
焼
色

深い丸底より僅かに内弯する
日縁に至る

0)日縁部横撫で、体部箆
肖1り

0)箆磨き

第 77表 住居址出土遺物観察表 (25)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　

種
量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-27号
住 居 址

第 220図 -5

椰
　
　
鰤

口径 12.6
器高 4.3
底径
ほぼ完形

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/3に鵬哺橙から7/4によい黄橙

0)7.5YR4/躙

丸底より体部上位に緩い稜を

持ち外傾する日縁部に至る
0)口縁部横撫で、体部箆
肖1り

0)麟 き

A-27号
住 居 址

第 220図 -6

不
　
　
鰤

口径 12.6
器高 4.4
底径
ほぼ完形

胎

焼
色

石英多量、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR6/4に ぶい橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

丸底より稜を経て外傾する日

縁部に至る
0)口縁部横撫で、体部箆
肖1り

0)箆磨き

A-27号
住  居 址

第 220図 -7

不
　
　
鰤

口径 13,5
器高  5.8
底径
ほば5記Л移

胎 ;0.4の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR5/2灰黄褐

0)黒

丸底より外反する日縁部に至

る

0)口縁部横撫で、体部箆
肖1り

0)横位の箆磨き 黒色処
理

A-27号
住  居 址

第 220図 -8

不
　
　
鰤

口径 11.6
器高  5.8
底径
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)7.5YR7/3に ぶい橙

0)黒

丸底より外反する日縁部に至

る

0)日縁部横撫で、体部箆
肖1り

0)箆削の後箆磨き 黒色
処理

A-27号
住 居 址

第 220図 -9

不
　
　
徳

口径 10.7
器高 3.9
底径
ほぼ気」移

胎 ;微砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Y5/1灰

0)5Y5/1灰

平底気味の底部より鋭い稜を
へて短く内傾する日縁部に至
る

0)輔輌による撫で、底部
箆きり

0)輔軸による撫で

自然釉

A-27号
住 居 址

第 220図 -10

喪
　
　
鰤

口径 H.0
器高 9.6
底径
ほぼ完形

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR6/2灰黄褐

0)10YR6/2灰黄褐

丸底より立ち上がり球形の胴
部より回縁部で短く外反する

0)日縁部横撫で、胴部箆
肖1り

0)箆削り

A二 27号
住  居 址

第 220図 ―H

甕

土師

口径 15。 0

残高 12.8
底径
口縁局胴上位

礫、雲母、石英、粗砂粒多量含
朗
0)7.5YR6/4に ぶい橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

胴部は丸みを持ち外反する日

縁部に至る
0)日縁部横撫で、胴部縦
位の箆削り

0)

A-27号
住  居  址

第 220図 -12

高不

土師

口径
残高 8.6
裾径 12.4
添闘から脚部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR8/2灰白色

0)黒

裾部ラッパ状を呈し裾部は外

反する
0)0)裾部横撫での後脚
部縦位の箆削り
不部内面黒色処理

A-27号
住 居  址

第 220図 -13

甕
　
　
鰤

口径 18.0
残高 15.6
底径
口縁から胴ll

胎 ;0.3の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい褐

0)7.5YR6/3に ぶい褐

丸みのある胴部より「 くの

字」状に外反する日縁部に至
る

0)口縁部横撫で、胴部箆
肖1り

0)胴部横位の箆削り

A-27号
住  居 址

第 220図 -14

甑
　
　
鰤

口径 24.0
残高 21.0
底径
口縁から胴部

胎 ;0.5の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4にぶい黄橙

0)10YR5/2灰黄褐

粘土帯積み上げ
直立した胴部より外反する日
縁部に至る

０

　

０

箆肖1り

箆肖1り

A-28号
住  居  址

第 221図 -1

不
　
　
師

高
　
　
土

口径 17.4
器高 10.3
裾径  3.9
ほぼ耕

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

細い脚部から不部は大きく広
がり、口縁部で僅かに内弯す
る

G)口縁部横撫で、箆磨き

0)斜位の撫で
外内面赤色塗彩

A-28号
住  居 址

第 221図 -2

鉢
　
　
姓

略
稲
雌
新

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙 1.7/1黒

0)5YR6/3に ぶい橙

底部より直線的に広がり回縁
部で僅かに内弯する

0)箆による調整

0)箆による調整
内面赤色塗彩

A-28号
住 居 址

第 221図 -3

鉢

弥生

口径
残高  5.0
底径 20.3
暉勒弾部1/2

胎 ;0.2の礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は内弯する 0)

0)横撫で

A-28号
住 居 址

第 221図 -4

甕

弥生

口径 15.8
残高 6.0
底径
畷肺朔部1/7

胎 :雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部で大きく外反する 簾状文の後波状文を施
上から下へ施文する
横撫で

Ｇ

す

０

第 78表 住居址出土遺物観察表 (26)
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遺構NO

図版NO

種
　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-28号
住  居  址

第 221図 -5

喪
　
　
姓

口径 12.3
残高  3.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
(外)2.5YR5/8明 赤褐
(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は段を有して外反する 刷毛調整

横撫で、刷毛調整

０

　

０

A-28号
住 居 址

第 221図 -6

甕
　
　
性

口径 12.5
残高 11.1
底径
ロヨ部から1部 1/7

胎
焼

色

石英、粗砂粒含む
朗
(外 )5YR6/4におミい橙
(内)5YR5/8におヾいオ登

胴部で僅かな丸みを持ち口縁
部で僅かに外反する

0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す 上から下へ施文する

0)胴部工具による横磨き
外内面赤色塗彩

A-28号
住 居 址

第 221図 -7

甕
　
　
姓

口径

残高  3.2
底径  5.6
底部のみ

胎

焼
色

粗砂粒含む
良好
0)2.5YR4/6赤 褐
(内 )2.5YR4/6赤 褐

底部より直線的に広がる 0)縦位の磨き

0)斜位の撫で
外内面赤色塗彩

A-28号
住 居 址

第 221図 -8

甕
　
　
姓

口径
残高  2.4
底径  2.9
底部のみ

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR5/8明 褐
(内 )2.5YR4/6赤 褐

底部より直線的に開く 0)

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-28号
住 居 址

第 221図 -9

十里　
　
姓

口径

残高 H.8
底径
口縁部のみ

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/6暗赤褐

(内 )2.5YR4/8赤 褐

口縁部で大きく外反する 0)頸部にT字文を施す
縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き、横撫で
外内面赤色塗彩

A-28号
住 居 址

第 221図 -10

一亜　
　
姓

口径
残高 11.2
底径

胴部2/3

胎
焼
色

0.2の 礫、粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR4/6赤 褐

0)5YR4/2灰褐

丸底 (?)よ り球形に近い胴
部に移行し中位に最大径を持
つ 頸部に2段の刻目を施し
た突帯が巡っている

0)刷毛調整の後箆状工具
による横位の磨き

0)横位の撫で

A-28号
住 居 址

第 221図 -11

甑
　
　
姓

口径

残高  3.4
底径  4.1
底部1/2

胎
焼

色

雲母、粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR4/6赤 褐
(内 )2.5YR4/6赤 褐

底部より直線的に広がる
底部に1孔を穿つ

工具による縦位の磨き

箆肖1り

０

　

０

A-30号
住 居  址

第 222図 -1

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 7.1
裾径 9.1
脚部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/8赤

0)10R5/8赤

脚部は「ハの字」状に開く 0)縦位の箆磨き

(内 )1亀肖1り

A-30号
住 居  址

第 222図 -2

甕
　
　
姓

口径 18.5
残高  8.4
底径
口縁部3/4

胎
焼
色

礫多量、雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR5/6明 赤褐
0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部緩やかに外反する 簾状文と波状文を施す

横位の箆磨き

０

　

０

A-30号
住 居  址

第 222図 -3

饗
　
　
姓

口径 15.0
残高 H.9
底径
口

'部

から1部一部

胎
焼
色

礫、粗砂粒多量に含む
良好
(外 )2.5YR5/6明 赤褐
0)5YR7/6橙

粘土帯積み上げ 0)2連止めの簾1大文と波
状文を施す

0)横位の撫で

A-30号
住 居  址

第 222図 -4

甕
　
　
姓

□径 23.6
器高 35.3
底径  9.0
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 :0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐

平底より立ち上がり張りのあ
る胴部より屈曲して緩く外反
する日縁部に至る

0)簾状文と波状文を施す
箆削りを施す

(内 )1窒肖1り

A-30号
住 居  垣L

第 222図 -5

饗
　
　
姓

口径 14.4
残高  8.8
底径
口縁部のみ

胎
焼
色

礫、粗砂粒多量に含む
良好
(1)5YR7/4に ぶヾい橙
(内 )5YR6/4:こ ぶミい1登

口縁部緩やかに外反する 簾状文と波状文を施す０

　

０

A-30号
住 居  址

第 222図 -6

甕
　
　
姓

口径 10.8
残高  6.5
底径
口縁部1/5

胎
焼
色

礫、粗砂粒多量に含む
良好
(外)2.5YR5/6明 赤褐
0)5YR3/2明 赤褐

口縁部は緩く外反する 0)3連止めの簾状文と波
状文を施す

0)横位の箆磨き

A-30号
住 居  址

第 222図 -7

甕
　
　
性

□径 11.8
残高  8.8
底径
口縁部のみ

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい淡橙

0)5YR5/4に ぶい赤橙

口縁部緩やかに外反する 簾状文と波状文を施す０

　

０

住居址出土遺物観察表 (27)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-30号
住 居  址

第 222図 -8

甕
　
　
姓

口径

残高  8.1
底径
胴部一部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR6/4におミい1登

0)5YR7/4に ぶい橙

粘土帯積み上げ G)2連止めの簾状文と波

状文を施す

下から上へ施文する

(内 )

A-30号
住 居  址

第 222図 -9

饗
　
　
姓

口径 22.9
残高 5.1
底径
口縁部1/6

胎 ;礫、雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR5/8明 赤褐

0)縦位の箆磨き

tlt)横位の撫で
外内面赤色塗彩

A-30号
住  居  址

第 222図 -10

甕
　
　
姓

口径

残高  5。 9

底径  5.8
胴部瑯底部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

(内 )5YR6/4に おヾい橙

粘土帯積み上げ

平底

(外 )

(内 )

A-30号
住 居  址

第 222図 -11

甕
　
　
姓

口径

残高  4.1
底径  6.2
胴部郷底部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR7/4に ぶい橙

粘土帯積み上げ
平底

(1)

(内 )

A-30号
住  居 址

第 222図 -12

甕
　
　
姓

口径
残高 2.4
底径 4.4
胴部一部底部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/3にぶい赤褐

(内)5YR7/4に おヾいお目

平底 (1)

(内 )

A-30号
住 居  址

第 222図 -13

甕
　
　
姓

口径
残高  2.8
底径 10.0
胴部一部底部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 :0)5YR5/3にぶい赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底 (外 )

(内 )

A-30号
住 居 址

第 222図 -14

書笠　
　
姓

口径
残高 27.9
底径
頸部から胴部

胎 ;礫僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

やや張りのある胴部より頸部
に向かって緩やかに窄まる

0)T字文を施す
箆磨き

0)箆磨き剥落

A-30号
住  居 址

第 222図 -15

艇
車
　
姓

上面径 5.6

厚さ 1.5
重さ 21g
1/2

胎 ;礫、雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

(内 )5YR3/1黒褐

上面径 (5.6)厚み (1.5)

A-31号
住  居 址

第 223図 -1

不
　
　

生

昔同
　
　
弥

口径

残高  5.5
裾径
脚上位のみ

胎 ;雲母多量、自色砂粒、粗砂粒含
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

脚部短く外反する 0)箆磨き

(内 )箆削り
外面赤色塗彩

A-31号
住 居  址

第 223図 -2

不
　
　
生

青同
　
　
弥

口径
残高  2.7
裾径
脚上位のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤 褐

(内 )5YR5/4に ぶヾい赤褐

脚部に4か所三角形の透かし
窓がある

0)箆磨き

(内 ),E肖 1り

外面赤色塗彩、杯部内面赤
色塗彩

A-31号
住 居 址

第 223図 -3

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  5.2
裾径

脚_L位のみ

胎 ;石英、雲母、自色砂粒、粗砂粒
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

脚部短く外反する 0)箆磨き
(内 )箆肖Jり

外面赤色塗彩、不部内面赤

色塗彩

A-31号
住 居  址

第 223図 -4

鉢
　
　
姓

口径 12.8
残高  5.9
裾径  6.4
日縁体部1/31部

胎 ;石英、雲母、白色砂粒、粗砂粒
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

底部から口縁部にかけて直線
的に開く

0)縦位の婦1毛調整、日縁
部横撫で

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-31号
住 居  址

第 223図 -5

饗
　
　
姓

口径 18.0
器高 26.0
底径  6.0
ほぼ完形

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/3にぶい赤褐

(内 )5YR6/3に ぶい橙

粘土帯積み上げ
平底より緩やかに立ち上がり
胴部中位最大径を持ち、日縁
部は緩やかに外反する

G)3連止めの簾状文の後
波状文を施す

(内 )

A-31号
住 居  址

第 223図 -6

甕
　
　
姓

口径 11.0
器高 17.6
底径  6.8
日から11/3【部

胎 ;石英多量、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)7.5YR5/3に ぶい褐

平底より緩やかに立ち上がり
胴部上位で最大径を有し日縁
部は外反する

0)4連止めの簾1大文と波
状文、縦位の箆削り
上から下へ施文する

0)撫で

第 80表 住居址出土遺物観察表 (28)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器

　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-31号
住 居  垣L

第 223図 -7

甕
　
　
姓

口径 16.4
残高 8.8
底径
日から1部上位2/3

胎
焼
色

石英、自色砂粒、粗砂粒含む

良好
0)7.5YR5/3に おミい褐
(内 )7.5YR6/4に おヾいお駐

口緑部は外反する 0)2連止めの簾状文の後

波状文を施す
(内 )

A-31号
住 居  址

第 223図 -8

鉢
　
　
生

深
　
　
弥

口径 17.2
残高  5.8
底径
口縁胴一部

胎 ;石英、雲母、白色砂粒、粗砂粒
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は大きく外反し2か所
に一対の小孔を有する

0)口縁部横位の箆磨き
胴部縦位の箆磨き

(内 )

外内面赤色塗彩

A-31号
住 居  址

第 223図 -9

甕
　
　
姓

口径 25.8
残高  8.5
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4にぶい黄橙

0)10YR7/4に ぶい黄橙

口縁部は外傾する

A-31号
住  居  址

第 223図 -10

甕
　
　
姓

口径
残高  4.8
底径  9.9
胴一部底部

胎 :石英、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底より外傾ぎみに立ち上が

る

０

　

０

縦位の箆削り

A-31号
住 居  力L

第 223図 -11

甕
　
　
姓

口径

残高  2.9
底径  8.2
胴一部底部

胎 ;石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6カ ロ

平底 ０

　

０

縦位の箆削り

A-31号
住 居 址

第 223図 -12

喪

弥生

口径
残高  2.5
底径  5.2
胴一部底部

胎 ;石英、雲母、自色砂粒、粗砂粒
焼 :良好
色 ;(外 )7.5YR5/4に ぶミい褐

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

平底 箆肖りり

撫で

A-31号
住 居  址

第 223図 -13

甕
　
　
姓

口径
残高  1.7
底径  5.8
胴一部底部

胎 ;石英、雲母、自色砂粒、粗砂粒

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/4褐

0)5YR4/6赤褐

平 底 (外 )皇箋肖1り

(内 )箆肖1り

A-31号
住 居  址

第 223図 -14

甕
　
　
姓

口径
残高  2.8
底径  6.4
胴部都底部

胎 ;石英、雲母、白色砂粒、粗砂粒
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい褐

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

平底 箆肖1り

箆肖1り

０

　

０

A-31号
住 居 址

第 223図 -15 弥生

口径 35.0
残高 12.0
底径
口縁れ頸部

石英、雲母、自色砂粒、粗砂粒
良好
0)5YR5/3に ぶい赤褐
0)5YR5/3に ぶい赤褐

胎
焼
色

口縁部大きく朝顔状に開く
口唇部に山形突起を有する (

4か所)

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-31号
住  居  址

第 223図 -16

士里
　
　

　

姓

口径 33.0
残高 25.7
底径
日1/3頸から月上位

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
(外 )2.5YR4/4に ぶい赤褐
0)5YR5/6橙

粘土帯積み上げ
頸部「 くの字」状に外反し
口縁部大きく朝顔状に開く

0)頸部にT字文を施す
0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩、内面に剥
落あり

A-32号
住 居 址

第 224図 -1

高郎

弥生

口径 24.4
残高  4.3
裾径
口縁部1/6

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)10R5/6赤

0)10R5/6赤

口唇部に山形突起を有する (外 )

0)縦位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-32号
住  居 址

第 224図 -2

不
　
　
生

青回
　
　
弥

口径
残高  2.3
裾径
接合部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/8橙

０

　

０

A-32号
住 居  址

第 224図 -3

不

　
　
生

高

　
　
弥

日径
残高 13.0
裾径
船部から脚刊

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

(内 )5YR6/6橙

脚部は接合部より張りを持っ
て緩やかに開く

0)縦位の箆磨き
(内 )1窒肖1り

杯部内面、脚部外面赤色塗
彩

A-32号
住 居  址

第 224図 -4

喪
　
　
姓

口径 19.0
残高 11.2
底径
口縁1/7 1部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

(内 )5YR6/6カ 駐

口縁部は緩く外反する 0)2連止めの簾状文を施
した後波状文を施す 下
から上へ施文する

0)刷毛調整、横位の箆‖り

第 81表 住居址出土遺物観察表 (29)
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過構N0

図版NO
榊
　
瀬

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A=32号
住 居 址

第 224図 -5

甕
　
　
姓

口径 12.4
残高 12.2
底径
曜から脚郷

胎 ;金雲母、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR4/4に ぶい赤褐

口縁部は外反し回唇部は面取
がを施される 胴部は丸みを
持って張る

0)簾状文の後波状文を施
す 上から下へ施文され
る

0)贈 き

A-32号
住 居 址

第 224図 -6

甕
　
　
姓

口径
残高  5.5
底径
榔

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)10R4/6赤

0)5YR6/6橙

0)頸部にT字文を施す

0)
外面赤色塗彩

A-32号
住  居  址

第 224図 -7

甕
　
　
姓

口径
残高  6.5
底径

瑯

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/4暗赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

頸部にT字文を施す０

　

０

A-32号
住 居 址

第 224図 -8

甕
　
　
姓

口径
残高 3.6
底径 6.6
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底 縦位の箆削り０

　

０

A-32号
住 居 址

第 224図 -9

饗
　
　
姓

口径
残高 2.0
底径 6.8
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR5/6明赤褐

0)5Y聞 /6橙

平底 ０

　

０

A-32号
住  居 址

第 224図 -10

甕
　
　
獅

口径
残高 2.0
底径 5.4
底部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

平底 ０

　

０

A-32号
住 居 址

第 224図 -11

甕
　
　
姓

口径
残高  1.3
底径  5.4
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/4赤褐

0)5YR6/6橙

平底 0)

0)
外面赤色塗彩

A-32号
住 居 址

第 224図 -12

甕
　
　
鰤

口径

残高  9.3
底径  7.4
胴から底一部

胎 ;雲母、租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3に ぶい褐

0)7.5YR6/1褐 灰

平底より丸みを持って立ち上

力くる

縦位の箆磨き

横位の箆削りの後箆磨

＞

　

＞

き

０

　

０

A-32号
住 居 址

第 224図 -13

喪
　
　
姓

口径
残高 9.0
底径 9.6
脚■邸1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR4/4にぶい赤褐

0)5YR4/8明赤褐

縦位の箆削りの後箆磨

箆磨き、撫で

＞

き

＞

０

　

０

A-32号
住  居 址

第 224図 -14

士菫

　

　

姓

口径
残高 14.7
底径
胴部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

0)7.5YR6/4に ぶい橙

粘土帯積み上げ
胴部下位に外稜を持つ

0)箆削りの後縦位の箆磨
き

0)

A-33号
住 居 址

第 225図 -1

高椰

弥生

口径  9.6
残高  8.0
裾径
口量から接合部2/3

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;」 [:ヨ [JiFil

色 ;G)10YR4/8赤
0)10YR4/8赤

接合部から裾部にかけ緩やか
に開く

0)不部縦位の磨き、裾部
横位の磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-33号
住  居 址

第 225図 -2

甕

姓

口径
残高  3.9
底径
口縁部一部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR4/6赤褐
横位の撫で

０

　

０

A-34号
住 居 址

第 226図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径
残高 4.6
裾径 6.0
孤み部のみ

胎 ;礫、石英、租砂粒含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR4/3褐

孤み部より広がる 0)箆削りの後撫で

0)箆削りの後撫で

A-34号
住 居 址

第 226図 -2

椰

弥生

回径
残高  1.8
底径  5.4
底部のみ

胎 :礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 褐

0)7.5YR5/8明 褐

平底 0)

0)箆肖1り

第 82表 住居址出土遺物観察表 (30)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-34号
住  居 址

第 226図 -3

高不

弥生

口径 16.1
残高 10.2
裾径
不部のみ

胎
焼
色

0.2の 礫、粗砂粒含む
良好
(外)10R3/4嚇
0)10R4/6赤

細い接合部より大きく広がり
口縁部で内弯する

0)横位の磨き

0)横位の磨き
外内面赤色塗彩

A-34号
住 居  垣L

第 226図 -4

部
　
　
姓

口径 17.7
残高  5.9
裾径
不部1/4

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

稜を持ち外反する日縁部に至
る

G)横撫で

(内 )

外面赤色塗彩

A-34号
住  居 址

第 226図 -5

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  6.2
裾径  9.8
脚部1/2

胎 ;0.2ヽ 0.4の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)7.5Y7/1灰自

(内 )7.5Y7/1灰白

裾部で大きく広がる 横撫で

A-34号
住 居 址

第 226図 -6

不

　
　
生

高

　
　
弥

口径
残高  6.6
裾径
脚部1/2

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

脚部は緩やかに広がる 0)縦位の箆磨き
0)横位の箆削り
不部外内面脚部外面赤色塗
彩

A-34号
住 居  址

第 226図 -7

郎
　
　
生

音同
　
　
弥

日径

残高  8.7
裾径
脚部3/4

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :0)2.5YR4/6赤 褐

(内 )2.5YR4/6赤 褐

脚部ラッパ状を呈し裾部で大
きく開く 四面に三角形の窓
を有する

0)箆磨き

0)横位の撫で
外面赤色塗彩

A-34号
住 居  址

第 226図 -8

郎
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  4.5
裾径

接合部のみ

胎 ;0.2の 礫、石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;G)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

0)縦位の箆磨き

(内 )

不部内面脚部外面赤色塗彩

A-34号
住 居  址

第 226図 -9

鉢

　

　

？

口径

残高  5.3
底径  5.1
胴部下位1/41部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

平底の底部より広がる ０

　

０

A-34号
住 居  址

第 226図 -10

喪
　
　
姓

口径 17.6
残高 12.2
底径
口縁部れ‖部1/4

胎 :0.2の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)7.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

胴部は丸みを持ち頸部で緩や
かに窄まり口縁部で外反する

G)簾状文の後波状文を施
す

0)口縁部横撫で、胴部箆
肖1り

A-34号
住 居 址

第 226図 -11

甕
　
　
姓

口径
残高  4.3
底径  4.6
脚釉3/4E部

粗砂粒含む
aF・

(外 )2.5YR3/2暗 赤褐
0)2.5YR3/1暗 赤灰

胎

焼
色

平底より直線的に立ち上がる 指頭による圧痕

指頭による圧痕

０

　

０

A-34号
住 居  址

第 226図 -12

製
玉

土
勾

さ
形

重
完

2.7X l.3 胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :0)7.5YR4/2灰 褐

０

　

０

A-36号
住 居 址

第 227図 -1

不
　
　
姓

口径
器高
底径
1/2

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より体部は内弯しながら

開き口縁部でさらに内弯する
縦位の箆磨き

A-36号
住 居  址

第 227図 -2

不

弥生

口径
残高 5.8
底径 5.0
胴部から底部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

0)10R5/4赤褐

平底より体部は内弯しながら

開く
0)縦位の箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-36号
住 居  址

第 227図 -3

畑
鉢
　
姓

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)5YR5/6明赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

平底より直線的に広がりなが
ら立ち上がり口縁部は内弯し
て注ぎ口がある で撫

０

　

０

A-36号
住 居  址

第 227図 -4

喪
　
　
姓

口径 20.0
残高 12.3
底径
ll量 1/3嗣部一部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒多量に含む
良好
(外 )5YR6/8檀 ～7.5YR5/3に出囀
(内 ) 7.5YR6/4に よい檀

口縁部は緩く外反する 0)1連止の簾状文の後波
状文を施す
上から下へ施文する

0)横位の刷毛調整

第 83表 住居址出土遺物観察表 (31)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　

種
量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-36号
住  居  址

第 227図 -5

甕
　
　
姓

口径 18.2
残高  5,9
底径
口縁部一部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;m7・
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

回縁部は外反する 0)2連止めの簾状文と波
状文を施す 下から上ヘ

施文する
(内 )

A-36号
住 居  址

第 227図 -6

甕
　
　
姓

口径 13.0
残高 4.0
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙 ～7.5YR3/1黒褐

(内 )7.5YR6/6橙 ～7.5YR3/1黒掲

口縁部は外反する 波状文を施す

A-36号
住 居 址

第 227図 -7

甕
　
　
姓

口径
残高 9.1
底径  7.6
胴螂底1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;●7‐

色 ;0)5YR6/6橙
0)7.5YR3/2黒 褐

平底より立ち上がり胴部は内
弯する

箆削りの後箆磨き

箆磨き

０

　

０

A-36号
住 居  址

第 227図 -8

甕
　
　
獅

口径
残高 3.0
底径 6.4
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/8赤褐

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がる ０

　

０ 縦位の箆磨き

A-36号
住  居  址

第 227図 -9

甕

弥生

口径

残高  2.3
底径 10.4
底部のみ

胎 ;礫、雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

0)5YR7/6橙

平底 ０

　

０

A-36号
住 居  址

第 227図 -10

甕

土師

口径

残高  1.9
底径  4.6
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がる ０

　

０

A-36号
住  居 址

第 227図 -11

甕
　
　
姓

口径
残高  2.8
底径  7.4
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R3/4暗赤

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がる (外 )

(内 )

外面赤色塗彩

A-36号
住 居  址

第 227図 -12

甕
　
　
姓

口径

残高  1.3
底径  5.6
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/2灰褐

0)2.5YR5/8明 赤褐

平底より立ち上がる (外)

0)箆磨き
内面赤色塗彩

A-36号
住 居 址

第 227図 -13

甕
　
　
姓

口径
残高  2.9
底径  5.0
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)10R4/6赤

平底より立ち上がる 0)

0)
内面赤色塗彩

A-36号
住 居  址

第 227図 -14

甑
　
　
姓

口径 20.5
器高 11.0
底径  4.5
口録1/5胴底部一部

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

粘土帯積み上げ

底部に1孔を有し、体部は僅
かに内弯気味に開き口縁部で
さらに内弯する

０

　

０

箆磨き

箆磨き

A-37号
住  居 址

第 228図 -1

不
　
　
鰤

口径  8.4
器高  4.3
底径
ほぼ完形

胎 ;礫多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

丸底より内弯して口縁部は直
立する

０

　

０

A-37号
住 居 址

第 228図 -2

甕
　
　
獅

口径 13.4
残高 11.4
底径
口縁部1/6胴部一部

胎 ;礫多量、雲母含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐

粘土帯積み上げ
口縁部は短く外反する

(外 )1菫肖1り

0)箆削り、苔付着

A-37号
住 居  址

第 228図 -3

甕
　
　
獅

回径 13.6
残高 9.5
底径
口縁部1/5胴郎一部

胎 ;礫、金雲母含む
焼 ;●7‐

色 ;0)7.5YR7/3に ぶい橙
(内 )7.5YR7/2明 褐灰

粘土帯積み上げ
口縁部は短く外反する

横位の箆削り

横位の箆削り

０

　

０

A-37号
住 居  址

第 228図 -4

饗
　
　
獅

口径
残高  7.5
底径  6.0
胴底部一部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

粘土帯積み上げ
平底

0)箆削り 底部に木葉痕
有り

(内)1疱肖1り

第 84表 住居址出土遺物観察表 (32)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-37号
住 居 址

第 228図 -5

士里　
　
銅

口径 10.5
器高  9.0
底径

暉部胴底部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR3/1黒 褐

口縁部は短く外反する

体部は偏平の球状を呈する
(外 )

0)箆磨き
黒色処理

A-38号
住 居  址

第 229図 -1

蓋
　
　
独

孤み径

残高  1.2
裾径 17.6
裾部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに合む
焼 ;良好
色 ;0)10Y3/1オ リープ黒

0)10Y3/1オ リープ黒

輔轄成形 0)競檀による撫で

0)輔輌による撫で

A-39号
住  居  址

第 230図 -1

甕
　
　
銅

口径 17.2
残高  3.8
底径
口縁1/8

胎
焼
色

礫、雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR6/4に ぶい橙
(内 )5YR5/3に ぶい赤褐

口縁部は短く僅かに外反する (外 )

(内 )

A-39号
住 居  址

第 230図 -2

甕
　
　
鰤

口径 20.4
残高  6.7
底径
口縁1/6

胎 ;礫、金雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR4/6にぶい橙

0)10YR4/6に ぶい橙

口縁部は緩く外反する (外 )

(内 )

A-39号
住 居  址

第 230図 -3

饗
　
　
鰤

径
高
径

部

口
残
底
底

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

(内 )5YR6/3に ぶい橙

平底より外反して立ち上がる (外 )

(内 )

A-39号
住  居  址

第 230図 -4

甕
　
　
鰤

口径
残高  2.7
底径  7.0
底部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より外反して立ち上がる (外 )

(内 )

A-40号
住 居  址

第 231図 -1

喪
　
　
獅

口径 13.1
残高 15.6
底径
口縁1/3‖ 部1/2

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

(内 )5YR7/4におヾい橙

粘土帯積み上げ

球状の胴部より外反して口縁
部に至る

0)縦位の箆削り

0)撫で

A-40号
住  居 址

第 231図 -2

饗
　
　
獅

口径 16.2
残高  5.5
底径
口縁1/3

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

(内 )5YR7/4:こ おヾい橙

粘土帯積み上げ
口縁部は短く「 くの字」状に

外反する

G)横位の箆削り

(内 )

A-40号
住  居  址

第 231図 -3

費
　
　
猫

口径 H.4
残高  9.0
底径
口縁部1/4胴部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5PB5/1青灰

(内 )5B4/1 暗青灰

胴部上位が強く張り口縁部で

外反する
0)範轄による撫で 釉

0)軽軸による撫で

A-40号
住  居 址

第 231図 -4

喪
　
　
獅

口径
残高  2.4
底径  6.6
底部のみ

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

平底 (外 )

(内 )

A-41号
住  居 址

第 232図 -1

喪
　
　
姓

口径
残高  3.7
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR5/4に ぶヾい褐

(内)7.5YR6 3に ぶヾいネ局

G)波状文を施す

(内 )

A-41号
住 居  址

第 232図 -2

甕
　
　
姓

口径
残高  4.4
底径
頸部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/41こ おヾい赤褐

0)5YR5/3に ぶい赤褐

0)波状文の後簾状文を施
す

(内 )

A-41号
住 居 址

第 232図 -3

喪
　
　
姓

口径
残高  4.0
底径
頸部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

(内 )5YR7/31こ おヾい1登

0)波状文の後簾状文を施
す

(内 )

A-41号
住 居 址

第 232図 -4

甕
　
　
姓

口径
残高 3.6
底径
頸部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

(内 )2.5YR6/3に おヾい橙

＞

す

＞

０

　

０

波状文の後簾状文を施

住居址 出土遺物観察表 (33)

―-363-―

第 8 5表



遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-41号
住 居 址

第 232図 -5

士霊　
　
姓

口径 17.6
残高  3.1
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

(内)5YR6/6橙

(外 )

0)口縁部横撫で
外面赤色塗彩

A-42号
住  居  址

第 233図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径 3.7

残高  4.7
裾径
孤椰耕卜部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR5/4に ぶい赤褐
0)5YR4/3に ぶい赤褐

孤み部より外反気味に広がる 0)箆磨き

(内)1寃肖1り

外面赤色塗彩

A-42号
住 居 址

第 233図 -2

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  5.3
裾径 10.8
脚裾部 1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/8赤 褐

0)2.5YR4/4に ぶい赤褐

据部で大きく開く 0)箆磨き

0)裾部撫で、脚部箆削り
外面赤色塗彩

A-42号
住  居 址

第 233図 -3

甕
　
　
姓

回径 16.2
残高  9.8
底径
口縁胴部地

胎 ;粗砂粒僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/4嚇 卜3/麟頼

0)2.5YR4/4暗 赤掲

回縁部で大きく外反する 0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す 下から上
へ施文する

0)横位の箆磨き

A-42号
住  居  址

第 233図 -4

饗
　
　
姓

口径 16.4
残高  6.5
底径
口縁1/2

胎
焼
色

0.2の礫、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/4に 3・l噴橙～3/1黒 掲
0)10YR7/4に I・l噴檀～3/1晟 掲

口縁部で外反する 簾状文の後波状文を施
上から下へ施文する

横撫で、箆磨き

＞

す
＞

０
　
０

A-42号
住  居 址

第 233図 -5

甕
　
　
姓

口径 17.8
残高 7.0
底径
口縁1/3

胎 ;0。 2～0.4の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ,0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部で緩やかに外反する 簾状文の後波状文を施
上から下へ施文する

撫で

＞

す
＞

０

　
０

A-42号
住 居 址

第 233図 -6

甕
　
　
姓

口径
残高  6.6
底径
口縁部一部

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

口縁部で「 くの字」状に外反
する

0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す 下から上
へ施文する

0)撫で

A-42号
住 居 址

第 233図 -7

甕
　
　
姓

口径
残高  2.7
底径
回縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/4暗赤褐

0)5YR3/4暗赤褐

口縁部で外反する 0)波状文と2連止めの簾
状文を施す 上から下ヘ

施文する
0)撫で

A-42号
住 居  址

第 233図 -8

甕
　
　
姓

口径
残高  3.1
底径  5。 7

底部1/2

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤 褐

(内 )2.5YR4/6赤 褐

平底 底部内側に穴状に削ら
れている

0)撫で

(内 )1寃肖1り

外内面赤色塗彩

A-42号
住  居  址

第 233図 -9

士亜　
　
姓

口径
残高  8.6
底径  8.2
胴部職底部

胎
焼
色

粗砂粒含む

良好
(外)2.5YR5/6明 赤褐～3/1暗赤灰
(内)5YR6/4に 料嘔～5/2灰掲

平底より立ち上がり直線的に

開く
0)縦位の箆磨き

0)横位の撫での後箆削り
外面赤色塗彩

A-43号
住  居  址

第 234図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径 5.2

残高  5.4
裾径

孤郷天丼部

胎 ;礫、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内 )5YR4/4に ぶい赤褐

猪口状の孤を呈す 刷毛調整の後撫で

孤み部刷毛による撫で

A-43号
住  居  址

第 234図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径

残高  9.7
裾径 16.4
Xjl部 1/3裾部

胎 ;石英、白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/6赤

0)10YR4/6赤

粘土帯積み上げ
孤み部から裾部にかけて内弯
気味に開く

0)横位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-43号
住  居 址

第 234図 -3

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 10.4
裾径 16.4
船勒ら脚部

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/跡綺

(内)2.5YR5/6明 赤掲～4/2灰赤

脚部ラッパ状を呈し裾部で大
きく開く

0)脚部縦位の磨き、接合
部指頭による撫で付け

(内 )撫で
不部内面脚部外面赤色塗彩

A-43号
住 居 址

第 234図 -4

杯
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 3.7
裾径
接合部2/3

胎 ;0.2の礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

(内)5YR6/6橙

0)箆磨き

0)箆磨き
不部内面脚部外面赤色塗彩

第 86表  住居址出土遺物観察表 (34)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-43号
住 居 址

第 234図 -5

饗
　
　
姓

口径
残高 8.0
底径
願から嗣部上位2/3

胎 ;石英、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/2跡 4/鉢掲

0)2.5YR4/6相

球形に張った胴部より外反し
て口縁部に至る

0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)撫で

A-43号
住 居 址

第 234図 -6

喪
　
　
姓

口径

残高  3.1
底径  8.7
底部のみ

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底 ０

　

０

撫で

饉動書き

A-43号
住  居 址

第 234図 -7

甕
　
　
姓

口径
残高  3.2
底径  6.0
底部4/5

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内 )7.5YR6/6橙

平底 0)箆削り

(内 )

A-43号
住  居  址

第 234図 -8

到
　
　
殖

口径
残高  2.2
底径  5.3
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

平底 ０

　

０

指頭による圧痕

A-43号
住 居  址

第 234図 -9

饗
　
　
姓

口径 21.2
器高 40.4
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

上部が張った胴部より外反す
る日縁に至る

０

　

０

波状文と簾状文を施す

撫で

A-43号
住  居 址

第 234図 -10

一亜　
　
姓

口径 22.6
残高 14.8
底径

暉からHl位 1/2

胎 ;0.4の礫、粗砂粒含む
焼 ;良賊子
色 ;0)7.5YR5/6鴨～4/1111

(内 )7.5YR5/6明 掲

口縁部で大きく外反する 0)4連止めの簾状文と波
状文を施す

0)

A-43号
住 居  址

第 234図 -11

一望
　

　

　

姓

口径 23.7
残高  7.7
底径
口縁1/4

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

(内 )5YR5/8明赤褐

口縁部で大きく開いて外反す
る

0)

0)横撫で、箇磨き
外内面赤色塗彩

A-43号
住 居  址

第 234図 -12

士霊　
　
姓

口径
残高 2.7
底径 5.0
底部のみ

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

平底 0)督型督き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-43号
住 居  址

第 234図 -13

士菫
　

　

　

姓

口径

残高  2.2
底径  4.1
底部のみ

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/帥

0)2.5YR6/60～ 7.5YR3/1躙

平底 0)

0)
外内面赤色塗彩

A-43号
住  居 址

第 234図 -14

士霊　
　
姓

日径
残高  3.9
底径  5.1
嗣部Tt一部からE5

胎 ;0.3の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

平底 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-43号
住 居  址

第 234図 -15

甑
　
　
姓

口径
残高  2.0
底径 10.7
底部のみ

胎
焼
色

0.2の礫、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR6/6橙
(内 )7.5YR6/6カ 識

底部に1孔を有する ０

　

０

A-43号
住  居  址

第 234図 -16

ニ

ユ
喪
生

ミ
チ

ア
弥

口径  7.4
器高  9.3
底径  4.0
日縁から11/21都

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に 川囀～3/1晟欄

(内 )7.5YR6/3に 川喘～3/1昌欄

平底より緩やかに立ち上がり
胴部上位で内弯し回縁で外反
する

0)3連止めの簾状文と波
状文を施す

0)箆削り

A-44号
住  居  址

第 235図 -1

杯
　
　
生

高
　
　
弥

口径 11.8
残高  6.0
据径
口縁不綿/4

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

接合部より口縁部まで直線的
に開く

0)麟 き

0)
外内面赤色塗彩

A-44号
住  居  址

第 235図 -2

杯
　
　
生

高

　
　
弥

口径
残高 H.4
裾径 16.4
脚部裾部2/3

胎 ;粗砂粒僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

脚部に三角形の窓を4ケ所持 0)鵬 き

0)刷毛による磨き
外面赤色塗彩

第 87表 住居址出土遺物観察表 (35)
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遺構NO

図版N0

器種

爾
量法 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

A-44号
住 居 址

第 235図 -3

謗
　
　
姓

口径
残高 5.6
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;uF・
色 ;0)2.5YR4/8赤 褐

0)5YR7/6橙

0)縦位の箆磨き

0)不部箆磨き
外内面赤色塗彩

A-44号
住 居 址

第 235図 -4

不
　
　

生

昔同
　
　

弥

口径
残高 3.8
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/8赤褐

(内 )5YR4/8赤褐

接合部 0)刷毛調整、箆磨き

(内 )

A-44号
住  居 址

第 235図 -5

甕
　
　
姓

回径 17.7
残高 8.0
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/1暗 赤灰

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

回縁部は大きく外反する 0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す 下から上
へ施す

0)横位の箆磨き

A-44号
住 居 址

第 235図 -6

甕
　
　
姓

口径 18.8
残高 6.5
底径
口縁部1/3

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙～2/1黒褐

(内 )5YR6/4に ぶい橙～2/1黒褐

口縁部は外反する ０

　

０

簾状文と波状文を施す

横撫で

A-44号
住  居 址

第 235図 -7

甕
　
　
姓

口径
残高 13.2
底径
胴部一部

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙、5/6明赤褐

0)7.5YR6/6橙

丸みを帯びた胴部より頸部で

緩やかに窄み外反する

＞

す

＞

０

　

０

簾状文の後波状文を施

A-44号
住 居  址

第 235図 -8

甕
　
　
姓

口径
残高 12.3
底径 6.0
胴部釉底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/8橙

平底より丸みを持って緩やか
に立ち上がる

G)波状文、胴部箆磨き

0)胴部箆磨き

A-44号
住  居  址

第 235図 -9

甕
　
　
姓

口径
残高  9.0
底径  6.8
胴部都底部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR4/6赤褐

平底より立ち上がり胴部上位
で張る

０

　

０

波状文

削りの後撫で

A-44号
住 居 址

第 235図 -10

甕
　
　
姓

口径
残高  2.3
底径  6.0
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )2.5YR5/8明 赤褐

平底 0)胴部縦位の箆磨き

0)撫で
外面赤色塗彩

A-44号
住 居 址

第 235図 ―H

士里　
　
姓

口径 23.2
残高 4.3
底径
回縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/8橙

0)5YR6/晦

口縁部は大きく開く 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-44号
住  居  址

第 235図 -12

鉢
　
　
姓

口径 18.9
残高  5.7
底径
口縁部1/4

胎 ;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙 ～6/3に ぶい褐

直線的に開いて口縁部に至る ０

　

０

箆磨き

箆磨き

A-45号
住  居 址

第 236図 -1

蓋

土師

孤み径
残高  2.3
裾径  5.2
孤み部のみ

胎 ;石英、自色砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR2/1黒褐

箆肖1り

箆磨き

０

　

０

A-45号
住  居  址

第 236図 -2

甕
　
　
獅

口径 17.5
残高 12.0
底径
口縁部1/2胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/6浅黄橙～3/1黒褐

0)7.5YR8/6浅 黄橙～3/1黒褐

球形の胴部より短く外反して
回縁部に至る
日唇部は面取りが施される

口縁部横撫で０

　

０

A-45号
住  居 址

第 236図 -3

甕
　
　
獅

口径
残高 2.1
底径 4.6
底部のみ

胎
焼
色

石英、粗砂粒多量に含む
朗
0)5YR4/4に ぶい赤褐
(内 )5YR5/6明赤褐

平底 ０

　

０

箆肖!り

箆肖1り

A-45号
住 居 址

第 236図 -4

甕
　
　
櫛

口径
残高  2.5
底径  6.4
底部のみ

胎
焼
色

白色砂粒、粗砂粒含む
良好
(外)5YR4/1褐灰
(内 )5YR4/4に ぶい赤褐

平底

第88表 住居址出土遺物観察表 (36)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-45号
住 居 址

第 236図 -5

甕
　
　
獅

口径
残高  2.6
底径  5.2
底部のみ

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)5YR6/6お 饉

平底 ０

　

０

A-45号
住 居  址

第 236図 -6

士里　
　
鰤

口径 17.7
残高  5.7
底径
口縁部3/4

胎 ;0.2～0.4の 礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/4浅 黄橙 7/3に ‖ヽ橙

(内)7.5YR8/4浅 黄橙 7/3に 川ヽ橙

口縁部は段を有して外反する ０

　

０

口縁部横撫で

回縁部横撫で

A-45号
住 居 址

第 236図 -7

彙笠　
　
獅

口径 15.4
残高 5.4
底径
口縁部1/4

胎 ;0.2～0.4の礫、石英を含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/6浅 黄橙 7/3に出1橙

(内)7.5YR8/6浅 黄橙 7/3に 出ヽ橙

口縁部は段を有して外反する ０

　

０

口縁部横撫で

回縁部横撫で

A-45号
住 居  址

第 236図 -8 土師

口径 13.9
残高 6.1
底径
口縁部1/4

胎 ;0.2～0.5の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR8/3浅黄橙

0)10YR8/3浅黄橙

回縁部は段を有して外反する ＞

で
＞

口縁部刷毛による横撫

口縁部横撫で

A-45号
住 居  址

第 236図 -9

一霊
　

　

　

獅

口径
残高 5,7
底径
胴部一部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR8/3浅黄橙 6/2灰黄褐

0)10YR8/3浅黄橙 6/2灰黄褐

胴部は球形を呈する

A-45号
住 居  址

第 236図 -10

鉢

土師

口径
残高  3.1
底径  2.6
底部のみ

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良馘子
色 ;0)10R4/6赤

0)10R4/6赤

平底 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩面

A-46号
住  居 址

第 237図 -1

高杯

弥生

口径 16.1
残高  6.5
裾径
口録部から体部1/4

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

内弯しながら開く G)縦位の壼磨き

0)撫で

A-46号
住 居 址

第 237図 -2

高不

弥生

口径
残高  7.8
裾径 19.6
脚部一部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

脚部より裾部は緩やかに広が
る

0)縦位の箆磨き

0)撫で
外面赤色塗彩面

A-46号
住  居 址

第 237図 -3

甕
　
　
姓

口径  9.8
残高  3.3
底径
口縁部1/4

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;mF・
色 ;0)5YR4/3にぶい赤褐 6/6橙

0)5YR5/6明 赤褐

口縁部は外反する 0)簾状文の後波状文を施
す 下から上へ施文する

(内 )

A-46号
住 居  址

第 237図 -4

甕
　
　
姓

口径 19.1
残高  6.5
底径
口縁部一部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐 3/4暗赤褐

0)5YR5/6明 赤褐 3/4暗赤褐

口縁部は外反する ０

　

０

波状文と簾状文を施す

A-46号
住 居 址

第 237図 -5

甕
　
　
姓

口径
残高  2.6
底径  4.2
底部のみ

胎 ;0.2～0.3の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/3にぶい赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

平底 底部箆削り

A-46号
住  居 址

第 237図 -6

甕
　
　
姓

口径
残高 2.0
底径 4.8
底部のみ

胎 ;0.2の 礫、粗砂粒を多く含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内)5YR6/6橙

平底 ０

　

０

A-46号
住  居 址

第 237図 -7

製
玉
　
生

土
勾
　
弥

さ
形

縦
幅
重
完

胎
焼
色

粗砂粒含む
餌
0)5YR6/4に ぶい橙
(内 )5YR6/4に ぶい橙

０

　

０

A-47号
住 居 址

第 238図 -1

不
　
　
徳

口径
残高  1.4
底径  5.1
底部1/2

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)10Y5/1灰
0)10Y5/1灰

平底 ０

　

０

底部回転糸切り

輌軸による撫で

第 89表 住居址出土遺物観察表 (37)

―-367-―



遺構NO

図版NO

種
　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-47号
住 居 址

第 238図 -2

甕
　
　
獅

口径
残高  1.2
底径 4.4
底部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

(内 )7.5YR4/1褐 灰

平底 0)底部回転糸切り

0)黒色処理

A-47号
住 居 址

第 238図 -3

甕
　
　
獅

口径 23.8
残高  5.8
底径
口縁部二部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR5/8明 赤褐

口縁部は外反する 0)日縁部横撫で、胴部箆
肖!り

0)回縁部横撫で、胴部箆
肖1り

A-48号
住 居 址

第 239図 -1

一霊　
　
姓

口径
残高 14.3
底径
頸部1/3

胎 ;石英、自色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐 4/1赤灰

(内)2.5YR5/8明 赤褐 4/1赤灰

頸部で窄まり外反する日縁部
に至る

０

　

０

頸部にT字文を施す

剥落

A-49号
住 居 址

第 240図 -1

蓋
　
　
猫

孤み径 3.6

残高 1,7
裾径
孤み耕部都

胎
焼
色

0.2の礫、粗砂粒僅かに含む
朗
0)7.5YR4/1灰
0)7.5YR4/1灰

孤み部はボタン状を呈する ０

　

０

天丼部輯韓による撫で

輌韓による撫で

A-49号
住 居 址

第 240図 -2

蓋
　
　
猫

孤み径
残高  1.4
裾径 17.8
裾部一部

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/2オ リープ黒

0)7.5YR3/2オ リープ黒

裾部は短く屈曲して内傾する ０

　

０

輯蟷による撫で

輯軸による撫で

A-49号
住  居  址

第 240図 -3

杯
　
　
獅

口径 H。 4

器高  3.8
底径

体部1/2日優1/3

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

丸底より緩い稜を経て僅かに

外反する日縁部に至る
0)日縁部撫で、底部から
体部箆状工具による削り

0)撫での後箆削りの後箆
磨き

A-49号
住 居 址

第 240図 -4

不
　
　
獅

口径 11.7
器高  5.2
底径
曜渤強部1/2

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR3/3暗 褐

(内)7.5YR3/1黒 褐

丸底より稜を有し僅かに外反
口縁部に至る

0)日縁部横撫で、体部箆
状工具による削り

0)範軸による撫で

A-49号
住 居  址

第 240図 -5

不
　
　
獅

口径 20.6
器高 3.8
底径
ほぼ耕

胎 ;0.2の礫、粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

丸底より丸みを持って立ち上
がり緩い稜を経て口縁部で僅
かに外反する

0)口縁部横撫で、体部箆
状工具による削りの後磨き

0)撫での後箆状工具によ
る放射状の磨き

A-49号
住 居 址

第 240図 -6

坪
　
　
鰤

口径 8.0
器高 4.3
底径
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒を僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい橙

0)7.5YR5/1褐 灰

丸底より緩い稜を経て外傾す
る日縁部に至る

0)口縁部撫で、体部から
底部箆状工具による磨き

0)横撫での後箆磨き

A-49号
住 居  址

第 240図 -7

不
　
　
徳

口径 10.8
器高  3.9
底径
彬

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 :G)10YR5/1褐灰

0)10YR5/1褐 灰

丸底より広がりながら立ち上
がり、稜に最大径を持ち口縁
部は内傾する

０

　

０

軸軸による撫で

輯輸による撫で

A-49号
住  居 址

第 240図 -8

甕
　
　
獅

口径
残高 10.0
底径
胴下位1/2

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/3にぶい赤褐

0)5YR4/3に ぶい赤褐

胴部は緩やかに立ち上がる 0)刷毛による斜位の撫で
胴部下位磨き

0)刷毛の後箆肖1り

A-49号
住 居  址

第 240図 -9

甕
　
　
獅

口径 18.2
器高 27.1
底径 5.4
口縁一部口部から底部

胎 ;礫、雲母、金雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/6橙

粘土帯積み上げ
丸みのある胴部より「 くの

字」状に外反して回縁部に至
る

0)日縁部横撫で 胴部縦
位の箆削り

0)横位の箆削り

A-49号
住 居  址

第 240図 -10

甕
　
　
鰤

口径 29.6
残高郎11.3

郵 7.3

日胴上4/5胴下底部

胎 ;0.2～ 0.4の 礫,石英、粗砂粒含
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/3褐  5/4に ぶい褐

0)7.5YR4/3褐  5/4に ぶい褐

張りのない胴部より外反する
日縁部に至る

０

　

０

撫での後縦位の削り

撫で

A-49号
住  居  址

第 240図 一H

甕
　
　
鰤

口径 15.8
残高螂 9.3

下部7.7

日から腸上位T2/3

胎 ;石英を多量、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/8明 赤褐

粘土帯積み上げ
口縁部は外反する

0)縦位の箆削り

0)

第 90表 住居址出土遺物観察表 (3
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遺構NO

図版NO

種
　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

A-49号
住 居  址

第 240図 -12

甕
　
　
獅

口径
残高 20.6
底径
胴部都底部

胎 ;0.2～ 0.3の礫、石英、粗砂粒多
焼 ;良好
色;0)7.5YR3/3暗褐～2/2黒褐

(内)7.5YR3/4暗褐

粘土帯積み上げ

丸底気味の底部より緩やかに

開きながら立ち上がる

０

　

０

縦位の箆削り

縦位の箆削り

A-49号
住 居 址

第 240図 -13

士亜　
　
獅

回a頸部11.1
残高  7.1
底径
頸部2/3

胎 ;礫、粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

頸部で「コの字」状を呈す 0)頸部横撫での後箆状工
具による縦位の文様状の

磨き
0)頸部横撫で

A-50号
住 居  址

第 241図 -1

部
　
　
姓

口径
残高 3.9
裾径
接合部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

箆磨き０

　

０

A-50号
住 居  址

第 241図 -2

甕
　
　
獅

径
高
径

３

日
残
底
ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR4/2灰 褐

平底より立ち上がる 箆削り

箆肖1り

０

　

０

A-50号
住 居 址

第 241図 -3

甕
　
　
姓

口径 20.8
残高 20.0
底径
日から胴部1/3

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR5/2灰 褐

張りのない胴部より緩く外反
する日縁部に至る

0)1連止めの簾状文と波
状文を施す

0)横位の箆削り、撫で

A-50号
住  居 址

第 241図 -4

甕
　
　
姓

口 径

残高 10.0
底径  5.4
底部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色;0)5YR5/6明赤褐

0)7.5YR4/3褐

平 底 よ り立 ち上 が る で

　

で

撫

　

撫

Ｇ

　

Ｏ

A-50号
住 居 址

第 241図 -5

鉢
　
　
姓

口径 15.4
残高 4.3
底径
回縁部のみ

胎 ;粗砂粒を含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6灰 赤

0)5YR6/3に ぶい橙

０

　

０

箆磨き

箆磨き

A-51号
住  居  址

第 242図 -1

不
　
　
獅

口径 10.0
器高 11.4
底径
日1/41E部 1/2

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)7.5YR5/3に ぶい褐

丸底より球形に張った体部を

経て僅かに外傾する日縁部に

至る

０

　

０

箆肖1り

撫で

A-51号
住  居 址

第 242図 -2

不
　
　
鰤

口径 14.0
器高  4.2
底径
口縁部のみ

胎

焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)7.5YR7/1明 褐灰

丸底より緩やかに立ち上がり
回縁部に至る

0)箆削り、撫で

0)箆削り、撫で

A-51号
住 居 址

第 242図 -3

罫
　
　
師

高
　
　
土

口径 14.0
残高  6.8
裾径

坪部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3に ぶい橙

(内)7.5YR7/3に ぶい橙

稜を経て外反する日縁部に至
る

0)箆削り、撫で、箆磨き

0)箆削り、撫で、箆磨き

A-51号
住 居  址

第 242図 -4

不

　
　

師

高

　
　
土

口径 17.8
残高 4.7
裾径
口縁部のみ

胎

焼
色

粗砂粒含む
良好
0)7.5YR7/3に ぶい橙
(内)7.5YR3/1黒 褐

緩い稜を経て大きく開く口縁
に至る

横位の箆削り

督野替き

A-51号
住 居 址

第 242図 -5

饗
　
　
獅

口径 15.4
残高  7.6
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/6暗赤褐

(内 )5YR3/3暗赤褐

緩やかな胴部より外反する日
縁に至る

撫での後箆磨き

撫での後箆磨き

０

　

０

A-51号
住  居 址

第 242図 -6

甕
　
　
獅

・
９

・
９
部

‐０
６
底りヽ

径
高

径
か

口
残
底
胴

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;aF・
色 ;0)5YR3/3暗赤褐

0)5YR4/6赤褐

平底より立ち上がり直線的に

開く胴部に移行する
0)箆削り、底部に木葉痕
有り

0)箆削り

A-51号
住 居  址

第 242図 -7

喪
　
　
獅

口径 20.2
残高 30.8
底径
口縁九胴部

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;m7‐
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR4/6赤褐

張りのない胴部より外反する
日縁部に至る

0)縦位の箆削り、日縁部
横撫で

0)横位の箆削り

住居址出土遺物観察表 (39)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-52号
住  居 址

第 243図 -1

坪
　
　
獅

略
稿
雌
協

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/2明褐灰

0)5YR5/2灰 褐

丸底より緩やかに立ち上がり
内弯気味に開いてそのまま口
縁部に至る

0)箆削りの後箆磨き

0)箆削りの後箆磨き

A-52号
住  居 址

第 243図 -2

不
　
　
鰤

径
高
径

４

回
残
底
ν

12.4

4.3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR6/2灰 褐

丸底より内弯して開き、その
まま口縁部に至る

0)箆削り

(内 )修動督き

A-52号
住 居 址

第 243図 -3

杯
　
　
獅

口径 14.0
残高 3.8
底径
口縁部1/3

礫を含む
良好
0)7.5YR6/4に ぶい橙
0)7.5YR7/1明 褐灰

胎

焼
色

内弯して開き僅かに外反する
日縁部に至る

0)横位の箆削りの後磨き

0)横位の箆削りの後磨き

A-52号
住 居 址

第 243図 -4

琢
　
　
鰤

口径 12.0
器高 4.1
底径
1/4

礫を含む
朗
0)10YR7/3に ぶい黄橙
0)10YR4/1褐 灰

胎

焼
色

丸底より緩い稜を経て外傾す
る日縁部に至る

0)箆削り

0)箆磨き

A-52号
住 居 址

第 243図 -5

不
　
　
獅

径

高
径

４

口
残
底
ノ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

丸底より緩やかに立ち上がり
僅かに外反する日縁部に至る

G)横位の箆削り、横撫で
の後箆磨き

0)横位の箆削り、横撫で
の後箆磨き

A-52号
住 居  址

第 243図 -6

椰
　
　
鰤

口径 14.7
残高 6.8
底径
回縁部1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR7/4に ぶい橙

丸みを持って僅かに開く胴部
よりそのまま口縁部に至る

0)箆削りの後箆磨き

0)箆削りの後箆磨き

A-52号
住  居  址

第 243図 -7

不
　
　
鰤

径

高

径

２

回
器
底
ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR7/4に ぶい橙

丸底より緩やかに立ち上がり
偏平に張った体部より屈曲し
て外傾する日縁部に至る

G)箆削りの後撫で

0)箆削りの後撫で

A-52号
住  居  址

第 243図 -8

不
　
　
師

音同
　
　
土

口径
残高  9.6
裾径 14.3
脚部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR5/1褐 灰

脚部は外反して開く 0)撫で

0)撫で

A-52号
住  居  址

第 243図 -9

甕
　
　
獅

径
高

径

３

日
器
底
ν

礫、粗砂粒多量に含む
朗
G)5YR4/4に ぶい赤褐
0)5YR4/4に ぶい赤褐

胎
焼
色

丸底より緩やかに立ち上がり
長く張りのない胴部より屈曲
して外傾する日縁に至る

0)箆削り

(内)2琶肖Jり

竃

A-52号
住  居  址

第 243図 -10

甕
　
　
獅

口径 23.0
残高 13.7
底径
口縁から胴部

胎 ;礫を含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰 褐

0)7.5YR7/2明 褐灰

丸みを持って開き、僅かに外
反する日縁部に至る

(外 )1奎肖!り

0)箆削り

A-52号
住 居 址

第 243図 ―H

甕
　
　
獅

口径
残高 16.8
底径 5.5
胴部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

(内 )5YR6/3に ぶい橙

平底より立ち上がり長く張り
のない胴部に移行する

(外 )箆肖1り

(内)2芭肖1り

A-53号
住 居 址

第 244図 -1

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径 16.8
残高  6.1
底径
不部のみ

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR5/8明 赤褐

接合部より稜を経て直立気味
に立ち上がり、外反する日縁
部に至る

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩面

A-53号
住  居 址

第 244図 -2

〓亜　
　
姓

口径
残高  4.5
底径  5.1
底部のみ

胎 ;石英、礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

(内)5YR7/3にぶい橙

平底より立ち上がり丸みのあ
る胴部に移行する

0)

(内 )

A-53号
住  居  址

第 244図 -3

一亜
　

　

　

姓

口径
残高 13.1
底径 28.0
日縁部のみ

胎 ;礫、粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

外反して大きく開く口縁部に
至る

0)縦位の刷毛調整

0)

第 92表 住居址出土遺物観察表 (40)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-53号
住  居 址

第 244図 -4

十里　
　
姓

口径
残高 ■.5

底径 12.6
底部のみ

胎
焼
色

礫を含む
朗
0)7.5YR7/3に ぶい橙
(内)7.5YR7/3に ぶい橙

平底より立ち上がり外反して
開く胴部に移行する

0)箆削りの後箆磨き

0)箆削り、撫で

外面赤色塗彩

A-54号
住  居  址

第 245図 -1

甕
　
　
姓

口径
残高 3.2
底径 6.5
底部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)2.5YR6/6橙

平底 ０

　

０

A-54号
住 居 址

第 245図 -2

鉢
　
　
姓

口径
残高 2.5
底径 7.0
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;m7‐
色 ;G)5YR5/6明赤褐

0)5YR7/3に ぶい橙

平底 0)箆磨き

0)撫で
外面赤色塗彩

A-55号
住 居 址

第 246図 -1

士笠　
　
姓

口径
残高
底径
口縁部のみ

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

外反して大きく開く G)箆磨き

0)麟 き
内面赤色塗彩

A-56号
住 居 址

第 247図 -1

不
　
　

生

高
　
　

弥

口径
残高 13.3
裾径 13.1
琢部から脚部

粗砂粒含む
良好
0)5YR5/4に ぶい赤褐
(内)5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

不部は接合部より丸みを持っ
て開く
脚部は接合部より緩やかに外
反して開く裾部に至る

0)不部から脚部は箆磨き
0)椰部箆磨き、脚部は横
箆削り

外面と不部内面赤色塗彩

A-56号
住  居  址

第 247図 -2

杯
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  7.2
裾径  8.8
脚部のみ

礫を含む
朗
0)7.5YR5/4に ぶい赤褐
(内)5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

脚部は「ハの字」状に開く 0)鵬 き

0)撫で

外面赤色塗彩

A-56号
住 居 址

第 247図 -3

坪
　
　
生

高
　
　
弥

口径

残高  4.4
裾径
不部のみ

粗砂粒含む

朗
(外)2.5YR4/6赤 褐
0)2.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

G)箆磨き
0)不部箆磨き、脚部箆削

り
外面・不部内面赤色塗彩

A-56号
住 居 址

第 247図 -4

椰
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 9.8
裾径 14.8
脚部のみ

胎 ;粗砂粒を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/8赤褐

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐

緩やかに外反する脚部 0)縦位の箆磨き

0)横位の箆削り
外面赤色塗彩

A-56号
住  居  址

第 247図 -5

甕
　
　
姓

口径 11.2
器高 10.9
底径 5.6
ほぼテゴ形

胎 ;礫を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/2明 褐灰

(内)7.5YR7/2明 褐灰

平底より立ち上がり胴部上位
が強く張り、外反する日縁部
に至る

崩れた波状文を施す

撫で

０

　

０

A-56号
住 居 址

第 247図 -6

喪
　
　
姓

口径 17.5
器高 25.0
底径 6.4
口縁から底部

胎 ;粗砂粒を多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/2灰 褐

0)5YR5/6明赤褐

平底より立ち上がり緩やかに

丸みを持つ胴部より外反する
日縁部に至る

簾状文と波状文を施す

箆削り、撫で

０

　

０

A-56号
住 居  址

第 247図 -7

甕
　
　
姓

口径
残高  7.3
底径
頸部のみ

礫、粗砂粒含む

朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/8橙

胎
焼
色

小型の甕 0)櫛描直線文と波状文を

施す
0)横位の箆削り

A-56号
住 居  址

第 247図 -8

鉢
　
　
姓

径
高
径

４

口
器
底
ν

19.4

11.9

5.2

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR6/Cit

平底より立ち上がり丸みを持
ちながら回縁部に向かって開
く

0)縦位の箆磨き
0)横位の箆削りの後横位
の箆磨き

外内面赤色塗彩

A-56号
住 居 址

第 247図 -9

明
　
　
生

不
　
　
弥

口径
残高  2.9
底径

石英、雲母を多量に含む
朗
0)2.5YR4/4に ぶい赤褐
(内 )2.5YR4/4に ぶい赤褐

胎
焼
色

内部が空洞になっている 沈線による文様構成０

　

０

A-57号
住 居 址

第 248図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径
残高 4.3
裾径
孤み部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

(内 )2.5YR4/6赤 褐

孤み部より直線的に裾部に向
かって開く

箆磨き

掻型督き

０

　

０

第 93表 住居址出土遺物観察表 (41)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-57号
住 居 址

第 248図 -2

訪
　
　
姓

口径
残高 5.4
裾径 13.8
脚部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR5/6明 赤褐

0)7.5YR6/6橙

脚部は「ハの字」状に開く 0)箆削りの後箆磨き

0)横位の箆削り
外面赤色塗彩

A-57号
住 居 址

第 248図 二3

椰
　

　

生

高

　
　

弥

口径
残高 6.2
裾径
脚部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;m7・
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR6/8橙

4単位の三角形の透かしを持 0)

0)
外面赤色塗彩

A-58号
住  居 址

第 249図 -1

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  2.4
裾径

接合部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R6/6ラ加澄

0)箆磨き

0)椰部箆磨き
外面椰部内面赤色塗彩

A-58号
住 居 址

第 249図 -2

甕
　
　
姓

口径 17.5
残高 10.5
底径
口縁部1/6

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)7.5YR7/2明 褐灰

口縁部は緩く外反し先端でや
や内側で折れる

０

　

０

波状文と簾状文を施す

板状工具による撫で

A-58号
住 居 址

第 249図 -3

士亜　
　
姓

口径
残高 7.5
底径
口縁部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

口縁部は外反して開く 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-58号
住 居 址

第 249図 -4

士〓　
　
姓

口径
残高 13.0
底径
頸部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;●7・

色 ;0)5YR6/6橙
(内 )5YR6/6橙

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-58号
住 居  址

第 249図 -5

鉢
　
　
姓

口径  7.0
器高  2.8
底径  4.7
口縁から底部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3に ぶい橙

0)7.5YR7/3に ぶい橙

平底より立ち上がり外反する
日縁部に至る

0)底部箆削り、撫で

(内 )撫で

A-59号
住  居 址

第 250図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径
器高  2.3
裾径 16.6
1/3

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR5/6明 赤褐
0)10R5/6赤

据部は短く折れる

裾部に2ケ 1組の孔を穿つ
0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-59号
住 居  址

第 250図 -2

高椰

弥生

口径 36.0
残高  7.2
裾径
口縁部1/6

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/4赤褐

0)10R5/6赤

直線的に開いて外反する日縁
部に至る

縦位の箆磨き

横位の箆削りの後箆磨

＞

　

＞

き

０

　

０

A-59号
住  居  址

第 250図 -3

甕
　
　
姓

口径 13.1
残高  6.9
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤 褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は外反する 0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)横位の箆削り

A-59号
住  居 址

第 250図 -4

甕
　
　
姓

口径 13.0
残高 12.1
底径
曜から胴部刊

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/6明 赤褐

0)5YR4/8赤褐

丸みのある胴部より外反する
口縁部に至る

0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

(内)2奎肖1り

A-59号
住 居  址

第 250図 -5

甕
　
　
姓

口径

残高  7.6
底径
頸部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)2.5YR4/3に ぶい赤褐
0)5YR5/3に ぶい赤褐

0)波状文を施した後2連
止めの簾状文を施す

0)撫で

A-59号
住  居 址

第 250図 -6

甕
　
　
姓

口径
残高  7.7
底径  3.0
胴から底部

胎 ;微砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR4/3に ぶい赤褐

平底より立ち上がり丸みを持
って胴部に移行する

箆削りの後箆磨き

箆磨き

A-59号
住 居  址

第 250図 -7

一里　
　
姓

口径
残高 6.9
底径 5.0
胴から底部

胎

焼

色

粗砂粒含む
朗
0)2.5YR4/4に ぶい赤褐
0)10R4/8赤

平底より立ち上がり外反して

開く胴部に移行する
G)箆削りの後箆磨き

0)箆削りの後箆磨き
外内面赤色塗彩
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-59号
住  居  址

第 250図 -8

一一
ユ
　

生

ミ
チ

ア
弥

口径 5.4
器高 2.1
底径 2.3
日縁から底部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

手捏ね ０

　

０

指頭による撫で

指頭による撫で

A-60号
住  居  址

第 251図 -1

不

　
　
生

高

　
　
弥

口径
残高 4.0
裾径  7.0
脚部1/3

粗砂粒含む
朗
0)10R3/6嚇
(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

胎
焼
色

「ハの字」状に開く脚部 0)鯛 き

0)
外面赤色塗彩

A-60号
住 居 址

第 251図 -2

喪
　
　
姓

口径 11.6
器高 14.2
底径 5.0
ほぼ耕

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/3に ぶい赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

平底より立ち上がり張りのな
い胴部より外反する日縁に至
る

簾状文と波状文を施す

箆削り、2割書き

０

　

０

A-60号
住 居  址

第 251図 -3

喪
　
　
姓

径
高
径

４

口
器
底
ν

粗砂粒含む
m7・

0)7.5YR6/4に ぶい橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

平底より立ち上がり緩やかな
曲線を描く胴部より外反する
日縁部に至る

簾状文と波状文を施す

撫で

０

　

０

A-60号
住  居  址

第 251図 -4

甕
　
　
姓

口径
残高 5.2
底径 6.0
胴部から底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

(内 )5YR6/8橙

平底より立ち上がり丸みを持
って胴部に移行する

縦位の箆削り

撫で

０

　

０

A-60号
住  居  址

第 251図 -5

鉢
　
　
姓

径
高
径

３

日
器
底
ν

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;」 [:lLサ

'Fil色 ;0)5YR6/3にぶい橙
0)5YR6/3に ぶい橙

平底より立ち上がり丸みを持
って開いてそのまま口縁部に
至る

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-60号
住 居  址

第 251図 -6

鉢
　
　
姓

径
高

径

３

日
器

底

ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR6/6橙

平底より立ち上がり丸みを持
って開いてそのまま回縁部に

至る

０

　

０

縦位の箆削り

箆削り

A-61号
住 居 址

第 252図 -1

甕
　
　
姓

口径
残高 2.8
底径 11.0
底部のみ

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底 ０

　

０

A-61号
住  居  址

第 252図 -2

甕
　
　
姓

口径
残高  3.5
底径 13.2
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

平底 ０

　

０

A-62号
住 居  址

第 253図 -1

甕
　
　
姓

口径 12.8
残高  5.9
底径
口縁部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

(内)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は緩く外反する 0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)

A-62号
住  居  址

第 253図 -2

甕
　
　
姓

口径
残高 7.2
底径
口縁部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)麟 き

A-62号
住 居 址

第 253図 -3

士亜　
　
姓

口径 19.9
残高 16.5
底径
口縁から頸部

礫を含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
(内 )5YR6/4にぶい橙

胎
焼
色

0)T字文を施す、箇磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-62号
住 居  址

第 253図 -4

一亜　
　
姓

口径
残高  2.0
底径  6.6
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6カ置

平底 ０

　

０

A-63号
住  居  址

第 254図 -1

不
　
　
獅

径
高
径

３

日
器
底
ν

粗砂粒含む
良好
0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

平底より立ち上がり丸みのあ
る体部よりそのまま口縁部に

至る

箆削り

箆肖1り

０

　

０
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遺構NO

図版N0

器種

種類
量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-63号
住 居 址

第 254図 -2

椰
　
　
鰤

口径
残高 4.0
底径 6.0
底部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)2.5YR5/4に ぶい赤褐
0)5YR7/4に ぶい橙

平底 0)底部回転糸切り

0)撫で

A-63号
住 居  址

第 254図 -3

甕
　
　
鰤

口径 18。 6

残高  6.5
底径
回縁部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

口縁部は外反する ０

　

０

横位の箆削り

撫で

A-63号
住 居  址

第 254図 -4

甕
　
　
鰤

口径
残高 5.0
底径 6.6
胴部から底部

粗砂粒含む
朗
0)5YR5/4に ぶい赤褐
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼

色

平底より立ち上がる ０

　

０

横位の箆削り

撫で

A-64号
住  居  址

第 255図 -1

高不

弥生

口径 11.8
残高 6.6
裾径
口縁部のみ

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

接合部より開き稜を経て外反
する日縁部に至る

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-64号
住 居  址

第 255図 -2

椰
　
　
生

高
　
　
弥

口径

残高 11.2
裾径
不部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

0)5YR6/6橙

接合部より僅かに丸みを持っ
て開き口縁部で屈曲する
脚部に円形の透かしを穿つ

(外)

0)
不部外内面赤色塗彩
埋甕炉

A-64号
住  居  址

第 255図 -3

高杯

弥生

口径
残高 10.2
裾径
脚部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

接合部より直線的に開く 0)

0)
椰部外内面赤色塗彩

A-64号
住  居 址

第 255図 -4

高椰

弥生

口径
残高 7.6
裾径 10.4
脚部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/4暗 赤褐

0)2.5YR4/6赤 褐

脚部は「ハの字」状に開く 0)縦位の箆磨き

0)撫で

A-64号
住  居  址

第 255図 -5

甕
　
　
姓

口径 17.0
残高 13.9
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 赤褐

(内)7.5YR5/6明 赤褐

丸みのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)簾状文と波状文を施す

(内)1箋肖1り

A-64号
住  居  址

第 255図 -6

甕
　
　
姓

口径 20.2
残高 22.1
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR7/6橙

丸みのある胴部より緩く外反
する日縁部に至る

0)簾状文と波状文を施す
箆肖1り

0)箆磨き

A-64号
住  居 址

第 255図 -7

甕
　
　
姓

口径 22.0
残高 17.4
底径
口縁1/3

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :0)7.5YR6/3に ぶい褐

0)7.5YR7/6橙

丸みのある胴部より屈曲して
外反する日縁部に至る

簾状文と波状文を施す

箆磨き

０

　

０

A-64号
住  居  址

第 255図 -8

甕
　
　
姓

口径 13.6
器高 16.3
底径
日縁から底部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/3にぶい赤褐

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり緩やかな
屈曲を描く胴部より外反する
日縁部に至る

0)3連止めの簾状文と波
状文を施す

0)箆削り

A-64号
住  居  址

第 255図 -9

甕
　
　
姓

口径 15.6
残高 13.4
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;●7・

色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙
0)7.5YR6/6橙

張りのない胴部より緩く外反
する日縁に至る

簾状文と波状文を施す０

　

０

A-64号
住  居 址

第 255図 -10

舗
甕
　
姓

口径
器高
底径
3/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

接合部より丸みを持って立ち
上がり張りのある胴部より外
反する日縁部に至る 脚部は

「ハの字」状に開く

0)縦位の箆磨き

0)縦位の箆磨き
外内面赤色塗彩

A-64号
住 居  址

第 255図 -11

士里　
　
姓

口径 25.7
残高 10.1
底径
口縁部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

口縁部は外反して開く 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-64号
住 居 址

第 255図 -12

鉢
　
　
姓

径
高
径

３

口
器
底

ν

礫、粗砂粒多量に含む

● 7・

0)2.5YR5/6明 赤褐
0)2.5YR5/6明 赤褐

胎
焼
色

平底より立ち上がり僅かに丸

みを持って開いてそのまま口

縁部に至る

0)箆削りの後箆磨き

0)箆削りの後箆磨き

外内面赤色塗彩

A-64号
住 居 址

第 255図 -13

甑
　
　
姓

口径
残高 8.8
底径 5.3
胴部から底部

粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
(内 )5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

平底に1孔を穿つ ０

　

０

縦位の箆削り

撫で

A-64号
住 居  址

第 255図 -14

甑
　
　
姓

口径
残高  4.6
底径  5.2
底部のみ

胎 ;礫を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

(内)5YR6/6橙

平底に1孔を穿つ 箆肖1り

撫で

０

　

０

A-65号
住  居  址

第 256図 -1

甕
　
　
姓

口径 18.8
残高 13.8
底径
口縁から胴部

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

張りのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)2連止めの簾状文と波

状文を施す

(内)1型肖1り

A-65号
住  居  址

第 256図 -2

甕
　
　
姓

口径
残高 15.3
底径
頸部から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

(内)5YR7/4にぶい橙

張りのある胴部より外反する
日縁に移行する

簾状文と波状文を施す

箆肖1り

０

　

０

A-65号
住 居 址

第 256図 -3

議霊　
　
姓

口径
残高 19.0
底径 10.6
胴部から底部

胎 ;礫粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/6浅 黄橙

(内)7.5YR8/6浅黄橙

平底より立ち上がりゆるい稜
を持って強く張る胴部に移行
する

０

　

０

A-65号
住  居  址

第 256図 -4

鉢
　
　
姓

径
高

径
２

回
器
底
ν

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり僅かに丸

みを持って開きそのまま口縁

部に至る

で
　
　
で

撫
　
撫

A-66号
住  居  址

第 257図 -1

坪
　
　
鰤

口径 16.2
器高  4.0
底径 11.2
回縁部のみ

礫、粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

平底より立ち上がり僅かに丸
みを持って開いてそのまま回

縁部に至る

0)撫で、箆削り

0)撫で

A-66号
住 居 址

第 257図 -2

不

　
　
恵

高

　
　

須

口径 18.1
残高  7.5
底径
不部1/3

礫を含む
朗
0)N5/0灰
0)7.5Y5/1灰

胎
焼

色

接合部より丸みを持って開き

強い稜を経て僅かに外反する
日縁部に至る

0)輌軸による撫で、削り
波状文を施す

0)輔轄による撫で

A-66号
住 居 址

第 257図 -3

甕
　
　
獅

径

高
径

２

回
器
裾
ν

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR7/6橙

上げ底気味の底部より立ち上
がり丸みを持って開き稜を経
て外反する日縁部に至る

0)底部に木葉痕が施される
胴部は箆削り、指頭によ
る撫で、日縁部横撫で

0)箆磨き

A-66号
住  居  址

第 257図 -4

甕
　
　
鰤

口径

残高 9.1
底径
底部のみ

胎 ;礫を多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)5Y4/1灰

丸底気味の底部 ０

　

０

箆削り

横位の箆削り

A-67号
住 居 址

第 258図 -1

甕
　
　
姓

口径 15.0
残高 12.8
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR4/6赤褐

張りのない胴部より外反する
日縁部に至る

0)簾状文と波状文を施す
督野督き

0)箆磨き

A-67号
住  居  址

第 258図 -2

甕
　
　
姓

口径 14.0
残高 5.0
底径
口縁部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;G)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

口縁部は外反する ０

　

０

A-67号
住  居  址

第 258図 -3

士笠　
　
姓

口径
残高  4.5
底径  7.0
底部のみ

胎 ;粗砂粒を僅かに含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/3にぶい赤褐

0)5YR5/3に ぶい赤褐

平底 0)箆削りの後箆磨き

0)撫での後箆磨き
外内面赤色塗彩

第 97表  住居址出土遺物観察表 (45)

―-375-―



遺構NO

図版N0

器種

種類
法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

A-67号
住
.居

 址

第 258図 -4

鉢
　
　
姓

径

高
径

３

日
器
底

ν

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR7/4に ぶい橙

平底より立ち上がり丸みを持
って開いて口縁部に至る

0)箆磨き

0)
外面赤色塗彩

A-68号
住 居 址

第 259図 -1

椰
　
　
生

音同
　
　
弥

日径

残高  5.8
裾径
脚部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐

接合部より外反して開く脚部
三角形の透かしを3ケ所持つ

0)箆磨き

0)撫で
外面赤色塗彩

A-68号
住 居 址

第 259図 -2

饗
　
　
姓

口径 17.8
残高 23.0
底径
口縁部から胴部1/6

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 褐

(内 )7.5YR7/3に ぶい橙

緩やかな曲線を描く胴部より
外反する日縁部に至る

0)簾状文と波状文を施す

0)撫で

A-68号
住 居 址

第 259図 -3

士里　
　
姓

口径
残高  3.8
底径  4.4
底部のみ

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

0)10R4/8赤

平底より立ち上がり外反気味
に開く胴部に移行する

G)縦位の箆磨き

0)箆削りの後箆磨き
外内面赤色塗彩

A-68号
住  居  址

第 259図 -4

鉢

　
　

生

深
　
　

弥

口径 13.8
残高  5。 1

底径
口縁部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/8赤 褐

(内 )5YR6/6橙

口縁部は外反する
2ケ 1組の孔を回縁部に穿つ

G)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

A-69号
住  居 址

第 260図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径
残高  7.4
裾径
裾部一部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

孤み部より外反して開く
天丼部に1孔を穿つ

G)饉磨き

0)箆磨き

A-69号
住  居 址

第 260図 -2

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  9。 9

裾径 17.6
脚部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/8赤

0)5YR5/8明赤褐

脚部は外反して開いて裾部に

至る
G)縦位の箆磨き

0)横位の撫で

A-70号
住 居  址

第 261図 -1

杯
　
　
獅

径

高
部

３

口
器
底
ν

胎 :礫を含む
焼 ;●7‐

色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙
0)10YR3/1黒褐

平底より立ち上がり内弯して

開き、そのまま口縁部に至る
0)輛軸による撫で

0)箆磨き 黒色処理

A-71号
住  居  址

第 262図 -1

杯
　
　
獅

径

高

径

２

回
器
底

ν

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :G)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり丸みを持
って開いてそのまま口縁部に

至る

0)輛軸による撫で
底部回転糸切り

0)軸個による撫で

A-72号
住 居 址

第 263図 -1

椰
　
　
獅

径

高

径
３

日
器
底
ν

胎 ;礫を含む

焼 ;良好
色 ;G)10R4/3赤褐

0)10R4/3赤褐

丸底気味の平底より緩やかに

立ち上がり僅かに内弯して開
き、そのまま口縁部に至る

0)韓軸による撫で

底部箆切り
0)襲軸による撫で

A-72号
住  居 址

第 263図 -2

琢
　
　
徳

径
高
径

３

日
器
底

ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/3赤褐

0)10R4/3赤褐

丸底気味の平底より緩やかに

立ち上がり僅かに内弯して開
き、そのまま口縁部に至る

0)輯軸による撫で
底部箆切り

0)韓軸による撫で

A-72号
住 居  址

第 263図 -3

杯
　
　
独

径
高
径

４

回
器
底
ν

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5Y7/1灰 白

0)5Y8/1灰 白

平底より緩やかに立ち上がり
僅かに外傾する口縁部に至る

0)軸軸による撫で
底部箆切り

0)韓軸による撫で

A-72号
住  居  址

第 263図 -4

不
　
　
猫

径
高

径

３

口
器
底

ν

胎 ;礫を含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5GY5/1明 オリープ灰

(内)2.5GY5/1明 オリープ灰

平底より立ち上がり直線的に

開き、そのまま口縁部に至る
日唇部面取りを施す

G)朝韓による撫で

0)競軸による撫で

A-72号
住  居 址

第 263図 -5

一
亜
　

　

　

猫

径
高

径

４

回
器
底
ν

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5PB5/1青灰

0)5PB5/1青灰

高台付の底部より緩やかに立
ち上がり、稜を持って内側に
屈曲して回縁部に至る
口唇部は面取りを施す

0)鞭輌による撫で

0)韓軸による撫で

住居址出土遺物観察表 (46)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

A-73号
住 居 址

第 264図 -1

甍
　
　
姓

口径 21.0
残高 11.4
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )2.5YR6/6有 目

張りのある胴部より外反する
日縁に至る

0)簾状文と波状文を施す

0)箆削り、箆磨き

A-73号
住  居 址

第 264図 -2

喪
　
　
姓

口径
残高  5.5
底径

胴部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内)5YR6/6橙

0)波状文を施す

(内 )撫で

A-73号
住 居  址

第 264図 -3

椰

　
　
生

高
　
　

弥

口径 36.8
残高 10.5
裾径
外部のみ

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/8赤 褐

(内)5YR6/6橙

直線的に大きく開き屈曲して
外反する国縁部に至る
山形突起を持つ

0)日縁部横位の箆磨き
椰部縦位の箆磨き

0)横位の刷毛調整嘘箆磨き
外内面赤色塗彩

A-73号
住 居 址

第 264図 -4

鉢
　
　
姓

口径
器高
底径
1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)10R4/8赤

0)10R5/8赤

平底より立ち上がり直線的に
開いてそのまま口縁部に至る

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-401号
住 居  址

第 265図 -1

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径 11.0
残高  4.7
裾径
晴から胴1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

0)10R5/6赤

口縁部は直線的に開く (1)箆 削り

0)横撫で
外内面赤色塗彩

B-401号
住 居  址

第 265図 -2

不
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  9.3
裾径 11.2
脚部のみ

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6権

(内 )5YR7/4に ぶい橙

脚部 は接合部 よ り大 きく開 く (外 )箆削り、12磨 き

(内 )

外内面赤色塗彩

B-401号
住 居 址

第 265図 -3

杯
　
　
師

音同
　
　
土

口径

残高  3.2
裾径
接合部のみ

胎 ;礫、石英、雲母含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/4に ぶい橙

(外)2曽肖1り

(内 )

B-401号
住 居  址

第 265図 -4

喪
　
　
鰤

口径 14.0
器高  9.3
底径
口縁から胴部

胎 ;礫多量、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR4/4に ぶい赤褐

丸底より立ち上がり球状の胴
部より外反する日縁に至る

0)口縁部横撫で、胴部箆
肖1り

(内 )箆削り

B-401号
住 居  址

第 265図 -5

饗
　
　
姓

口径 10.4
器高  9.1
底径  4.2
口量一部12/31部

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色

`;(外
)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

平底より立ち_上がり肩が緩く
張った胴部より外反する日縁
部に至る

0)簾状文の後波状文を施
す 箆削り

0)箆削りの後撫で

B-401号
住 居  址

第 265図 -6

饗
　
　
姓

口径
残高  2.1
底径  5。 8

底部1/2

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R6/8赤橙

(内 )7.5YR6/4に 8ヾい橙

平底 (外 )1箋肖1り

(内 )1奎肖1り

B-401号
住 居  址

第 265図 -7

甕
　
　
鰤

口径
残高  5.7
底径  4.2
底から胴部部

胎 ;金雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4にぶい黄橙

0)10YR6/4に ぶい黄檀

平底より立ち上がり丸みのあ
る胴部に移行する

0)箆削り、箆磨き

0)箆削り、箆磨き

B-401号
住 居  址

第 265図 -8

甕
　
　
姓

口径

残高 12.3
底径

頸部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

0)3連止めの簾状文を施
す 胴部に波状文を施す

(内 )

B-401号
住 居  址

第 265図 -9

喪
　
　
姓

口径 24.0
残高  3.7
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/2灰 褐

(内 )7.5YR4/2灰 褐

日縁部は緩やかに外反する 0)波状文を施す

(内 )

B-401号
住 居  址

第 265図 -10

喪
　
　
獅

口径  2.2
残高  8.4
底径
底部1/2

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;(外 )7.5YR6/4に ぶヾい橙

(内 )7.5YR7/4に 港ミtヽ 1登

平底 (外 )1葛肖1り

(内 )撫で
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-401号
住 居 址

第 265図 ―■

士亜　
　
姓

口径
残高 10.5
底径 H.0
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)7.5YR5/1褐 灰

平底より外反気味に大きく開
く

0)横位の箆磨き

0)剥落している
外面赤色塗彩

B-401号
住 居  址

第 265図 -12

一
亜
　

　

　

姓

口径
残高  2.9
底径  3.9
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)5Y6/6橙

平底より立ち上がる 0)箆削り

(内 ),奎肖1り

外内面赤色塗彩

B-402号
住 居 址

第 266図 -1

甕
　
　
姓

口径 15.4
残高 6.0
底径
口縁1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR5/3に ぶい褐

０

　

０

波状文と簾状文を施す

箆磨き

B-402号
住  居 址

第 266図 -2

甕
　
　
姓

口径
残高 4.7
底径 5.1
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;m7・
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR6/6橙

平底 ０

　

０

箆磨き

箆磨き

B-402号
住  居 址

第 266図 -3

甕
　
　
姓

回径

残高  3.5
底径  7.1
底部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/6橙

平底 縦位の箆磨き

箆肖1り

B-402号
住 居 址

第 266図 -4

甕
　
　
姓

口径
残高  2.2
底径  5.9
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)2.5YR4/2灰 赤

平底 0)箆磨き、箆削り

0)箆磨き、箆削り

B-402号
住  居 址

第 266図 -5

甕
　
　
姓

口径 23.2
残高 32.4
底径
1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 褐

0)7.5YR6/4に ぶい橙

緩やかに肩の張った胴部より
外反する日縁に至る

０

　

０

波状文と簾状文を施す

箆削り、撫で

B-402号
住 居 址

第 266図 -6

士霊　
　
姓

口径 26.7
残高 9.2
底径
口縁1/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;●7・

色 ;0)5YR5/6明赤褐
0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は朝顔状に外反する

B-402号
住 居  址

第 266図 -7

士亜　
　
姓

口径 26.8
残高  8.2
底径
口縁1/4

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は朝顔状に外反する 0)箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-402号
住 居  址

第 266図 -8

士
里

　

　

姓

口径 27.0
残高  6.2
底径
口縁部一部

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;(外)5YR6/4:こ ぶい橙

0)2.5YR6/6橙

口縁部は朝顔状に外反する 0)大きく外反する

0)箆磨き
内面赤色塗彩

B-402号
住  居 址

第 266図 -9

士霊　
　
姓

口径
残高  5.0
底径

頸部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)2.5YR5/3に ぶい赤褐

丸みのある胴部より強く屈曲
して外反する

箆削り

箆肖1り

B-402号
住  居  址

第 266図 -10

士里　
　
姓

口径

残高  7.0
底径  7.6
底部のみ

胎
焼

色

粗砂粒含む

● 7‐

0)2.5YR6/6橙
(内 )5YR7/4に ぶい橙

平底から大きく開いて立ち上
がる

０

　

０

箆削りの後箆磨き

B-402号
住  居  址

第 266図 -11

鉢
　
　
姓

口径 23.5
残高 5.1
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

０

　

０

口縁に波状文を施す

B-402号
住 居 址

第 266図 -12

艇
車

径
さ

さ
２

直
厚

重

ν

胎
焼

色

粗砂粒含む
朗
(外 )5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/4に ぶい橙
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-403号
住 居  址

第 267図 -1

蓋
　
　
雌

口径
残高  6.5
裾径

孤み体12/3

胎
焼
色

雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
良好
0)5YR4/4に ぶい赤褐
0)5YR4/4に ぶい赤褐

天丼部に24ケ 所の小孔がある 0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -2

蓋

弥生

孤み径
残高 6.6
裾径 13.0
1/4

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

(内 )7.5YR5/4に ぶヾい褐

孤み部から裾部にかけて直線
的に開く

箆磨き

箆肖1り

B-403号
住 居  址

第 267図 -3

蓋
　
　
姓

孤み径

残高  5.0
裾径
孤みから体上

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
良好
0)5YR5/6明 赤褐
0)5YR4/4に ぶい赤褐

孤み部より外反気味に開く

横位の箆削り

B-403号
住 居  址

第 267図 -4

蓋
　
　
姓

口径

残高  3.5
裾径
孤みから体1/2

胎
焼
色

白色砂粒、粗砂粒含む
良好
(1)7.5YR5/6明 褐
(内 )7.5YR5/6明 褐

天丼部に孔を有する 0)箆磨き

(内 )

B-403号
住 居  址

第 267図 -5

不
　
　
生

青同
　
　
弥

口径
残高  6.6
裾径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口唇部に山形突起を有し僅か
に外反する口縁部に至る

(外 )

(内 )

外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -6

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  5.8
裾径

脚部一部

胎
焼
色

金雲母、白色砂粒多量に含む
良好
0)5YR6/6橙
(内 )7.5YR6/6カ E

脚部「ハの字」状に開く 縦位の箆削り

箆肖1り

B-403号
住 居  址

第 267図 -7

塚
　
　
生

昔同
　
　
弥

口径
残高  4.0
裾径
脚部2/3

胎 :雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

脚部縦位の箆削り

B-403号
住 居  址

第 267図 -8

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径 13.6
残高  6.0
裾径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は内側に稜を有して短
く外傾する

0)箆削りの後斜位の箆磨
き

0)箆削りの後斜位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -9

不
　
　
生

育同
　
　
弥

口径 22.8
残高  3.5
裾径
日縁部一部

胎 ;雲母、自色砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は内側に稜を有して短
く外傾する

G)箆磨き

(内 )藍翌替き
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -10

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高 6.0
裾径
ネ下れ脚上

雲母多量、粗砂粒含む
良好
(外 )7.5YR4/6赤

0)10R4/3赤褐

胎
焼
色

脚部に4ケ所三角形の透かし
窓がある

0)箆磨き

0)不部箆磨き、脚部箆削り
不部外内面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -11

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径

残高  3.4
裾径
杯部一部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
良好
0)10R5/6赤
0)5YR6/4に ぶい橙

G)縦位の箆磨き

0)不部箆磨き
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -12

高杯

弥生

口径
残高  5.1
裾径
脚部一部

胎 ;白色砂粒母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5R6/6橙

0)箆磨き

0)脚部箆削り
杯部外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -13

高不

弥生

口径
残高  5.0
裾径
脚部一部

雲母、自色砂粒多量、粗砂粒含
良好
0)10R4/4赤褐
(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐

胎
焼
色

0)縦位の箆磨き

0)脚部箆削り
不部内面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -14

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  4.7
裾径
接合部のみ

、自色砂粒、粗砂粒含む

7.5YR6/6カ巨
7.5YR6/6橙

英
好
＞
＞

石
良
０
０

胎
焼
色

0)縦位の箆磨き

(内 )

外面赤色塗彩
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遺構NO

図版NO

櫛
　
顧

量法 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

B-403号
住  居  址

第 267図 -15

謗
　
　
姓

口径
残高 3.9
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y聞 /6明赤褐

0)5YR5/6明 赤褐

0)饉磨き

0)麟 き
椰部外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -16

訪
　
　
姓

口径
残高 3.6
裾径
接合部のみ

胎 ;雲母、自色砂粒多量、粗砂粒含
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

0)縦位の箆磨き

0)
塔部外内面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -17

不

　
　

生

高

　

　

弥

口径

残高  3.0
裾径

接合部のみ

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
nlT
O)10R5/4赤褐
0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)箆磨き

0)不部箆磨き
不部外内面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -18

不

　
　

生

青同
　
　

弥

口径
残高 2.6
裾径
坪部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/4赤褐

0)10R5/4赤褐

0)箆磨き

0)麟 き
琢部外内面赤色塗彩

B-403号
住  居 址

第 267図 -19

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 2.7
裾径
接合部のみ

胎 ;石英、雲母、白色、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10R4/4赤褐

0)2.5YR4/2灰 赤

0)箆磨き

0)椰部箆磨き脚部箆削り
椰部外内面赤色塗彩

B-403号
住  居  址

第 267図 -20

椰
　
　

生

高
　
　

弥

口径
残高  7.8
裾径
脚部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.51T5/6明 赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

ラッパ状に広がる o)饉磨き

0)横位の箆削り
外面赤色塗彩

B-403号
住  居  址

第 267図 -21

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 7.3
裾径 14.0
脚部1/6

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR7/3に ぶい橙

直線的に開く 0)

0)
外面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -22

一里　
　
姓

口径 16.8
残高 4.8
底径
回縁部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7た橙

0)7.5YR7/罐

口縁部は、「 くの字」状に強
く外反する 口唇部に面取り
が施される

０

　

０

B-403号
住 居  址

第 267図 -23

甕
　
　
姓

口径  7.8
残高  6.9
底径
日から胴部1/2

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

口縁部は「 くの字」状に外反
する

０

　

０

B-403号
住 居  址

第 267図 -24

鉢
　
　
性

口径
残高  2.2
底径
口縁一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部に1孔を穿つ ０

　

０

B-403号
住 居  址

第 267図 -25

甕
　
　
姓

口径
残高 6.9
底径 8.0
底部のみ

胎 ;石英、雲母、白色、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

平底より立ち上がる ０

　

０

胴部箆削りの後箆磨き

箆削りの後箆磨き

B-403号
住 居 址

第 267図 -26

甕
　
　
姓

・
４

・
２
郎

径
高
径
ν

口
残
底
胴

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.51T5/8明 赤褐

平底より直立気味に立ち上が

り丸みのある胴部に移行する

０

　

０

B-403号
住 居 址

第 267図 -27

喪
　
　
姓

口径
残高  5.3
底径  4.8
胴刊から底部

胎 ;石英、雲母、白色、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

平底より丸みをもって立ち上
力くる

０

　

０

箆磨き

撫で

B-403号
住 居 址

第 267図 -28

甕
　
　
姓

口径
残高  4.8
底径  6.1
底部のみ

胎 ;石英、自色砂粒、礫含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/8明褐

0)7.5YR5/6明 褐

平底より立ち上がる ０

　

０

箆削り

箆削り

第 102表 住居址出土遺物観察表 (50)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
量法 質器 成 形 ・ 形 態 ほ か 形整

B-403号
住 居 址

第 267図 -29

甕

弥生

口径
残高 2.8
底径 5.0
胴刊から底部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3に ぶい橙

0)5YR6/6橙

平底より丸みをもって立ち上
がる

０

　

０

B-403号
住 居  址

第 267図 -30

甕
　
　
姓

口径
残高 2.0
底径 4.6
底部のみ

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)5YR6/6橙

上げ底の底部 ０

　

０

B-403号
住  居  址

第 267図 -31

甕
　
　
姓

日径 19.8
残高 20.0
底径
口,1/2 から1部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR8/4淡橙

0)5YR7/6橙

口縁部は緩く外反し胴部は肩
でやや張る

＞

す
＞

０

　
０

3連止めの簾状文を施

横位の簡磨き

B-403号
住 居 址

第 267図 -32

甕
　
　
姓

口径 12.4
残高 10.1
底径
口縁部1/2

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)2/5YR5/6明 赤褐

口縁部は緩く外反する 0)簾状文の後胴部上位と
口縁部に波状文を施す
上から下へ施文する

0)削りの後箆磨き

B-403号
住  居 址

第 267図 -33

甕
　
　
姓

径

高
径

ν

口
残
底
噌

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)10R4/4赤褐

0)2.5YR6/6橙

口縁部は緩く外反する ０

　

０

簾状文と波状文を施す

B-403号
住  居 址

第 267図 -34

甕
　
　
姓

径
高
径

ノ

ロ
残
底

暉

胎
焼
色

礫、粗砂粒多量に含む
朗
0)7.5YR7/6橙
0)5YR5/1褐灰

口縁部は緩く外反し胴部は肩
でやや張る

0)簾状文と波状文を施す
上から下へ施文する

0)撫で

B-403号
住  居  址

第 267図 -35

饗
　
　
姓

口径 11.8
残高  8。 3

底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3に ぶい褐

0)5YR6/4に ぶい橙

球形を呈した胴部より外反す
る日縁部に至る

0)簾状文と波状文を施す
上から下へ施文する

0)横位の箆削りの後箆磨
き

B-403号
住 居  址

第 267図 -36

甕
　
　
姓

口径 21.4
残高  7.4
底径
回縁部一部

胎
焼
色

雲母、白色砂粒、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR5/4に ぶい褐
0)5YR4/3に ぶい赤褐

口縁部は外反する ０

　

０

簾状文と波状文を施す

B-403号
住 居 址

第 267図 -37

甕
　
　
姓

口径 14.2
残高 6.0
底径
口縁部1/4

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR6/6橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する G)斜位の刷毛調整の後波
状文を施す

0)斜位の刷毛調整

B-403号
住 居  址

第 267図 -38

離

弥生

口径  6.8
残高  6.9
底径
日縁から‖部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

張りのない胴部より緩やかに
外反する日縁部に至る

0)掻黎替き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-403号
住  居  址

第 267図 -39

壺
　
　
姓

口径
残高 17.0
底径
頸部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

0)T字文を施す G位哺髄
諄文に縦2本 140直 J文が願部を4分割す)

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩、埋甕炉

B-403号
住 居  址

第 267図 -40

士貿
　

　

　

姓

口径
残高 17.0
底径
頸部3/4

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR5/6明赤褐

頸部は緩く内傾する 0)T字文を施す 縦位の

経野督き
0)
外面赤色塗彩

B-403号
住  居 址

第 267図 -41

士里　
　
姓

口径 12.4
残高  2.3
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、自色砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は受け回状を呈する 0)横位の饉磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -42

士望　
　
姓

口径 H.2
残高 4.3
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、自色砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7YR7/8黄橙

口縁部は外反する 0)

0)
外面赤色塗彩

第 103表  住居址出土遺物観察表 (51)
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遺構NO

図版NO

器種

顧
量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-403号
住 居 址

第 267図 -43 弥生

口径 17.0
残高 3.0
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は外反する 0)箆磨き

0)朗 き
外内面赤色塗彩

B-403号
住  居 址

第 267図 -44

士
里
　

　

　

姓

口径

残高  4.0
底径  6.6
胴T3から底部

胎 ;石英、雲母、白色砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり外反する
胴部に移行する

0)箆磨き

0)刷毛調整、箆削り
外面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -45

士里
　

　

　

姓

口径
残高 4.1
底径 5.8
底部のみ

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR6/6橙

平底 G)縦位の箆磨き

0)
外面赤色塗彩

B-403号
住  居  址

第 267図 -46

士霊　
　
姓

口径
残高 3.0
底径 2.6
底部2/3

胎 ;石英、自色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

平底 0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -47

壺
　
　
姓

口径
残高 5.1
底径 4.0
底部のみ

胎 ;石英、雲母含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

平底 0)箆磨き

0)
外面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -48

士里　
　
姓

口径
残高 2.5
底径 5.0
底部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;●7・

色 :G)2.5YR6/6橙
0)5YR4/6に ぶい橙

平底 0)

0)箆磨き
外面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -49 弥生

口径 24.3
残高  7.9
底径
哺から頸部刊

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙 ～7.5YR3/1黒 褐

口縁部は大きく朝顔状に開く 0)箆削りの後箆磨き

0)内面は剥落している
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -50 弥生

口径
残高 10.5
底径 13.8
胴職から底部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR7/3に ぶい橙

平底より立ち上がる 0)縦位の箆削り

0)

B-403号
住 居  址

第 267図 -51

士亜　
　
姓

口径
残高  9.7
底径  9.4
胴散から底部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7/5YR7/4に ぶい橙

平底より開いて立ち上がる 0)胴部下位より箆削り磨
きあり

0)刷毛調整

B-403号
住 居  址

第 267図 -52

鉢
　
　
姓

口径 18.6
残高  3.6
底径
口縁部一部

粗砂粒含む

朗
0)7.5YR7/6橙
0)7.5YR7/6橙

胎
焼

色

口唇部内側に肥厚する き磨０

　
０

B-403号
住 居  址

第 267図 -53

鉢

姓

口径
残高  5.2
底径  4.4
体確から闘都

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

平底より外傾しながら立ち上
がる

箆削りの後縦位の箆磨

箆削り

＞

き

＞

０

　

０

B-403号
住  居 址

第 267図 -54

〓里　
　
姓

口径
残高  3,7
底径  5.4
底部のみ

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)7.5YR5/4に ぶい褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

平底より外反して立ち上がる 0)体部下侍饉磨き 底部
箆切り

0)撫で

B-403号
住 居 址

第 267図 -55

鉢
　
　
姓

回径 14.8
器高 12.5
底径  9.0
底部のみ

胎 ;礫、自色砂粒、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり丸みのあ

る胴部からそのまま内弯する
日縁部に至る

０

　

０

底部に木葉痕あり

刷毛調整、撫で

B-403号
住 居 址

第 267図 -56

鉢
　
　
姓

口径 20.8
器高 8.1
底径 4.6
暉■体部1/3

胎 ;雲母、自色砂粒多量、粗砂粒含

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

体部は直線的に開き口縁部は

やや内弯する
0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

第 104表  住居址出土遺物観察表 (52)

―-382-―



遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-403号
住 居  址

第 267図 -57

鉢
　
　
姓

口径 12.4
器高  6.8
底径  3.9
ほばテゴ移

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底よりやや丸みをもって直
線的に開いてそのまま口縁部
に至る

0)箆肖1り の後箆磨き

0)箆削りの後箆磨き
外内面赤色塗彩

B-403号
住  居 址

第 267図 -58

鉢

弥生

口径 11.8
器高 8.0
底径 6.4
口燿から体部1/4

胎 ;石英、雲母、白色砂粒多量含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

やや丸みをもって直線的に開
く体部より内弯する日縁部に

至る

0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-403号
住  居 址

第 267図 -59

鉢
　
　
姓

口径 13.6
器高 4.0
底径 5.8
日縁から体部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3に ぶい褐

0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は内弯する 0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居 址

第 267図 -60

鉢
　
　
姓

口径 11.8
残高 4.8
底径
日

'か

ら体81t―椰

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;mF‐
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は内弯して開く 0)

0)
外内面赤色塗彩

B-403号
住 居  址

第 267図 -61

鉢
　
　
姓

口径
残高  2.6
底径
口縁部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

回縁に注ぎ口有り 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-403号
住  居 址

第 267図 -62

鉢
　
　
姓

口径
残高  3.0
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;朗
色 ;0)10R4/6赤

0)10R4/6赤

口縁部に孔を穿つ 0)

0)
外内面赤色塗彩

B-403号
住  居 址

第 267図 -63

甑
　
　
姓

径
高

径

２

回
器

底
ν

23.0

13.0

6.0

胎 ;石英、礫、自色砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)5YR5/2灰褐

底部より立ち上がり直線的に

開く回縁部はやや内弯する
底部に1孔を有す

縦位の饉磨き

横位の饉磨き

０

　

０

B-403号
住  居  址

第 267図 -64

甑
　
　
姓

口径
残高  7.2
底径
胴部下位

胎 ;石英、雲母、白色、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)2.5YR6/6橙

0)5YR6/6 橙

平底より外傾しながら立ち上

がる 底部に 1孔を有す
督壽督き

箆削り

０

　

０

B-403号
住  居  址

第 267図 -65

甑
　
　
姓

口径

残高  7.4
底径
底部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR5/6明赤褐

底部に1孔を有す 箆削り

横位の刷毛調整

０

　

０

B-403号
住  居 址

第 267図 -66

甑
　
　
姓

口径
残高  1.6
底径
底部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

底部に多数孔を有す 0)箆肖1り

0)箆肖1り

B-403号
住 居  址

第 267図 -67

土製
勾玉

弥生

幅
黙
酪
耕

胎 ;石英、細砂粒含む

焼 ;良好    ・

色 ;0)5YR6/6橙
0)5YR6/6橙

０

　

０

B-403号
住 居 址

第 267図 -68

旋
車
　
姓

径
さ

さ

２

直
厚
重

ν

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

０

　

０

B-404号
住  居 址

第 268図 -1

甕
　
　
姓

口径
残高 2.8
底径 5.0
底部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR4/4にぶい赤褐

0)5YR5/8明赤褐

平底 0)

0)撫で

B-404号
住  居 址

第 268図 -2

甕
　
　
姓

回径 8.0
残高 8.0
底径
口縁部1/3

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 :0)5YR5/4にぶい赤褐

0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外傾する 0)頸部に簾状文、日縁部
と胴部に波状文を施す

0)撫で
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遺構NO

図版NO

欄
　
瀬

量法 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

B-404号
住 居 址

第 268図 -3

士亜　
　
姓

回径 16.4
残高 4.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色;0)5YR6ん 橙

0)5YR6/8橙

口縁部は外反する の
　
①

B-404号
住 居 址

第 268図 -4

士里　
　
姓

口径 18.0
残高 9.0
底径
回縁部1/3

胎 ;石英、雲母多量、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙 5YR5/3に ぶい赤褐

0)5YR6/6橙

口縁部は外反する 0)頸部にT字文を施す
督期督き

0)内面に剥落有り箆磨き
外内面赤色塗彩

B-404号
住 居  址

第 268図 -5

士里　
　
姓

口径 20.4
残高
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R3/6暗赤

0)10R4/6赤

口縁部は外反する 日唇部に
山形突起を有する

0)饉磨き

0)箆磨き
外面赤色塗彩

B-405号
住 居 址

第 269図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径
残高  2.7
裾径 5.8
孤み部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR6ん橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)撫で

0)撫で

B-405号
住 居 址

第 269図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径
残高 2.3
裾径  6。 2

孤み部のみ

胎
焼
色

細砂粒含む

朗
0)7.5YR4/1褐 灰
0)7.5YR4/1褐 灰

天丼部に1孔を穿つ 0)撫で

0)撫で

B-405号
住  居  址

第 269図 -3

蓋
　
　
姓

孤み径 5。 3

器高 6.3
裾径 15.5
ほぼテヨ移

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/4にぶい赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

孤み部より外反して裾部で大
きく広がる

0)縦位の箆磨き

0)横撫で、刷毛調整
外面赤色塗彩

B-405号
住 居  址

第 269図 -4

謗
　
　
姓

口径 31.6

残高  5。 2

裾径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)5YR6/6E

O)5YR6/6橙

不部は丸みをもって開き口縁
部で更に外反して開く

0)箇磨き

0)横撫で
外内面赤色塗彩

B-405号
住 居  址

第 269図 -5

坪
　
　

生

高
　
　

弥

口径
残高 5.0
裾径
船肺弾同

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/6赤

0)10YR4/6赤

椰部内弯して立ち上がる 0)縦位の箆磨き

0)箆磨き
椰部外内面赤色塗彩

BI-405号
住  居 址

第 269図 -6

琢

　
　
生

高
　
　

弥

口径
残高 9.3
裾径 32.6
日31/2か ら1部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙 6/5檀

脚部に三角形の透かしが施さ
れる

0)縦位の箆磨き

0)横位の刷毛調整
外面赤色塗彩

B-405号
住 居  址

第 269図 -7

謗
　
　
姓

口径
残高  2.3
裾径 12.2
裾部1/3

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/8赤

0)2 5YR6/6橙

裾部で広がりを持つ 0)饉磨き

0)
外面赤色塗彩

B-405号
住  居  址

第 269図 -8

高不

弥生

口径
残高  3.6
裾径

船肺強日

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6ん橙

0)2.51T6/8橙

接合部より裾部に向かって広
がりを持つ

横撫で

０

　

０

B-405号
住 居 址

第 269図 -9

甕
　
　
姓

口径 13.8
器高 14.4
底径
ほ日曜売J移

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR7/6橙

平底より立ち上がり緩く肩の

張った胴部より外反する日縁

部に至る

0)波状文、簾状文を施す
箆肖1り

CA)撫で

B-405号
住 居 址

第 269図 -10

饗

弥生

口径 32.4
残高 19.7
底径
口縁部1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/3に ぶい褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

張りのある胴部より外反する
日縁部に至る

０

　

０

波状文を施す

撫で

B-405号
住  居  址

第 269図 ―■

甕

弥生

口径 20.4
残高  9.0
底径
口縁部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR7/6橙

口縁部は外反する 0)2連止めの簾状文と波

状文を施す 下から上ヘ

施文する

0)横位の箇磨き

第 106表  住居址出土遺物観察表 (54)

-384-



遺構NO

図版NO
獅
　
爾

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-405号
住 居  址

第 269図 -12

甕
　
　
姓

口径 28.8
残高 9.0
底径
口縁部1/7

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR5/3に ぶい褐
0)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は緩く外反する ０

　

０

波状文を施す

撫で

B-405号
住 居  址

第 269図 -13

甕
　
　
姓

口径 14.0
残高  8.3
底径
口縁部1/6

胎 ;雲母、自色砂粒、粗砂粒多量含
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤褐

0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

球形の胴部より回縁部は大き
く外反する

0)頸部に3連止めの簾状
文、胴部と口縁部に波状
文を施す

0)横撫で

B-405号
住 居 址

第 269図 -14

甕
　
　
姓

口径 18。 4

残高 6.4
底径
口縁部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部は外反する 0)波状文、簾状文を施す
る
0)撫で

B-405号
住 居 址

第 269図 -15

甕

弥生

口径 26。 4

残高  6.6
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR2/1黒褐

0)5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)波状文を施す
上から下へ施文する

0)撫で

B-405号
住 居 址

第 269図 -16

甕
　
　
姓

口径
残高  4。 1

底径 7.6
底部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5m6/4に ぶい赤褐

0)5YR5/3に ぶい赤褐

底部より立ち上がる 0)箆肖1り

0)箆肖1り

B-405号
住  居  址

第 269図 -17

甕

弥生

口径
残高  3。 1

底径 12.2
底部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;」 li11:JI:iF:

色 ;0)5YR5/6明赤褐
0)5YR6/6橙

平底 箆肖1り

撫で

０

　

０

B-405号
住  居 址

第 269図 -18

甕

姓

口径

残高  2.3
底径  7.0
底部1/2

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR3/6暗赤褐

0)5YB5/4に ぶい赤褐

０

　

０

B-405号
住 居 址

第 269図 -19

壺

姓

口径 35.2
残高 12.3
底径
回縁部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)7.5YR7/4に‖嘔、4/2反褥

0)7.賢 R6/帥

頸部より大きく外反する日縁
部に至る
口唇部に山形突起が有り回縁
部を4分割する

0)縦位の箆磨き、頸部に
T字文を施す

0)横位の箇磨き
外内面赤色塗彩、床着

B-405号
住  居  址

第 269図 -20

士里　
　
姓

口径 30.0
残高 8.0
底径
回縁部一部

胎 ;石英、租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2 5YR6/6橙

0)2 5YR6/6橙

口縁部は外反する 0)横位の饉磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-405号
住  居 址

第 269図 -21

壺
　
　
姓

口径 10.8
残高  2.7
底径
口縁部一部

石英、粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

口縁部は段を有して外反し1

孔を穿つ

口唇部は面取りが施される

0)箆磨き

0)
外面赤色塗彩

B-405号
住 居 址

第 269図 -22 弥生

口径
残高 3.8
底径 5.4
体部融から郎

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

底部より立ち上がる G)

0)横撫で
内面赤色塗彩

B-405号
住 居 址

第 269図 -23

一菫　
　
姓

口径
残高  3.1
底径  7.1
底部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)10YR7/1灰白

底部より立ち上がる ０

　

０

B-405号
住  居 址

第 269図 -24

壼菫　
　
姓

口径
残高  2.5
底径 10.9
底部のみ

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/8t

平底 ０

　

０

B-405号
住 居 址

第 269図 -25

淋
　
　
姓

口径 21.8
器高 24.5
底径  9.4
ほば鋳り杉

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4によlla、 4/3にぶい赤欄

0)5YR7/4に ‖嘔、2/1暑栂

肩に張りを持つ胴部より外反
する日縁部に至る
日縁部に2ケ 1組の孔が2ケ
所穿たれる

0)磨き、部分的に表面が

剥落している
0)箆磨き
外内面赤色塗彩

07表  住居址 出土遺物観察表 (55)
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遺構NO

図版NO
欄
　
爾

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-405号
住  居 址

第 269図 -26

淋
　
　
姓

口径 17.5
残高 4.2
底径
口縁部1/4

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)10R4/4赤褐
0)10R4/4赤褐

口縁部は「くの字」状に外反
する

0)縦位の磨き

0)横撫で
外内面赤色塗彩

B-405号
住 居  址

第 269図 -27

鉢
　
　
姓

口径 16.4
残高 6.6
底径
口縁錫体-3

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)2.5YR6/6橙
0)5YR7/4に ぶい橙

体部は日縁部に向かって内弯
気味に開く

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-405号
住 居 址

第 269図 -28

鉢
　
　
姓

口径 16.4
残高 6.2
底径
口縁から体一部

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)5YR7/3に ぶい橙
0)5YR6/3に ぶい橙

体部は回縁部に向かって開く 0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-405号
住 居 址

第 269図 -29

鉢

弥生

口径 15.4
残高 4.8
底径
口縁弱体一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR4/6赤 褐

0)2.5YR4/6赤 褐

体部は回縁部に向かって内弯
気味に開く

G)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-406号
住 居 址

第 270図 -1

郎
　
　
鰤

径
高

径

２

回
器
底
ν

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より立 Lが り丸みのある
体部より外反する日縁部に至
る

０

　

０

B-406号
住 居  址

第 270図 -2

不
　
　
鰤

口径 12.0
残高 3.9
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

横撫で

箆肖1り

０

　

０

B-406号
住  居  址

第 270図 -3

増
　
　
鰤

口径 15.8
残高 5.3
底径
回縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)10YR6/2灰黄褐

丸みのある体部より強い稜を
経て屈曲し内弯気味に開くロ

縁部に至る

0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-406号
住 居  址

第 270図 -4

不
　
　
獅

口径  9。 2

残高 4.2
底径
口縁れ体一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/6橙

体部は丸みを持ち、日縁部は
外反する

で

　

で

撫

　

撫

０

　

０

B-406号
住 居 址

第 270図 -5

椰
　
　
鰤

口径  9.1
残高  4.9
底径
口縁馬体一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
aF・

0)5YR7/4に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

体部は丸みを持ち口縁部は外
反する

０

　

０

B-406号
住 居  址

第 270図 -6

椰
　
　
獅

口径 13.8
残高  4.4
底径
口編から体一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 褐

0)7.5YR7/6橙

体部は丸みを持ち口縁部は外
反する

０

　

０

B-406号
住  居  址

第 270図 -7

不
　
　
獅

口径 13.9
残高 4.0
底径
口続いら体一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

0)7.5YRl.7/1黒

口縁部は外反する 0)撫で

0)箆肖1り

B-406号
住  居 址

第 270図 -8

増
　
　
鰤

口径  7.6
残高  8.0
底径
曜1/31調 /4

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/1褐灰

偏平で強く張った体部より屈
曲して外傾する日縁部に至る

0)撫で

0)箆削り、撫で

B-406号
住  居 址

第 270図 -9

増
　
　
鰤

・
４

・
５
　
部

■
‐３
　

体

口径
器高
底径
口量1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

丸底より大きく張り出し偏平
な体部より、屈曲して長く外

傾する日縁部に至る

０

　

０

B-406号
住 居  址

第 270図 -10

増
　
　
獅

口径 11.6
器高 13.6
底径
口
=1/2体

部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

粘土紐巻き上げ

丸底より大きく張り出した偏

平な体部より屈曲して長く外
傾する日縁部に至る

0)撫で付け

0)撫で付け

第 108表  住居址出土遺物観察表 (56)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-406号
住 居  垣L

第 270図 -11

靖
　
　
獅

口径  9.2
残高  5.0
底径
日縁部1/3

胎
焼
色

粗砂粒含む

良好
0)5YR7/8橙
0)5YR7/8橙

口縁部は大きく外傾する (外 )

(内 )

B-406号
住 居  址

第 270図 -12

増
　
　
獅

口径 10.0
残高  4.8
底径
口縁部一部

粗砂粒含む

5YR6/6橙

5YR7/4橙

ヽ
好
＞

＞

礫

良
０
０

胎

焼
色

口縁部は大きく外傾する (外 )

(内 )

B-406号
住  居 址

第 270図 -13

堵
　
　
獅

口径

残高  8.0
底径
日‖部一部体部1/2

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/4橙

丸底で偏平の体部より屈曲し

て内弯気味に開く口縁部に至

る

(外 )

(内 )箆肖1り

B-406号
住  居  址

第 270図 -14

堵
　
　
獅

□径
残高  8.3
底径
頸体部のみ

胎 :粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/6に ぶミい橙

粘土帯積み上げ
丸底より張り出す球形の体部
より屈曲して外反する口縁部
に至る

0)撫で付け

0)撫で付け

B-406号
住 居  址

第 270図 -15

増
　
　
獅

口径
残高  8.1
底径
ll13-311部 1/2

粗砂粒含む
良好
0)10YR7/4に ぶい橙
0)5YR8/4淡橙

胎
焼
色

丸底より大きく張り出し偏平
な胴部より、外反する日縁部
に至る

(1)

(内 )箆肖1り

B-406号
住 居 址

第 270図 -16

増
　
　
鰤

口径
残高  7.8
底径
口縁部一部体部1/2

礫、粗砂粒含む
既

0)5YR7/6橙
0)5YR7/8橙

胎
焼
色

平底より大きく張り出し偏平
な体部より屈曲して口縁部に

移行する

(外 )

0)撫で

B-406号
住  居  址

第 270図 -17

増
　
　
師

口径  9.4
器高  8.0
底径
ほぼ完形

胎 :粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;(外 )5YR7/41こ ぶい1霊

(内 )5YR7/4におミい橙

粘土帯積み上げ

丸底より大きく張り出し偏平
な体部より屈曲して外傾する
口縁部に至る

0)箆削り

(内 )箆肖1り

B-406号
住 居  址

第 270図 -18

増
　
　
鰤

口径
残高  6.0
底径
頸体部のみ

礫、粗砂粒多量に含む
良好
(外 )5YR6/4に ぶミい1登

(内 )7.5YR5/4に ぶミい1登

胎
焼
色

丸底より大きく張り出し偏平
な体部より屈曲して口縁部に

移行する

(外)箆肖1り

0)撫で付け

B-406号
住 居  址

第 270図 …19

増
・　
櫛

口径
残高  5.2
底径
体部のみ

粗砂粒含む

良好
(外 )7.5YR6/4に おミい1登

(内 )7.5YR5/4に ぶい橙

胎
焼
色

丸底で偏平な体部 G)撫で

(内 )

B-406号
住 居 址

第 270図 -20

増
　
　
獅

口径
残高 5.3
底径
体部2/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)10YR7/4にぶい黄橙

0)10YR4/1褐灰

丸底より大きく張り出し偏平
な胴部に移行する

(外 )

(内 )

B-406号
住 居  址

第 270図 -21

増
　
　
鰤

口径
残高  5.8
底径
体部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/6カ 巳

丸底より大きく張り出した体

部より屈曲して日縁部に移行
する

(外 )1翅肖1り

0)

B-406号
住 居  址

第 270図 -22

増
　
　
鰤

口径

残高  4.6
底径
体部1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10m8/3浅 黄橙

0)10YR7/3に ぶい黄橙

丸底より大きく張り出し偏平
な体部に至り、外反する日縁
部に至る

(外 )

(内 )

B-406号
住 居 址

第 270図 -23

不
　
　
師

音同
　
　
土

口径 18.6
器高 14.1
裾径 11.8
不2/5脚部

礫、粗砂粒多量に含む

良好
G)5YR7/8橙
(内 )2.5YR6/8橙

胎
焼
色

粘土帯積み上げ
杯部は接合部より稜を有し、

外反する日縁部に至り、裾部
で屈曲して開く

(外 )

(内 )

B-406号
住  居 址

第 270図 ¬24

不
　

　

師

音同
　
　

土

口径
器高
裾径
2/3

粗砂粒含む
良好
0)5YR7/4に ぶい橙
(内 )5YR7/3ここメドいお饉

胎

焼

色

口縁部は外反する

脚部はラッパ1犬に広がる
(外 )

(内 )

第 109表  住居址出土遺物観察表 (57)
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遺構NO

図版N0

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-406号
住 居 址

第 270図 -25

不
　
　
師

古回
　
　
土

径
高

径
部

口
残

裾
郎

21.0

5.5

/4

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

(内 )2.5YR7/8橙

不部は接合部より稜を経て内
弯気味に大きく開く

0)箆削り、箆磨き

0)

B-406号
住 居  址

第 270図 -26

杯

　
　

師

音同
　
　
土

径

高
径

部

口
残
裾

不

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

(内 )2.5YR6/6橙

接合部より開いて稜を経て緩
く外反する日縁部に至る

(外 )

(内 )

B-406号
住 居  址

第 270図 -27

杯
　
　
師

音同
　
　
土

径
高

径
部

口
残

裾
不

胎 ;細砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/8橙

(内 )5YR7/8カ註

接合部より稜を経て外反する
日縁部に至る

(外 )

0)

B-406号
住 居  址

第 270図 -28

不

　
　
師

青同
　
　
土

口径 19.4
残高  5.3
裾径
□縁部1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR6/1褐灰

0)10YR6/1褐灰

接合部より稜を経て緩く外反
する日縁部に至る

(外 )

(内 )

B-406址
住 居 址

第 270図 -29

琢
　
　
師

昔同
　
　
土

口径 17.5
残高 5.1
裾径
杯部1/2

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

(内 )2.5YR7/8橙

不部は僅かに内弯して開き口
縁部は外反する

(外 )

(内 )

B-406号
住 居  址

第 270図 -30

不

　
　
師

音回
　
　
土

口径
残高 13.0
裾径 16.0
裾部1/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/8橙

粘土帯積み上げ
裾部で屈曲して開く

(外)箆削り

(内 )

B-406号
住 居 址

第 270図 -31

不
　
　
師

音同
　
　
土

口径
残高  8.0
裾径
不下脚1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

脚部は柱状を呈する (1)

(内 )

B-406号
住 居  址

第 270図 -32

不
　
　
師

音同
　
　
土

口径
残高  8.8
裾径 13.4
脚部3/4

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
良好
0)10R6/8赤 褐
0)10R6/8赤 褐

裾部は屈曲して大きく開く (外 )

(内 )

B-406号
住 居  址

第 270図 -33

杯

　
　
師

一尚
　
　
土

口径
残高  8.0
裾径
脚部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/3に あヾい橙

粘土帯積み上げ
脚部は柱状を呈し裾部で大き
く開く

(外 )

0)

B-406号
住 居  址

第 270図 -34

不
　
　
師

音同
　
　
土

口径

残高  8.7
裾径
脚部のみ

胎 ;砂粒含む

焼 :良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

1孔を穿つ (外 )

(内 )

B-406址
住 居  址

第 270図 -35

坪
　
　
師

一呂
　
　
土

口径
残高  8.2
裾径
脚部のみ

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/8橙

粘土帯積み上げ
脚部は緩やかに開く

(外 )

(内 ) g巨肖1り

B-406号
住 居 址

第 270図 -36

杯
　
　
師

青同
　
　
土

口径

残高  7.7
裾径
脚部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外 )7.5YR8/4浅黄橙
(内 )7.5YR8/6浅 黄橙

脚部は柱状を呈する (外 )

(内 )

B-406号
住 居  址

第 270図 -37

不
　
　
師

音回
　
　
土

口径
残高  7.4
裾径
脚部3/5

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)5YR7/6橙

(内 ) 2.5YR6/8有 駐

脚部はラッパ1犬 :こ 広がる (1)

(内 )!宛肖1り

B-406址
住 居  址

第 270図 -38

不

　
　

師

音同
　
　

土

口径
残高 6.8
裾径
脚部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)10Ⅶ 8/3浅黄橙

0)10YR8/3浅黄橙

脚部はラッパ状に広がる (外 )

(内 )箆削り

第 住居址出土遺物観察表
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10表 (58)



遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-406号
住 居 址

第 270図 -39

不
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  4.3
裾径 13.4
裾部2/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/6浅黄橙

0)7.5YR8/6浅 黄橙

裾部は屈曲して大きく開く で

　

で

撫

　

撫

０

　

０

B-406号
住 居  址

第 270図 -40

甕
　
　
鋼

径
高
径

２

回
器
底
ν

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR7/4に ぶい橙

平底より立ち上がり球形の胴
部より屈曲して外反する日縁
部に至る
日縁部は先端で内弯する

０

　

０

箆肖1り 、

箆削り、

で
　
で

撫
　
撫

B-406号
住 居 址

第 270図 -41

甕
　
　
獅

口径 18.6
残高 3.3
底径
口縁部1/6

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR3/1暗 赤灰
0)2.5YR4/6赤 褐

口縁部は外反する ０

　

０

B-406号
住  居  址

第 270図 -42

喪
　
　
鋼

口径 17.0
残高  5.5
底径
口縁部1/6

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/8橙

0)2.5YR5/8明 赤褐

口縁部は外反する 0)横撫で

0)

B-406号
住 居  址

第 270図 -43

喪
　
　
獅

口径 17.0
残高  4.4
底径
口縁部1/7

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/8橙

0)10YR8/3浅黄橙

口縁部は外反する ０

　

０

B-406号
住  居  址

第 270図 -44

甕
　
　
獅

口径 20.6
残高  3.5
底径
口縁部1/6

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良賊子
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR6/8橙

口縁部は外反する 0)横撫で

0)

B-406号
住 居  址

第 270図 -45

甕
　
　
獅

口径 20.8
残高  7.1
底径
口縁胴部-3

胎
焼
色

雲母、粗砂粒多量に含む
朗
0)2.5YR5/6明 赤褐
0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は「くの字」状に外反
する

で

　

で

撫

　

撫

０

　

０

B-406号
住  居  址

第 270図 -46

饗
　
　
鰤

口径  8.2
残高  7.5
底径
口縁胴部都

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
0)2.5YR7/4淡 赤橙
0)2.5YR6/3に ぶい橙

偏平な胴部より「 くの字」状
に屈曲して外傾する日縁部に

至る

0)刷毛調整

0)刷毛調整、撫で

B-406号
住 居 址

第 270図 -47

甕
　
　
獅

口径 13.8
残高 3.8
底径
口縁胴部都

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR7/3にぶい黄橙

0)10YR6/3に ぶい黄橙

口縁部はS字状を呈する 0)刷毛調整

0)

B-406号
住  居 址

第 270図 -48

甕
　
　
獅

口径 15.4
残高  3.3
底径
口縁部1/4

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

頸部は強く屈曲し、日縁部は

段を有して外傾する

０

　

０

B-406号
住  居  址

第 270図 -49

喪
　
　
獅

口径
残高 10.0
底径  5.8
胴部下位底部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR2/3極暗赤褐

0)7.5YR2/1黒

平底より立ち上がる ０

　

０

箆削り

箆肖1り

B-406号
住 居  址

第 270図 -50

饗
　
　
獅

口径
残高  9.0
底径
胴部職底部

胎
焼
色

礫、粗砂粒多量に含む
良好
0)2.5YR5/6明 赤褐
0)2.5YR5/6明 赤褐

平底より立ち上がり丸みのあ
る胴部に移行する

０

　

０

箆肖1り

刷毛調整

B-406号
住 居 址

第 270図 -51

甕
　
　
獅

口径

残高  5.9
底径  4.6
胴砲底1/2

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR3/1黒褐

0)5YR4/3に ぶい赤褐

平底より内弯して立ち上がる 0)箆削り

(内)

B-406号
住  居 址

第 270図 -52

甕
　
　
鰤

口径
残高  1.6
底径 5.0
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/4に ぶい橙

平底 ０

　

０

第 111表  住居址出土遺物観察表 (59)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整  形  ほ  か

B-406号
住 居  址

第 270図 -53

甕
　
　
鰤

口径 21.6
器高 14.7
底径  5.6
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR8/2灰 白

0)5YR7/3に ぶい橙

平底より立ち上がり球形の胴
部より「くの字」状に屈曲し
て外傾する日縁部に至る

0)箆削り、撫で

0)箆削り、撫で

B-406号
住 居  址

第 270図 -54

士里　
　
獅

径
高
径

３

日
器
底

ν

17.2

22.7

5.7

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/6暗赤褐

″
(内 )5YR4/6赤褐

平底より立ち上がり球形の胴

部より屈曲して「 くの字」状
に外反する日縁部に至る

0)箆削り、撫で

0)箆削り、撫で

B-406号
住 居  址

第 270図 -55

一亜　
　
獅

径
高
径

２

日
残
底
ノ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)

0)5YR5/4に ぶい赤褐

球形の胴部より屈曲して外傾
する日縁部に至る

(外 )1狂肖1り

(内 )箆肖1り

B-406号
住  居  址

第 270図 -56

士里　
　
獅

口径 15.6
残高  6.0
底径
1/8口縁部

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)10R5/4赤褐

0)10R5/6赤

口縁部は「くの字」状に外反
する

0)撫で

(内 )撫で

B-406号
住  居  址

第 270図 -57

士
霊
　

　

　

鰤

口径 12.6
残高  4.7
底径
口縁部1/4

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤 褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口縁部「くの字J状に外反す
る

(外 )

(内 )

B-406号
住 居 址

第 270図 -58

士亜　
　
罰

口径 14.4
残高  3.9
底径
口縁部1/4

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/6橙

0)10R5/6赤

口縁部は「くの字」状に外反
する

(外 )

(内 )

B-406号
住 居 址

第 270図 -59

姜笠　
　
獅

口径 19.1
残高  8.6
底径
噛部1/3脚刊

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)5YR6/2灰褐

強く張った胴部より頸部で強
く屈曲して口縁部に至る
日縁部の先端は内弯して受け
口状を呈する

0)撫で

0)撫で

B-406号
住  居  址

第 270図 -60

一笠　
　
獅

口径
残高 10.0
底径  5.5
胴部底部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR8/4浅 黄橙

平底より立ち上がり、張りの

有る胴部に移行する
(外 )

(内 )

B-406号
住 居 址

第 270図 -61 師

士霊
　
　

土

口径
残高  4.8
底径  5.4
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

(内 )5YR7/4に ぶい橙

平底より立ち上がる 0)撫で

0)

B-407号
住  居  址

第 271図 -1

不
　
　
鰤

15,2

4.8略
釉
雌
新

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :(外 )7.5YR6/8橙

(内 )7.5YR7/6橙

丸底より緩い稜を経て外反す
る日縁部に至る

0)体部箆削り、横位の撫
で

0)箆磨き

B-407号
住 居  址

第 271図 -2

不
　
　
獅

13.2

5.0

径
高
径

２

口
器
底
ν

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

(内 )2.5YR6/6橙

丸底より屈曲して開く口縁部
に至る

0)日縁剖職撫で、箆削り

0)口縁部横撫で、箆削り

B-407号
住 居 址

第 271図 -3

郎
　
　
鰤

口径 13.6
器高  4.4
底径
ほぼ完形

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/1赤 灰

(内 )2.5YR4/1赤 灰

浅い丸底より屈折して、外反
する日縁部に至る

0)口縁部部横撫で

0)箆磨き 黒色処理

B-407号
住 居  址

第 271図 -4

不
　
　
鰤

口径 14.0
残高 5.3
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/2灰 褐

(内 )7.5YR6/2灰 褐

体部は内弯し、日縁部で屈曲
外反する

0)日縁部横撫で、箆削り

0)箆磨き、箆削り

B-407号
住 居  址

第 271図 -5

不
　
　
鰤

日径 12.4
残高  5.3
底径
口縁部1/3

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR5/1赤 灰

口縁部は緩く外反する 0)口縁部横撫で、箆削り

(内 )箆削り

住居址出土遺物観察表 (60)
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遺構NO

図版N0

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-407号
住 居 址

第 271図 -6

五
　
　
櫛

口径 14.4
残高  5.2
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

体部は内弯し口縁部で屈曲外
反する

G)横撫で

0)箆肖1り

B-407号
住 居 址

第 271図 -7

不
　
　
獅

径
高
径

２

日
器
底
ν

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3に ぶい褐

0)7.5YR3/1黒 褐

丸底から体部は内弯して立ち

上がり、日縁部は短く外反す
る

0)横撫で、箆削り

0)饉磨き

B-407号
住 居 址

第 271図 -8

高不

土師

口径 14.4
残高 5.6
裾径
口縁部1/4

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR6/8橙

不部は接合部より稜を経て、

外傾する日縁部に至る

０

　

０

箆削り

箆削り

B-407号
住 居 址

第 271図 -9

高椰

土師

口径 10.0
残高 5.2
裾径
不部のみ

雲母、粗砂粒含む

餅
0)5YR7/4に ぶい橙
0)5YR5/2灰褐

胎
焼
色

接合部より稜を経て大きく内
弯し、内傾する回縁部に至る

0)箆肖1り

0)箆肖1り

B-407号
住  居 址

第 271図 -10

甕
　
　
鰤

略
稿
雌
耕

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)2.5YR5/6明 赤褐

丸底より球形の胴部に至る
日縁部は外反する

0)回縁部横撫で、箆削り

0)

B-407号
住  居  址

第 271図 ―H

甕
　
　
獅

口径 12.0
器高  9.0
底径
ほぼチJ移

胎 :石英、雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良り子
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR4/1赤 灰

平底より立ち上がり丸みのあ
る胴部より外反する口縁部に

至る

０

　

０

箆削り

横撫で

B-407号
住  居  址

第 271図 -12

甕
　
　
鰤

口径 14.0
残高  5。 4

底径
口縁部1/4

胎 ;石英、雲母多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR4/1褐灰

口縁部は外反する 0)横撫で、箆削り

0)横撫で

B-407号
住 居  址

第 271図 -13

甕
　
　
獅

口径 16.0
残高 5.2
底径
口縁部のみ

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

回縁部は外反する ①

　
①
竃

横撫で

横撫で

B-407号
住  居 址

第 271図 -14

甕
　
　
鰤

口径
残高  6.4
底径  6.2
胴から底部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR5/8明赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底より立ち上がる 0)箆肖1り

0)
竃

B-407号
住 居  址

第 271図 -15

甕
　
　
獅

径

高
径
部

口
残
底
底

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;G)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR4/2灰 赤

平底 ０

　

０

B-407号
住 居  址

第 271図 -16

甑
　
　
獅

口径 21.4
器高 22.3
底径  9.0
Dl部1/3からH3

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR7/4に ぶい橙

粘土帯積み上げ
孔部より張りのない胴部に移
行し、外反する日縁部に至る

0)口縁部横撫で、箆肖1り

0)箆肖1り

B-407号
住 居 址

第 271図 -17

甑
　
　
鰤

口径 17.6
器高 16.3
底径 6.8
口緻部1/2か ら口椰

胎 ;石英、雲母多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

粘土帯積み上げ

張りのない胴部より外反する
日縁部に至る

0)日縁部横撫で、箆削り

0)箆肖1り

B-408号
住 居 址

第 272図 -1

高坪

姓

口径 23.7
残高  7.2
裾径
口縁部1/3

胎 ;租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

不部大きく開き口縁部で外反
する

0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-408号
住  居 址

第 272図 -2

杯
　
　
生

高
　
　
弥

口径 23.2
残高  7.0
裾径
口縁部1/3

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

不部丸みを持って大きく開き
口縁部で外反する

o)饉磨き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

第 113表  住居址出土遺物観察表 (61)

―-391 -―



遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B'-408号
住 居 址

第 272図 -3

不
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  5.2
裾径

接合部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

(外 )

0)撫で

外面赤色塗彩

B-408号
住 居  址

第 272図 -4

杯
　
　
生

音同
　
　
弥

径
高
径

部

口
残
裾
脚

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR6/6橙

脚部接合部より直線的に開く 0)縦位の箆磨き

0)横位の刷毛調整
外内面赤色塗彩

B-408号
住 居  址

第 272図 -5

饗
　
　
姓

口径 15。 1

残高  7.2
底径
口縁部1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/8明 赤褐

口縁部は外反する 0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す

(内 )

B-408号
住 居  址

第 272図 -6

甕
　
　
姓

口径 13.8
残高 7.0
底径
口縁から頸部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤 褐

(内 )5YR6/4に ぶヾい褐

口縁部は「くの字」状に外反
する

0)波状文と頸部に2連止
めの簾状文を施す

(内 )

B-408号
住 居  址

第 272図 -7

饗
　
　
姓

口径 15.8
残高 5.8
底径
日縁部1/4か ら頸部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR5/41こ おヾい赤褐

口縁部は「くの字」状に外反
する

0)波状文と頸部に簾状文
を施す

(内 )

B-408号
住 居  址

第 272図 -8

饗
　
　
姓

口径 H.4
残高  5.5
底径
口縁部1/4か ら頸部

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR6/4に おミい橙

口縁部は「 くの字」状に外反
する

0)波状文と頸部に簾状文
を施す

(内 )

B-408号
住  居 址

第 272図 -9

甕
　
　
姓

口径 13.6
残高  4.3
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部は外反する 0)□縁部に波状文を施す

(内 )

B-408号
住 居  址

第 272図 -10

甕
　
　
姓

口径 14.6
残高  4.3
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は外反する 0)波状文と頸部に簾状文
を施す

(内 )

B-408号
住  居 址

第 272図 一H

甕
　
　
姓

口径 17.6
残高  3.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
良好
(外)2.5YR5/6明 赤褐
(内 )2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は外反する 0)波状文と頸部に簾状文
を施す

(内 )

B-408号
住 居  址

第 272図 -12

甕
　
　
姓

口径 13.8
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 :0)2.5YR5/3に ぶい赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

0)波状文と頸部に簾状文
を施す

(内 )

B-408号
住  居  址

第 272図 -13

喪
　
　
姓

□径 27.5
残高  5.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR7/4に ぶい橙

口縁部は外反する 口縁部に波状文を施す

B-408号
住 居  址

第 272図 -14

甕
　
　
姓

口径 21,6

残高  4.5
底径
口縁部1/3

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/4に ぶい橙

(内)2.5YR6/4に あヾい橙

口縁部は内弯する (外 )

(内 )

B-408号
住  居  址

第 272図 -15

甕
　
　
姓

口径
残高  4.0
底径  6.1
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR5/3に ぶい赤褐

平底 (1)

(内 )

B-408号
住  居  址

第 272図 -16

甕
　
　
姓

口径

残高  4.3
底径  6.6
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4にぶい赤褐

(内 )2.5YR5/4:こ おミい赤褐

平底 (外 )1奎肖1り

0)撫で、磨き

第 114表 住居址出土遺物観察表 (62)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-408号
住 居 址

第 272図 -17

甕
　
　
姓

口径
残高 1.4
底径 5,7
底部4/5

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
G)2.5YR5/3に ぶい赤褐
0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

平底 ０

　

０

B-408号
住  居 址

第 272図 -18

甕

弥生

口径
残高  1.6
底径  6.0
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

平底 ０

　

０

B-408号
住 居 址

第 272図 -19

壼望　
　
姓

口径
残高  6.3
底径  9.8
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底 0)

0)撫で

B-408号
住  居 址

第 272図 -20

士里　
　
姓

口径
残高  3.2
底径 13.5
底部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/6橙

平底 ０

　

０

B-408号
住  居 址

第 272図 -21

甑
　
　
姓

回径
残高  7.6
底径  5.6
胴一部底部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR5/6明 赤褐
0)5YR6/4に ぶい橙

0)箆肖1り

0)撫で

B-408号
住 居  址

第 272図 -22

甑
　
　
姓

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;」自唆子
色 ;0)2.5YR5/6明 褐

(内)5YR5/4に ぶい赤褐

底部に孔を穿つ 0)縦位の箆削り

0)撫で

B-409号
住 居  七L

第 273図 -1

蓋

弥生

孤み径 7.3

残高  5.0
裾径
孤み部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/4褐

0)7.5YR4/4褐

0)刷毛調整、箆削り

0)撫で、刷毛調整

B-409号
住 居  址

第 273図 -2

坪
　
　
生

音同
　
　
弥

口径
残高  5.5
裾径  9.4
脚部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR6/6橙

三角形の透かし有り. 0)縦位の磨き、刷毛調整

0)
外面赤色塗彩

B-409号
住 居  址

第 273図 -3

訪
　
　
姓

口径
残高 14.0
裾径 25。 1

脚部1/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙
・

0)7.5YR6/6橙

脚部4ケ所に三角形の透かし
を持つ 裾部で大きく広がる

(外 )

0)
外面赤色塗彩

B-409号
住 居  址

第 273図 -4

椰
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  9.6
裾径
脚部1/3

胎 ;白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3に ぶい褐

(内)7.5YR5/3:こ おヾい褐

０

　

０ 横撫で、刷毛調整

B-409号
住 居  址

第 273図 -5

饗
　
　
姓

径
高
径

４

回
残
底
ν

20.7

16.7
胎 ;粗砂粒僅かに含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

張りのある胴部より外反する
日縁に至る

G)波状文と2連止めの簾
状文を施す

0)横位の撫で

B-409号
住 居 址

第 273図 -6

甕
　
　
姓

口径 15.4
残高  5.6
底径
口縁部1/4

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

回縁部は外反する 0)2連止めの簾状文の後
波状文を施す

0)箆磨き

B-409号
住 居  址

第 273図 -7

甕
　
　
姓

口径 10.0
残高  6.0
底径
口縁部1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は緩やかに外反する ＞
す
＞

０
　
０

簾状文の後波状文を施

撫で

B-409号
住 居  址

第 273図 -8

甕
　
　
姓

口径  9.6
残高  5.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/3褐

0)7.5YR4/2灰 褐

口縁部は外反する ０

　

０

波状文と簾状文を施す
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

号
址

４０
居

一Ｂ
住

第 273図 -9

甕
　
　
姓

口径 10.2
残高 3.0
底径
口縁部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5m5/6明褐

0)7.5YR6/6橙

口縁部は外反する 0)3連止めの簾状文に波
状文を施す

0)

B-409号
住 居 址

第 273図 -10

喪

姓

口径 13.2
残高 5.2
底径
口縁部1/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

0)5YR5/8明赤褐

口縁部は外反する 0)波状文

0)刷毛調整

B-409号
住  居 址

第 273図 -11

饗
　
　
姓

口径
残高  2.1
底径  7.1
底部のみ

胎 ;石英、白色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/8橙

0)10R5/4赤褐

０

　

０

B-409号
住  居 址

第 273図 -12

喪
　
　
姓

口径
残高  2.2
底径  7.0
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6ん橙

0)5YR6/瞳

平底 ０

　

０

B-409号
住  居 址

第 273図 -13

甕
　
　
姓

口径
残高 2.7
底径 6.3
底部のみ

胎 ;石英、細砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/3褐

0)5YR6/躍

平底 ０

　

０

B-409号
住  居  址

第 273図 -14

甕
　
　
姓

回径
残高 2.4
底径 7.6
底部のみ

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
G)5YR5/6明赤褐
0)5YR7/4に ぶい橙

平底 ０

　

０

縦位の箆削り

撫で

B-409号
住 居  址

第 273図 -15

士里　
　
姓

口径

残高 15.4
底径

胴部一部

胎 ;0.3の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

張りのある胴部より回縁部に

向かって外反する

０

　

０

T字文を施す

箆削りの後磨き

B-409号
住 居  址

第 273図 -16

士里　
　
姓

口径
残高  4.4
底径 H.6
底部1/2

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

0)5YR6/6橙

平底

で撫

０

　

０

B-409号
住  居 址

第 273図 -17

士霊
　

　

　

姓

口径
残高  1.9
底径  5.5
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/8明 赤褐4/2灰褐

0)7.5YR5/8明 赤褐2/1黒褐

平底 ０

　

０

B-409号
住  居 址

第 273図 -18

士里

　

　

姓

口径
残高  3.2
底径  4.4
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;α)10R4/4赤褐から7.5YR6/6橙

0)10R4/4赤褐

平底より内弯しながら立ち上
がる

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-409号
住 居  址

第 273図 -19

士亜　
　
姓

回径
残高  2.8
底径  5.0
底部のみ

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;彿)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

底部より直線的に立ち上がる 0)箆磨き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-409号
住 居 址

第 273図 20

士亜　
　
姓

口径
残高  5.6
底径  4.9
胴下締藤部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり内弯気味
に開いて胴部に移行する

0)横位の箆磨き

0)斜位の箆磨き
外面赤色塗彩

B-409号
住 居  址

第 273図 -21

鉢
　
　
姓

口径  7.6
器高  7.3
底径  3.9
日縁部1/3か ら屁邸

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)2.5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり内弯ぎみ
に開き内弯する日縁部に至る

0)麟 き

0)横撫で、横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-409号
住  居 址

第 273図 -22

甑
　
　
姓

口径

残高 10.0
底径  6.0
田部から底部3/4

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2 5YR4/6赤褐

0)2.5YR4/6赤 褐

底部より直線的に広がり口縁
部で僅かに内弯する

０

　

０

縦位の箆磨き

口縁部横撫で

第 116表  住居址出土遺物観察表
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遺構N0

図版NO

器種

種類
法   量 器 質 成形 0 形 態 ほ か 整 形

B-410号
住 居  址

第 274図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径 4.5

器高  7.4
裾径 15.0
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

孤み部より外反して裾部に至
る 天丼部に1孔を穿つ

0)撫で

0)撫で

B-410号
住 居  坦L

第 274図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径 4.6

残高  2.1
裾径
孤み部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)10R3/1暗赤灰

(外 )

(内 )

外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -3

不

　
　
生

音同
　
　
弥

口径 27.6
残高  4.2
裾径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )5R7/4:こ あヾい橙

口縁部外反する 0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -4

不
　
　
生

一尚
　
　
弥

口径
残高 10.0
裾径
接合部から脚部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/4淡 赤橙

(内 )2.5YR7/4淡 赤橙

接合部より外反して裾部に至
る

(外)

(内 )

外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -5

郎
　
　
生

昔同
　
　
弥

口径
残高  7.7
裾径
接合部から‖部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR6/4に ぶヾいオ登

0)箆磨き

0)脚部箆削り
外面、不部内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -6

郎
　
　
生

青同
　
　
弥

□径
残高  7.5
裾径 10。 1

脚部1/4

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

(内 )5YR6/3に ぶい橙

0)縦位の撫で、箆磨き

0)横位の撫で

外面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -7

杯
　
　
生

一尚
　
　
弥

口径

残高  5.7
裾径
接合部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR6/6お 豊

(外 )

0)杯部箆削り 脚部箆削
り、撫で

B-410号
住 居 址

第 274図 -8

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高  4.0
裾径

接合部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )2.5YR6/6橙

(外 )

(内 )

B-410号
住  居  址

第 274図 -9

喪
　
　
姓

径
高

径

３

口
器
底
ν

31.7

44.2

7.1

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙 から5YR4/2灰 褐

(内 )5YR6/6

平底より立ち_Lが り肩の張っ

た胴部より緩やかに外反する
日縁部に至る

0)簾状文を施した後波状
文を施す 下から上へ施
文する

(内 )箆削り、撫で

B-410号
住  居 址

第 274図 -10

甕
　
　
姓

□径 14.9
器高 19.5
底径  5.8
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底より立ち_Lが り丸みのあ
る胴部より緩く外反する口縁
部に至る

0)1連止めの簾状文を施
した後波状文を施す
下から上へ施文する

0)撫で

B-410号
住 居  址

第 274図 -11

饗
　
　
姓

口径 15.6
残高 13.0
底径
口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/6赤褐

0)5YR4/3に ぶい赤褐

強く張った胴部より外反する
日縁に至る

0)1連止めの簾状文を施
した後波状文を施す

(内 )1整肖1り

B-410号
住 居 垣L

第 274図 -12

喪
　
　
性

口径 15.2
残高  9.1
底径
口縁部1/2

胎 :金雲母、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;(外 )7.5YR7/4:こ おヾい橙

(内 )5YR6/6橙

口縁部は僅かに外反する 0)波状文と2連止めの簾
状文を施す 上から下ヘ

施文する
0)撫で

B-410号
住 居  址

第 274図 -13

甕
　
　
姓

口径 H.8
残高 10.1
底径
日縁部から嗣部上位

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好 ヽ

色 ;0)5YR4/4にぶい赤褐
0)5YR4/8赤 掲 4/4に 3・ l嗜掲

張りのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)波状文を施す

0)横位の箆削りの後箆磨
き

B-410号
住 居  力l

第 274図 -14

甕
　
　
姓

口径 13.2
残高  3.3
底径
口縁部一部

胎
焼
色

0.2の 礫、石英、粗砂粒含む
良好
(外)7.5YR6/4に ぶい桂
(内 )7.5YR5/4に おヾい褐

外反する口縁部 0)簾状文を施した後波状
文を施す

0)撫で

第 117表  住居址出土遺物観察表 (65)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形

B-410号
住  居  址

第 274図 -15

甕
　
　
姓

口径 25.6
残高  6.5
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

０

　

０

B-410号
住  居  址

第 274図 -16

喪
　
　
姓

口径 12.6
残高  9.4
底径
暉駒弾8-部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR3/4暗赤褐

0)波状文と頸部に2連止
めの簾状文を施す

0)磨き

B-410号
住 居  址

第 274図 -17

甕
　
　
姓

口径 17.1
残高  7.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/4によい相 6/4に‖颯

0)5YR5/2躙

口縁部は外反する 0)波状文と簾状文を施す

0)撫で

B-410号
住  居 址

第 274図 -18

甕

弥生

口径 12.7
残高  4.6
底径
口縁部1/5

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は外反する ０

　

０

波状文と簾状文を施す

B-410号
住  居 址

第 274図 -19

甕
　
　
姓

口径 19.5
残高 2.0
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部は外側に折り返す ０

　

０

口縁部に波状文を施す

B-410号
住 居  址

第 274図 -20

甕

弥生

口径
残高  2.8
底径  6.5
底部のみ

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤掲 4/3に‖嗜掲

0)2.5YR5/4に 鵬味褐

平底 ０

　

０

B-410号
住  居  址

第 274図 -21

甕

弥生

口径
残高  3.6
底径  5.7
底部のみ

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR5/6明 赤褐

平底 ０

　

０

縦位の箆削り

B-410号
住  居  址

第 274図 -22

甕

弥生

口径
残高  2.2
底径  4.7
底部のみ

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底 ０

　

０

B-410号
住 居  址

第 274図 -23

甕
　
　
姓

口径

残高  1.5
底径  4.6
底部4/5

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR3/3暗赤褐

0)5YR6/4に ぶい橙

平底 ０

　

０

B-410号
住 居  址

第 274図 -24

甕
　
　
姓

口径
残高  2.8
底径  5.1
底部のみ

胎 ;雲母、自色砂粒多量、粗砂粒含
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/3にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

平底 ０

　

０

B-410号
住  居 址

第 274図 -25

甕
　
　
姓

口径
残高 2.5
底径 5.3
底部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR3/1黒褐から4/6赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

平底 ０

　

０

縦位の昴1毛調整

B-410号
住  居 址

第 274図 -26

一亜
　

　

　

姓

口径 29.6
残高  4.7
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4か ら6/4に ぶい橙

0)2.5YR6/6橙

口縁部は朝顔状に開く G)箆磨き

0)刷毛調整、箆磨き

外内面赤色塗彩

B-410号
住 居 址

第 274図 -27

士霊　
　
姓

口径
残高 28.7
底径
醒部鵬1/2

胎 ;金雲母、自色砂粒、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR4/6赤褐

0)5YR4/6赤褐

下脹れの張りのある胴部より
外反する日縁部に移行する
頸部には刻み目のある突帯が

施される

0)横位の櫛描直線文を施
した後波状文を施す 箆磨
き 上から下へ施文する

0)剥落

B-410号
住 居 址

第 274図 -28

士
里
　

　

　

姓

口径
残高 ■.6

底径
胴上位一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

G)横位の櫛描直線文を芭す
0)内面は剥落している

刷毛調整
外面赤色塗彩

第 118表 住居址出土遺物観察表 (66)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-410号
住 居  址

第 274図 -29

菫

弥生

口径 16.6
残高  4.7
底径
口縁部1/4

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR7/4に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

口縁部は朝顔状に開く 0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-410号
住  居 址

第 274図 -30

士里　
　
姓

口径
残高  2.8
底径  6.8
底部2/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/4に ぶい橙

0)2.5YR6/6橙

平底 ０

　

０

B-410号
住  居  址

第 274図 -31

士菫　
　
姓

回径

残高  2.0
底径  3.4
底部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

平底 ０

　

０

B-410号
住  居  址

第 274図 -32

士翼　
　
姓

口径
残高 15.3
底径  9.3
胴一部底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

平底の底部より立ち上がり直
線状に開く

０

　

０

B-410号
住 居 址

第 274図 -33

鉢
　
　
姓

口径 H.8
器高 16.5
底径 6.0
回縁部3/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

平底より卵形状に丸みをもつ

胴部に移行し、2対 1組の孔
を2ケ所に穿つ内弯する日縁
部に至る

0)底部から胴部へ箆削り
胴部縦位の箆磨き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -34

鉢
　
　
姓

口径 24.1
器高  10.8
底径 6.6
ほ欄ビ完り形

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R6/6赤橙

0)2.5YR6/6橙

上げ底気味の底部より内弯気
味に開き口縁部で僅かに内側
に屈折する

0)饉磨き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居 址

第 274図 -35

鉢 `

弥生

口径 15.0

器高 6.1
底径 5.5
ほぼ読り形

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/罐

平底より立ち上がり外反気味
に開く体部より屈折して内傾
する日縁に至る

G)縦位の箆磨き

0)口縁部横撫で、箆磨き
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -36

鉢
　
　
姓

口径 14.1
器高  7.1
底径  4.5
ほぼチJ移

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

平底より立ち上がり内弯気味
に開く体部より僅かに内弯す
る日縁部に至る

0)鵬 き

0)口縁部機で、箆磨き
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -37

鉢
　
　
姓

口径 11.7
残高  6.2
底径
口縁胴一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R5/4赤褐

内弯気味に開く体部よりその

まま口縁部に至る
G)饉磨き

0)日縁部横撫で、箆磨き
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -38

鉢
　
　
雌

口径 H.0
器高  5.0
底径  3.8
ほぼ鋳」形

胎 ;雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2 5YR6/6橙

平底より立ち上がり直線的に

開く体部より回縁部で僅かに
内弯する 日縁部に小さな2

穴を穿つ

0)麟 き

0)口縁部横撫で、簡磨き
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -39

鉢
　
　
姓

口径 24.2
残高 4.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)2.5YR6/4に ぶい橙
0)2.5YR6/6橙

口縁部は短く屈折して内傾す
る

G)饉磨き

0)日縁部横撫で、箆磨き
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -40

鉢
　
　
姓

口径
残高  1.6
底径  5.5
底部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)2.5YR6/4に ぶい橙
0)2.5YR6/4に ぶい橙

平底 0)

0)
外内面赤色塗彩

B-410号
住 居  址

第 274図 -41

甑
　
　
姓

口径
残高  4.0
底径  6.8
胴一部底部

胎
焼
色

粗砂粒含む
餌
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR6/4に ぶい橙

平底に 1孔を穿つ ０

　

０

B-410号
住 居  址

第 274図 -42

ニ

ユ
　

生

ミ
チ

ア
弥

口径  5.3
器高  3.9
底径  3.0
口1-部11/31部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

平底の底部より内弯気味に僅
かに開いて立ち上がる

0)

0)日縁部横撫で
外内面赤色塗彩
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-410号
住  居 址

第 274図 -43

艇
車
　
姓

験
羅
襲

胎 ;細砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/8に ぶい褐

0)7.5YR6/4に ぶい橙

０

　

０

B-410号
住  居 址

第 274図 -44

艇
車
　
姓

さ
径

さ

長

半
重

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/3に ぶい橙

0)

0)
赤色塗彩

B-411号
住 居 址

第 275図 -1

蓋
　
　
鰤

孤み径
残高 5.6
裾径
孤み部

胎 ;礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR5/3に ぶい褐

0)縦位の箆削り

0)木口状工具による撫で

及び肖1り

B-411号
住 居 址

第 275図 -2

不

　
　
生

高

　
　
弥

口径
残高 3.2
裾径 8.4
脚部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6β 橙

0)5YR6/8E

脚部は外反する

で撫

０

　

０

B-411号
住 居 址

第 275図 -3

郎

　
　
生

高

　
　
弥

口径
残高 2.7
裾径 8.4
脚部一部

、自色砂粒含む

10R4/6赤

2.5YR5/4に ぶい赤褐

割
朗
の
①

胎
焼
色

脚部に2個の孔を有し外反す
る裾部に至る

0)裾部横撫で、箆磨き

0)箆肖1り

外面赤色塗彩

B-411号
住  居  址

第 275図 -4

饗
　
　
姓

回径 19.0
残高 5.2
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR5/6明 褐

口縁部は外反する 波状文と簾状文を施す

撫で

０

　

０

B-411号
住 居 址

第 275図 -5

甕
　
　
姓

口径 14.0
残高  4.4
底径
口縁部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/睫

口縁部は外反する 波状文と簾状文を施す

撫で

０

　

０

B-411号
住 居  址

第 275図 -6

甕
　
　
姓

口径 12.8
残高 4.0
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 褐

0)7.5YR5/4に ぶい褐

口縁部は外反する 波状文と簾状文を施す

撫で

０

　

０

B-411号
住 居  址

第 275図 -7

甕
　
　
姓

口径 H.8
残高  2.4
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/1褐灰

0)7.5YR6/1褐 灰

口縁部は外反する 波状文と簾状文を施す

撫で

０

　

０

B-411号
住  居 址

第 275図 -8

甕
　
　
姓

口径 13.2
残高  3.1
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR4/3に ぶい赤褐

口縁部は直立する 波状文を施す

撫で

０

　

０

B-411号
住  居  址

第 275図 -9

甕
　
　
姓

口径
残高 9.0
底径
胴部一部

石英、雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YB5/4に ぶい褐

0)5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

胴部は球形を呈する 0)波状文と2連止めの簾
状文を施す 上から下ヘ

施文する

0)横位の撫で

B-411号
住  居 址

第 275図 -10

甕
　
　
獅

口径
残高 7.5
底径
胴部■から圏

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より内弯気味に立ち上が
る

箆削りの後箆磨き

撫で

０

　

０

B-411号
住  居  址

第 275図 ―H

甕
　
　
鰤

口径
残高 1.3
底径  4。 4

底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR7/6橙

平底 ０

　

０

B-411号
住 居  址

第 275図 -12

士菫　
　
姓

口径 19.0
残高  2.3
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)5YR6ん橙

0)5YR6/唯

口縁部は内弯する
受け回状を呈する

0)麟 き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

第 120表  住居址出土遺物観察表 (68)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-411号
住  居 址

第 275図 -13

十里　
　
姓

口径
残高  2.7
底径  7.2
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

0)10R5/6赤

平底 0)箆肖1り

0)
内面赤色塗彩

B-411号
住 居 址

第 275図 -14

，菫　
　
鰤

口径
残高 3.0
底径 6.2
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;DT・
色 ;0)7.5YR5/4に ぶい褐

0)5YR6/6橙

平底 0)箆削り、箆磨き

0)横撫で、箆磨き

B-411号
住 居 址

第 275図 -15

鉢
　
　
姓

口径 17.4
残高  6.3
底径
口縁部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤

0)10R5/6赤

口縁部は僅かに内弯する (外 )掻壽替き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-412号
住  居  址

第 276図 -1

蓋

土師

孤み径 3.2

器高 4.6
裾径 9.6
ほぼ完形

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/2明 褐灰 4/1褐灰
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙 3/1黒褐

孤み部より外反して大きく広
がり裾部に至る

0)撫で

0)横撫で

B-412号
住  居 址

第 276図 -2

不
　
　
師

高

　
　
土

口径 21.0
残高 3.1
裾径
口縁部一部

胎

焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR5/4に ぶい赤褐
0)5YR5/4に ぶい赤褐

体部は大きく広がる 0)横撫で

0)横撫で

B-412号
住 居 址

第 276図 -3

舗
甕
　
鰤

口径 15.5
器高 21.1
裾径  6.6
ほぼ完形

胎 ;礫僅かに含む
焼 ;」 [:lLサ l:子

:

色 ;0)5YR6/6橙
(内)5YR6/4に ぶい橙

球形に張った胴部より「くの
字」状に外傾する日縁部に至
る 脚部は接合部より外反し
て裾部に至る

0)斜位の刷毛調整

0)日縁部横位の刷毛調整
胴部横位の箆削り

B-412号
住  居 址

第 276図 -4

一亜
　

　

　

獅

口径 12.2
器高 11.5
底径  4.4
口録から田部1/2

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5R3/4暗赤 4/3に‖味褐

0)10R4/6赤 3/1暗赤灰

上げ底の底部より球形の胴部
に立ち上がり「 くの字」状に

外反する日縁部に至る

０

　

０

刷毛調整

箆肖1り

B-412号
住 居 址

第 276図 -5

士菫　
　
櫛

口径 13.4
残高  9。 9

底径
口縁3/4 から願部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

頸部は屈曲し長く外傾する日

縁に至る

０

　

０

刷毛調整の後箆磨き

縦位の撫で

B-412号
住  居  址

第 276図 -6

士霊　
　
鰤

口径 16.0
残高  3.4
底径
口縁部一部

胎 ;石英、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR4/4褐

0)10YR4/4褐

口縁部は段を有して外反する
日唇部は面取りが施される

０

　

０

B-412号
住  居 址

第 276図 -7

士霊　
　
獅

口径 16.0
残高  2.2
底径
口縁部一部

石英、礫、粗砂粒含む
● 7・

(外)2.5YR5/8明 赤褐
0)2.5YR2/1赤 黒

胎
焼
色

口縁部は段を有して外反する ０

　

０

B-412号
住 居 址

第 276図 -8

士笠
　

　

　

鰤

口径 22.0
残高  3.0
底径
口縁部3/4

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10YR5/2灰黄褐

0)10YR3/1黒褐

口縁部は段を有して外反する 撫で

横撫で

０

　

０

B-412号
住  居  址

第 276図 -9

士霊　
　
櫛

口径 19.0
残高  3.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

(外 )

0)
外面赤色塗彩

B-412号
住 居  址

第 276図 -10

士霊
　

　

　

獅

口径
残高 12.2
底径
口縁1/2から嗣部

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙  2/1黒褐

0)5YR6/6橙

粘土帯積み上げ

球形の胴部より外反する口縁

部に至る

0)刷毛調整、胴部箆削り

0)刷毛調整

B-412号
住  居  址

第 276図 ―H

士亜　
　
獅

口径
残高  6.4
底径  7.6
底部のみ

胎 ;雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙  2/1黒褐

(内 )5YR6/6橙

平底より立ち上がる 0)

0)刷毛調整
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遺構NO

図版N0

種

　

類

器

　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-412号
住  居 址

第 276図 -12

士望　
　
鰤

口径
残高  1.8
底径 5.3
底部のみ

胎 ;石英、雲母、礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR3/2暗 赤褐

0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

底部より大きく広がる ∽
　
①

箆肖1り

B-412号
住  居  址

第 276図 -13

士里　
　
獅

口径
残高 3.1
底径 5.4
底部4/5

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR2/1黒

0)7.5YR6/8橙  7/4にぶい橙

平底 箆肖りり

箆磨き

B-412号
住  居  址

第 276図 -14

鉢
　
　
獅

口径 15.1
残高 4.2
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)7.5YR7/6橙

口縁部は僅かに内傾する

B-412号
住 居 址

第 276図 -15

甑
　
　
鰤

口径
残高 2.3
底径 6.0
底部1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

底部に1孔を穿つ ０

　

０

B-413号
住 居 址

第 277図 -1

喪
　
　
姓

口径 25.0
残高 3.2
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/1褐 灰

0)7.5YR4/4褐

B-413号
住 居  址

第 277図 -2

甕
　
　
姓

口径 11.0
残高 3.8
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)10YR6/4に ぶい黄橙
0)10YR6/3に ぶい黄橙

口縁部は外反する 0)簾状文を施す

(内 )

B-413号
住 居  址

第 277図 -3

甕
　
　
姓

口径 13.8
残高 2.7
底径
口縁部一部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR6/6橙

口唇部は面取りが施される ０

　

０

B-413号
住 居  址

第 277図 -4

甕
　
　
姓

口径 17.6
残高  3.9
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口唇部は面取りが施される ０

　

０ 横撫で

B-413号
住 居  址

第 277図 -5

喪
　
　
姓

口径 22.3
残高  6.4
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒多量含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/2灰黄褐

0)10YR4/2灰黄褐

口縁部は緩く外反する 0)波状文及び簾状文を施
す

0)横撫で

B-413号
住 居  址

第 277図 -6

鉢
　
　
姓

口径 14.0
残高  2.1
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR5/6明赤褐

(外 )

0)横撫で
内面赤色塗彩

B-414号
住 居  址

第 278図 -1

増
　
　
獅

口径
残高 4.6
底径
底部のみ

胎

焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
① 7.5YR6/6橙

旭 で

　

で

撫

　

撫

０

　

０

B-414号
住 居  址

第 278図 -2

杯
　
　
師

高
　
　
土

口径 18.8
残高  5.7
裾径
椰部1/3

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

坪部は接合部より稜を経て外
反する日縁部に至る

０

　

０

箆磨き

撫で

B-414号
住  居 址

第 278図 -3

高杯

土師

口径 18.6
残高  6.2
裾径
不から接都琳

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)10YR5/2灰 黄褐

不部は接合部より稜を経て大
きく開く口縁部に至る

0)日縁部杯部横位の撫で
箆磨き

0)撫で

B-414号
住  居  址

第 278図 -4

高不

土師

口径 16.6
残高  6.6
据径
不部1/2

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

外部は接合部より稜を経て長
く外傾する日縁部に至る

0)横位の撫で、箆磨き

0)撫で

第 122表  住居址出土遺物観察表 (70)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-414号
住 居  址

第 278図 -5

琢

　
　
師

高

　
　
土

口径 17.0
残高 5.5
裾径
杯部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内 )5YR7/4に ぶい橙

不部に稜を経て外傾する日縁
部に至る

０

　

０

箆磨き

B-414号
住  居 址

第 278図 -6

不
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  5.3
裾径
接合部から脚部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

脚部はラッパ状を呈し3方向
に円形の透かしを有す

G)箆磨き

0)

B-414号
住  居  址

第 278図 -7

坪

　
　
師

高

　
　
土

口径
残高 10.1
裾径 19.8
脚部1/2

胎

焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR8/4浅 黄橙
0)7.5YR8/4浅 黄橙

脚部はラッパ状に開く ０

　

０

裾部は横位の撫で

箆肖1り

B-414号
住  居 址

第 278図 -8

不

　
　
師

高
　
　
土

口径
残高  6.1
裾径  9.1
脚部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

脚部は「ハの字」状に開く ０

　

０

箆削り

箆削り

B-414号
住 居 址

第 278図 -9

椰

　
　

師

高

　
　
土

口径
残高 4.4
裾径 9.9
脚部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR4/1赤 灰

(内)2.5YR4/1赤 灰

裾部は外反して開く ０

　

０

裾部は横撫で

箆削り

B-414号
住  居  址

第 278図 -10

甕
　
　
鰤

口径 10.2
器高 19.5
底径  5.0
日縁から底部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙

0)5YR7/4に ぶい橙

平底より張りのある胴部を経
て「 くの字」状に外反する日

縁部に至る

0)刷毛調整

0)

B-414号
住  居 址

第 278図 -11

甕
　
　
獅

口径
器高  1.7
底径 4.8
底部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)10YR6/3に ぶい黄橙

平 底 ０

　

０

箆削り

箆肖1り

B-414号
住 居 址

第 278図 -12

饗
　
　
獅

口径
器高  3.7
底径  7.7
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/6橙

平底 ０

　

０

箆肖りり

箆削り

B-414号
住  居 址

第 278図 -13

鉢
　
　
獅

口径 ■.5

器高 4.9
底径
ほぼ完形

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR7/4に ぶい橙

平底より開いて立ち上がる ０

　

０

口縁部は横撫で

日縁部は横撫で

B-414号
住  居 址

第 278図 -14

鉢
　
　
獅

口径 16.8
器高  7.4
底径  5.1
口録1/2 からE部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底より立ち上がり丸みを持
って開きそのまま内弯する日

縁部に至る

0)撫で

0)撫で

B-415号
住  居 址

第 279図 -1

不
　
　
師

高
　
　
土

口径
残高 2.9
裾径
接部から脚部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

小型の高不 ０

　

０

B-415号
住  居  址

第 279図 -2

不
　
　
師

高
　
　
土

回径
残高 6.5
裾径 9.6
接部から脚部

胎 ;粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/8橙

脚部はラッパ状を呈す

1孔ずつ 3方向に計 3孔の透
かしを有する

0)裾部横撫で

0)裾部横撫で、箆肖1り

B-415号
住 居 址

第 279図 -3

甕

弥生

口径 18.0
残高  7.9
底径
口縁部1/2

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)7.5YR6/3に ぶい褐

口縁部は緩く外反する ０

　

０

波状文を施す

B-415号
住 居 址

第 279図 -4

甕
　
　
鋼

径
高

口
残

18.5

16.5

口縁から胴部

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/3に ぶい褐

0)7.5YR4/1褐 灰

球形に張った胴部より屈曲し
て外傾する日縁部に至る
日唇部は面取りが施される

0)斜位の刷毛調整

0)斜位の刷毛調整

第 123表  住居址出土遺物観察表 (71)
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遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-415号
住 居 址

第 279図 -5

甕

弥生

口径 13.6
残高 10.2
底径
口縁から脚地

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤  5YR6/6橙

0)7.5YR6/4に ぶい橙

球形の胴部より外反する日縁
部に至る

0)回縁部頸部に緩い波状
を施す

0)撫で

B-415号
住 居 址

第 279図 -6

甕
　
　
姓

口径 18.0
残高 5.2
底径
口縁鴻邸調

胎
焼
色

粗砂粒含む
● 7・

0)7.5YR6/4に ぶい橙
0)7.5YR6/3に ぶい褐

口縁部は外側へ折り返される ０

　

０

波状文を施す

B-415号
住 居  址

第 279図 -7

甕
　
　
獅

口径 17.0
残高  8.0
底径
口縁から胴部1/4

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR6/6橙

張りのある胴部より屈折して
外傾する日縁部に至る 日唇
部は面取りを施す

０

　

０

口縁部横位の撫で

B-415号
住 居 址

第 279図 -8

甕
　
　
櫛

回径 13.4
残高 6.4
底径
口績ひら1部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)5YR6/4に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

口縁部は「くの字」状に外反
し 口唇部に面取りを施す

0)撫で

0)箆肖1り

B-415号
住 居 址

第 279図 -9

甕
　
　
姓

口径
残高 9.6
底径 6.4
胴釉から底部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/6赤 褐

0)7.5YR7/3に ぶい橙

平底より外傾して立ち上がる
胴部

０

　

０

粗い波状文を施す

B-415号
住  居  址

第 279図 -10

士亜
　

　

　

獅

口径
残高 10.3
底径  5.4
1部 1/3 から底邸

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)5YR5/8明 赤褐

上げ底ぎみの平底より立ち上
がり球形を呈する胴部に移行
する

G)

0)箆削り

B-415号
住  居  址

第 279図 ―H

甕
　
　
獅

口径
残高  2.2
底径  6.8
底部1/2

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底 箆肖Jり

箆肖1り

B-415号
住  居  址

第 279図 -12

甕
　
　
鰤

口径
残高 1.8
底径 5.0
底部のみ

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅
0)2.5YR5/6明 赤褐
0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底 箆
　
箆

０
　
０

B-415号
住 居 址

第 279図 -13

甕
　
　
獅

口径
残高  1.4
底径 3.7
底部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR6/6橙

上げ底ぎみの平底 ０

　

０

箆削り

箆肖1り

B-415号
住  居 址

第 279図 -14

喪
　
　
鰤

口径

残高  4.6
底径  5.6
胴-3から底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR4/2灰黄褐

0)10YR4/2灰 黄褐

平底より外反して立ち上がる ０

　

０

箆磨き

督翌警き

B-415号
住 居 址

第 279図 -15

士亜　
　
鰤

回径 19.0
器高 21.5
底径 2.8
日縁1/2か ら田部

胎 ;雲母、礫多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR4/8赤 褐

小さい平底より立ち上がり球
形に張る胴部より屈曲して口
縁部に至る  日縁部は段を
有する

0)横位の刷毛調整

0)箆削り

B-415号
住  居 址

第 279図 -16

鉢
　
　
鰤

口径  8.0
器高  3.8
底径  3.0
日縁1/3からE部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR6/6橙

平底より立ち上がり僅かに丸
みを持って開きそのまま口縁
部に至る

０

　

０ 箆削り、箆磨き

B-416号
住 居 址

第 280図 -1

高不

弥生

回径 37.8
残高  5.2
裾径
口縁部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

口縁部で短く僅かに内弯する 0)箆磨き

0)横撫で、箆磨き
外内面赤色塗彩

B-416号
住  居  址

第 280図 -2

甕
　
　
姓

口径 25.6
残高 12.3
底径
日縁部1/3

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/8橙

張りのある胴部より外反する
日縁に至る

０

　

０

波状文を施す

横位の刷毛調整

第 124表  住居址出土遺物観察表 (72)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-416号
住 居 址

第 280図 -3

甕
　
　
姓

口径
残高  7.5
底径
胴部1/3

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR4/4に ぶい赤褐

丸みのある胴部より外反する
日縁部に移行する

０

　

０

波状文と簾状文を施す

箆削りの後箆磨き

B-416号
住  居  址

第 280図 -4

甕
　
　
姓

口径 25.8
残高 7.3
底径
口縁部1/4

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙  7/4に ぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 波状文と簾状文を施す０

　

０

B-416号
住 居  址

第 280図 -5

甕
　
　
姓

口径 14.8
残高  5.4
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR4/3に ぶい赤褐

口縁部は外反する 0)波状文と3連止めの簾
状文を施す

0)

B-416号
住 居  址

第 280図 -6

喪
　
　
姓

口径 11.6
残高 5.6
底径
口縁部一部

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙  3/2明赤褐

(内 )2.5YR3/2明 赤褐

口縁部は外反し 回唇部は面
取りを施す

０

　

０

B-416号
住 居  址

第 280図 -7

甕
　
　
姓

口径 15。 8

残高 5.8
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )5YR6/6橙

口縁部は外反する 0)波状文と2連止めの簾
状文を施す

0)

B-416号
住  居  址

第 280図 -8

甕
　
　
姓

回径 11.6
残高  3.8
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)5YR5/6明赤褐 3/4暗赤褐

口縁部は外反する 簾状文の後波状文を施＞
す
＞

０
　
０

B-416号
住 居  址

第 280図 -9

士亜
　

　

　

姓

口径 25,7
残高  3.5
底径
口縁部一部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内)2.5YR6/4に ぶい橙

0)

0)
外内面赤色塗彩

B-416号
住  居  址

第 280図 -10

士里　
　
姓

口径
残高 23.0
底径
頸■から邸鮒

雲母、粗砂粒含む
朗
0)10YR7/3に ぶい黄橙 褐灰
(内)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

張りのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)T字文を施す

0)箆削り、刷毛調整

B-416号
住  居 址

第 280図 -11

士里　
　
姓

口径
残高  2.3
底径  7.6
底部1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR7/4に ぶい橙

平底 0)

0)
外面赤色塗彩

B-416号
住  居 址

第 280図 -12

士菫　
　
姓

口径
残高  2.6
底径  6.2
底部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR7/4に ぶい橙

平底 (外)撫で

(内 )

B-416号
住 居 址

第 280図 -13

鉢
　
　
生

深
　
　
弥

口径 14.5
残高  3.0
底径
口縁部一部

細砂粒含む

朗
0)2.5YR5/4に ぶい赤褐
(内)2.5YR3/6暗赤褐

胎
焼
色

回縁部は外反する 日縁部に

孔を有する
(外)督壽督き

0)督翌書き
外内面赤色塗彩

B-416号
住  居 址

第 280図 -14

鉢
　
　
姓

口径 19.8
残高  8.5
底径
暉から胴部瑯

胎 ;雲母、細砂粒含む
焼 ;良好
色 :G)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/4に ぶい橙

直線的に開く体部より内弯す
る日縁部に至る

(外 )怪

"督

き

0)横位の刷毛調整、箆

磨き

B-417号
住 居 址

第 281図 -1

不
　
、鰤

口径 12.8
残高  8.8
底径
口縁■から郎

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR4/4褐

0)7.5YR5/6明 褐

丸底から体部は球形を呈し外
反する日縁部に至る

箆削り、箆磨き０

　

０

B-417号
住  居  址

第 281図 -2

不
　
　
鰤

口径 13.6
残高  5.2
底径
口縁から榔螂

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

丸底より外反する日縁部に至
る

箆削りの後箆磨き

箆肖1り の後箆磨き

０

　

０

第 125表  住居址出土遺物観察表 (73)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

量法 器 質 成 形 0形 態 ほ か 整 形

B-417号
住 居  址

第 281図 -3

増
　
　
獅

口径 10.4
器高 13.6
底径
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/4にぶい黄橙

0)10YR6/4に ぶい橙

口縁部は僅かに内弯して開く
丸底で体部は球形を呈する

0)口縁部横撫で、箆磨き

0)口縁部横撫で、箆削り

B-417号
住 居 址

第 281図 -4

増
　
　
獅

径
高

径

形

口
器

底

完

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR5/3に ぶい赤褐

上げ底ぎみの平底より立ち上
がり稜を有して強く張る 偏
平な体部に移行し、屈曲して

外傾する日縁部に至る

0)口縁部横撫で、箆削り
の後箆磨き

0)日縁部横撫で、箆削り

B-417号
住  居 址

第 281図 -5

増
　
　
獅

略
稿
雌
新

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)5YR6/4に ぶい橙

丸底より体部は偏平な球形を
呈し、日縁部は僅かに内弯す
る

0)日縁部横撫での後縦位
の箆磨き

0)箆磨き

B-417号
住  居  址

第 281図 -6

増
　
　
櫛

口径 9.3
器高 8.0
底径
ほぼ完形

粗砂粒含む
朗
0)5YR7/4に ぶい橙
0)5YR7/6橙

胎
焼

色

丸底から体部は球形を呈し、
外反する日縁部に至る

0)口縁部横撫で、箆磨き

0)口縁部横撫で

B-417号
住  居 址

第 281図 -7

増

土師

口径  8.2
残高  7.3
底径
暉から胴部刊

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR7/4淡 赤橙

0)2.5YR6/6橙

口縁部は僅かに内弯して開く (外 )

0)横撫で

B-417号
住 居  址

第 281図 -8

増
　
　
獅

口径
残高  5.8
底径  5.0
胴部から底部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

上げ底の底部 体部下位は強
く張る 体部は半球形を呈す
る

0)箆肖1り 、箆磨き

0)箆削り、箆磨き

B-417号
住  居 址

第 281図 -9

高不

土師

略
編
羅
耕

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

外部は接合部より稜を経てや
や内弯して開く口縁部に至る
脚部は柱状の脚から裾が屈曲
して大きく広がる

椰部縦位の箆磨き

不部縦位の箆磨き

B-417号
住  居 址

第 281図 -10

高不

土師

口径 18.7
器高 14.4
裾径 12.6
ほぼ完形

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙

0)5YR6/6橙

粘土帯積み上げ
坪部は船部より稜を経て大き(外僣する口郎
IIる 脚部は船詢彊やか嬉みを持っ可
がり据部で大き(日〈

0)坪部箆磨き、脚部箆削
り

0)横撫で

B-417号
住  居 址

第 281図 -11

高坪

土師

略
粘
樅
膨

胎 :粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

不部は接合部より稜を経て長
く外反する日縁部に至る 脚
部は接合部より大きく開く

G)口縁部横撫で、脚部縦
位の箆磨き

0)裾部横撫で

B-417号
住  居 址

第 281図 -12

高不

土師

口径 19.4
器高 14.6
裾径 13.4
ほぼ気り形

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

(内)5YR7/6橙

不部は接合部より稜を経て大
きく外傾する日縁部に至る
脚部は柱状の脚から裾部が屈
曲して大きく広がる

G)撫で、箆磨き

0)撫で、箆磨き

B-417号
住 居 址

第 281図 -13

高不

土師

口径 17.5
器高 13.6
裾底径13.6

ほぼ完形

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR7/6橙

不部は接合部より稜を経て直
線的に開く日縁部に至る 脚
部は接合部から緩やかな膨ら
みを持って裾部で大きく開く

0)箆削り、箆磨き

0)杯部横撫で

B-417号
住  居  址

第 281図 -14

高不

土師

口径 16.4
器高 13,7
裾径 12.6
ほぼ完形

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR5/8明 赤褐

不部は接合部より稜を経て大
きく外反する日縁部に至る
脚部は柱状の脚から屈曲して
大きく広がり裾部に至る

箆磨き

箆磨き

０

　

０

B-417号
住 居 址

第 281図 -15

椰
　
　
師

高
　
　
土

口径 15.9
残高  4.9
裾径
不部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR6/8橙

不部は接合部より稜を経て大
きく外反する日縁部に至る

0)日縁部横撫で、箆磨き

0)箆磨き

B-417号
住 居 址

第 281図 -16

高琢

土師

口径
残高  9.1
据径 13.9
脚部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)5YR6/6橙

粘土帯積み上げ
接合部から緩やかな膨らみを
持って裾部で大きく開く

０

　

０

箆磨き

箆磨き

第 126表  住居址出土遺物観察表 (74)
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遺構NO

図版NO
榊
　
爾

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-417号
住 居  址

第 281図 -17

杯
　
　

師

高

　
　
土

口径
残高 5.8
裾径 10.4
脚部のみ

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

脚部は開く 0)箆肖1り 、刷毛調整

0)箆削り、刷毛調整

B-417号
住 居 址

第 281図 -18

高不

土師

口径

残高  4.2
裾径
船詢ら口部■

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

脚部に円形の透かしを有する ０

　

０

B-417号
住  居 址

第 281図 -19

鮒
甕
　
鰤

径

高
径

２

日
残
裾
ν

胎
焼
色

粗砂粒多量に含む
朗
0)2.5YR4/4に ぶい赤褐
0)5YR5/6明赤褐

丸みのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)刷毛調整

0)箆11り 、刷毛調整

B-417号
住 居 址

第 281図 -20

甕
　
　
鰤

口径 16.5
器高 19.8
底径
ほぼテゴ移

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

粘土帯積み上げ
平底より立ち上がり張りの有
る胴部より外反する日縁部に
至る

０

　

０

回縁部は横位の撫で

日縁部は横位の撫で

B-417号
住  居 址

第 281図 -21

甕
　
　
鰤

口径 15.9
器高 21.0
底径 6.0
ほ:ぎテ」移

雲母、粗砂粒含む
餅
0)7.5YR5/4に ぶい橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

粘土帯積み上げ
上げ底気味の底部より立ち上
がり胴部下位に最大径を有し
外反する日縁部に至る

0)日縁部は横位の撫で
箆肖1り

0)日縁部は横位の撫で
箆肖1り

B-417号
住  居  址

第 281図 -22

甕
　
　
鰤

口径
残高 18.8
底径  4.0
胴から底部

雲母、粗砂粒多量に含む
朗
0)10R5/6赤
0)5YR6/4にぶい橙

胎
焼
色

上げ底気味の平底より立ち上
がり、張りの有る胴部に移行
する

0)箆肖1り 、箆磨き

0)箆肖1り 、饉磨き

B-417号
住  居  址

第 281図 -23

一亜　
　
鰤

口径 13.0
残高 15。 3

底径
ほぼ鋳り形

胎 ;雲母、粗砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR6/4:こ お{い橙

粘土帯積み上げ
胴部は球形を呈し、日縁部は

外反する

0)口縁部は横位の撫で
指頭の撫で付け、箆削り
刷毛調整の後箆磨き

0)箆削り

B-417号
住 居 址

第 281図 -24

十里　
　
鰤

口径
残高 5.6
底径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 :0)7.5YR8/8黄橙

0)7.5YR7/6橙

口縁部は外側に折り返される 0)縦位の箆磨き

0)

B-417号
住  居  址

第 281図 -25

士
亜
　

　

　

鰤

口径
残高 7.6
底径  7.0
胴から底部

胎 ;雲母、租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)7.5YR7/4に ぶい檀

粘土帯積み上げ
平底より立ち上がり球形の胴
部に移行する

0)箆削り、刷毛調整の後
麟 き

0)箆削り、撫で

B-418号
住  居 址

第 282図 -1

高椰

弥生

口径 16.6
残高  3.5
裾径
口縁部一部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

0)10R4/6赤

坪部接合部より稜を持ち大き
く外反して回縁部に至る

G)口縁部横撫で、横位の

優期曽き
0)日縁部横撫で、横位の

箆磨き 外内面赤色塗彩

B-418号
住  居 址

第 282図 -2

高不

弥生

口径 12.8
残高 3.8
裾径
回縁部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

G)

0)箆肖1り

B-418号
住 居 址

第 282図 -3

高椰

弥生

口径
残高  3.1
裾径
接合部のみ

胎 ;租砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)2.5YR6/6橙

G)箆磨き
o)饉磨き
不部内面・脚部外面赤色塗
彩

B-418号
住 居 址

第 282図 -4

杯

　
　
生

高
　
　

弥

口径
残高 4.0
裾径
接合部のみ

粗砂粒、細砂粒多量に含む
朗
G)2.5YR6/4に ぶい橙
0)2.5YR6/4に ぶい橙

胎
焼
色

0)箆磨き
。)不癬 き
坪部内面・脚部外面赤色塗
彩

B-418号
住 居  址

第 282図 -5

謗
　
　
姓

口径
残高 3.3
裾径
接合部のみ

租砂粒含む

朗
0)2.5YR6/罐
0)2.5Y27/4淡 赤橙

胎
焼
色

G)脚部箆磨き
0)椰部箆磨き、脚部箆削
り    坪部内面・脚

部外面赤色塗彩

第 127表  住居址出土遺物観察表 (75)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-418号
住 居 址

第 282図 -6

副
　
　
姓

口径
残高 5,7
裾径
脚部一部

胎

焼
色

石英、細砂粒含む
朗
0)2.5YR6/4に ぶい赤褐
0)5YR7/4に ぶい橙

脚部ラッパ状に開く G)縦位の箆磨き

0)脚部刷毛調整
外面赤色塗彩

B-418号
住 居  址

第 282図 -7

甕
　
　
姓

口径 19.7
残高 6.0
底径
口縁部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR6/4に ぶい橙
(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は外反する 0)日縁部に波状文を施す
上から下へ施文する

0)

B-418号
住 居 址

第 282図 -8

甕
　
　
姓

口径 16.8
残高 6.3
底径
口縁部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

(内 )2.5YR5/8明 赤褐

口縁部は「くの字」状に外反
する

0)日縁部胴部に波状文、
頸部に3連止めの簾状文
を施す

(内 )

B-418号
住 居 址

第 282図 -9

甕
　
　
姓

口径 12.8
残高  5.6
底径
口厳部1/51部一部

胎 ;細砂粒含む
焼 ;良好
色 0)5YR6/4に ぶい橙 2/1黒褐

(内 )5YR6/4に 川ヽ 橙 5/4に ‖ヽ赤褐

口縁部は外反する 0)日縁部、胴部に波状文
頸部に簾状文を施す

B-418号
住 居 址

第 282図 -10

甕
　
　
姓

口径 12.8
残高  7.8
底径
口縁胴一部

胎
焼

色

細砂粒含む
朗
0)2.5YR5/6明 赤褐
(内 )2.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は緩く外反する 0)口縁部、胴部に波状文
頸部に簾状文を施す

(内 )

B-418号
住 居 址

第 282図 ―H

甕
　
　
姓

口径 22.7
残高 4.1
底径
回縁部一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

(内)5YR6/3に ぶい橙

口縁部は外傾する 口縁部に波状文を施す

B-418号
住 居  址

第 282図 -12

甕
　
　
姓

口径
残高  2.1
底径  6.0
底部3/4

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
(外 )2.5YR5/6明 赤褐
(内 )5YR6/4に ぶい橙

平底 箆肖りり

箆磨き

０

　

０

B-418号
住 居  址

第 282図 -13

士霊　
　
姓

口径 22.4
残高 10.0
底径
頸部1/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/4にぶい橙 6/2灰褐

(内 )5YR6/4に 川1橙 6/2灰褐

回縁部は朝顔状に開く 口縁部縦位の箆磨き０

　

０

B-418号
住 居 址

第 282図 -14

鉢
　
　
姓

口径
残高 4.3
底径 4.8
胴螂郎3/4

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;m7・
色 ;0)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR6/6橙

平底より立ち上がり内弯して

開く
0)箆磨き

0)箆削りの後箆磨き
外内面赤色塗彩

B-418号
住 居 址

第 282図 -15

鉢
　
　
姓

口径 25.6
器高 11.5
底径  6.8
暉胴1/嘱部

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;●7・

色 ;0)2.5YR6/6橙
0)5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり内弯して

開いてそのまま口縁部に至る
0)縦位の箆磨き

0)撫で
外内面赤色塗彩

B-419号
住 居  址

第 283図 -1

甕
　
　
鰤

口径 17.6
器高 31.3
底径  6.7
ほぼ5記Л移

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

0)5YR5/6明赤褐

平底より立ち上がり卵型に張
った胴部を経て「 くの字」状
に外反した日縁部に至る

頸部撫で付け

B-419号
住  居 址

第 283図 -2

士亜　
　
櫛

口径 18.0
器高 29.3
底径  8.1
回縁1/田邸

胎 ;粗砂粒含む にぶい赤褐
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/1灰褐 5/3に料1赤褐

0)5YR5/3に ぶい赤褐

平底より立ち上がり、球形を

呈して胴部下位で最大径をと

る 日縁部は外反する

横撫で

B-419号
住  居 址

第 283図 -3

甕
　
　
櫛

口径 16.2
器高 17.1
底径 7.9
ほぼ完形

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙 4/3に 川`赤褐

0)2.5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり球形に張
った胴部を経て「 くの字」状
に外反する日縁部に至る

0)頸部横位の撫で付け
刷毛調整

(内 )

B-419号
住  居  址

第 283図 -4

甕
　
　
獅

口径 10.0
器高 10.2
底径  5.3
ほぼ耕

胎 ;粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/4に ぶい赤褐

0)2.5YR6/4に ぶい赤褐

平底より立ち上がり丸みのあ
る胴部を経て緩く外反する日

縁部に至る

０

　

０

第 128表  住居址出土遺物観察表 (76)
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遺構NO

図版NO

種

　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-419号
住  居  址

第 283図 -5

甕
　
　
鰤

口径 17.0
残高  6.5
底径
口縁部のみ

胎 ;雲母、細砂粒多量に含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/6明 赤褐 3/2暗赤褐

「くの字」状に外反す口縁部
る

0)麟 き

0)

B-419号
住  居  址

第 283図 -6

喪
　
　
鰤

口径
残高 17.6
底径 6.4
胴部底一部

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)5YR7/4に ぶい橙 4/1灰褐

平底、卵形の胴部 ０

　

０

B-419号
住  居 址

第 283図 -7

甕
　
　
獅

口径
残高  9.8
底径
胴部1/5

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 褐 3/1暗赤灰

0)2.5YR3/3暗 赤褐

０

　

０

B-419号
住 居 址

第 283図 -8

饗
　
　
獅

口径
残高 13.3
底径 7.0
胴一部底部

胎 ;石英、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙  3/3暗赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐 4/6赤褐

平底より立ち上がり、丸みの

ある胴部に移行する
0)

0)箆肖1り

B-419号
住  居  址

第 283図 -9

甑
　
　
獅

口径 14.9
器高 9.7
底径
:ま ぼ耕

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)10R5/6赤  5YR6/4に 川`橙

0)10R5/6赤

旭 0)横位の刷毛調整

0)昴J毛調整

B-419号
住  居 址

第 283図 -10

甑
　
　
獅

口径 26.7
器高 22.7
底径  8。 7

ほぱ耕

胎
焼
色

粗砂粒含む
麟
0)2.5YR6/4に ぶい橙
(内)5YR7/4にぶい橙

孔部より張りのない胴部に移
行し、日縁部大きく外反する
日唇部に面取りを施す

0)日縁部横位の箆削り
胴部縦位の箆削り

0)

B-420号
住  居 址

第 284図 -1

蓋
　
　
姓

孤み径 3.9

器高  7.6
裾径
孤み天丼部

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/8橙

0)2.5YR5/8明 赤褐

孤み部から裾部にかけ外反し
て開く

天丼部に1孔を穿つ

0)縦位の箆削り

0)撫で
外内面赤色塗彩

B-420号
住 居 址

第 284図 -2

蓋
　
　
姓

孤み径 2.5

残高 3.3
裾径
孤み部のみ

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/8橙

0)5YR6/8橙

箆肖]り

箆磨き

０

　

０

B-420号
住  居 址

第 274図 -3

蓋
　
　
姓

孤み径 5.7

残高 3.0

裾径
孤み部のみ

胎 ;0.2の 礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)10R5/6赤

0)箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-420号
住  居  址

第 284図 -4

高坪

弥生

口径 28.8
残高  8.3
裾径
口縁部1/6

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

(内 )2.5YR6/6橙

体部に稜を経て屈曲して大き
く外反する日縁部に至る
日唇部は面取りを施す

0)横位の箆磨き

0)横位の箆磨き
外面赤色塗彩

B-420号
住  居  址

第 284図 -5

高椰

弥生

口径
残高  6.0
裾径
接欄脚部上位

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)10YR7/2に ぶい黄橙

接合部から裾部にかけて外反
して開く

0)箆肖1り

0)

B-420号
住  居  址

第 284図 -6

高椰

弥生

口径 23.0
器高 21.0
裾径 15。 1

日12/31部1/4

胎 ;0.3の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

(内)2.5YR5/6明 赤褐

坪部は直線的に開き口縁部で
大きく外反する
脚部は接合部より緩やかに開
き裾部で緩く外反する

0)不部から脚部は縦位の

箆磨き  0)坪部横位
の箆磨き、脚部撫で

外面・杯部内面赤色塗彩

B-420号
住  居 址

第 284図 -7

謗
　
　
姓

口径 15.6
残高  9.2
裾径
不部1/3

胎 ;石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR5/8明 赤褐

接合部より開き稜を経て屈曲
外反し山形突起が有る口縁部
に至る

0)箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-420号
住  居 址

第 284図 -8

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径 27.4
残高  4.0
裾径
口縁部1/5

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/6橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

突起ある日縁部は外反する (外)優野督き

(内)督野督き
外内面赤色塗彩

第 129表  住居址出土遺物観察表 (77)
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遺構NO

図版NO

種

　

類

器
　
種

法 量 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-420号
住  居 址

第 284図 -9

謗
　
　
姓

口径 25.2
残高 9.8
裾径
椰部3/4

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.馴聞/6明赤褐

接合部より稜を経て屈曲し大
きく外反する日縁部に至る

0)日縁部横位の箆磨き

0)横位の磨き
外内面赤色塗彩

B-420号
住 居 址

第 284図 -10

不

　
　
生

音同
　
　
　
　
　
議”

口径
残高 9.6
裾径
OT位か弾部1/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)10R5/6赤

0)10R5/6赤

接合部より体部で強く張り口

縁部で屈曲する
0)頸部に3連止めの簾状
文、箆磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-420号
住  居  址

第 284図 -11

不
　
　
生

高
　
　
弥

口径
残高 14.9
裾径 15.6
脚部1/2

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10R4/6赤

0)5YR6/6橙

脚部は外反気味に開く 0)縦位の箆磨き
0)横位の箆削り、本回状
工具による撫で

外内面赤色塗彩

B-420号
住 居 址

第 284図 -12

甕
　
　
姓

口径 10。 6

器高 10.7
底径 4.4
ほば鋳」形

胎 ;0.2の礫、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)7.5YR8/3 8/4浅 黄橙

0)7.5YR8/4浅 黄橙

口縁部は外反し、胴部はやや
肩で張る

0)2連止めの簾状文を施
した後上から下へ波状文
を施す、胴部下位箆削り

0)横撫で、刷毛調整

B-420号
住  居 址

第 284図 -13

甕
　
　
姓

口径 11.8
器高 11.5
底径  4.4
日から胴部1/2E部

石英、粗砂粒含む
朗
0)2.5YR6/4に ぶい橙
0)2.5YR5/3に ぶい赤褐

胎
焼
色

口縁部は外反し、胴部は肩で
やや張る

簾状文と波状文を施す０

　

０

B-420号
住  居  址

第 284図 -14

甕
　
　
姓

径

高
径

２

回
残
底
ν

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR5/6明赤褐

(内 )5YR4/3にぶい赤褐

丸みのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)波状文を施す
上から下へ施文する

0)横位の箆削り

B-420号
住  居 址

第 284図 -15

甕
　
　
姓

径
高
径

３

日
残
底
ν

胎 ;石英,粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/2にぶい黄橙

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部は緩く外反する 0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)横撫で

B-420号
住 居 址

第 284図 -16

喪
　
　
姓

口径 23.5
残高 21.5
底径
口縁から胴部

胎 ;礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙  5/2灰褐

0)7.5YR6/6橙  5/2灰褐

丸みのある胴部より緩く外反
する日縁部に至る

G)簾状文の後波状文を施
す
0)斜位の刷毛調整の後箆
磨き

B-420号
住 居 址

第 284図 -17

甕
　
　
姓

口径 20.0
残高 9.8
底径
口縁部1/4

胎 ;礫、石英、雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/3に ぶい橙

口縁部は外反する

す

０

0)頸部に3連止めの簾状
文を施した後波状文を施

B-420号
住  居 址

第 284図 -18

甕
　
　
姓

口径 20.0
残高  7.0
底径
口縁部2/3

雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/3に ぶい橙
0)7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色

口縁部は緩やかに外反する ０

　

０

波状文と簾状文を施す

横撫で

B-420号
住 居  址

第 284図 -19

甕
　
　
姓

口径 14.4
残高 10.3
底径
日か州部下位1/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5Y8/1灰白

0)5Y8/2灰 白

やや球形を呈する胴部を経て
日縁部は外反する

＞

す

＞

０

　

０

3連止めの簾状文を施

横撫で

B-420号
住 居 址

第 284図 -20

甕
　
　
姓

口径 15.4
残高 9.4
底径
哺勒州部3/4

石英、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
0)2.5YR6/6橙

胎
焼

色

丸みのある胴部より緩く外反
する日縁部に至る

波状文と簾状文を施す

横撫で

B-420号
住 居  址

第 284図 -21

甕
　
　
姓

口径 17.0
残高  8.0
底径
口縁部1/2

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/8橙

口縁部は外反する 0)4連止めの簾状文を施
した後波状文を施す

0)横撫で

B-420号
住  居 址

第 284図 -22

喪
　
　
姓

口径 14.8
残高 7.3
底径
口1/2胴上位1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/1暗 赤灰

0)2.5YR6/1暗 赤灰

口縁部は緩やかに外反する 0)波状文と2連止めの簾
状文を施す

0)横撫で

第 130表  住居址出土遺物観察表 (78)
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遺構NO

図版NO

種
　
類

器
　
種

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-420号
住  居 址

第 284図 -23

甕
　
　
姓

口径 14.8
残高  7.3
底径
日1/2胴上位1/3

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR3/1暗赤灰

(内)2.5YR3/1暗 赤灰

口縁部は緩やかに外反する 0)波状文と2連止めの簾
状文を施す

0)横撫で

B-420号
住  居  址

第 284図 -24

甕
　
　
姓

口径 13.4
残高 7.1
底径
口縁部のみ

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;G)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR5/4に ぶい赤褐

口縁部は外反する 0)3連止めの簾状文と波
状文を施す

0)撫で

B-420号
住 居 址

第 284図 -25

甕
　
　
姓

口径 16.4
残高 8.2
底径
回縁部1/3

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明 赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

丸みのある胴部より外反する
日縁部に至る

0)2連止めの簾状文と波
状文を施す

0)撫で

B-420号
住  居  址

第 284図 -26

甕
　
　
姓

口径
残高 14.7
底径
胴部1/3

胎 ;粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR5/6明 褐

0)5YR5/6明 赤褐

胴部は球形状に張る 0)2連止めの簾状文と波
を施す

0)横位の刷毛調整

B-420号
住  居 址

第 284図 -27

甕
　
　
姓

口径
残高 14.0
底径  8.2
胴下位底部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/4にぶい橙

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり、丸みの
ある胴部に移行する

0)昂1毛調整

0)刷毛調整

B-420号
住  居  址

第 284図 -28

甕
　
　
姓

口径
残高  9.4
底径  6.4
胴下底1/2

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;鵬り子
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR5/3に ぶい赤褐

平底より内弯気味に立ち上が
る

0)饉磨き

0)木口状工具による撫で
督霧督き

B-420号
住  居  址

第 284図 -29

甕
　
　
姓

口径

残高  8.6
底径  7.0
嗣部下位E部3/4

胎
焼

色

石英、雲母、粗砂粒含む

m7・

0)5YR6/4に ぶい橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり、僅かに

内弯気味の胴部に移行する

０

　

０

B-420号
住 居 址

第 284図 -30

甕
　
　
姓

口径
残高  5.0
底径  4.6
胴Tl-3底部

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
m7‐

0)5YR6/3に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

平底より立ち上がり内弯する
胴部に移行する

で
　
で

撫
　
撫

０
　
０

B-420号
住  居  址

第 284図 -31

十里　
　
姓

口径 19.8
残高  7.9
底径
口縁部1/3

胎 ;石英、租砂粒含む

焼 ;良好
色JO)2.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙 2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は直立して外反する 0)頸部にT字文、簡磨き

0)箆磨き
外内面赤色塗彩

B-420号
住  居 址

第 284図 -32

士貿　
　
姓

口径 20.4
残高  6.4
底径
口縁部1/4

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

口縁部は朝顔状に開く
口唇部面取りを施す

0)縦位の箆磨き

0)横撫で
外内面赤色塗彩

B-420号
住  居  址

第 284図 -33

士軍　
　
姓

口径 29.6
残高 12.6
底径
口縁部のみ

胎
焼

色

礫僅か、雲母、粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/4に ぶい橙
(内)5YR6/6お饉 7.5YR2/1黒

口縁部は外反して開く 0)麟 き

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-420号
住  居  址

第 284図 -34

十
里
　

　

　

姓

日径
残高 48.0
底径
胴部一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

胴部下位が強く張る 0)頸部にT字文、刷毛調
整、箆磨き

0)横位の刷毛調整

B-420号
住  居  址

第 284図 -35

士霊　
　
姓

口径
残高 19.1
底径  4.8
頸部から底部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR7/3に ‖颯 7.5YR5/1灰掲
0)7.5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がり胴部は下
位で稜を有する
日縁部は緩やかに外反する

0)T字文を施す (横位の
櫛描直線文に縦位の直線
文で頸部を4分割する

内面赤色塗彩

B-420号
住 居  址

第 284図 -36

士霊　
　
姓

口径
残高 18.0
底径
頸部一部

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)7.5YR6/4に ぶい橙
0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)頸部にT字文を施す

0)
外内面赤色塗彩
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遺構NO

図版NO

糠
　
顧

量法 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形

B-420号
住 居 址

第 284図 -37

士里　
　
姓

口径
残高 17.0
底径
OT位から月下3/4

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
朗
0)5YR7/4に ぶい橙
0)5YR7/4に ぶい橙

胴部は丸みを持ち頸部に向か
って緩やかに窄まり、日縁部
は大きく外反する

0)頸部に横位の櫛描直線
文を施す

0)口縁部箆磨き、胴部剥
落  外内面赤色塗彩

B-420号
住 居 址

第 284図 -38 弥生

回径
残高 11.9
底径
頸部1/2

胎
焼
色

粗砂粒含む
朗
0)10YR5/2灰 黄褐
0)5YR5/4に ぶい赤褐

０

　

０

頸部にT字文を施す

B-420号
住 居 址

第 284図 -39

士菫　
　
姓

口径
残高 28。 2

底径 15.0
胴下位一部

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色;0)5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

平底より立ち上がり胴部下位
に外稜を持つ

0)箆削りの後縦位の箆磨
き

0)箆削りの後撫で
外面赤色塗彩

B-420号
住 居 址

第 284図 -40

士霊　
　
姓

回径
残高 16。 9

底径 10.0
胴下位2/3圏

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)5Y聞 /4にぶい赤褐

平底より立ち上がり胴部に外
稜を持つ

0)箆削りの後縦位の箆磨
き   0)横 位の箆削
りの後箆磨き、刷毛調整

外内面赤色塗彩

B-420号
住 居 址

第 284図 -41

士里　
　
姓

口径

残高  8.6
底径 14.3
胴下位1/5邸

胎 ;礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/4に ぶい橙

0)10YR7/3に ぶい黄橙

平底より外傾して立ち上がる 縦位の箆磨き

剥落

０

　

０

B-420号
住  居  址

第 284図 -42

一里　
　
姓

口径
残高 8.0
底径 13.8
底部のみ

胎 ;礫、雲母、粗砂粒多量に含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR6/6橙

0)5YR6/4に ぶい橙

平底 縦位の箆削り

剥落

０

　

０

B-420号
住  居  址

第 284図 -43

士亜　
　
姓

口径
残高 H。 9

底径 14.0
底部のみ

胎;0.2の礫、石英、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)10YR7/1灰白

0)5YR6/6橙

平底 0)箆削り、縦位の箆磨き

0)剥落

B-420号
住  居 址

第 284図 -44

士亜　
　
姓

口径
残高 5.7
底径 5.0
1部下位1/3E部

胎 ;0.2の礫、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR7/4に ぶい橙

0)7.5YR7/4に ぶい橙

平底より外傾して立ち上がる 0)胴部箆削りと刷毛目
底部箆切り

0)刷毛調整

B-420号
住 居 址

第 284図 -45

淋
　
　
姓

口径 16.4
残高 7.3
底径
口縁部1/3

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)2.5Y聞/6明赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

口縁部は外反する 0)箆削り撫での後箆磨き

0)箆削り撫での後箆磨き
外内面赤色塗彩

B-420号
住  居 址

第 284図 -46

鉢
　
　
姓

径
高
径
３

口
器
底
ν

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;G)2.5YR5/8明 赤褐

0)2.5YR6/6橙

平底より内弯気味に開く 0)箆磨き

0)横位の箆磨き
外内面赤色塗彩

B-420号
住 居  址

第 284図 -47

鉢
　
　
姓

口径 14.8
残高 8.0
底径
口から体部置ぼ1/2

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)5YR7/6橙

0)7.5YR7/6橙

体部は外傾して開き口縁部は
僅かに内弯する

0)縦位の箆磨き

0)横位の箆磨き

外内面赤色塗彩

B-420号
住  居 址

第 284図 -48

鉢
　
　
姓

口径 13.2
器高  6.6
底径  3.9
体1/2底部

胎 ;雲母、粗砂粒含む

焼 ;良好
色 ;0)2.5YR5/6明赤褐

0)2.5YR5/6明 赤褐

平底より外傾して開く 0)体部箆磨き
底部箆切り

0)麟 き
外内面赤色塗彩

B-420号
住  居 址

第 284図 -49

鉢
　
　
姓

口径  9。 2

残高 8.9
底径
口肺ら螂地調

胎 ;雲母、粗砂粒含む
焼 ;良好
色 ;0)7.5YR6/6橙

0)5YR6/6橙

緩やかな稜を経て日縁部は内
弯する

0)

0)膀 き

B-420号
住  居 址

第 284図 -50

甑
　
　
姓

口径

残高  2.1
底径  4.9
底部のみ

胎 ;石英、雲母含む
焼 ;良好
色 :G)5YR5/4にぶい赤褐

0)5YR6/6橙

0)箆削り

0)

第 132表  住居址出土遺物観察表 (80)
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